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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








序章・一　祈りの世界

序章・二　神代の世界

一章　無欲ならざる古仙

二章　熾天の巫女

三章　榮凜島の落日

間章　世界構築因子の鼓動

四章　ブレイジング・フィロソフィー

断章　Oriental Lost Idyll

終章　西暦三〇九九年の奇蹟












　　　　　　　　　　序章・一／祈りの世界




「おはよう彭ほう寿じゆ星せい様。今日もくそったれな朝をありがとう」

　神社に奉納するための薬草を摘んでいたとき、ふと日課のお参りを忘れていたことに気づいて山のふもとの祠ほこらへ立ち寄った。石造りの古ぼけた祠ほこらだ。祀まつられている神の名は〝炎えん帝てい神しん農のう彭ほう寿じゆ星せい〟。この島に光をもたらす（と云いわれている）仙人だった。

「ねえ、この島は寇こう魔まのせいでめちゃくちゃだわ。守り神のあんたが何もしないからよ。炎えん帝てい神しん農のうなんていう大層な仙人なんだから、村の一つや二つ、救ってみたらどうなの」

　合掌をしながら悪態混じりに呟つぶやく。祠ほこらを拝するようになってから三年、祈りの文句は時を経るにつれぞんざいなものとなっていった。人を救ってくれない神様に存在価値はない。それでも毎朝彭ほう寿じゆ星せいに祈りを捧ささげるのは、亡なき母の教えにこうあるからだ。

『彭ほう寿じゆ星せい様のお参りを忘れてはいけませんよ。きっとお前を助けてくださるから』

　いま思えば噓うそ臭くさくて仕方がない。彭ほう寿じゆ星せいとは千年前に実在したという仙人のことだ。神社に残されている歴史書を鵜う吞のみにするならば神かみ代よの世界で活躍した軍人か何かで、寇こう魔まとの戦争に敗北して自らを封印、遥はるか未来に復活すると云いい残のこしてこの世を去ったという。その〝遥はるか未来〟というのが神社の連中曰いわく千年後、つまり今年。満を持して目覚めた彭ほう寿じゆ星せいは、村に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする悪逆な寇こう魔まどもを一掃し、人間たちの生活に安らぎを与えてくれるのだ。

　そんな上う手まい話があるかと思う。きっと神頼みしか能のない莫ば迦かどもが流る布ふしたでたらめに違いない。結局、助かりたいのならば自分で努力をするしかないのだ。

「……私はあんたの手は借りない。自分で寇こう魔まを始末してやる」

　少女はおもむろに立ち上がると、祠ほこらに向かって強烈な蹴りをぶちかましてやった。足の指が折れるかと思った。しばらく涙目で悶もだえてからその場を後にする。




　こんな世界はぶっ壊してやる──熾し天てん寺じかがりは激烈にそう思う。

　神が不在の島は腐臭に満ちている。事実、少し出歩けばすぐに悲劇と出会うことができた。

　神社に向かう途中、人に気取られぬよう忍び足で村を通りすがった折、野太い寇こう魔まの怒鳴り声を聞いて思わず歩みを止める。厩うまやの柱の陰からこっそり広場をのぞくと、ひれ伏す村人たちと、彼らを傲慢にねめ回す天てん颶ぐどもの姿が見えた。

「──これだけか！　たったのこれだけと申すのか！　たかだか米俵のいくつかを貢みついだ程度で儂わしらが満足すると思っているのか汝なんじらは！」

「申し訳ありません。お出しできるのはこれが精一杯で……」

「云いい訳わけするんじゃあないッ！」

　天てん颶ぐのふるった拳が、老ろう爺やの頰をしたたかに打った。吹っ飛ばされた矮わい軀くはしばらく土の上で痙けい攣れんしていたが、やがてぴくりとも動かなくなってしまう。人間たちの悲鳴があがった。

「ええいやかましい！──いいか。貴様ら人間は天てん颶ぐのおかげで生き永らえているのだ。もし儂わしらがこの浮ふ塊かいから去れば、たちまち他の寇こう魔まどもが押し寄せてくるのだぞ！　つまり儂わしらは人間の守り神！　守り神に感謝して盛大な贈り物をするのは人として当然であろうが！」

「し、しかし天てん颶ぐ様。我々にも限界というものが」

「限界を超えろ!!」天てん颶ぐは髪を逆立てて荷車に積まれた米俵を指差した。「この程度で儂わしらの腹が満たされるはずもなかろうが！　貴様らには庇ひ護ごされる者としての自覚が足らん！　日頃から天てん颶ぐを神仏のごとく崇あがめ奉たてまつれと云いっておろうに、ふんッ！」

　怒りに任せた剛腕が勢いよく荷車に突き刺さる。俵が破裂し、大量の穀物が地面に散らばった。村人たちが汗水垂らして蓄えてきた努力の結晶が──

「ぐわははは！　次にちんけなものを貢みついだら貴様らも俵のように粉砕してくれるわ！　そうだな、明日の天てん颶ぐ祭まつりではこの十倍の量の食物を」

「ふ、ふざけるんじゃねえっ！」

　ひとりの若者が声を荒げて立ち上がった。ぎょろりと天てん颶ぐに睨にらまれ一瞬怯ひるむが、彼は勇気を奮い立たせて邪悪な寇こう魔まを糾弾した。

「そんなの無理に決まってるだろ！　何が守り神だ、お前らのせいで俺たちがどれだけ苦労したと思っている！　無茶なことばかり云いいやがって……この疫やく病びよう神がみが！」

「なんだ小僧。それは儂わしらに向かって云いってるのか？」

「そ、そうだ！　お前らは疫やく病びよう神がみだ！　今すぐこの島から出て行」言葉は続かなかった。丸太のような腕に首を鷲わし摑づかみにされたからだ。天てん颶ぐは骨を握り潰すような勢いで力を籠める。若者の足が浮いた。じたばたと藻も搔がくが寇こう魔まの握力から逃れることはできない。

「人間の分際で──強者に諂へつらうことしか能のない貧弱な人間の分際で、生意気にも天てん颶ぐに盾突く気か！　許さん、許さんぞ！　なんとか云いってみろ、小僧ッ！」

「……、…………っ、」

　若者の全身から力が抜け、その場にどしゃりと崩れ落ちる。骨ごとねじ切られた彼の頭部が井戸の傍かたわらにごろりと転がり、それを目まの当あたりにした村人たちの間から恐怖の色濃い吐息が漏れた。「莫ば迦かなことを」と顔を覆う老人の姿もある。

「逆らう者は殺処分せねばならん！　貴様らも命が惜しくば妙な考えは起こすなよ」

　村人たちは沈黙した。それを肯定と受け取ったのか、天てん颶ぐは満足そうに頷うなずいて云いう。

「よかろう。──一つ確認しておくが、明日は天てん颶ぐによる天てん颶ぐのための天てん颶ぐ祭まつりだ。この村を見た限りでは祭りの前日という気がせんが、本当に準備は進んでいるのだろうな？」

「は、はい。滞りなく……」

「なるほど、儂わしらには秘密というわけか！　よいぞ、よいぞ。貴様らがどのような催しを開いてくれるのか、今から楽しみで眠れんわ！　血沸き肉躍る祭典を期待しているぞ！──おい野郎ども、そろそろ帰還しようではないか！　こやつらの邪魔をするのも悪いしな！」

　取り巻きの天てん颶ぐどもが応と頷うなずいた。やつらは一様に大口を開けて下品に笑うと、その場で力強く跳躍、巨大な翼をはためかせて青空の向こうに遠ざかっていく。怪物どもの姿が黒い点々になり、やがて視界から消え去るに至っても、人々は呆ぼう然ぜんと膝をつくことしかできない。

　いたるところで誰かがすすり泣いている。

　天てん颶ぐの振る舞いは年々悪化の一途をたどっていた。やつらに殺された人間の数は十や二十ではきかない。だからといって抵抗すればすぐさま首と胴を離される。八方塞がりだった。

「この島は、もう駄目かもわからんなあ……」

　絶望に包まれた村の風景を、かがりは少し離れたところから悲しい気持ちで眺める。

　桜おう泉せん里り。浮ふ塊かい・榮えい凜りん島とうに存在する寒村である。この寒村は──というよりも、この浮ふ塊かいに存在する村々は、無法者の天てん颶ぐどもによって生きるか死ぬかの窮地に追いやられていた。

　榮えい凜りん島とうは空を漂う巨大な土くれだ。どういう原理で浮いているのかは誰も知らない。島いちばんの長老曰いわく、彼が生まれたときには既にぷかぷか浮いていたのだという。

　もともとこの浮ふ塊かいは平和な地だった。春には美しい桜が咲き誇り、夏にはたくさんの野菜がとれる。秋には黄金色の稲穂がこうべを垂れて、冬には一家で炉を囲んで団だん欒らんする──島から出ることはできないが、人々は与えられた環境で生きることに満足していた。

　ところが、百年ほど前に天下の実力者たちが覇を競うようになってから、徐々に世界の秩序が乱れ始める。これに乗じて湧いてきたのが天てん颶ぐどもだ。やつらの鬼畜さはあえて説明するまでもない。一つだけ云いえることは、この十年で榮えい凜りん島とうの人口は半数になったということだ。

「……だめだ。これでは村が滅んでしまう」

「耐えろ。きっと彭ほう寿じゆ星せい様が救ってくださるさ」

　ぎりり、とかがりは歯を食いしばる。

　こいつらは心が死んでいる。そこで無残な死に様を晒さらしている若者など例外中の例外もいいところで、大半の人間は抵抗するだけの勇気も持たない意気地なしだ。ゆえに天てん颶ぐどもは調子に乗ってしまう。──しかし、人間たちの弱気を責める資格が自分にはないことを、かがりは十分に理解していた。何な故ぜなら熾し天てん寺じかがりも彼らと同じようなものだから。

「おい、何見てんだよ、化ばけ狐きつね」

　はっとして顔を上げる。衆人の視線が集まっていた。見つかってしまったらしい。

「何か文句があるのか？　え？」

「わ、私は……」かがりは無意識のうちに後ずさる。──また、いつものあれだ。

「気に入らねえな。あいつ、寇こう魔まだろ」

「天てん颶ぐと同じだよ。そのくせ人間づらしてこの島に住んでるんだ」

「かなめ様も、どうしてあんなやつを生かしておくのかね」

「寇こう魔まは寇こう魔まを呼ぶと聞くぞ。あいつがいるから天てん颶ぐが来るに違いない」

「そうだ」「そうに決まっている」「死ねばいいのに」「死ね」「死んでしまえ！」

　村人たちは親の仇かたきでも見るかのような目でかがりを見据え、しきりに「死ね死ね」と叫んでいた。かがりは何も云いい返かえせない。ぎゅっと拳を握り、目元から溢あふれそうになる涙を堪こらえながら、どうしてこんな仕打ちを受けねばならぬのかと天を呪う。

　熾し天てん寺じかがり。珍しい金色の髪を肩口まで伸ばした少女だ。

　ただし、かがりは普通の人間ではなかった。妖よう狐この性質を身体からだに宿した雑種である。その証拠に、かがりの頭には狐きつねのような獣耳が生えているし、お尻の辺りからは金の毛並みに包まれた尻尾が垂れていた。これこそが人々から忌いみ嫌きらわれる理由に他ならない。

「さっさと失うせろ！　寇こう魔まめ！」

　にわかに誰かが石を投げてきた。石は厩うまやの柱に当たって地面に落ちたものの、そういうことをされたという事実がかがりの心を蝕むしばんでいく。

　──消えろ。

　──お前なんか、いないほうが世のため人のためだ。

　かがりは爪が皮膚に食い込むほどの力で拳を握った。いつもなら何も云いい返かえさない。云いい返かえしたらその瞬間、やつらにさらなる迫害を行う大義名分を与えてしまうからだ。

　だが、このまま我慢することに意味はあるのだろうか？　やつらは意気地なしだ。天てん颶ぐの横暴で溜たまった鬱憤を、かがりを虐いじめることで晴らすような卑ひ怯きよう者ものだ。そんなやつらの思い通りには、させたくない。──かがりは顔に向かって飛んできた石をすんでで摑つかみ取とると、聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんをわめき散らす人間どもを屹きつと睨にらみつけ、

「──この、へたれどもが！　私をいじめてどうなるの！　あんたたちに酷ひどいことをするのは天てん颶ぐでしょ！　倒すべきは天てん颶ぐなんでしょ！　どうしてそれがわからないの」

　渾こん身しんの抵抗は最後まで続かなかった。誰かが投とう擲てきした竹の棒が、かがりのおでこを勢いよく打ったのだ。ひとたまりもなく尻餅をついたかがりに向かって、たちまち雨あられのように小石が降ってくる。恐怖が怒りを通り越した。声を張る勇気など失うせてしまった。かがりは青ざめて立ち上がると、這ほう這ほうの体ていで藪やぶの中へと飛び込んだ。

　追いかけてくる気配はない。それでもかがりは走る。一心不乱に走る。

　走っているうちに涙がぽろぽろとこぼれてくる。

（こんな世界はぶっ壊してやる）

　そう決意したのは遥はるか遠い昔のことのように思う。それなのに、決意をしてから今日に至るまで、かがりは何一つ〝世界をぶっ壊すための行動〟を起こしていなかった。

（私も、へたれだ……）




　　　　　　　　　　○




　熾し天てん寺じかがりは十五年前、榮えい凜りん島とうを束ねる炎の一族・熾し天てん寺じ家の嫡女として生まれた。ただし狐きつねの耳と尻尾のおまけつきだ。本当なら生まれた直後に間引かれるはずだったが、かがりの母親──熾し天てん寺じ家の巫み女こにして榮えい凜りん島とうの最高権力者──が頑かたくなに拒否したのだという。かくしてかがりは母親の愛を十分に受けて育った。しかし、悲劇は今から三年ほど前に起きる。三年前の嵐の夜、かがりの母は忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのだ。村人たちは「天てん颶ぐの仕業だ」と大いに騒ぎ、神社の巫み女こには手を出さぬという掟おきてを破った寇こう魔まへの怒りを募りに募らせた。そして怒りの矛先はすぐに変わった。それまでは母の庇ひ護ご下かにあったから良かったものの、あの嵐の夜以降は村人たちの憎ぞう悪おが堰せきを切ったようにかがりに集中し、しまいには「巫み女こが死んだのは狐きつねが災厄を招いたからだ」という濡ぬれ衣ぎぬまで着せられて神社を追い出されてしまった。

　かがりは榮えい凜りん島とうの人々にとって疫やく病びよう神がみそのものなのである。

　とはいえ誰も彼もが「化ばけ狐きつね憎し」というわけでもない。かがりの生家、命めい融ゆう神社の神職たちの中には、かがりの現状を憐あわれみ生活の支援を申し出る人間もいた。

「よくぞいらっしゃいました、かがり様」

　石段をのぼり、くすんだ朱色の鳥居をくぐると、白髪の目立つ男に迎えられた。命めい融ゆう神社に住み込みで働く左さ禰ね宜ぎであり、名を飯いい垣がきという。かがりは背負っていた籠を下ろすと、その中身を指で示しながら云いった。

「今朝採ったやつよ。これでいいんでしょ？」

「ふむ。確かに拝領致しました」

　飯いい垣がきは大きく頷うなずいて微笑ほほえんだ。毎週の星期日に命めい融ゆう神社へ薬草を届け、その見返りとして食料や衣類などの生活必需品をもらう。この三年間は、そうやって生きてきた。

「これで島の人間の傷も癒えましょう。かがり様のおかげです」

「……あいつらの傷を治したって、ちっとも嬉うれしくない」

　命めい融ゆう神社の祭神のうちの一柱は、現あら人ひと神がみたる〝熾し天てん之の巫み女こ〟だ。そのご利り益やくは家内安全と傷しよう痍い平へい癒ゆ。巫み女こが定期的に儀式をすることで霊れい氣きが島に行き渡り、ちょっとした風邪や掠かすり傷きずを治してしまうのだ。しかし近頃は巫み女こが病気で儀式が行えないため、かがりが届けた薬草を格安で売ることでもってご利り益やくのかわりとしていた。

「荷物はいつも通り、家の近くに届けておいて」

「承知致しました。──いえ、お待ちください、かがり様」

　踵きびすを返しかけたところを引きとめられた。飯いい垣がきが真剣な表情でこちらを見ている。

「かなめ様に、お会いください」

　かがりは今度こそ拝殿に背を向けた。

「帰るわ」

「もう長くはありません」

　一歩踏み出した状態で固まってしまう。飯いい垣がきは深々と頭を下げて続けた。

「あの方は、かがり様と会える日を待ち望んでおられます。どうか、お顔だけでも」




　命めい融ゆう神社の巫み女こ、熾し天てん寺じかなめ。

　かがりの双子の妹でありながら、人々の崇拝を一身に受ける熾し天てんの子だ。かがりには理解しがたいことだが、榮えい凜りん島とうの人間たちにとって彼女の存在は心の支えになっているらしい。

　──かなめ様がいるから我々は暮らしていけるのじゃ。

　──かなめ様がいなかったら天てん颶ぐどもはますます図に乗っていただろう。

　しかし、久方ぶりに拝んだ妹の顔色は、見ているのが気の毒になるほど青白かった。

「ああ！　かがり。よく来てくれましたね」

　顔のつくりはかがりと似ている。背丈も大差はない。違うところを挙げるとすれば、かがりが金色の髪と尻尾を持つのに対し、かなめは持たない。凍いてつくような銀髪だけは人間離れしているが、その神こう々ごうしい容姿はむしろ人々の信仰が集まるのに拍車をかけていた。

「こんな恰かつ好こうでごめんなさい。今日も調子が悪くて……」

　寝衣姿のかなめは布ふ団とんの上に胡坐あぐらをかいて苦しそうにしていた。強がりで張りつけた笑みは痛々しく、ときおり顔を顰しかめたかと思えば、ごほんごほんと身体からだに悪そうな咳せきをする。

[image: ]

　もう三年も前からこんな調子だ。先ほど飯いい垣がきに聞いた話によると、あと一年も生きられれば御の字だという。かがりは込み上げる感情を抑えつけて口を開く。

「無理しないで寝てなさいよ。死んだらどうするの」

「心配してくれてありがとうございます。私に優しくしてくれるのは、かがりだけですね」

「島の連中は挙こぞってあんたを崇あがめ奉たてまつってるじゃない」

「あれは優しさではありません。信仰です。彼らは自分のために私を祀まつっているんです」

「……ふうん。あんたを拝んでも天てん颶ぐがいなくなるわけじゃないのにね」

　かなめは悲しそうに目を伏せた。

「飯いい垣がきから聞きました。今日も、天てん颶ぐが来たそうですね」

「来たわよ。人が殺された。──ねえ、あいつらをなんとかする方法はないの？　あいつらがいるから、人間たちに鬱憤が溜たまって、それで私を」

　そこでふと気づき、かがりは何も云いえなくなってしまった。死の淵ふちに臨んでいるかなめの絶望と比べたら、自分の悩みはあまりにもちっぽけだ。

「わかっています。熾し天てんの巫み女ことして寇こう魔まを放置するわけにはいきません。ですが私は非力なのです。最近は神社の儀式も満足に行えず、みんなの病気を治すこともできないし」

　かなめが口元を押さえて咳せきをした。慌てて背中をさすろうとするかがりを手で制し、

「大丈夫。お薬を飲みましたから」

「でも」

「かがりが届けてくれた薬草のおかげで、進行は抑えられています」

「でも！　そんなのは気休めでしょ。あんたの病気には特効薬がない。ううん、あったはずなんだけど、失われてしまった」

　壁の書棚に目をやる。そこには『天てん地ち綱こう目もく』と書かれた古い医学書が積んであった。かなめの病気を治す方法が記されていたらしいのだが、何しろ千年前に編へん纂さんされたものだ。時代を経るにつれ散逸し、今では原典の六割しか残っていない。その散逸部分さえ見つかれば。

「……ねえ、かがり」かなめは遠い目をして口を開いた。「今年が、千年目ですね」

「いきなり何を云いってるのよ」

「彭ほう寿じゆ星せい様が封印されてから、今年で千年です」

　かがりは遣やる瀬せ無ない思いになった。彭ほう寿じゆ星せい。その名は榮えい凜りん島とうの人々にとっては呪いにも等しかった。誰もが果てしない期待を込めて聖仙の復活を待ち望んでいる。──だが、その期待が外れたとき、榮えい凜りん島とうは真の意味で絶望のどん底に突き落とされてしまうのではなかろうか。

「彭ほう寿じゆ星せい様は天下に九人しか存在しない〝五ご彩さいの覇は者しや〟と呼ばれる実力者の一人です。きっと榮えい凜りん島とうに平和な時間をもたらしてくれるでしょう」

「そんなのを……そんなやつを、かなめは本気で信じているの……？」

「これは事実ですから。──かがり、あなたにはつらい思いをさせてしまいましたね。獣の耳や尻尾があるだけで虐いじめられるのは不当です。島の人たちにもかがりを蔑ないがしろにしないよう云いい含ふくめているのですが、誰も聞いてくれなくって……これでは妹失格ですね」

「妹に失格も合格もあるか。私が虐いじめられているのは、べつに誰のせいでもない。強いて云いうなら天の神様が悪いのよ。人間から狐きつねが生まれてくるなんて、そんな莫ば迦かげたことをどうして見逃しちゃったのかしら……だから、ええと、」

「大丈夫。つらい日々は終わりを告げます。もうすぐ彭ほう寿じゆ星せい様が救ってくださいますから」

「そんな宗教じみた話は聞きたくないっ！　しゃべってないで寝てろっ！」

「かがりも信じてください。人の祈りは現実を変えるのです」

　頭がくらくらした。

　かなめの病気は、かなめの頭まで蝕むしばんでいるのかもしれない──そう思った。

「もういいわ。云いいたいことはよくわかった。つまりあんたは、最強の神様が突然現れて島を救ってくれるって本気で信じているのね。そんな都合の良いいことを」

「違います。いえ、まあそうなんですけど、確証がないわけじゃなくて……」

「もう休んだほうがいい。私も帰るから。──いつになるかわからないけれど、きっとまた来るわ。あったかくして寝なさいよ」

「聞いてください、かがり」

　かなめの視線を振り切って部屋を出る。胸の内でぐるぐる回っている奇妙な感情を押し潰すような勢いでぴしゃりと障子戸を閉めた。

　自分だけじゃない、かなめも参っているらしい。

　これからどうすればいいんだろう。




　どうしようもなくなってしまった。

　桜おう泉せん里りの外れ、人気のない鬱うつ蒼そうとした林の奥にひっそりとたたずむ茅ぼう屋おく。

　鬱々とした気持ちで帰宅したかがりを迎えたのは、天を衝つかんばかりの勢いで燃え上がる炎だった。もうもうと立ち昇る黒煙、辺りに充満する肌を焼くほどの熱──かがりの家は、真っ赤な火の渦に吞のみ込こまれてもとの形もわからないほどになっていた。

「なんで……？」

　かがりは呆ぼう然ぜんと炎を見つめることしかできない。

　あの家には大切なものがいっぱいあった。服や食べ物、なけなしのお金はもちろん、お母さんに作ってもらった冬用の襟マフ巻ラーとか、お母さんに買ってもらった緑りよく檀だんの櫛くしとか。

（こんなことって、ないよ）

　絶望のあまり膝から崩れ落ちてしまった。それを目め敏ざとく見つける者たちがいた。

「いたぞ！　化ばけ狐きつねだ！」

「やっぱりこいつの住みかだったんだ！」

　かがりはびくりと震えて辺りを見渡す。草の茂みから人間たちが現れた。そうしてすべてを悟る──こいつらだ。こいつらがやったんだ。でも何な故ぜ？　決まっている、かがりのことが気に食わないからだ。八つ当たりとか鬱憤晴らしとか、そういう次元はとうに超えていた。

「よう化ばけ狐きつね、気分はどうだ？」

　男が近づいてきた。村長の長男坊、名前は確か弥や助すけとかいったはずだ。

「俺たちは清すが々すがしい気分だよ。……にしても、よく燃えてるなあ」──ぎゃははは。人々が爆笑した。何が可お笑かしいのか微み塵じんも理解できない。この人たちは心の病気なのかもしれない。

「こんなことして、何が楽しいの」かがりは拳を握って弥や助すけを睨にらみ据すえた。

「お前がこの世に存在しているとよくないことが起こる。天てん颶ぐが出るのも、かなめ様がご病気を患わずらったのも、全部お前のせいだ。だから退治しに来たんだよ、俺たちは」

「冗談じゃないわ！　私が何かしたっていう証拠があるの!?」

「鏡を見ろや！　その耳と尾が動かぬ証拠だろうが！」

「違う！　これは生まれつきなの……」

「云いい訳わけするんじゃあないッ！」

　視界に火花が散った。がつんと頭を揺さぶられ、気づいたときには地面に俯うつぶせになっていた。脳みそが働いていない。鈍い痛みが這はい上あがってくるにつれ、ようやく自分が殴られたのだと理解した。信じられなかった。こんなことをするやつがいるのか。

「ふん、この程度で終わると思うなよ。俺たちは我慢しないと決めたんだ。──おい」

　弥や助すけが顎で何事かを指示した。村人のひとりが縄を両手に近づいてくる。

　命の危機を察知したかがりは必死で足に力を込めて立ち上がろうとした。しかしいきなり背後から腕をつかまれて踏鞴たたらを踏んでしまう。

「いたっ……離してよ！」

「お前は天てん颶ぐ祭まつりの供く物もつにするんだ。村には食料がないからなぁ、やつらには狐きつねの肉で我慢してもらおうじゃないか。化ばけ狐きつね退治と天てん颶ぐのご機嫌取り、同時にできて一石二鳥だろう？」

　鳥肌が立つのを感じた。かがりは顔面蒼そう白はくになって暴れた。しかし背後から羽交い締めにされてしまい逃げることができなかった。縄を構えた男がゆっくりと近づいてくる。

「やめてよ！　あんたたち、頭おかしいんじゃないの!?」

「おかしくねえよ。──ほら、さっさと縛れ！　寇こう魔まに触りすぎると腫れ物ができる」

「ふ、ざ、けんなあああっ！」

「おい、じっとしてろ────ぶッ!?」

　弥や助すけの顔面に頭突きを食らわせてやると、かがりは死に物狂いでその場から走り去った。

「逃げたぞ！」「追え！」「殺せ！」──背後から無数の怒声が浴びせかけられる。飛んできた石が背中に当たって転びそうになる。それでもかがりは走る。死力を尽くして走る。走らなければ殺されてしまう。目からは大粒の涙がこぼれ落ちてくる。

　この島には、かがりの居場所はないのだ。……いや、この島だけじゃない。世界中のどこを探しても、こんな薄汚い狐きつねを受け入れてくれる場所なんてないのだろう。

　熾し天てん寺じかがりは、いるだけで人の迷惑になる。

　それが、心の底からわかってしまった。




　どこをどう走ったのか判然としないが、辛くも村人たちの魔手から逃げおおせたらしい。

　桜おう泉せん里りの外、整備されていない獣道が延々と続くような、人気のない寂しい場所だ。

　かがりは大きく息を吐くと、藪やぶに引き裂かれて傷だらけになった肌をいたわりつつ近くの倒木に腰をおろす。そうしてはっとする。道の向こうに地平線が見えるのだ。墨をぶちまけたような黒い大地と、夕焼けの紅色に染まった大空が、一本の線でくっきりと両断されている。蜩ひぐらしの声を聞きながら、かがりはしばし万感の思いでその光景を見つめていた。

「……どうしよう」

　ぽつりと漏れ出たのは、掠かすれきった声だった。

　家は燃えた。持ち物もない。残された道は野垂れ死にくらいか。無様に死ぬのも悪くない、そんなふうに自嘲的な笑みを浮かべたとき、ふと妖よう氣きを感じてかがりは身を強こわ張ばらせた。地平線の向こう、ゆったりと流れる紅色の雲の中に、悠々と空を飛ぶ人影が見える。

（天てん颶ぐ……！）

　かがりは慌てて近くの岩陰に身を隠す。黄たそ昏がれ時どきになると、やつらは榮えい凜りん島とうの哨しよう戒かいをする。人間が天てん颶ぐに隠れて〝悪さ〟をしていないか見張っているのだ。なんたる不運。人間に追い回された挙句、天てん颶ぐと遭遇してしまうなんて。いや、隠れていれば難を逃れることも──

　だめだ、こっちに来ている。

　化け物どもは風のような速度で近づいてくる。

　なぜ、どうして。──かがりは気づけなかった。狐きつね耳みみが岩から飛び出していたことに。

「ぐわははは！　なんだこやつは！　桜おう泉せん里りで忌いみ嫌きらわれている狐きつねではないか！」

　哄こう笑しようとともに天てん颶ぐが大地に降り立った。気配は二つ。もはや隠れていても意味はないと悟ったかがりは脇目も振らずに走り出した。しかし木の根に躓つまずいて転んでしまう。しかも足首を捻ひねった。立てない。なんて間抜けなんだろう、かがりは泣きそうになってしまった。

「どうする？　天てん颶ぐ法ほうによれば日没後に出歩いている者は殺してよいことになっているが」

「珍しい狐きつねの尻尾だ、昏くら武ぶ様に献上するのがよかろう！」

「だな！　殺してから剝ぎ取ろうではないか」

　背後で恐ろしい会話が交わされている。かがりは木に手をついてなんとか立ち上がった。逃げなければ殺されてしまう──その一心でひたすら足を動かす。

「どこへ行くのだ狐きつねめ！」

　にわかにすさまじい風が吹いた。

　次の瞬間、天てん颶ぐの放った鎌かま鼬いたちの妖術が、近くの木を真っ二つに両断した。巻き起こった突風に耐えきれず、かがりはその場に倒れ込んでしまう。

「逃げろ逃げろ、たまには狩りに興じるのも悪くない！」

「狐きつね狩がりじゃ！　ほぅれ、儂わしらを楽しませてみろい！」

　ふざけてやがる──かがりは沸々と怒りが湧いてくるのを感じた。助かる道は残されていない。ならば無様に逃げ回っても意味はない。──そうだ、ここで世界を壊すための第一歩を踏み出そう。この島に悲劇をもたらした化け物どもに、一いつ矢し報いてやろう。

　かがりは足の痛みを堪こらえて這はい上あがる。木の枝を力任せに折って剣のかわりにする。

　切っ先を向けられた天てん颶ぐどもが面白そうに頰を歪ゆがめた。

「なんだ？　抵抗する気かえ？　狐きつねの分際で！」

「……そうよ。これからお前らをぶっ殺してやるわ」

「やれるものならやってみろッ！」

　一匹の天てん颶ぐが大地を蹴った。恐ろしい形相で近づいてくる化け物の気迫に尻込みしそうになったが意志の力で身体からだの震えをねじ伏せる。かがりとて日々を無為に過ごしていたわけではない。命めい融ゆう神社に伝わる剣技──〝炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう〟。幼い頃に母親から教えを受けて以来、鍛錬を欠かした日はなかった。神社を追い出されて以降は独学になってしまったが、日頃から戦いの感覚は研ぎ澄ませているつもりだ。炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆうはすべてを焼き払う炎の流派、これまで学んできたことを発揮すれば天てん颶ぐが相手でもすぐさま殺されるようなことは──、

「うぐっ、!?」

　気づけば天てん颶ぐの掌打がお腹なかに突き刺さっていた。ぽろりと枝が手から落ち、かがりはもんどり打って土の上に伏した。内臓をかき乱されるような感覚、次いですさまじい痛みと吐き気を覚えてのたうち回る。──全然見えなかった。熾し天てん流りゆうが通用しない。私じゃ勝てない、

「ぐわははは！　口ほどにもないな、狐きつね！」

「こ、このっ……、……、!!」

　声が出ない。立ち上がることもできない。敵はずんずんと近づいてくる。とにかく武器だけは確保しよう──そう思って伸ばした右手を突然下げ駄たで踏みつけられ、涙がこぼれた。

「脆もろいな！　貴様も寇こう魔まの端くれならもう少し根性を見せたらどうだ！」

「ふん、期待するだけ無駄だぞ！　こやつは人から石を投げられてもろくに抵抗しない屑くずだそうだ！　何のために生きているかわからんな！」

　唐突に放たれた蹴りが下腹部に直撃した。口から血をまき散らしながら地面をごろごろと転がり、草の上に積み上げられていた石に背中をぶつけてようやく停止した。全身が焼けるように痛む。いくつか骨が砕けたのかもしれない。

　今日は踏んだり蹴ったりだ。──いや、今日ばかりじゃない。熾し天てん寺じかがりの人生は、生まれてから今日にいたるまで、どうしようもないほど不幸に満ちていた。

「ぐわははは！　見ろ、毬まりのように吹っ飛んだぞ！」

「蹴け鞠まりじゃ！　蹴け鞠まり大会じゃ！」

「よゥし、どちらが遠くまで飛ばせるか勝負じゃ！　負けたら坊ぼう主ずな！」

　気がふれそうだった。何な故ぜ自分がこれほどの目に遭わなければならないのか──わかっている。天の神様がそうなるよう仕向けたからだ。

　この世の悪意を一身に受けてきた、とまでは云いわない。

　神様は莫ば迦からしいくらいに残酷だ。熾し天てん寺じかがりに匹敵する不幸な境遇の持ち主など浮ふ塊かいの下を見れば星の数ほど存在するはずである。巫み女この占いでも出るのは〝凶〟ばかり、天下は目を覆いたくなるような悲劇に満みち溢あふれていた。むしろ自分なんて、この三年間、迫害されながらも辛かろうじて生活できていたぶんだけマシな部類なのだろう。

　だが、こういう不幸が当然のように存在していること自体がおかしい。間違っている。

　こんな世界は壊れてしまえばいい。人の運命を弄ぶ神など滅んでしまえばいい。

　天てん颶ぐどもが近づいてくる。怖かった。恐ろしかった。卑劣な寇こう魔まに怯おびえることしかできない自分が情けなかった。なんとか逃げ出そうとして全身に力を込める。しかし半身を起こすことすらできず、再び崩れ落ちて仰向けに倒れ込んでしまう。

　そうしてふと気がついた。見覚えのある祠ほこらがそこに鎮座していたのだ。

　先ほど自分が背中をぶつけたのは、かがりが毎朝拝んでいる石の祠ほこらだったらしい。

（……彭ほう寿じゆ星せい様）

　このウスノロ守り神は何をやっているのだろう。今年が復活する年なのだろうに。

　こちとら毎日わざわざ参拝してやっているんだぞ、島民がこんなにも悲しい思いをしているんだぞ。少しはご利り益やくを寄越したらどうなんだ、この阿あ呆ほう仙人が。

（助けてよ。榮えい凜りん島とうの守り神なら、私を救ってよ……彭ほう寿じゆ星せい様……）

　かがりは祠ほこらに手を伸ばす。意味のある行動ではなかった。

　祈りが届かぬことは百も承知。そもそも彭ほう寿じゆ星せいなんて存在しないのだ。島の連中は口を揃そろえて「彭ほう寿じゆ星せい様、彭ほう寿じゆ星せい様」と唱えるが、そんなものは自らの心を落ち着けるためのお題目にすぎない。彭ほう寿じゆ星せいが本当にいると思っている人間など十人に一人もいないだろう。

　結局、熾し天てん寺じかがりの命はここで尽きる運命なのだ──

　そんなふうに諦めかけていたとき、

〈力が欲しいか〉

　頭に声が響いた。男の声である。

〈力が欲しいかと聞いている〉

　かがりは乾いた笑いを漏らした。死しに際ぎわになって幻聴が聞こえてきたらしい。

　力が欲しいかだって？──欲しいに決まっているではないか。天てん颶ぐどもを蹴散らし、この世界を真っ平らにしてやれるだけの絶大な力が欲しい。

〈俺は神かみ津つ彩さい紀き。またの名を彭ほう寿じゆ星せいという〉

　莫ば迦かげている。やはり幻聴だ。

〈おい、聞こえているのか。まさか死んだわけじゃないだろうな〉

「……わた、しは、」

　げほげほと咳せきが漏れた。かがりは必死になって声を振り絞る。

〈生きているな。もう一度聞こう──力が欲しいか〉

「私は……、」わけがわからない。しかしかがりは藁わらにも縋すがる思いで叫んだ。「……私は、寇こう魔まを倒したい……！　だから力が欲しい……！　彭ほう寿じゆ星せいだかなんだか知らないけど、そこまで云いうんだったら……世界をぶっ壊せるだけの、力を寄越せッ!!」

〈了解した。これより封印を解除する〉

　次の瞬間──がくん！　と、煉れん氣きを根こそぎ抜かれるような衝撃に全身を揺さぶられた。

　祠ほこらの奥から膨大な閃せん光こうがばら撒まかれて思わず目を瞑つぶってしまう。

　天てん颶ぐどもが「おわあ眩まぶしぃぞぉ！」と汚い悲鳴をあげている。いったい何が起こったのだろう、これが何かの罠わなだったら一巻の終わりだ──かがりは焦あせりを覚えながら、とりあえず頭だけは守ろうとその場で丸まる。

「……なん……なの……？」

　光はだんだんと弱まっていった。かがりは恐る恐る瞼まぶたを上げる。

　そこに広がっていたのは紅色の木こ洩もれ日びに彩いろどられた林の光景。天てん颶ぐどもは予期せぬ事態に驚き尻餅をついている。ざまあみろ──そう思った瞬間、かがりは信じられないものを見た。

　全裸の男だ。

　全裸の男が腕を組んで立っているのだ。

　天てん颶ぐとかがりを結ぶ直線上のど真ん中。まるで「初めからそこにいました」とでも云いわんばかりの何食わぬ顔でこちらを見下ろしている。背丈はかがりよりも頭二つぶんほど高く、年齢も一回りは上。引き締まった肉体を惜しげもなくさらけ出したその姿からは自然的な美の波動が感じられるがそんなことは果てしなくどうでもいい。夢でも見ているのだろうか。

「──怪け我がをしている。大丈夫か？」

　咄とつ嗟さに返答することができなかった。生まれて初めて見た異性の局部に狼狽うろたえていたわけではない。いやそれもあるけど、いちばんの問題は男の正体がまったく摑つかめないということだ。

　気づいたら目の前に立っている全裸の男。天てん颶ぐとは別の方向性で怖かった。

「言葉が話せないのか。それとも怯おびえているのか──まあいい」

　男は泰然とした動作でしゃがんだ。次いで遠えん慮りよ会え釈しやくもなしに手を伸ばし、泥のついたかがりの金髪に指を絡からめる。びくりと震えて後ずさろうとした瞬間、彼の掌てのひらから温かな霊れい氣きが流れ込んでくるのを感じて動きを止めた。身体からだを苛さいなんでいた疼とう痛つうが、すぅっと消えていった。

「霊れい氣きはそれ自体が治癒の効能を持っている。ひとまずの応急手当てだ」

　かがりは何も云いえない。これほど優しい霊れい氣きを感じたのは久しぶりだった。そう、本当に久しぶりだ。まるでかがりの母親のそれのように包容力のある、慈悲深い色の霊れい氣き──

「──貴様ぁ！　いったい何者だ！」

　男が立ち上がった。彼は意図の読みにくい無表情を天てん颶ぐに向ける。

「俺は神かみ津つ彩さい紀き。そう云いうお前らは何者だ」

「見てわからんのか！　この榮えい凜りん島とうの支配者、天てん颶ぐ様に決まっておるだろう！」

「では天てん颶ぐ様、この少女を傷つけたのはお前たちか」

「だったらどうした！　変態に文句を云いわれる筋合いはないぞ！」

「俺も鬼ではない。お前らが誠心を尽くして謝罪をし、且かつこの少女が『許す』と云いうならば何もしない。だがそうでないのならばお前らを殺す必要がある」

　かがりはぎょっとした。「殺す」という言葉に冗談の色が見えなかったからだ。

　天てん颶ぐどもは「ぐわははは！」と愉快そうに笑った。

「冗談は服を着てからにしろ！──おい、やつを散バラ々バラ死体にしようではないか！」

「名案だな！　死ねい野人ッ！」

　天てん颶ぐが飛ひ翔しようした。荒れ狂う暴風をまといながら音の速度で迫りくる。しかし全裸の奇人は微動だにしなかった。かわりに何かの煉れん術じゆつが発動する気配、どこからともなく湧いて出た白い霞かすみが男の裸体を包み込んだ。いくらもしないうちに霞かすみは晴れてしまったが、顕あらわになった彼の風体を見てかがりは目を丸くした。いつの間にか白い道服を身につけていたのだ。

「ぐわはははは！　服を着たから何だというのだ！」

　天てん颶ぐどもは勝利を確信したように口こう端たんを歪ゆがめて腰の脇差を抜いた。きらりと光った剣筋が男の首を両側から狙い──金属と金属がぶつかるような、甲高い音が響いた。

　天てん颶ぐどもが驚きよう愕がくに目を見開く。かがりも言葉を失った。

　男は敵の攻撃を素手で防いでいた。人差し指と中指で、刃やいばを挟み込むようにして。

「う、動かねえ！　貴様、どんな術を使いやがった!?」

「術など使っていない。お前の攻撃がお粗末なだけだ」

「そ──そんな莫ば迦かな話があるかあああっ！」

　ぱきり、と二つの刃やいばが折れた。

　天てん颶ぐどもはこめかみから冷や汗を垂らして高速で後退する。その相貌には戸惑いや恐怖といった感情がありありと浮かんでいた。それは榮えい凜りん島とうの人間がしばしば浮かべる表情によく似ていた。──すなわち、強者に相対したときの、虐しいたげられる側の弱者の表情。

「き、貴様！　天てん颶ぐに逆らって……命があると思うなよっ！」

「そうじゃそうじゃ！　昏くら武ぶ様が黙ってはおらんぞ！」

「構わんさ」

　男がさらに煉れん術じゆつを発動させた。やがて煉れん氣きをまき散らしながら彼の掌中に納まったのは抜き身の刀である。刃長は二尺と少し、美しい反りが目を引く神しん州しゆう刀とう。それを天てん颶ぐどもに向けながら、彼は淡々と呟つぶやく。

「神かみ代よに回帰せよ」

　ひゅん、と、軽い動作で刀身が振られた。

　切っ先が描いた軌跡から炎がほとばしったように見えた。

　直後、天てん颶ぐがいたはずの場所ですさまじい煉れん氣き爆ばく発はつが巻き起こる。天地が逆転したかと思うほどの衝撃。かがりは爆風に吹き飛ばされまいと祠ほこらにしがみつき、きゅっと目を瞑つぶった。

　あの男は何者なのだろう。

　どうして赤子の手を捻ひねるが如ごとく天てん颶ぐを圧倒できるのだろう。

　頭の中を埋め尽くすのは無量無数の疑問符だった。

　夢見心地で爆風をやり過ごしていると、やがて周囲に静寂が戻ってくる。

　かがりはゆっくりと目を開けた。視界に映ったのは焼け野原と化した林の光景である。草木は黒々と焦げ上がり、もはやそこに何があったのかもわからぬ有あり様さまだった。天てん颶ぐの姿は忽こつ然ぜんと消えている。爆発によって跡形もなく消し飛んでしまったのだろうか。

「──間一髪だったな」

　その焼け野原の中央に屹きつ立りつしていた男が、こちらを振り返って笑みを浮かべた。かがりはよろよろと立ち上がる。不思議なことに痛みはすっかり消えていた。
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「天てん颶ぐのことは後で詳しく聞こう──いやそれにしても、よくぞ俺の気配に気づいてくれた。あまりにも長時間放置されているもんだから、このまま仙界で朽ち果てるものとばかり思っていたが、世の中まだまだ捨てたものではないな。きみのような佳人に起こしてもらえるなんて──ん？　ところで先ほどから黙っているがどうしたんだ？　まだ身体からだが痛むのか？」

　そうではない。目の前の相手が何をしゃべっているのか全然理解できなかったのだ。

　かがりは、頭の中に浮かんだ疑問を、素直に口に出していた。

「あんた……何なの？」

「自己紹介が遅れてすまない。俺は文化省ＣＣＣ開発局特殊災害対策課・第一隊隊長、神かみ津つ彩さい紀き。保有するＯＬＩ因子は《仙人の深層因子・儀ぎ範はん‐炎えん帝てい神しん農のう》、《天子の特殊因子》──」

　そこで彼は困ったように頰を搔かいた。かがりの顔に理解の色が見えなかったからだろう。

「……ええと、今は何年だ？」

　かがりは眉をひそめる。

「三年よ。四十一代の三年。それがどうかした？」

「すまん、西暦で教えてくれないか」

　思わず首を傾かしげてしまう。西暦とは神かみ代よの世界で使われていた古い紀年法のことだ。人じん寇こう大たい戦せんが二〇〇〇年とかそのくらいだったはずだから、今はたぶん──

「三〇〇〇ちょっと、かな」

「…………そうか」

　一瞬、男の顔が引きつった気がした。しかしそれは本当に一瞬のことであり、彼はすぐに微笑を浮かべると、傲岸不遜な態度でこうのたまうのだった。

「自己紹介を訂正しよう。我が名は神かみ津つ彩さい紀き。世の有象無象は彭ほう寿じゆ星せいとも呼ぶ。薬を司つかさどる古代の神であり、俗世から逸脱した天てん壌じよう無む窮きゆうの仙人であり、はるか昔に自らを封印した五ご彩さいの覇は者しやでもある。よろしく頼もう」

　差し伸べられた手を、かがりは見下ろすことしかできない。こんな奇き天て烈れつな男に易やす々やすと気を許せるはずもなかった。──だが、なぜだろう。この男からは妙に懐なつかしいにおいがする。それは、心をかき乱すような、本能を刺激するような、どうしようもなく郷愁的なにおい。

　天を熾やく炎のにおいだ。










　　　　　　　　　　序章・二／神かみ代よの世界




「天命に抗あらがえ、神かみ津つ隊長」

　それが、最後の部下の最さい期ごの言葉だった。たとえ世界が滅亡してもこいつだけは余よ裕ゆう綽しやく々しやくと笑って煙草たばこを吹かしているのだろう──そう信じて疑わなかったのに、彼はたったいま、殺風景な瓦が礫れきの上で静かに息を引き取った。避けられぬ運命だった。槍やりで貫かれた傷を治療してやれるだけの煉れん氣きはもう残っていないのだから。

　青年は物もの云いわぬ軀むくろとなり果てた部下の傍かたわらに座り込む。葬ほうむりなどしてやる暇もない。しかし力尽きるまで奮闘してくれた仲間の死を無下にすることはできなかった。

「……ありがとう。お前は立派だったよ」

　青年の胸中にわだかまるのは途方もない遣やる瀬せなさである。いまさら身を粉にしても無意味に決まっている、どうせ反撃の機会は二度と巡ってこない、日本はこのまま寇こう魔まの手に落ち太古の世界へ回帰を遂げるのだ──そんなふうに諦観をにじませながら頭上を仰ぐ。

　血液をぶちまけたように赤い空だった。報告によれば現在東京ではかつて江戸を焼いた明めい暦れきの大火が再さい顕げんされているらしい。──否いな、大火どころの騒ぎではない。日本のそこかしこで地震だの颱たい風ふうだの、歴史上で人々の命を無残に散らしてきた悪名高き災厄が続々と再さい顕げんされているのだ。〝七しち凶きよう神じん〟の莫ば迦かどもがＯＬＩ因子を好き放題に励起させた結果である。

　遠くから断続的に爆音が聞こえてきた。航空隊の爆撃機が市街地を攻撃しているらしい。この期ごに及んでまだそんなものが通用すると思っているのだからお笑いだ。

　このご時世、ただの銃弾では兎うさぎの一羽わも殺せやしない。

　天に揺蕩たゆたう集合文化意識はあらゆる常識を改変した。物理法則を基礎づける論理体系のパッケージは強制的に数世紀前のそれへと置換され、自然科学の発展するべき道は永久に閉ざされてしまった。つまり世界は変わったのだ。そしてその新たなる世界で水を得た魚のように暴れ回っているのが寇こう魔まの集団である。人を殺し、街を壊し、倫理道徳を蹂じゆう躙りんし、国家体制をも覆くつがえそうと企たくらむならずもの。日本政府はやつらの暴挙を食い止める手段を持たなかった。インフラはほぼ壊滅、政府の機能も麻ま痺ひ寸前、内乱が始まってからの死者はおよそ一千万人とされるがこれは三年前のデータである。今では国民の半数が死んでいるのではないか。

「──見つけたわ。彭ほう寿じゆ星せい」

　耳を舐なめ上あげられるような声。壊れた自動販売機の陰から女がぬるりと現れる。

　青年は舌打ちをして招かれざる客を睨にらみ据すえた。

「お前の相手をしている暇はない。それ以上近づくと殺すぞ」

「あら怖い。その様子だと祝しゆく融ゆうのほうは死んだみたいねえ。──安心しなさい、あんたもすぐにお友達のもとへ送ってあげるから」

　女の背中からめりめりと六本の腕が生えてきた。胴から伸びている白魚のような二本とは異なり、黒っぽくて筋骨隆々とした禍まが々まがしい腕だった。それぞれが斧おのだの槍やりだの物騒な武器を握りしめている。あれこそが寇こう魔まを寇こう魔またらしめる異能だ。

「ふん、《土つち蜘ぐ蛛もの再さい顕げん者しや》か？　生あい憎にくと頼より光みつの武器は持っていないが」

「莫ば迦かおっしゃい。これは印イ度ンのダ川スの神・サラスヴァティーに由来するＯＬＩ因子よ。そこらの人間に太刀打ちできる代物じゃない。──まあ、あんたのに比べれば格落ちするかもしれないけれどね」

　そこで女は媚こびるような流し目を向けてくる。

「ねえ彭ほう寿じゆ星せい。あんたはどうして未いまだに戦っているの？」

「何が云いいたい」

「勝敗の帰き趨すうは明らかよ。これからは寇こう魔まが支配する渾こん沌とんの時代になる──だのにあんたには諦める気配がない。自衛隊どころか政府すら壊滅寸前だってのに」

「政府も自衛隊も関係ない」

　青年は死ぬ思いで立ち上がった。つい先ほど寇こう魔まに抉えぐられた右脚から焼けるような痛みが這はい上あがってくる。しばらくは歩行も困難だろう。

「俺は自らの良心に従って行動している。お前らが気に食わないから死力を尽くすのだ」

「そう──本当に残念だわ。あんたほどの力があれば寇こう魔まの軍勢でも埋もれないはずよ。なんなら私が取り立ててやってもいいけれど？」

「その手は二度も通用しない」

「あっそ。──なら死ね」

　女は微笑を浮かべると力強く地面を蹴った。たくましい六本の腕を怒らせながら目を見張るような速度で近づいてくる。そこらの寺院に祀まつられている弁べん財ざい天てんとは似ても似つかぬ凶悪な容姿。ＯＬＩ因子が人体にもたらした悲劇的な奇跡の産物だ。

　女の身体からだがさらに加速した。

　彼我の距離は十メートルもない──しかし青年は動かない。いや動けない。これまでの激戦で傷ついた身体からだの節々が悲鳴をあげている。立っているのもやっとだった。

　獲物の衰弱を見て取った女の片頰が不気味に吊つり上あがる。漆黒の筋肉をうならせ大跳躍、恐ろしいほどの滑らかさで上段から無数の斬撃を振り下ろした。あわや絶体絶命かと思われたその瞬間──青年は迫る刃やいばを無感動に見つめながら、気負う素振りも見せずに引き金を引く。

　安っぽい銃声が廃はい墟きよの街並みにこだました。

　女の腕から武器がこぼれ落ち、ひび割れたアスファルトに激突して甲高い音を立てる。

「え？」──余裕の表情は一瞬にして消え、空中でバランスを崩された肢体が回転しながら青年のすぐ横に墜落した。ぐしゃりと骨の曲がるようないやな音がした。

「な、なんで……？」

　仰ぎよう臥がする女の頭部からは血だの脳のう漿しようだのが滾こん々こんと溢あふれている。彼女は驚きよう愕がくに目を丸くして己おのが敵の姿を見上げた。彼の手にはずいぶん古式な回転式拳銃が握られていた。

「某Ｓ社の初期モデル。これが使えるギリギリってところだな」

「あ、ああっ、き、貴様、よくもッ……！」

　再び銃声が轟とどろいた。脳天を貫かれた女の身体からだが魚のように跳ねる。いくら寇こう魔まといえど銃弾をまともに食らって無事でいられるわけがないのだ──少なくとも現時点においては。

　女はしばらく全身を痙けい攣れんさせていたが、やがてぴくりとも動かなくなってしまう。血ち腥なまぐさい戦場にぽつんと取り残された青年は、その場に座り込んでひとり大きな溜ため息いきを吐つく。

　そのとき、握りしめていたはずの回転式拳銃がぽろぽろと形を失っていった。銃口から順々に光の粒子と化していく。粒子はそのまま天に昇って永遠に帰ってこない。近代的な物質はこのようにして〝修正〟されていくのだ。

（もう限界か……）

　打つ手は残っていない。全身ぼろぼろ、気力も尽き、援軍は期待できず、武器もない。最後の戦友も死んでしまった。寇こう魔まどもが押し寄せればあっという間に殺されてしまうだろう。

　そろそろ潮時なのだろうか。

（いや、違う）

　彼は云いったじゃないか。「天命に抗あらがえ」と。

　青年は歯を食いしばって己の内側に残っている煉れん氣きをかき集める。

　煉れん氣き──それはＯＬＩ因子から供給される非科学的な世界改変エネルギーである。このエネルギーこそが国家滅亡の原因に他ならないのだが、背に腹は代えられなかった。

　集まった煉れん氣きは雀すずめの涙に等しかった。術を一度行使できるかどうかという程度。

（認めよう。俺たちに勝ち筋はない。今の段階で寇こう魔まを滅ぼすのは不可能だ）

　青年の指先から淡い光が漏れる。仙術が発動する兆きざしだった。

（しかし、だからといって殺されてやるわけにはいかない。俺は諦めない）

　そのとき、にわかに背後から邪悪な気配がわらわらと出現した。追っ手である。どいつもこいつも人間らしからぬ特徴をその身に顕あらわす化け物の集団だ。

「彭ほう寿じゆ星せいだ！　殺せ！」

　寇こう魔まどもが雪崩を打って襲いかかる。しかし何もかもが遅かった。

　一世一代の仙術は、既に完成していた。

「──まだ見ぬ時代へ」

　視界を焼き尽くすような眩まばゆい光がほとばしった。寇こう魔まどもはなす術すべもなく吹き飛ばされていく。乾いた大地が割れ、紅色の天が引き裂かれ、かつて日ひ出いづる国と謳うたわれた大地はその長い歴史を逆方向に再生していく。

　青年・神かみ津つ彩さい紀きは、敗北の決定した現世を放棄し、はるか未来に希望を託す。




　　　　　　　　　　※




　西暦にして二〇七八年。

　移民の増加に伴い伝統文化が破壊されつつある現状を憂えた日本政府は、それまで第一級国家機密とされてきた〝集合文化意識〟の研究利用に着手する。

　集合文化意識──ＣＣＣとも略されるそれは、日本列島に重なるようにして浮流する思想哲学の集塊、歴史の堆積物、平たく云いえば〝日本人の心の原風景〟そのものだ。

　政府は特殊な電磁波を照射することでこの集合文化意識の外殻部に穿せん孔こう、ＯＬＩ因子と呼ばれる新霊体素を取り出すことに成功した。報告書に曰いわく、「ＯＬＩ因子は日本人の郷土愛・愛国心を喚起する向精神エネルギーである」。

　はじめは誰もが救世の光を見たように浮かれた。ＯＬＩ因子を秘ひ密みつ裡りにばら撒まけば、人々の胸には〝ちょっとした愛国心〟が芽生え、伝統文化の衰退に終止符を打つことができるだろう──そう楽観視していた。だが現実はそれほど甘くはなかった。

　ＯＬＩ因子は向精神エネルギーなどではない。世界構築因子だったのだ。その恐ろしい事実は因子を宿した人間が〝人ならざる者〟へと変貌したことで明らかになった。そしてその時点では何もかもが手遅れだった。政府が泡を食って因子回収の号令を出したときにはもう、土手っ腹に風穴を開けられた集合文化意識から洪水のごとく因子が溢あふれて日本全土を包み込んでいたのだ。いわゆる外国人は遅効性の毒が回ったように不審死を遂げ、国外から輸入された製品は光の粒子と化して順次消えていった。

　かくして変革は始まった。

　すべての物理法則は書き換えられ、何千年もの時間をかけて積み重ねられてきた口碑・伝承・思想・哲学・宗教・民話・信仰・その他た諸もろ々もろの〝歴史的遺物〟が現実のものとなって各所に顕現する。日本列島は文明開化以前の思想に基づくユートピアに生まれ変わってしまった。

　科学はない。理性もない。始原の欲望ばかりが横おう溢いつする弱肉強食の旧弊的世界。

　ＯＬＩ因子を宿した人間はいつしか〝寇こう魔ま〟と呼ばれ──〝社会に寇あだする魔〟の意──、日本全国で好き放題に不法行為を繰り返すようになる。警察も自衛隊もこれを鎮圧することはできなかった。集合文化意識は世界の基準を数世紀ぶん戻すのである。最新の現代兵器は新たなる法則の修正を受けて軒並み無用の長物と化してしまった。

　寇こう魔まどもが増長するのは自明の理だった。

　人を殺し、物資を略奪し、やがては徒党を組んで政府に宣戦を布告。日本史上類を見ない大内乱──後代に〝人じん寇こう大たい戦せん〟と呼ばれる戦争が勃発する。

　結果はあえて語るまでもなかろう。

　現代文明は、幻想に敗まけた。

　それから千度季節が巡った。










　　　　　　　　　　一章／無欲ならざる古仙




　寇こう魔まとの戦いに敗れた青年・神かみ津つ彩さい紀きは、自らの精神と肉体を仙界に封じた。勝利の可能性をはるか遠い未来に託したのである。だが──十年経たっても二十年経たっても、さらには百年の歳月が流れても、彩さい紀きの封印が解かれることはなかった。

　封印を解くべき資格を持つ者が現れなかったからである。

　いつしか彩さい紀きは考えるのをやめた。仙界のイデアと化し夢幻の日月に揺蕩たゆたいながら、無意識のうちに現世へ舞い戻ることを諦めていた。しかし、千年経たってようやく禁断の封印が解かれることになる。封印を解いた者の名は熾し天てん寺じかがり。炎の気質を持つ妖よう狐この少女だ。

　神かみ津つ彩さい紀きは千年ぶりに覚醒する。

　彼が見たものは、おぞましいほどに美しい東洋の原風景だった。




　　　　　　　　　　○




　寇こう魔まとの大戦に敗北した日本は文明レベルを大きく後退させた。国家は瓦が解かい、人の心から進取の気鋭が失われ、列島は化け物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする前近代社会へ逆戻り──というよりも、まったく別のファンタジーな世界観に変貌してしまったと云いえよう。

　たとえば先ほどの天てん颶ぐとの戦闘。彩さい紀きは刀に煉れん氣きを込めて軽く振っただけなのに、予期せぬ大爆発が巻き起こってしまった。これは千年前よりもＯＬＩ因子が活発になっている証拠であり、ようするに神かみ津つ彩さい紀きの力は意図せざるうちに強化されたということなのだが、だからといって喜んでいられるわけもなかった。

（……浮いてるな。この地面）

　彩さい紀きは自分よりもちょっと高い位置に浮かんでいる雲を眺めながら溜ため息いきを吐つく。

　ＯＬＩ因子は世界を根底から覆くつがえしてしまったらしい。浮遊する島が平然と存在する時代が来るとは思ってもみなかった。もはや千年前の日本を取り戻すのは不可能に思えてならない。

（いや、まだだ。諦めるにしても色々と情報を集めてからにするべきだ。そのためには協力者が必要なのだが……）

　彩さい紀きはちらと隣に目をやる。少女の金色の髪が夕日を受けてきらきら輝いていた。千年前には存在しなかった天然の美を垣かい間ま見みたような気がして束つかの間ま心を奪われる。

　逢おう魔まが時とき、真っ赤に染まった農道の端っこ。彩さい紀きと、彩さい紀きを復活させた妖よう狐この少女は、平べったい岩に並んで腰かけていた。ただし二人の間には二メートルほどの距離がある。

「さて、改めて礼を云いう。封印を解いて頂きどうもありがとう」

「……どういたしまして」

　高く澄んだ声は強こわ張ばっていた。警戒を解いてはくれないらしい。狐きつね耳みみがぴくぴくと動いているのを見るに緊張しているのだろう。

　ＯＬＩ因子は大きく二つに分類される。一つが基礎因子。全体の九割以上を占める、もっとも一般的なものだ。たとえば《鬼の基礎因子》を授かった人間は、広く人口に膾かい炙しやする典型的な〝鬼〟の特徴を得る。そして二つ目が深層因子。これは基礎因子に何らかの特性が付与されたものであり、たとえば《鬼の深層・儀ぎ範はん‐酒しゆ吞てん童どう子じ》を宿した人間がいたとしたら、その人間は普通の鬼の特性に加えて伝承にある酒しゆ吞てん童どう子じの特性をも備えた寇こう魔まになる。──そういう分類法から考えてみると、隣で借りてきた猫のように座っているこの少女はこれといって特殊な点を持たないシンプルな狐きつね娘むすめなので、おそらく保有する因子は《妖よう狐この基礎因子》、前近代以前の狐きつねに対する普遍的な畏怖や信仰が、この少女の心身に色濃く反映されているのだろう。

　それにしても──と、彩さい紀きは感嘆の念を抱いて彼女の容姿を観察した。

　それは、まさにＯＬＩ因子がもたらした奇跡だった。さわさわと風になびく稲穂のような色の髪が美しい。その髪を分けるようにして生えている狐きつねの耳が可か愛わいい。もふもふした尻尾が左右に揺れているのも可か愛わいい。とにかく可か愛わいい。だが特筆すべきは彼女の胸部であろう。薄い生地の衣服だからよくわかる、あれこそまさに天帝が手ずから創り上げたといっても過言ではない至高のおっぱ

「……ねえ、どこ見てんの？」

　彩さい紀きは咳せき払ばらいをして誤魔化した。好色は仙人の因子を持つ者の宿命であるが、行き過ぎると痛い目に遭う。実際、ハニートラップに引っかかって死にかけた経験が二度あった。

「どこも見ていないから安心しろ。俺は変態の類たぐいではない」

「噓うそくさい。変態の類たぐいはみんなそう云いうのよ」

「一億歩譲って変態だったとしてもお前に危害を加えることはない。何な故ぜなら恩義を感じているからだ」

「恩義……？」

「封印は内部からでは解けない。外部の人間が祈りを捧ささげることによって解かれる。俺はお前のおかげで千年ぶりに娑しや婆ばの空気を吸うことができたんだ」

「だから何なのよ。この世には恩を仇あだで返すようなやつがごまんといるわ」

「少なくとも仇あだで返すつもりはないよ。先ほど傷の手当てをしたのが証拠にならないか？」

　少女が言葉をつまらせた。彼女の顔色はすっかり良くなっている。あれほどの傷を小一時間で治しきるなど千年前なら到底不可能だっただろうが、現代はＯＬＩ因子が充満する精神力の世界なのだ。〝医薬の神たる炎えん帝てい神しん農のうが治療を施した〟、ただそれだけの事実で恢かい復ふくが早まるのだろう──と、彩さい紀きは仮説を立てている。

「……私を油断させてから襲うつもりなんでしょ」

「そう思うのなら逃げればいい。なぜ俺の隣に座っている？」

「それは……、一応、助けてもらったから……」

「俺もお前に助けられた身だ。封印を解いてくれた恩は返さなければならん──だから聞かせろ。あの天てん颶ぐは何者だ。なぜお前が攻撃されていたんだ」

「知らない」

「何か悩みごとはないか？　俺にできることならば何でも協力しよう」

「必要ない」

「ところで目元が腫れているぞ。もしかして泣いていたのか？」

「──ッ、うるさいっ！　私の前から消えろっ！　《浮ふ塊かいから落ちて死ねっ！》」

「そういうわけには──」いかない、と反論しようとしたところで異変が起きた。彼女のほうから霊れい氣きが流れ込んできたかと思ったら、いつの間にか立ち上がってその場を去ろうとしている自分に気づく。身体からだが勝手に動いている。まったく制御がきかなかった。

「おい。まさかお前……」

「まだ何か用があるの？　さっさとどっかに──って何してるのよ!?」

「いや、自分でも何が何だかわからん」

　彩さい紀きの足はひとりでに崖のほうへと向かっていた。まるで身体からだを何者かに操られているような具合。少女が慌てた様子で飛びついてきた。

「なに本気にしてるの!?　『死ね』は云いいすぎだったわよ、ごめんね！　でも死ねって云いわれて本当に死ぬやつがあるかっ！」

「ふむ、どうやら何かの煉れん術じゆつにかかっているらしいな。それもかなり強力だ」

「分析してる場合じゃないでしょ！　このまま落ちたら私が殺したみたいじゃない！」

「別にそんなことは……あっ」少女の豊かな胸が背中に押しつけられた。なんだこれは。こんな物体がこの世に存在していいのか。ああ至福、このまま死んでも悔いはない──一瞬そう思ったが流石さすがに莫ば迦かすぎる気がしたので打開策を練る。そうして瞬時に閃ひらめいた。

「妖獣の娘よ。言葉に霊れい氣きを乗せて《止まれ》と云いってみてくれ」

「はあ？　そんなことして何の意味があるの!?」

「いいから」

「わかったわよ──《止まれっ！》」

　ぴたり。彩さい紀きの歩みが止まった。背後で少女がぷるぷると震えた。怒りの気配を感じた。

「……ねえ、私のこと莫ば迦かにしてるの？」

「していない」彩さい紀きは途方もない絶望を感じながら首を振った。「お前はただの狐きつねではないらしい。どうやら二つ目のＯＬＩ因子を持っている。対象を特定の条件下で服従させる能力、これはおそらく調伏の類たぐいだ。可能性としては陰おん陽みよう師じとか巫み女この因子が考えられるが……」

　少女の身体からだがびくりとした。何らかの心当たりがあるのかもしれない。

「この束縛力の高さから深層因子の可能性もあるな。まあ、とにかく俺とお前の間で契約が成立してしまった。お前がご主人様で、俺が式神。平たく云いえば奴隷だ」

「奴隷って……そんなことが、ありえるの？」

「現にそうなっている。──ところでいつまで抱き着いている気だ？　俺は大歓迎だが」

　少女は弾はじかれたように彩さい紀きから距離を取った。背中の温ぬくもりが消える。

「話を戻そう。確認したければもう一度命令をすればいいのだ。言葉に霊れい氣きを込めて、たとえば《全裸になれ》と云いってみたまえ。俺は何の躊ちゆう躇ちよもなく服を脱ぐはずだ」

「そんな命令してたまるか」

「同感だな」彩さい紀きは神妙に頷うなずいた。「この契約、解除できないのか？」

「知らないわよ……」

　少女は途方に暮れたように俯うつむいてしまった。彩さい紀きとしても内心溜ため息いきを禁じ得ない。そりゃあ封印を解いてくれた者にはそれなりに報いるつもりでいたが、奴隷になって奉仕までするつもりは毛頭なかった。調伏が発動するトリガーは何だったのだろう。力関係からして彼女よりも彩さい紀きのほうが上位であるし、そう易やす々やすと術をかけることはできないはずなのに。

（……それはともかく）

　不思議な気分だった。少女の瞳からは、千年前には失われていた純粋な優しさが溢あふれている。彼女になら従ってもいいような気がしてくるのはなぜだろう。仙人とは付和雷同を是とする存在、こういう不慮の事故を楽しむのも悪くはないのかもしれないが──

　そのとき、少女がハッと何かに気づいたように顔を上げた。

　煉れん氣きである。彩さい紀きから溢あふれるエネルギーが、主従の霊脈を通じて彼女に流れ込んだのだ。

「……因子云うん々ぬんはよくわからないけど、」少女は服の裾を握りしめながら呟つぶやいた。「でも、奴隷のことに関しては、噓うそじゃないってわかったわ」

「なぜわかるんだ？」

「においが……」

「ニオイ？」

「ううん、なんでもない。なんとなく、よ」少女は戸惑いながら言葉を続けた。「……あんたって、本当に彭ほう寿じゆ星せい様なの？」

「ああ。ところでお前はどちら様だ」

「熾し天てん寺じかがり」

「ではかがり。主従契約の問題は後で考えるとして、まずは先ほどから浮かない顔をしている理由を聞かせろ」

　え？　とかがりは顔を上げた。

「まるでこの世の終わりみたいな顔をしている。せっかくの美人が台無しだぞ」

「びッ、」かがりは途端に頰を赤くしてそっぽを向いてしまった。彩さい紀きはそんな彼女の様子を見て思し惟いする。天てん颶ぐに襲われていたことや、着の身着のまま飛び出してきたような恰かつ好こう、見え透いた世辞にも動揺を隠せない未熟な精神性──かなりの訳ありと見た。

「その様子だと、他に解決の当てはないんだろう？　差さし支つかえなければ話してくれないか。恩返しをする必要もあるし、ご主人様が辛気臭い顔をしていると、こっちの気分まで滅め入いってくる。ほら、またあの岩に座って話そうじゃないか」

　かがりはちらちらと彩さい紀きのほうを見ていたが、一度だけ大きな溜ため息いきを吐つくと、ふてくされたように歩き出すのだった。




　かがりは訥とつ々とつと事情を語った。

　神社の娘として生まれたこと。その神社から追放され、島の人々から疎うとまれていること。家を焼かれ、死ぬ思いで逃げてきたこと。もう帰る場所もなく、行く場所もないこと。

　最後のほうは嗚お咽えつ混まじりでほとんど言葉になっていなかったが、大方は理解できた。

　確かに悲惨な境遇である。かがりのような年とし端はもいかぬ少女には過酷すぎる運命だ。事情もよく知らない他人が軽はずみに口を挿はさんでいい問題ではないのかもしれない。しかし──

「──わかった。俺が何とかしてやろう」

　かがりはごしごしと涙をぬぐうと、眦まなじりを吊つり上あげて彩さい紀きを睨にらんだ。

「簡単に云いわないでよ！　あんたみたいな意味わかんない変態に何とかできちゃうんなら、最初っから苦労なんてしてないわ！」

「俺は変態ではない」

「じゃあなんで裸だったの！」

「仙界では全裸で過ごしていたから……」

「やっぱり変態じゃない！」

　彩さい紀きはやれやれと肩を竦すくめた。

「聞けかがり。俺には状況を打開する方法がある」

「……一応聞くわ」

「二人で天てん颶ぐどもを追い払えばいい」

　かがりは鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。

「話を聞くに、天てん颶ぐさえいなくなれば榮えい凜りん島とうの人々は平和に暮らすことができるはずだ。お前に対する風当たりもいくぶん和らぐだろう」

「無理よ……天てん颶ぐはすっごく強いのよ。特に首しゆ魁かいの昏くら武ぶ京きよう八はちってやつは段違いで……、」

「俺を誰だと思っている。聖仙・彭ほう寿じゆ星せいだぞ」

　彩さい紀きは右手を広げてかがりの目の前にかざした。そこには五ご彩さいの覇は者しやであることを示す紋様──〝五ご彩さいの導しるべ〟が刻まれている。

　しかしかがりはピンと来ていない様子だった。

「これ、何なの？」

「彩さい皇こうの印。お前が《妖よう狐この基礎因子》と暫定《巫み女この基礎因子》を持つように、俺も二つの因子を持っている。《仙人の深層因子・儀ぎ範はん‐炎えん帝てい神しん農のう》と《天子の特殊因子》だ。特殊因子とは既存の枠から外れた特別なＯＬＩ因子のことであり、同時代にたったの九個しか存在しない。ベースにある思想はおそらく中華の易えき姓せい革かく命めい論ろんだろうが──とにかく、この印を持つ者は他者の追随を許さない絶対的な力を宿している。ゆえに〝彩さい皇こう〟とか〝五ご彩さいの覇は者しや〟とか呼ばれて一目置かれるわけだ。事実、俺はこの力を用いて幾人もの寇こう魔まを浄化してきた」

「ちょっと待って。何云いってるのか全然わからない……」

「ようするに、俺が天てん颶ぐに後れを取ることはないってことだ。信じてくれるか？」

「た、確かに……さっき天てん颶ぐを簡単にやっつけちゃったけど……」

　かがりは疑わしげな目で〝五ご彩さいの導しるべ〟を眺めた。そして急に何かに気づいたように目を丸くする。おそらく五ご彩さいから溢あふれ出でる彩さい氣きの片影を感じ取ったのだろう。妖獣の因子を持つ者は煉れん氣きの微妙な流れに敏感なのだ。彩さい紀きを見上げるかがりの瞳に光がともった。まだ疑わしいけれど、もしかしたらこいつは本当にすごいのかもしれない──そういう期待の色が見える。

「……どうして、そこまで私に構ってくれるの？」

「云いっただろう。恩返しをする必要があると。──それともう一つ、お前と親交を深めることによってこの時代・この世界に関する情報を引き出そうという打算もある」

　口には出さないが理由はもう一つあった。すなわち「熾し天てん寺じかがりが可か愛わいいから」。

　視線が交錯する。澄んだ橙だいだい色いろの瞳。

　しばらく見つめ合っていると、かがりは突然首を振って変な声を出した。

「あーっ！　もう！　どうしちゃったんだろ、私……」

「厠かわやか？　あっち向いているから遠慮せずに」

「違うわよ！」拳が顔面にめり込んだ。威勢の良いい小娘である。かがりは炎のような勢いでまくし立てた。「あんたみたいな不審者に期待している自分が嫌になってきたの！　でも今は猫の手も借りたい状況だし、このままぼーっとしてても死ぬだけだし！　だからあんたに賭けてみようかな、なんて血迷っている自分がいるのっ！　それが腹立つのっ！」

「一時の怒りなど我慢しろ。天てん颶ぐを倒せるんだぞ」

「ぐ、ぬぬ──わかったわよ！」ばーん！　と岩の上に立ち上がり、「そこまで云いうんだったらやってやろうじゃない。あんたと協力して天てん颶ぐをぼこぼこにしてやるわ！」

　彩さい紀きはふと笑みをこぼした。この少女は彩さい紀きが思っていた以上に気丈なようである。

「承知した。俺はこれでも公僕だったからな、不法行為を働く輩やからは黙って見過ごすわけにもいかんのだ。千年後の世界の視察も兼ねて、不肖神かみ津つ彩さい紀き、天てん颶ぐ退治に助力いたそう」




　　　　　　　　　　○




　──と、彭ほう寿じゆ星せいを自称する不審者は自信満々に豪語していたのだが、一夜を明かすうちにむくむくと疑念が膨れ上がり、考えれば考えるほど、初対面の全裸男と不用意に手を組んでしまった自分の浅はかさを呪いたくなるのだった。

　だいたいこいつは何者なのだろう。本人は千年の時空を超えて現世に再臨したとかなんとか云いっていたが、そんな莫ば迦かげた話をすぐに信じるわけにもいかない。噓うそをついているにおいはしなかったけれど──そうだ。においだ。確かに神かみ津つ彩さい紀きからは不思議なにおいがした。かがりがこれまで一度もかいだことのない、そのくせ郷愁の念を搔かき立たてる奇妙な感覚。

　とは云いっても、かがりはこれまであらゆる人妖から迫害されてきた身だ。

　いきなり最強の神様が現れて助けてくれるだって？　そんな上う手まい話があるはずもない。きっとあの男も腹の底では何かとんでもない非道なことを考えているに決まっているのだ。

　ようするに、かがりはまだ、詐欺師と相対しているような気分を捨てきれなかった。

　だから、翌日、神かみ津つ彩さい紀きに「桜おう泉せん里りに行こう」と云いわれた瞬間、かがりは即座に「莫ば迦かじゃないの」と返してしまった。

「私は寇こう魔まなのよ。人間に見つかったら殺されちゃうわ」

「心配するな。俺が守ってやる」

「……………………、」

　初春の朝、うぐいすの声が尾を引くばかりの寂々たる里山のふもと、ときおり肌寒い風が吹きすさぶ閑地に二人はいた。

　かがりは返答に窮した。「守ってやる」なんて云いわれたのは初めてだったので、どんな言葉を返すのが正解かわからない。かがりを戸惑わせた張本人は暢のん気きに天幕──彼曰いわく〝テント〟という名称らしい──を片づけていた。彼が仙術によって異界から取り寄せたのである。昨晩はあれに包まれて夜を過ごした。もちろんこいつとは別々の屋根の下。

　そのとき、解体し終えて草の上に放置されていた天幕の部品たちが、ぼろぼろと空気に溶けるようにして消えていった。彩さい紀きが「はあ」と面倒くさそうに溜ため息いきを吐ついて云いう。

「修正力か。一日ももたんとは……」

　千年前の道具は脆もろいんだな、とかがりは思う。──いやそんなことはどうでもいい、

「そもそも村に行く必要があるの？　天てん颶ぐはあそこに住んでるのよ」

　かがりは遥はるか北の空を指差した。芝しば山やまの近くにくすんだ朱色をした塔が屹きつ立りつしている。あれこそが天てん颶ぐの根城。榮えい凜りん島とうの人々から恐れられる伏魔殿、通称〝血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とう〟である。

　彩さい紀きはかがりが示す方角を見て苦笑を漏らした。

「どう見ても東京タワーじゃねえか」

「何云いってんの？　血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうよ。みんなそう呼んでるわ。──見てよ、あの無気味なたたずまい。血を塗りたくったみたいに真っ赤よ。まさに血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうって感じだわ」

「どんな感じだか知らんがこれは朗報だな。集合文化意識の修正にも取りこぼしがあるとは知らなかった。──ちなみに云いっておくが、あの塔に襲撃をかける予定はないぜ」

「なんで」

「今日が天てん颶ぐ祭まつりだからだ。やつらは桜おう泉せん里りに来るんだろう？」

　かがりは思い出す。本日、桜おう泉せん里りでは祭りが開かれるのだ。

　天てん颶ぐどもが人間たちに強要した天てん颶ぐを崇あがめるための例大祭、天てん颶ぐ祭まつりである。

「それに、衆人の目があることも大切なのだ。俺たちの目的は天てん颶ぐ退治だが、それよりも重要なのはお前の待遇を改善することだ。村人たちの前で天てん颶ぐを退治したらどうなる？　きっと英雄扱いだぜ。今までのように石を投げられたりすることもなくなるだろうさ」

　彩さい紀きの云いい分ぶんには一理あった。しかし口で云いうほど簡単に物事が上う手まく運ぶとは思えなかった。無闇に楽観的でいられる神経が理解できない──そんなふうに不安を覚えていたとき、ぽん、と頭に手を置かれた。彩さい紀きが優しげな笑みをこちらに向けている。

「安心したまえ。ご主人様の願いは必ず叶かなえてみせる」

「…………ッ、ッ、、、…………き、気安くさわるなぁーっ！」

　かがりは彩さい紀きの手を叩はたき落おとして一間ほど後ずさった。なんだこいつ。なんでこんなに馴なれ馴なれしいんだ。私は人間から忌いみ嫌きらわれる化ばけ狐きつねなんだぞ──胸中に渦巻くのはもやもやとしたナニカである。今のかがりには、その感情の正体がつかめなかった。




　　　　　　　　　　○




　集合文化意識はＯＬＩ因子の集積体である。そしてＯＬＩ因子とは特定の〝歴史的遺物〟を表象する世界構築因子のことだ。人間や物質と融合することで、その因子が持つ遺物の特徴や思想をそのまま世界に顕現させる能力を持つ。こうして寇こう魔まだの仙人だのが生まれる。

　さらに、ＯＬＩ因子は自らの宿主に〝煉れん氣き〟と呼ばれる世界改変エネルギーを与える。天下の人妖は、この煉れん氣きを用いて非科学的な術を行使するのだ。

　煉れん氣きには以下の六種類がある。

『霊れい氣き』──霊術のもと。一般的な人間が持つ精神の根源。

『妖よう氣き』──妖術のもと。寇こう魔まを寇こう魔またらしめる生命力そのもの。

『神しん氣き』──神術のもと。信仰や崇拝によって増幅する世界変革の基礎。

『仙せん氣き』──仙術のもと。天下の法則を無視する仙人の力。

『鏖おう氣き』──鏖おう術じゆつのもと。何かを犠牲にすることで膨張する悪意の塊。

『彩さい氣き』──彩さい術じゆつのもと。彩さい皇こうだけに与えられる特別な恩おん寵ちよう。

　これらの煉れん氣きを消費して行使される六種類の煉れん術じゆつに本質的な差異はあまりない。が、やはり得意分野というものは存在していて、たとえば霊術が結界や清きよ祓はらいといった呪いの分野を専門とするのに対し、妖術は自然の純粋な力で他者を攻撃することに長じる。

　では、仙人が仙せん氣きを用いて行使する仙術の特徴とは如い何かなるものなのか。




「……ほ、本当に見えてないの？」

　おっかなびっくりかがりは問う。問われた彩さい紀きは得意げに笑って答えた。

「無論。仙術の得意分野は〝世界の理ことわりから浮くこと〟だ。さすがに生死の道理から浮くのは骨が折れるが、〝明るい場所ではよく見える〟程度の法則で俺を縛ることはできない」

「そんな出で鱈たら目めな……」

　まったくもって胃が潰れるような話である。

　現在、かがりと彩さい紀きは桜おう泉せん里りのど真ん中に突っ立っていた。手をつなぎながら。

　彩さい紀き曰いわく、「とりあえず村の現況を視察しよう」とのこと。

　天てん颶ぐ祭まつりを控えた村人たちは往来を忙せわしなく行き交って準備に励んでいる。天てん颶ぐを祀まつるための祭壇、天てん颶ぐを讃たたえるための山だ車し、天てん颶ぐを楽しませるための余興が演じられる舞台──しかし村人たちの顔は一向に晴れない。当然である、何人殺されるのかもわからないのだから。

　彩さい紀きとかがりは蔵の横の石垣の上に座って村の風景を眺めていた。手をつなぎながら。

　不意に目の前を村人が横切り、思わずびくりとしてしまう。しかし相手はこちらに目もくれなかった。人間たちは彩さい紀きのへんてこな術によって、かがりのことを認識できないようにされているのだ。だから二人は堂々と村を出歩けるのである。手をつなぎながら。

　まったくもって胃が潰れるような話である。

「ねえ。理ことわりから浮くって、他にどんなことができるの？」

　つながれた手をちらちら見下ろしながらかがりは聞いた。彩さい紀きの手は温かかった。年の近い異性──しかも明け透けに悪意を向けてこない自然体な男──と触れ合うのは初めてだったので緊張して仕方がなかった。まずい。手が汗で湿ってくる。

「基本的になんでもできるが、先ほども云いったように死を克服するのは難しい。せいぜい寿命を無くすのが関の山だ。それと術の対象を自分以外に設定するのも難しい。たとえば『物は下に落ちる』という理ことわりを否定したとしても、俺自身は宙に浮くことができるが、周囲にある小石や枝を浮かせることはできない。これはおそらく儒じゆ家かによる『道どう家かは己の長生に固執するあまり経世済民の術を顧みない』という批判がＯＬＩ因子に反映されているからであり」

「ごめん全然わかんない。……けど、自分以外に使えないんだったら、どうして私は村の人たちに見えてないの？」

「俺と接触していれば術の対象にできる。だからこうして手をつないでいるのだ」

　ぎゅっと強く握られた。きゅんっと胸が弾んだ。

　……莫ば迦かが。しっかりしろ熾し天てん寺じかがり。こいつも裏では「狐きつねなんて煮て食ってやるぜ」みたいに思っているかもしれないんだぞ。心を許すな、気を確かにしろ……！

「ふ、ふーん。でも、それって万能すぎない？」

「そうでもない。かつて俺は『神かみ津つ彩さい紀きに恋人ができない理ことわり』をぶち壊そうとしたんだが、不覚にも失敗してしまった」

「なんで」

「仙術は自明の理ことわりにしか効かない。可能性が一厘でもある事柄には通用しないのだ。つまり俺には恋人ができる可能性がある」

「今までいたことあるの？」

「ない」

　どうでもいい情報だった。……本当に。

「まあ煉れん術じゆつの効果範囲なんてもんは基本的に曖あい昧まい模も糊ことしている。ＯＬＩ因子が引き起こす事象だからな、人の精神力でいかようにも制限を取り払えるのだ」

　まったく意味がわからない。かがりは眉をひそめて彩さい紀きの顔を仰ぎ見る。

「その仙術を使って、天てん颶ぐを倒すの？」

「そうなるな。だが、かがりにも戦ってもらう必要があるぜ。むしろ主役はお前だ」

「当たり前よ！　私は意気地なしどもとは違うのよ」

「頼もしいな。参考までに聞くがお前はどんなふうに戦うんだ？」

「ちょっとした妖術が使えるわ。小ぼ火やを起こす術よ。あと剣術も練習してる。炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆうっていって、命めい融ゆう神社の巫み女こに受け継がれてるものなんだけど……」

　そのとき、「ぐぅ」とお腹なかが鳴った。鳴ってしまった。彩さい紀きが笑った。

「お腹なかが空すいたら戦えないな」

「ッ……、し、仕方ないじゃない！　昨日から何も食べていないのよ！」

　羞恥で顔に熱がのぼった。村のそこここでは飯炊きの煙が立ち上っており、獣の敏感な嗅覚が穀物の煮える良いいにおいを嗅ぎとっていた。羨ましいな、とかがりは思う。

「朝あさ餉げと云いうには粗末だが、こんなものはどうだ？」

　そう云いって彩さい紀きは【召喚】の煉れん術じゆつを発動させた。異界から物質を取り寄せる術である。

　ほどなくして彼の手に収まったのは黒く小さな箱。彼はその箱のふたを開けてかがりのほうに差し出してくる。

「一応説明しておくが、俺は仙界の一部を倉庫として使うことができる。この空間はとある仕組みによって集合文化意識の修正を受けることがない。さらに時間の流れが存在しないから腐ったり劣化したりする心配もない。だから食べても問題はない。──ちなみにこれは千年前のバレンタインの日に自分で買ったチョコレートだ。消える前に食べてくれ」

　箱の中はしきりで八つに区切られており、それぞれの小部屋には黒々とした物体が鎮座していた。明らかに食べ物ではない。木炭とかそういう類たぐいに思えてならない。見かねた彩さい紀きが一つを摘つまんで口の中に放り込んだ。毒ではないようである。びびっていると思われたくなかったので、意を決して〝ちょこれーと〟を口に運んだ。予想通りに硬いそれを奥歯で砕き、舌の上で転がす。そうしてかがりは両目を見開いた。

「なにこれ、あまーい！」

「そうだろう。美お味いしいだろう」

「うん、おいしい……」そこでかがりはふと気づく。こんなやつの前で緩みきったツラをさらすのは本意ではない。腹筋に力を入れてキリッとした表情を取り戻し、「──ま、まあ悪くはないわね！　千年前の食べ物もなかなかね！」

　本人の意思とは関係なく金色の尻尾が揺れていることに、かがりは気づかない。

「それはよかった。──ところで、天てん颶ぐはいつ頃来るのかね」

「さあ。夜じゃない？　寇こう魔まは夜行性が多いって聞くから」

　かがりは箱を膝の上に抱えながら二つ目のチョコレートを頰張る。榮えい凜りん島とうでは甘蔗サトウキビがほとんど育たないため食卓に甘味が乏しい。ゆえに彩さい紀きがもたらしたこの黒い謎の食べ物は、かがりの脳髄をこれでもかというほどに刺激していた。平たく云いえば美お味いしい。しあわせ。

「なるほどな。時間に余裕はあるということか──お、ちょうどいいところに偉そうな人間どもがいるぞ。ちょっと話してこよう」

「え……？」彩さい紀きが急に立ち上がった。ずっとつないでいた手がするりと離れる。かがりはドキリとして叫び声をあげた。「ま、待って！」

　箱を石垣の上に置くと慌てて彼に追いすがり、飛びつくようにして彼の腕にしがみついた。なりふり構っていられない、彩さい紀きから離れれば見つかってしまうのだから。実際、かがりの声に反応した老ろう爺やが不思議そうな顔をしてこちらを振り返っていた。

「動くなら動くって云いってよ！　びっくりしたじゃない！」

「すまん。だがこれはチャンスだぜ。……見ろ、あれは命めい融ゆう神社の神職じゃないか？」

　かがりは彩さい紀きの背中から顔を出し、遠くの祭壇のほうに視線を向ける。宗教じみた服装をした男たちが数人、村の重役たちと会話をしながら村長宅へと入っていくのが見えた。

「……ふむ、榮えい凜りん島とうの権力構造がよくわからんな。村長と命めい融ゆう神社はどっちが上なんだ？」

「そりゃあ神社でしょ。榮えい凜りん島とうには四つの村があるから村長は四人いるけど、神社の巫み女こは一人しかいないもの。巫み女このすぐ下に禰ね宜ぎっていうのが二人いるけど、たぶんそいつらが村長と同格なんじゃないかな」

「あそこにいた神職は禰ね宜ぎなのか？」

「そうよ。……私を神社から追い出した、右う禰ね宜ぎ」

「……うなぎ？」

「右う禰ね宜ぎよ。禰ね宜ぎは左右一人ずついるの。左さ禰ね宜ぎは私にも色々と便宜を図ってくれる穏健派なんだけど、右う禰ね宜ぎは寇こう魔まを絶対に許さない保守派の筆頭」

「そうか。ならば都合がいい」

「え……？　まさか、あいつらと話すつもりなの!?」

「もちろん」彩さい紀きはかがりの手を引きながら頷うなずいた。「天てん颶ぐの情報を知りたければ有識者に聞くのが手っ取り早い。それに、榮えい凜りん島とうを救うためとはいえ騒乱を起こすことになるのだ。色々と迷惑をかけるだろうし、挨拶はしておくべきだと思わないか？」

「やめてよ！　殺されるに決まってるわ！」

　彩さい紀きは「ふっ」と気取ったように笑った。ぶん殴りたくなった。

「かがりよ。榮えい凜りん島とうで尊そん崇そうされている者の名を云いってみよ」

「熾し天てんの巫み女こでしょ。私の妹の……」

「彭ほう寿じゆ星せいはどうした」

　そういえばそうだった。かの聖仙を祀まつる祠ほこらは榮えい凜りん島とうにいくつも存在している。

「お前は信じていないようだが俺は彭ほう寿じゆ星せいその人なのだ。己が信仰している神が目の前に現れたら人はどうすると思う？　十中八九平ひれ伏ふして崇あがめ奉たてまつるだろうよ」

「だから、殺される心配はないってこと……？」

「ああ。【透過】の術は解除するが、何も心配はいらない。ここは一つ、榮えい凜りん島とうの守護神として人間たちに啓示を与えてやろうではないか」




「彭ほう寿じゆ星せいだと？　ふざけるな！　この罰当たりな表ひよう六ろく玉だまを即刻叩たたき出だせ！」

　村長宅に無断で侵入して「彭ほう寿じゆ星せいです」と告げた瞬間に怒鳴り散らされた。かがりは彩さい紀きの背中に隠れて縮こまる。──だから云いったのだ、絶対に殺されるって。

　無駄に広い居間には榮えい凜りん島とうの有力者たちが居並んでいる。先ほど肩を怒らせ大声をあげたのは桜おう泉せん里りの村長だ。その隣に高こう士し里りの村長、夕ゆう歌か村そんの村長、鄭てい岳がく里りの村長と続く。さらに長い卓を挟んだ反対側には命めい融ゆう神社の神職たちが四人ほど座っていた。

「おい待て。話も聞かずに追い返すのは狭きよう量りようではないか」

「無断で侵入してきた輩やからが何を云いうか！　しかも彭ほう寿じゆ星せいの名を騙かたるなど──」

「まあまあ弥や三さぶ郎ろう殿。何か訳ありのようですよ」

　宥なだめるように声をあげたのは袴はかま姿すがたの男である。命めい融ゆう神社の右う禰ね宜ぎ、名を南なん条じようという。例によって柔和な笑みを作っているが、騙だまされてはいけない、こいつはかがりに巫み女こ殺ごろしの濡ぬれ衣ぎぬを着せて野に放逐した張本人なのである。

「彭ほう寿じゆ星せいさんですか。見かけない顔ですけれど、もしや天てん颶ぐに攫さらわれて下界からやってきたのでしょうか？」

「もとから榮えい凜りん島とうにいたよ。あんたらが生まれる何百年も前からだ。──いや、俺たちはそんな話をしに来たんじゃないんだ」

「俺たち……？」南なん条じようは怪け訝げんそうに首を伸ばした。そうして彩さい紀きの背後に隠れている狐きつね少しよう女じよの姿を見て取るや、一瞬驚いたような顔を見せた後、すぐさまニヤリと無気味に口こう端たんを吊つり上あげて目を細めるのだった。「──これはこれは！　熾し天てん寺じかがり様ではありませぬか！」

　場がどよめいた。かがりは彩さい紀きの服をぎゅっとつまむ。

「ご無事そうで何よりです。家が火事になったと聞いたときは心配で心配で胸が張り裂けそうな思いでしたが、こうしてお元気でいらっしゃるのを見るに、間一髪逃げ出せたご様子ですね。いやあよかったよかった。熾し天てんの子に何かあったら大変ですからねえ」

　皮肉にしか聞こえなかった。かがりを〝熾し天てんの子〟の地位から引きずり下ろしたのは他ならぬこの男であろうに。

　部屋の人間どもが血相を変えて立ち上がった。当たり前のことだった。村に災厄をもたらす寇こう魔まを目の前にして暢のん気きに茶を啜すすっていられるほうがおかしい。

「熾し天てん寺じかがり、何な故ぜ貴様がここにいる！　我々を嘲あざ笑わらいに来たのか……！」

「ち、違う。私は……」

「こいつは天てん颶ぐを退治しに来たのだよ」

　ぽん、と肩に手を置かれて心臓が飛び出そうになった。全員の視線が一点に集中する。かがりも恐る恐る上を見る。道服の奇人はしたり顔で人間どもを見つめていた。

「熾し天てんの子の役目は天下に光をもたらすことだ。これからこの狐きつね娘むすめが榮えい凜りん島とうを覆っている暗雲を振り払ってくれるそうだぜ」

「ちょっと、あんた……！」

　南なん条じようがふっと吐息を漏らした。それは明らかに嘲りを含んだ笑いだった。

「何を云いうかと思えば。だいたい貴方あなたは何者なのです？　熾し天てん寺じかがりがどんな人間か──いえ寇こう魔まなのか、ご存知ないのですか？　その娘は村に災いをもたらす化ばけ狐きつねなのですよ」

「莫ば迦かじゃねえのか？」

　南なん条じようが顔を引きつらせた。

「天てん颶ぐが暴れるのは天てん颶ぐ自身が暴れたいからだ。かがりを迫害したって何も解決しない。天てん颶ぐを倒さなければこの島に平和が訪れることなどありえん」

「……寇こう魔まは寇こう魔まを呼ぶと古文書にも書いてあります。その娘がいるから我々は甚だしい苦しみを背負うことになっている」

「そうだそうだ！」──村長どもが南なん条じように追随した。かがりは身を硬くしてじっと耐える。人から嫌われることには慣れている、こんなのはいつものことだ、だから無視してやればいいんだ──そう思って逃げ出そうとしたかがりの肩を、彩さい紀きはぎゅっと摑つかんで止めた。

　彼は無表情だった。しかしかがりにはわかった。微かすかに、怒りのにおいがするのだ。

「ところで神職よ。お前の名前はなんだ」

　南なん条じようの眉がぴくりと動く。口元は綻んでいるが目は笑っていない。

「南なん条じよう星せい継けい。命めい融ゆう神社の右う禰ね宜ぎにして巫み女こ様の側近でございます。貴方あなたは」

「神かみ津つ彩さい紀き。彭ほう寿じゆ星せいと云いったほうがわかりやすいか？」

「……彭ほう寿じゆ星せいは断じて貴方あなたのような瘋ふう癲てんではない」

「史書に曰いわく彭ほう寿じゆ星せいは今年復活するんだろう？　ほぅら、復活しているぞ」

「ふざけたことを。榮えい凜りん島とうの守り神を侮辱するか」

　南なん条じようの瞳が殺気を帯びた。彩さい紀きは「すまんすまん」と悪びれた様子もなく云いった。

「だがふざけているのはお前らのほうだ。──見ろ、この狐きつね耳みみを。狐きつねの尻尾を。こんなに愛らしい姿をした少女を化け物だの寇こう魔まだの、感性が死んでいるとしか思えんぞ」

「あ、愛らしいって……莫ば迦かじゃないの……本当に莫ば迦か……」

　思わず俯うつむく。頰が熱くなる。こいつは何を云いっているのだろう。

「まあ安心したまえ。お前らの腐った感性は俺が矯正してやる。すなわち熾し天てん寺じかがりの素晴らしさを思い知らせてやるのだ。──そのために、一つ取り引きをしようではないか」

「やかましいわ不審者めが！　この場から出て行けッ！」

　桜おう泉せん里り村長が足音を響かせながら近づいてくる。しかし南なん条じようがその肩を摑つかんで引きとめた。

「南なん条じよう殿……！　離してくだされ、そやつの鼻はなっ面つらをへし折らねば気が済みませぬ！」

「落ち着いてください弥や三さぶ郎ろう殿。──神かみ津つ彩さい紀きとか云いいましたか」敵意のこもった視線が彩さい紀きに向けられた。「彭ほう寿じゆ星せいを騙かたったうえに化ばけ狐きつねを村に連れてくるなど目に余る所業です。これは熾し天てんの巫み女この裁きを受けねばならぬほどの大罪ですよ。──そうまでして、貴方あなたは我々に何を伝えたいのです？」

「熾し天てん寺じかがりの待遇改善を要求する」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。何もかも。人間たちの気持ちはよくわかる、いきなり奇妙な恰かつ好こうをした不審者が、しかも忌いみ嫌きらわれている化ばけ狐きつねを連れてきて「天てん颶ぐを倒してやろう！」などと云いったところで彼らにとっては冗談どころか挑発、愚弄にしか聞こえないだろう。

　だからもうやめてよ。十分だから──そんな感じで切に願っていたのに、この変態仙人はかがりの心を丸きり無視して爆弾発言を炸さく裂れつさせるのであった。

「──そのかわり、この娘自身が天てん颶ぐどもを一匹残らず退治しよう。そうすれば、もうこいつを〝村に災厄をもたらす化ばけ狐きつね〟呼ばわりはできないだろう？」

　論理的には正しいと思う。しかし急すぎて心の準備ができていない。

「本気ですか」

「本気だ。──なあ、かがり」

　かがりはしばし固まった。同意を求められても困る。困るのだが──周囲の人間の表情を見ているうちに反骨精神が鎌首をもたげた。どいつもこいつも悪意に満ちた表情、しかしその表情の奥には呆あきれのような感情も見え隠れしていた。「何を云いってるんだ」「天てん颶ぐ退治なんて無理に決まってる」「化ばけ狐きつねごときが」──

　そんなふうだから。そんなふうに心を腐らせているから、天てん颶ぐどもが増長するのだ。

　もはや我慢はできなかった。気づけばかがりは拳を振り上げて宣言していた。

「──当たり前でしょ！　天てん颶ぐなんて、この私がぎったんぎったんにしてやるわ！」




　　　　　　　　　　○




　天てん颶ぐの長おさ、昏くら武ぶ京きよう八はちは思う──「浮ふ塊かい・榮えい凜りん島とうは西方浄土に違いない」、と。

　桜おう泉せん里り、日が地平線の向こうに沈んで後。夜のとばりを穿うがつように祭り火が揺れる中、京きよう八はち率いる天てん颶ぐ一門総勢十二名は、桜おう泉せん里りの広場に設しつらえられた貴賓席に腰かけながら、舞台で繰り広げられる余興──命めい融ゆう神社の神職たちによる神楽かぐらを眺めていた。しかし天てん颶ぐたちにとっては血の流れぬ見世物など面白くもなんともない。貧乏揺すりをする者や、退屈に頰を歪ゆがめる者もいて、そのたびごとに周囲の人間たちは背筋を震わせ萎縮するのだった。

「──つまらぬ！　つまらぬぞ人間どもよ！」

　不意に一匹の天てん颶ぐが立ち上がった。それに呼応するかのごとく周りの天てん颶ぐたちも「そうじゃそうじゃ！　つまらんのじゃ！」と叫び声をあげ始める。舞台の上で舞踊を披露していた少女がびくりとして化け物どもの顔を見下ろした。

「昏くら武ぶ様！　このようなお遊戯を見せられても楽しくありませんぞ！」

「その通り、儂わしらを敬う気持ちがあるのなら殺人大宴会くらい開いたらどうじゃ！」

「よゥし、これより殺人大宴会を始めよう！　昏くら武ぶ様、構いませんな!?」

　期待のこもった眼まな差ざしが京きよう八はちのほうへと集まった。これとは対照的に人間たちは一様に顔を青くする。

「天てん颶ぐ様……どうかお情けを……」

　その場にひれ伏す人間どもを見下ろし、京きよう八はちは口が裂けるような笑みをこぼす。

　この島はまさに楽園だ。天てん颶ぐは島のてっぺん、血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうにふんぞり返っていればそれでよかった。働きに出ずとも人間どもが勝手に貢みついでくれるからだ。貢みつぎ物ものの量が減ってくれば恫どう喝かつし、殺害し、殺しすぎれば下界から新しいのを補充する。貢みつぎ物ものとは関係なく、定期的にこうして天てん颶ぐ祭まつりを開いて人間どもを甚いた振ぶることはあるが、それは支配者として当然の権利なのだから誰からも咎とがめられることではない。──嗚あ呼あ、なんと素晴らしき我が世の栄華！

「昏くら武ぶ様、これ以上人が死ねば榮えい凜りん島とうは立ち行きませぬ。何なに卒とぞご容赦を」

　傍かたわらで酌をしていた男──右う禰ね宜ぎの南なん条じようが苦しそうに呻うめいた。京きよう八はちはいっそう笑みを深め、獲物を追いつめるような気分で紅翼を揺らす。

「おかしいな。おかしいな。我々を歓待するのは巫み女この役目であろう？　巫み女こが来ないから俺の子分たちも退屈しているようだぞ」

「かなめ様はご容態が優れず」

「天てん颶ぐ祭まつりを差し置いて部屋で寝ているのか。なんとも良いいご身分だなァ──よかろう！　ならば俺が巫み女このかわりに味気ない祭りを盛り上げてやろうではないか！」

　子分たちが歓声をあげ、人間たちが悲鳴をあげた。京きよう八はちは気をよくして声を張り上げる。

「だが子分どもよ、お前たちの云いう殺人大宴会は却下だ。そんなことをしては人間が一人残らず死んでしまう。さすがに全滅は可か哀わい相そうだからな、ここは殺人大相撲で勘弁してやろう！」

「おお！」「さすが昏くら武ぶ様！」「わかっていらっしゃる！」「殺人大相撲だ！」──天てん颶ぐどもは諸もろ手てを挙げて狂喜乱舞、京きよう八はちに向かって拍手喝采を浴びせかけた。この盛り上がりこそが祭りの醍だい醐ご味みだ──京きよう八はちは内心ほくそ笑みながら舞台のほうへと歩み寄る。

「お、お待ちください昏くら武ぶ様……！　いったい何をなさるおつもりで」

　背後から引きとめる声。右う禰ね宜ぎの南なん条じようがやつれたような面おもてをして立っていた。

「相撲を始めるのさ。一対一の勝ち抜き戦だ。死ねば次のやつに交代、単純明快だろう？」

「莫ば迦かな」

「莫ば迦かではない。天てん颶ぐは十二人、対してお前らは五百人ばかりいる。五百人でたったの十二人を倒せばいいのだ。それだけで全滅は防げるぜ」

「ご冗談を！　我らに寇こう魔まの相手が務まるはずもありませぬ！」

「ありませぬ、ではない！　死ぬ気でやれ！──そうだな、最初の相手は……そぅれ、そこの壇上で這はいつくばっている小娘！　いちばんに天てん颶ぐと戦える栄誉を授けてやろう！」

　京きよう八はちが指名したのは神楽かぐらを舞っていた少女である。恐怖のあまり目から涙をこぼし、口をぱくぱくさせてその場に座り込んでしまう。ぐわはははは──天てん颶ぐどもが森を揺るがすような大声で笑った。京きよう八はちは子分どもの顔を順々に見渡し、どいつを先せん鋒ぽうにするかを考えた。考えた結果、誰を選んでも同じような気がしたため、いちばん近くにいた若い天てん颶ぐを指差して、

「竿かん頭とう丸まる！　お前が一いち番ばん槍やりだ！」

「はっ！　ありがたき幸せ！」

　竿かん頭とう丸まるは猿のように跳躍して舞台に飛び乗った。

　選ばれた少女は逃げることも忘れて震えていた。あれでは戦いにならないだろう──だがそれでいい、一方的な虐殺は人々の恐怖を駆り立てるからだ。

「さあ人間よ、太鼓を叩たたけ！　盛大なる天てん颶ぐ祭まつりには音楽が必要だ！」

　脅された神職が撥ばちを持って滅め茶ちや苦く茶ちやに太鼓を乱打した。

　天てん颶ぐが大騒ぎを始めるにつれ人々の顔からは一切の希望が失われていく。その様子を満足げに見渡した京きよう八はちは、時を見計らい、静かに宣言するのだった。

「──殺人大相撲の開幕だ」

「ぐわははは！　死ね小娘ぇ────────ッ！」

　竿かん頭とう丸まるが刀を抜いた。少女は動ける状態ではない。またしても犠牲者が増えるのだ──そう思わなかった人間は一人もいなかったし、実際、京きよう八はちを始めとした天てん颶ぐたちも、哀れな小娘は呆あつ気けなく首を刎はね飛とばされることになるのだろうと確信してやまなかった。

　しかし現実は違った。

　振り上げられた刃やいばが振り下ろされることはなかった。

　一瞬、火の粉が散ったような気がした。

「炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう・癸みずのと／【常とこ世よの陽かげ炎ろう】」

「うっ……、」竿かん頭とう丸まるが呻うめいた。そうして誰もが目を見張った。彼の腹部をきれいに貫いていたのは鋭利な神しん州しゆう刀とうである。そしてその神しん州しゆう刀とうの柄つかを握っていたのは──燃えるような瞳。輝くような金の髪。全身から横おう溢いつする煉れん氣きを隠そうともせず、にわかに吹いた寒風がくすぐったいのか、頭から生えた狐きつねの耳がぴくりと動く。

　榮えい凜りん島とうで忌いみ嫌きらわれている寇こう魔まの少女──熾し天てん寺じかがり。

　どこからともなく現れた熾し天てんの子が、人を苛さいなむ天てん颶ぐに痛恨の一撃を食らわせていた。

「こ、の……狐きつねめがッ！　相撲に凶器を持ち込むなァ──────────ッ！、、」

　竿かん頭とう丸まるが苦し紛れに刀を振るおうとしたときにはもう、熾し天てん寺じかがりの刃やいばが横よこ薙なぎにされていた。虚こ空くうに描かれる美しい剣筋の余韻、その流れに従うようにして天てん颶ぐの体内からあふれ出た大量の血液が飛散し神楽かぐらの舞台を真っ赤に染め上げた。

　ぐらりと巨体が揺れ、間もなくその場に頽くずおれる。

　天てん颶ぐはそれ以上、ぴくりとも動かない。絶命したことは誰の目にも明らかだった。

　太鼓の音色が消え、虫の声ばかりが鼓膜を揺らす静かな桜おう泉せん里り、そのど真ん中に立つ妖よう狐この少女は、血に濡ぬれた剣先をするどく京きよう八はちに差し向けて云いう。

「かかってこい天てん颶ぐども。私が全員殺してやる」

　何を云いわれたのかわからなかった。

　遅れて挑発されたのだと気がついた。

　京きよう八はちは、怒りを爆発させて絶叫していた。

「──あの狐きつねを捕らえて八つ裂きにしろ!!　今すぐにだ!!」




　　　　　　　　　　○




「【神降ろし】。力の一部を対象に貸与する霊術だ」

　天てん颶ぐが村を訪れる直前、饗きよう宴えんの卓からくすねてきた蕎そ麦ばを土蔵の裏手で啜すすっていたとき、神かみ津つ彩さい紀きが唐突にわけのわからぬことを云いい出だした。広場のほうから宵闇を切り裂くような明るい祭まつり囃ばや子しが聞こえてくる。天てん颶ぐ祭まつりの予行演習といったところだろうか。

「はみほろひ？　はにいっへんの」

「行儀が悪い。吞のみ込こんでからしゃべれ」

　ごくん、

「……いきなり何を云いってるのよ。その霊術がどうかしたの」

「今のまま天てん颶ぐと戦ってもあっという間に殺されてしまうだろう。だから俺の力を分け与える術を使うのだ。これをお前にかけることによって天てん颶ぐと対等以上に渡り合えるようにする」

　かがりは目を丸くした。本当にそんなことが可能なのだろうか。可能ならば願ってもないことだが──しかし、

「それ、卑ひ怯きようじゃない？」

「卑ひ怯きよう？」

「だって、自分で努力して手に入れた力じゃないのよ。ちょっと気が引けるわ」

　彩さい紀きは呆あきれたように笑った。呆あきれられるようなことを云いった覚えはないのに。

「お前は真面目すぎるんだ。こんなとち狂った世界では卑ひ怯きようも何もない」

「理屈はわかるけど……」

「ならば解釈を変えよう。思い出せ、俺は最初にお前に問うた──〈力が欲しいか〉と。そしてお前はそれに応えた。この時点で神かみ津つ彩さい紀きは熾し天てん寺じかがりの力の一部なのだ。お忘れのようだが俺は奴隷なんだぜ。《力を貸せ》と命じるだけでいいんだ」

　彩さい紀きの云いうことには一理あった。というよりも真理に他ならない。これは生死をかけた戦いであるからして、無駄な気の迷いは捨てるべきなのだった。──だが、それとは別の問題として、そもそも本当に天てん颶ぐを退治できるだけの力を得られるのか、という疑問もあった。

　天てん颶ぐは強い。確かに彩さい紀きも強いけれど、天てん颶ぐの首しゆ魁かいに勝てる保証はどこにもない。

「……本当に、天てん颶ぐを倒せるのかな」

「お前は最善を尽くさんと努力するだけでいい。まずくなったら俺がなんとかする」

　自信に満みち溢あふれた声色だった。彼の立ち居振る舞いに云いいようもない頼もしさを感じてしまった。こいつと一緒なら本当に事を成し遂げられるかもしれない──そう思った。ゆえにかがりは、箸と碗わんを持ったまま立ち上がると、彼の瞳をまっすぐ見据えてこう命じるのだった。

「……わかったわ、《力を貸して》。死ぬ気で頑張るから」

「承知した。思うがままに振る舞うといい」

　彩さい紀きが手をかざした。〝五ご彩さいの導しるべ〟の辺りから霊れい氣きが流れ込んでくる。そうしてかがりは全身に莫ばく大だいな力が広がっていくのを感じた。力だけではない、あらゆる艱かん難なんに耐えうるだけの勇気も湧いてくるから不思議だった。

　これなら行けるかもしれない──かがりは希望を抱きながら蕎そ麦ばを食った。




【神降ろし】の効力は絶大だった。

　身体からだが綿のように軽い。背後で瞠どう目もくしている小娘の表情がわかるほどに視界が広い。精神が研ぎ澄まされ、迫りくる寇こう魔まどもの恐ろしい形相を見ても心にさざ波が立つことはない。

「この野郎！　死ね！」

　包丁を片手に突貫してきた天てん颶ぐに向かって刀を振り抜いた。肉を切る不快な感触、しわがれた絶叫が闇にこだました。包丁が舞台の上に落ち、舞った血ち飛沫しぶきが人間どもの服や顔にこびりつくのを見るや、昂こう奮ふんした天てん颶ぐどもが激情に身を任せてかがりのほうへと殺到する。

　恐怖は消えていた。敵の動きが手に取るようにわかる。

　不意打ちのごとく背後から放たれた槍やりの刺突を跳躍で回避すると、酒だの料理だのが盛られた卓の上に土足で着地、周囲の人間どもが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていくのを尻目に妖術【小ぼ火や】を発動させた。かがりの掌てのひらから射出された、小ぼ火やと云いうにはあまりに勢い盛んな火炎の奔流が、追いすがる天てん颶ぐの二、三匹を包み込んで祭りの会場を明るく照らす。

「ぎゃあああああ！　儂わしの一いつ張ちよう羅らがあああああ！」

「火消しじゃ、火消しを呼べい！」

「──ええい何をやっとるんだ！　さっさとその狐きつねを殺せッ！」

　昏くら武ぶ京きよう八はちが業ごうを煮やして叫んだ。さすがに焦あせりを覚えたのであろう、天てん颶ぐどもが血相を変えて襲い掛かってくる。しかしかがりは少しも動じなかった。遅い、あまりにも遅い、炎えん帝てい神しん農のうの力を降ろした今の自分にとってはやつらの陳腐な攻撃など脅威たりえない。

　刀を一いつ閃せん。天てん颶ぐの首が吹っ飛んだ。

「ふざけるなぁっ！　化ばけ狐きつねごときが──」

　さらに一いつ閃せん。天てん颶ぐの胴体が真っ二つになった。

（──勝てる！）

　血の海に積み上げられた屍しかばねの数は徐々に増えていった。一匹、二匹、三匹──かがりが剣を振るうごとに断末魔の悲鳴が反響し、気づけば十二匹のうち半数以上が死んでいた。仲間の死と敵の気迫に恐きよう懼くした生き残りどもの動きが亀のように鈍り、それを好機と捉えた熾し天てんの一刀が容赦なく彼らの首を刈り取っていく。人間どもは降って湧いた殺さつ戮りく劇げきに開いた口も塞がらずにいたが、かがりが八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍を見せるにつれ感情を取り戻していった。誰かが熾し天てん寺じかがりの名を呼ぶとそれが波紋のように拡大し、人々は興奮と戦慄に満ちた歓声を轟とどろかせる。

「行け熾し天てん寺じかがり！」「右から来ているぞ！」「頑張れ、負けるな！」「天てん颶ぐなど殺してしまえ！」「残るは昏くら武ぶだけだ！」──かがりの聴覚は彼らの声援を一字一句余さず聞き取っていた。天てん颶ぐに立ち向かう勇者を鼓舞するつもりなのか、太鼓や笛の音まで聞こえてくる。まるで夢のような気分。人からこれほど肯定的な声をかけられるなんて。

　かがりは全身に力を込めて大地を蹴った。

　狙うは神楽かぐらの舞台の上で苦々しい表情を浮かべている男──昏くら武ぶ京きよう八はち。子分を失った天てん颶ぐの首しゆ魁かいは普段の悠然とした態度をかなぐり捨てて抜刀していた。

「この曲くせ者ものがッ！　よくも俺の浄土を汚けがしてくれたなぁッ！」

　かがりは勢いのままに刀を振り抜いた。刃やいばと刃やいばがぶつかり合って鮮烈な金属音が響く。眼前にそびえる天てん颶ぐの凶相を睨にらみつけながら声を振り絞り、

「──何が浄土だッ！　ここはお前らの遊び場じゃないんだぞ！」

「莫ば迦かを云いえ、榮えい凜りん島とうは天てん颶ぐの遊び場だ！　貴様らは等しく天てん颶ぐの玩おも具ちや！　黙って俺たちに使い潰されていればよかったものを！」

「よくないに決まってるだろうがぁ──────────────っ！」

　身体からだの奥底からあふれ出た霊れい氣きが火の粉となって飛び散った。力任せに刃やいばを押し込んでやると昏くら武ぶ京きよう八はちの身体からだがぐらりと揺らぎ、その隙を突いて繰り出した袈け裟さ斬ぎりが敵の左腕をきれいに切断して弾はじき飛とばした。醜い絶叫。天てん颶ぐの右腕に妖よう氣きが集中し、間もなく幾筋もの風の刃やいばが滅め茶ちや苦く茶ちやな速度でばら撒まかれる。舞台は抉えぐられ、遠くの家屋に亀裂が走り、背後で見ていた何人かの首がいとも容た易やすく刎はね飛とばされた。

　しかしかがりは怯ひるまなかった。

「炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう・丙ひのえ／【火産霊ほむすびの篝かがり】！──これで、終わりだぁっ！」

　刀身に熾し天てんの炎が宿る。天てん颶ぐは驚き刮かつ眼がんして動きを止めた。この一撃を解き放てば榮えい凜りん島とうを覆っていた暗雲はまさしく晴れるだろう──逸はやる気持ちで腕に力を込めたとき、

　がくん、

　全身から力が抜けた。軸心がぶれて思わずその場にしゃがみこむ。眩暈めまいがする。耳鳴りがひどい。直感的にかがりは理解する、急激な霊れい氣きの使用に身体からだが追いついていないのだ。

「く、ふふ、ぐわはははは！　天は俺に味方をしたようだ！　死ね化ばけ狐きつねぇ────ッ！」

　天てん颶ぐの刀が一直線に落ちてくる。

　かがりは額に汗を浮かべながら天てん颶ぐを睨にらみ上あげた。こんなところで力尽きるわけにはいかない。でも身体からだが動かない。どうしよう、どうしよう──途方もない焦燥感で身を焼かれそうになったとき、不意に誰かが目の前に立つ気配があった。

「え──」

　天てん颶ぐの刀が右手ごと吹っ飛んでいった。

　絶叫がこだまする。

　かがりは瞠どう目もくして彼の後ろ姿を眺めた。鋭利な神しん州しゆう刀とうを構えた道服の仙人がそこにいた。助けてくれたんだ──かがりは嬉うれしさと安あん堵どで胸が熱くなるのを感じた。

「昏くら武ぶ京きよう八はち。お前の所業は目に余る」

「余るわけなかろうがァ──────────ッ！」

　天てん颶ぐの身体からだから暴風が吹き荒れた。あまりの風圧にかがりは目を細めてその場にうずくまってしまう。神楽かぐらに使う道具が縦横無尽に飛び回る中、しかし彩さい紀きは少しも動揺することなく敵を見据えている。

「その程度の煉れん術じゆつでは俺を殺すことはできない。諦めて更生したらどうだ」

「更生などする必要はない！　榮えい凜りん島とうでは昏くら武ぶ京きよう八はちこそが正義なのだッ！」

「いや、それは違うと思う」

　神しん州しゆう刀とうが軽く振られた。

　それだけで荒れ狂う風は一瞬にして凪ないでしまった。煉れん氣きの質量に隔たりが大きければ、少し力を籠めるだけで相手の煉れん術じゆつを打ち消すことができるという。神かみ津つ彩さい紀きと昏くら武ぶ京きよう八はちとの間には、まさに天と地ほどの隔たりがあるのだった。

　雄お叫たけびが轟とどろいた。もはや正常な判断力など残っていない、昏くら武ぶ京きよう八はちは余力をふりしぼって無策の突貫を試みる。拳のなくなった腕が振り下ろされた。彩さい紀きが少し横よこ薙なぎを放ってやると天てん颶ぐの腕は肩の辺りから切断されて舞台の向こうへと吹っ飛んでいき、返す刀で真一文字の斬撃を繰り出した瞬間、天てん颶ぐはもんどり打ってその場にひっくり返ってしまった。

「莫ば迦かな……こんなことが……」

「怖がる必要はない」彩さい紀きは天てん颶ぐの顔を覗のぞき込こんで云いった。「聖仙の力をもってすれば傷を治してやることもできる。──どうだ、反省する気になったか」

「反省などするか……俺は……世界の支配者だぞ……！」

「そうか。天論とは惨いものだな」

　彩さい紀きは何な故ぜか悲しそうに笑った。そうしてかがりのほうを振り返る。

「かがり。動けないなら俺が始末しよう」

「大丈夫」

　刀を杖つえがわりに立ち上がる。それと時を同じくして昏くら武ぶ京きよう八はちが盛大に吐血した。もはや虫の息、しかし天てん颶ぐの首しゆ魁かいは未いまだに憎ぞう悪おを湛たたえながらぶつぶつと呪じゆ詛その言葉を紡つむいでいた。

「よくも、よくも俺の西方浄土を……絶対に許さない……」

　それはこっちの台詞せりふだと思った。かがりはゆっくりと天てん颶ぐのもとへと歩み寄る。

「こんなことをして……ただで済むと思うなよ……！　お前らには必ず天罰が下る……〝七しち凶きよう神じん〟のやつらが黙っちゃいねえからな……！」

「あっそ。生あい憎にくと、天だの神だのは信じちゃいないのよ」

　慈悲などかけてやる必要はなかった。

　おもむろに刀を持ち上げると、かがりは深く息を吸ってから振り下ろした。




　　　　　　　　　　○




「──夢みたいだわ。天てん颶ぐがいなくなるなんて」

　夜半。彩さい紀きとかがりは村の外れの河原で焚たき火びを囲んでいた。

　天てん颶ぐ退治によって人々から好意的な声援を受けたかがりであるが、だからと云いって英雄気取りで村に逗とう留りゆうすれば無用な諍いさかいを引き起こす危険性があった。ゆえに彩さい紀きは昏くら武ぶ京きよう八はちが息絶えるやいなや、彼女を引き連れ颯さつ爽そうと桜おう泉せん里りを後にしたのである。

　かがりは食べ終えた焼き魚の残骸を炎にくべながら云いった。

「それに、村の人たちから、あんなふうに応援されるなんて……」

「もう家に火をつけられることもない。よかったじゃないか」

　わからない、とかがりは云いった。

　未いまだに現実を現実として認識できていないらしい。無理もなかった。

「ねえ、私はこれからどうすればいいのかな」

「疲れているだろう。明日考えればいい」

「あんたは、これからどうするの？」

　問われて返答に窮する。神かみ津つ彩さい紀きの目的──それは政府に歯向かう寇こう魔まどもを一人残らず浄化することだった。しかしこの時代においては戦う理由がない。守るべき国も、人も、千年前に失われてしまったのだから。──もう、どう足あ搔がいても戻ってこない。

「主従契約の問題もあるし、しばらくはかがりと一緒にいるとしよう」

「その後は？」

「さあ。旅にでも出ようかね」

　一瞬、かがりの目に動揺の色が浮かんだ。

「……あんたって、私のことどう思ってるの？」

「悪くは思ってない」

「《正直に云いえ》」

「可か愛わいい」

　卑ひ怯きようだった。

　かがりが驚きに目を見開く。

「なッ……、か、可か愛わいいって……本気なの……？」

「本気かどうかはわからない」

「《正直に云いえ》」

「可か愛わいい」

　卑ひ怯きようすぎた。

　かがりは顔を真っ赤にして立ち上がった。

「あ、あんた！　前々から疑問に思ってたけど……あんたが私に目をかけてくれるのって、私が可か愛わいいからだったの!?　お、おかしいわよ絶対！」

「心外だな。俺はおかしくない」

「だって私は狐きつねなのよ。今までずっと人間たちから気持ち悪いって云いわれてきたし……」

「そいつらにとってはそうだったんだろう。だが俺はお前を気持ち悪いなんて思わない。むしろ気高いとさえ思う」

「…………、」

　かがりのような境遇の人間は得てして負の方向に精神を腐らせがちである。だがこの少女は違った。どれだけ虐しいたげられても屈服することがなく、最終的にはあらゆる方向から向けられる悪意を炎のような意志で弾はじき返かえしてしまった。ＯＬＩ因子が充満する世界では人の精神力がものを云いう。熾し天てん寺じかがりはこの時代において真の意味での強者なのかもしれない。

　彼女は呆あつ気けに取られたように彩さい紀きの顔を見た。口をわずかに開いて何かを云いおうとしたが結局言葉として発されることはなく、ぺたんと狐きつね耳みみを垂れさせてその場に体育座りをする。

「……あんた本当に変態ね。でも、あんたのおかげで助かったわ。……ありがとう、彩さい紀き」

「うむ。どういたしまして」

「ねえ、私にしてほしいことある？」

　目を合わせず、しかし尻尾を左右に揺らしながら、かがりはおずおずと聞いてきた。

「か、勘違いしないでよね。助けてもらったお礼をしなくちゃだから……」

「その必要はないさ」彩さい紀きはふと笑みを浮かべる。「そもそも、天てん颶ぐ退治の件は俺を復活させてくれた恩返しなんだ。改めてお礼をしてもらう必要はないんだよ」

「気取ったふうに云いうな。これは私の気持ちの問題なのよ」かがりはムッとしたように彩さい紀きを睨にらみ、「望みを云いいなさい。可能な限り叶かなえてあげるわ」

「なるほど……だがこれはお前には不可能だろうよ。俺の真の願いは天下泰平だ。万民が衣食住に困ることなく平穏無事に生をまっとうできるような理想郷を作り上げることこそ聖仙たる神かみ津つ彩さい紀きが望んでやまない悲願であり」

「《正直に云いえ》」

「彼女が欲しい」

　卑劣の極みだった。

　早くなんとかしねぇと内に秘めたる邪念が筒抜けになっちまう、そんなふうに危機感を覚えていたとき、ふと目の前の少女が落ち着きなく尻尾を揺らしていることに気づく。

　眠いのだろうか？──と思ったが違うらしい。かがりは意を決したように口を開いた。

「……なってあげるわ」

「……何に？」

「つ、番つがいになってあげるって云いってるの！」

　こいつはいきなり何を云いい出だすんだろうと彩さい紀きは思う。

「望みを叶かなえてあげるって云いっちゃったから、だから……仕方なくよ！　あんたは、私のことを……わ、悪くはないと思ってるんでしょ？」

「まあそうだが」

「だったら！　なってあげても、いいわ！」

　すっと右手が差し出された。彩さい紀きは千年ぶりに本気で動揺して石像と化した。

「な、何ヘンな顔してるのよ。いいって云いってるでしょ。あんたは変態だけど悪いやつじゃなさそうだし、お礼もしなくちゃだし……主従関係だから一緒にいたほうがいいし！──よ、喜びなさい！　いまこの瞬間から私とあんたは番つがいよ！　と云いっても主導権は私にあるんだからねっ！　交尾とかはしてあげないんだからねっ！　いーい!?」
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「お、おう……」

　彩さい紀きはちょっと引いた。年頃の少女の台詞せりふにしては語彙が強烈すぎる。

　とにもかくにも、かがりの表情はすごいことになっていた。

　一生ぶんの勇気を振り絞った告白なのであろう、頰を上気させ、目尻に涙を浮かべ、肩を震わせながら、それでも気丈に彩さい紀きの瞳をまっすぐ見つめている。

（いやいや。番つがいって──本気か？　出会って二日目だぞ？　倫理観おかしくね？）

　色々戸惑っていた彩さい紀きであったが、

「は、はやくしてよ…………それとも、いやなの……？」

　不安そうな上目遣いは反則だった。そうして彩さい紀きは些さ細さいな躊躇ためらいを丸ごと捨てた。元来仙人とは流れに逆らわない生き物だ。それに、勇気を出して望みを（勘違いだが）叶かなえようとしてくれた少女の頑張りを無下に扱えるほど冷酷にはなれなかった。

　彩さい紀きは神妙に頷うなずくと、少しだけ考えてから、その小さな手を握り返してやるのだった。

「……よろしく頼む。かがり」

「うん。よろしくね、彩さい紀き」

「今日は一緒に寝るか？」

　顔面に蹴りが叩たたき込こまれた。

　相変わらず気の強い娘だ──そんなふうに彩さい紀きは呆あきれるのだった。




　かくして人生で初めての彼女（？）を獲得した神かみ津つ彩さい紀きであるが、その心中は穏やかなものではなかった。かがりのことが気になって眠れないとかそういう話ではない。天てん颶ぐの首しゆ魁かい、昏くら武ぶ京きよう八はちが今いま際わの際きわに放った台詞せりふが頭から離れなかったのだ。

『お前らには必ず天罰が下る……〝七しち凶きよう神じん〟のやつらが黙っちゃいねえからな……！』

　七しち凶きよう神じん。それは千年前に世界を渾こん沌とんに陥おとしいれたテロリスト集団の名称だ。構成員はたったの七名。大だい黒こく天てん、毘び沙しや門もん天てん、弁べん財ざい天てん、恵え比び寿す天てん、吉きつ祥しよう天てん、布ほ袋てい尊そん、寿じゆ老ろう人じん──それぞれが七福神のＯＬＩ因子を宿した凶悪な神々である。

　やつらは千年前の時点で、彩さい皇こうたる大だい黒こく天てんを除いて全員が死滅したはずだ。

　実際、彩さい紀き自身にも弁べん財ざい天てんと寿じゆ老ろう人じんを始末した覚えがある。

（やつらがこの時代にも存在しているとなると……面倒なことになりかねん）

　千年前のメンバーが現役で活動しているとは思えない。しかし人の意志とは受け継がれていくものだ。七しち凶きよう神じんという組織の理念を継承した何者かが存在している可能性は大いにある。そして──天てん颶ぐが彼らの名を口にしたということは、その何者かが、榮えい凜りん島とうを襲った不幸に一枚嚙かんでいたという証拠に他ならない。

（……後で調査してみる必要があるな）

　波乱の予感を覚えながら、彩さい紀きは静かに瞼まぶたを閉じた。




　　　　　　　　　　○




　血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうの足元、芝しば山やまの中腹あたりに寂れた寺がある。

　榮えい凜りん島とうの人間も知らぬ無気味な寺だ。大昔はそれなりに参拝者を集めた名めい刹さつだったのかもしれないが、今では見る影もなく、草の伸び切った境内、丹あかの剝げた門に掲げられる扁へん額がくは文字すら掠かすれて読めず、いかにも魔が吹ふき溜だまる場所、といった趣である。

　いま、山門の前に一匹の天てん颶ぐが降り立った。

　顔色は真っ青、全身は汗にまみれ、見るからに疲弊していた。幾度も転びそうになりつつ境内を駆け抜けると、賽さい銭せん箱ばこを蹴散らしながら本堂の扉に縋すがりつく。

「寿じゆ老ろう人じん様！　寿じゆ老ろう人じん様！　一大事でございます！」

　──この天てん颶ぐ、先ほど桜おう泉せん里りで繰り広げられた騒動の死に損ないである。熾し天てん寺じかがりが昏くら武ぶ京きよう八はちを相手に奮闘していた頃、たまたま用を足すべく草葉の陰に退ひいていたので難を逃れたのだ。で、祭りの会場に戻ってきた彼が目撃したものは、血の海に沈む仲間たちの屍しかばねだった。

「寿じゆ老ろう人じん様、同胞が殺されてしまいました！　下手人は榮えい凜りん島とうで忌いみ嫌きらわれていた化ばけ狐きつねです！　どうか仇かたきを討ってくだされ！」

　この古こ刹さつには七しち凶きよう神じんの一柱、寿じゆ老ろう人じんが住んでいる。

　七しち凶きよう神じんとはすなわち寇こう魔まの元締めだ。彼らが望むは世界の混こん沌とん、ゆえに天てん颶ぐが榮えい凜りん島とうで好き勝手に振る舞うことを大いに推奨し、天てん颶ぐの行動に支障をきたすような事態が発生すると、自ら出向いて快刀乱麻を断つが如ごとく解決してくれるのである。

　特に寿じゆ老ろう人じんは天てん颶ぐの守り神と云いっても過言ではない。これまで昏くら武ぶ京きよう八はちが心に何の蟠わだかまりもなく榮えい凜りん島とうに君臨できていたのは、ひとえに寿じゆ老ろう人じんの後ろ盾があったからに他ならない。

「寿じゆ老ろう人じん様、寿じゆ老ろう人じん様……」

　しかし天てん颶ぐの守り神は反応を見せなかった。寝ているのかと思って鰐わに口ぐちを死に物狂いで叩たたいてみるが、本堂からは物音の一つもしない。天てん颶ぐはさらに青ざめた──まさかあの神仙は我々のことを見捨てたのではなかろうか、と。

「寿じゆ老ろう人じんなら留守だよ」

　不意に耳の奥を痺しびれさせるような甘ったるい声が聞こえた。

　涸かれた手水ちようず鉢ばちの傍かたわらに年若い小娘が立っていた。天人の如ごとく縹はなだ色いろの衣に身を包み、桃色の髪を夜風になびかせる、あまりにも周囲の風景にそぐわない小娘。

「なんじゃ貴様は！　儂わしは寿じゆ老ろう人じん様に会いに来たのだ！」

「だからさ、あいつは留守だって云いってるじゃん。そんなに莫ば迦かみたいに鐘を鳴らしたって全然意味ないよ、五う月る蠅さいだけ」

　天てん颶ぐは不思議な気分になった。

　この小娘はいったい何者なのか──矯ためつ眇すがめつ観察してみると、その異様さに圧倒されそうになる。おぞましいほどの妖よう氣きだった。相対しているだけで精神が削られていくほどの。

「ねえ、お前はここに何しに来たの？」

　娘が言葉を紡つむいだ。天てん颶ぐは一拍遅れて返答する。

「寿じゆ老ろう人じん様に会いに来たのだ！　聞いて驚け、昏くら武ぶ様が化ばけ狐きつねに殺されてしまったのだ！　はやくやつを殺してもらわねば、天てん颶ぐの天下が終わってしまう……！」

「天てん颶ぐはお前以外みんな死んだんでしょ？　天下も何もないよね」

「あるわ！　これからは儂わしが榮えい凜りん島とうの支配者だ！　だからこそ、あの化ばけ狐きつねは始末せねばならぬのだ。始末せねば……心置きなく人間どもに貢みつがせることもできんではないか！」

「ふーん……独りぼっちの暴君か。それって寂しいよね」

「子分なら後からいくらでも作れる！　下界で寇こう魔まどもに声をかければ──」

　そこで天てん颶ぐはにわかに頰を歪ゆがめた。目の前の小娘はあまりにも美しかった。しかも常人離れした妖よう氣きを縦ほしいままにしてもいる。これほどの逸材がこの世に二人と存在するとは思えなかった。

　この者こそ、次の支配者の側近に相応ふさわしい。

「小娘。貴様、人間ではないな？」

「まあそうかな」

「気に入ったぞ！　貴様、儂わしの子分……いや、伴侶となり、共に榮えい凜りん島とうの支配者として君臨しろ！　なァに不安がることはないぞ、儂わしについてくれば至上の悦楽を約束してやろうではないか。──さあ、そうと決まればさっそく祈れ！　寿じゆ老ろう人じん様に祈るのだ！　儂わしらの安寧のために化ばけ狐きつねを殺してくださいとな！　ほうら何をやっておる、本堂の前にひざまず──、、、」

　小娘の身体からだに伸ばしかけた腕が、

　あっという間に切断されて宵闇のかなたに飛んでいった。

「──ぇ？」

　気づく。いつの間にか小娘が抜刀している。

　彼女の瞳に湛たたえられた冷酷な光にぞっとするものを感じた直後、すさまじい激痛に襲われ天てん颶ぐはその場に両膝をついた。

「あ、あぁああぁあッ！　何をする、小娘ェ──────────ッ！」

「殺すんだよ。これからお前をね」

「冗談ではない！　儂わしは何もしとらんだろうがッ……！」

「それこそ冗談ではないな。お前は私の嫌いな三つの要素を満たしている。醜いこと。邪よこしまなこと。そして──弱よわいもの虐いじめでしか己を満たせない卑屈な精神」

　さらに刀が振られた。桃色の剣筋が綺き麗れいな弧を描き、瞬またたく間まに天てん颶ぐの胴体を真っ二つに切断した。すさまじい量の血が飛散する。天てん颶ぐはそれでもなんとか助かろうと草の上で藻も搔がいていたが、己の頭上でまったく温ぬくもりのない表情を浮かべている小娘を見て己の運命を悟った。

「きさ、ま……、何者だ……？」

「下劣な天てん颶ぐに名乗る名前はない──と云いいたいところだが、これから地獄に召される者への贐はなむけとして特別に教えてやろう」

　小娘はくるりと背を向けて云いった。

「七しち凶きよう神じんが一柱、宇うヶが原はら惟ゆ依え。八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てん」

　わけがわからない。

　七しち凶きよう神じんならば天てん颶ぐの味方ではないのか。なぜ自分は血に塗まみれて地に伏しているのか──何一つとして腑ふに落ちることはなかった。自らを切り刻んだ小娘の背中に六本の黒々とした腕が生えているのを幻視しながら、天てん颶ぐは眠るように絶命した。

　こうして昏くら武ぶ京きよう八はち率いる天てん颶ぐ一門は、榮えい凜りん島とうから完全に駆逐された。




「伴侶。伴侶かぁ……」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは夜空に輝く月を見上げながら嬉うれしそうに口ずさむ。

　足元には天てん颶ぐの薄汚い死体。断じてこんなモノが惟ゆ依えの伴侶であるわけがない。

「くふふ。惟ゆ依えの相手は決まっている。生まれる前から──千年前から運命づけられている」

　刃やいばに付着した血を振り払ってから納刀する。

　今日は気分がいい。何な故ぜなら彩さい皇こうの力の一端を拝むことができたから。

「──待っててね彭ほう寿じゆ星せい。ご先祖様の恨みをぶつけてあげる」










　　　　　　　　　　二章／熾し天てんの巫み女こ




　翌朝。小鳥のさえずりが耳に心地よい清涼な時分。

　ぱちりと目を覚ましたかがりは、天井の木目を見上げて大きな欠伸あくびを一つする。

（そういえば……彩さい紀きが家を召喚したんだっけ……）

　驚くべき話であった。彼が云いうには、【召喚】と【転送】という術を駆使することによって持ち運び可能な蔵として異世界を利用できるのだという。それにしたって、昨日のような天幕ならまだしも、人が問題なく居住できそうな家屋（彩さい紀き曰いわく「江戸時代の技術で造った消えないやつ」らしい）を取り出すのは常識外れとしか云いいようがない。が、その常識外れな力のおかげで野宿を免まぬかれたのだから文句は云いえなかった。──ちなみに彼とは別々の部屋である。いくら番つがいの契約を結んだとはいえ、そう簡単に心を許すつもりはないのだ。

　かがりはしばらく夢見心地で虚こ空くうを見つめていた。

　刀の柄つかを握った感触が指から離れなかった。この手で天てん颶ぐを葬ほうむったことを身体からだは理解しているが、頭が追いつかない。昨晩の事件を現実のものとして認識するのは苦労しそうだった。

　いずれにせよ、もう何も心配する必要はない。

　天てん颶ぐはいなくなった。村人からの風当たりも──ちょっとは和らぐだろう。

「……よし」

　かがりは小さく呟つぶやくと、音を立てずに寝床から抜け出した。床板が鳴らないよう忍び足を心がけながら隣の部屋へと向かう。この信じがたい現実をもたらしてくれた仙人の部屋だ。

「おはようございまーす……」

　ゆっくりと襖ふすまを開く。畳の上で寝ている彩さい紀きの姿が見えた。無防備な寝相だ。こんなのが世界に九人しかいない〝五ご彩さいの覇は者しや〟だとは到底思えない。

　かがりは腰を折ってしゃがみ、じーっと彼の寝顔を見つめる。

　──我が名は神かみ津つ彩さい紀き。

　──心配するな。俺が守ってやる。

　──俺はお前を気持ち悪いなんて思わない。むしろ気高いとさえ思う。

　にへ。

　知らず知らずのうちに頰が緩んでいた。幼少のみぎりから冷たい視線にさらされ続けてきたかがりにとって、これほど他人から求められたのは空前絶後のことだった。だからにやけてしまう。彩さい紀きのことを考えると心が弾んでしまう。おかげで昨晩はあんまり眠れなかった。眠ろうと思っても心臓がどきどきして目が冴さえるのだ。すべての原因は間違いなくこいつだ。こいつのせいで眠れなかったのだ。変態のくせして。

「…………」

　彩さい紀きは寝ている。完全に夢の中だ。

　好機は今しかない。

　かがりは彩さい紀きの道服に顔を近づけると、すんすんとにおいをかいだ。彩さい紀きは奴隷だ。そして番つがいなのだ。つまりはかがりの所有物。所有物のにおいを記憶しておくのは持ち主として当然の義務なのだ。

　すんすん。

　まだ足りない。かがりは細心の注意を払いつつ彩さい紀きの胸元に鼻先を近づけた。そしてかぐ。ひどく懐なつかしいにおいだ。かいでいると、なんだかへんなきもちになってくる。

「…………っ！」

　理性が飛ぶ直前、かがりは頭かぶりを振って正気を取り戻す。

（もう十分。これでこいつは私のモノ…………、）

　いや待て。まだにおいをつけていないぞ。

「…………」

　彩さい紀きに起きる気配はない。やるなら今しかない。でも起きちゃったらどうしよう──そんな逡しゆん巡じゆんは須しゆ臾ゆと続かなかった。かがりはやることにした。我慢ができなかったから。

　なるべく慎重に、ゆっくりと、かがりは自らのほっぺたを彩さい紀きの腹部にこすりつける。

　すりすり。すりすり。

　脳がとろけるかと思う。どうしてこいつはこんなにいいにおいがするんだろう。どうしてこいつはこんなにくせになるにおいがするんだろう。

　すりすり。すりすりすりすりすり。

　だんだんと歯止めがきかなくなってくる。かがりは彩さい紀きの身体からだに覆いかぶさると、ぐりぐりと彼の胸に自分の金髪を押しつけ始めた。

　ぐりぐり。ぐりぐり。まだ大丈夫。あとちょっとだけ。ぐりぐり。ぐりぐりぐり。身体からだの奥が熱くなってくる。べつにバレてもいい。だって私たちは番つがいだから。ぐりぐり。ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐ

「何やってんだ」

「ひゃああああっ!?」

　かがりは慌てふためき背後に吹っ飛んだ。襖ふすまに後頭部をぶつけた。痛い。いやいや悶もだえている場合じゃない。

「い、いつから起きてたのよ！」

「お前が部屋に入ってきたときから」

　顔から火が出そうになった。彩さい紀きは気け怠だるそうに半身を起こす。

「どうした？　怖い夢でも見たか」

　そんな可か愛わいい理由ではない。羞恥が極限に達したかがりは苦し紛れに叫んでいた。
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「──勘違いしないでよね！　さっきのは、そう、あんたを正式な奴隷にするための神聖な儀式なの！　熾し天てん寺じ流りゆうのね！　だからべつに変な意味じゃないの！」

「どういう理屈かまったくわからんが実に役得だったな」

「そ、そんなことより！　おはよう彩さい紀き！　朝ごはんの支度をしてあげるわ！」

「儀式の続きはいいのか？　途中で遮ってしまったが……」

「もういいのっ！　食べられそうな山菜を採ってくるから、あんたはここで待ってなさい！」

「よし俺も手伝おう。初めての共同作業だな」

「ッ──、ぃ、いいから《一生寝てろ》!!」

「おい待てその命令はさすがにひどくないか？」

　彩さい紀きが真顔で布ふ団とんに寝そべったのを見届けると、かがりは脱だつ兎との如ごとくその場を後にした。まったく調子が狂って仕方がない。あいつに何か云いわれるたびにいちいち浮き足立っている自分が情けなくなる。──だが、それは仕方のないことなのだ。

　番つがいになった直後は大抵こんなものなのだと、お母さんがよく云いってたから。




　　　　　　　　　　○




　厠牀トイレに行きたい。

　神かみ津つ彩さい紀きは心からそう思った。しかし言こと霊だまによって布ふ団とんから一歩も動くことができないため尿意を堪こらえながら天井のシミを数えることしかできない。それにしても彩さい皇こうの行動をここまで縛るとは驚きだ。自分とあの狐きつね耳みみ少女の間にどんな論理が働いているのか非常に気になるところだが今はそんなことはどうでもいい。

「おーい。かがりー。食材なら厨ちゆう房ぼうの倉庫にあるから戻ってきてくれよー」

　と声を発したところで彼女が戻ってくるわけもない。

　千せん歳さいにもなって粗相など冗談ではない。このままでは彩さい皇こうとしての威厳が崩れてしまう、そんなふうに危惧したとき、玄関の引き戸が開く音がした。続いて何者かが廊下の床板をぎしぎしと鳴らす気配。救いの光を見た気分で待っていると、やがて襖ふすまがすっと開かれた。

「かがり。すまないが術を解いてくれない、か…………」

　そこにいたのは熾し天てん寺じかがりではなかった。

　桃色の髪の少女である。縹はなだ色いろの羽衣が特徴的な、見ようによっては絵巻物に出てくる天女のように可か憐れんな小娘だ──しかし、その細い腰に佩はかれた朱色の長物だけは物騒としか云いいようがなかった。どう見ても普通の人間ではない。寇こう魔まの類たぐいだった。

「こんにちは、おにーさん」

「誰だお前は」

「宇うヶが原はら惟ゆ依え。あなたは彭ほう寿じゆ星せい？」

　不敵な笑み。彩さい紀きは警戒を強めながら口を開いた。

「……そう呼ばれることもある」

「ふーん」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えと名乗った少女は布ふ団とんに寝そべる彩さい紀きの姿を頭のてっぺんから爪先までまじまじと眺め回した。不意に鼻で笑い、

「意外と普通なんだね。なんか拍子抜けしちゃった」

「何がおかしい」

「おかしいんじゃなくて普通なんだよ。顔も見た目も冴さえない感じ」

「お前の恰かつ好こうが異常すぎるんだ」

「ひっどーい！　そんなこと平気で云いうから童貞のままなんだよ！」

　きゃはははははは──笑い声が響いた。彩さい紀きは無表情のまま少女を睨にらみつける。この家屋には外から見てわからぬよう霊術によってカモフラージュが施されているのだ。それを見破り土足で侵入してくるなど並の寇こう魔まではありえなかった。

「何用だ。人んちに勝手に上がり込むなんて人格が疑われるぞ」

「復ふく讐しゆうだよ。惟ゆ依えはあなたを殺しにきたの」

　そう云いって宇うヶが原はら惟ゆ依えは腰の刀を抜いた。彼女の声色には冗談の気配が少しも感じられなかった。彩さい紀きの頰を冷や汗が流れる──まずい。動けない。死ぬ。

「……俺がお前に何かしたのか？」

「千年前、惟ゆ依えのご先祖様を殺したでしょ」

「知らねえよ」

「初代弁べん財ざい天てん。神かみ代よの七しち凶きよう神じん」

　云いわれて彩さい紀きは途と轍てつもなく嫌な予感を覚えた。確かに──目の前の少女からは、千年前、彩さい紀きが自らを封印する直前に戦った寇こう魔ま、たしか七しち凶きよう神じんの一柱にして《弁べん財ざい天てんの再さい顕げん者しや》だったはずだが、とにかくその女の面影が感じられるような気がするのだ。

　彩さい紀きの顔色が変わったのを見て取ったのか、宇うヶが原はら惟ゆ依えはにたりと笑って云いう。

「思い出したみたいね」

「……お前は千年後の七しち凶きよう神じんなのか？」

「五十五代目の弁べん財ざい天てん。しかし時が流れても恨みが消えることはない。宇うヶが原はら一族の悲願は彩さい皇こう彭ほう寿じゆ星せいの打倒、そのために惟ゆ依えは生まれてきた」

「復ふく讐しゆうなど何も生まないぞ」

「わかってるよ。だから復ふく讐しゆうなんてただの建前。惟ゆ依えがしたいことはね、彩さい皇こうを一人残らず殺して、自分の強さを証明することなの」

　彼女の瞳に殺気が宿った。

　本当にやばい──と思うのだが本当に身体からだが動かない。

　まったくもって不運である。例のテロリスト集団の意志が千年経たっても衰えていなかった事実は驚嘆に値するし、しかも未いまだに彭ほう寿じゆ星せいのことを憎んでおり、狙ったのかどうかは不明だがちょうど彩さい紀きが動けないタイミングで襲撃を仕掛けてくるなど悪い冗談としか思えない。

「……ふん、お前ごときに俺を殺せるわけがなかろう」

「くふふ、さっすが五ご彩さいの覇は者しや。自信だけは人一倍なんだね」

「逃げたほうが身のためだぞ。俺は一瞬でお前を殺すことができる」

「やれるもんならやってみなよ。惟ゆ依えだって一瞬で殺すから」

「これは忠告だ。絶対に攻撃するな。攻撃した瞬間首が吹っ飛ぶぞ。心の優しい彭ほう寿じゆ星せいはお前のためを思ってわざわざ忠告してやってるんだ」

「なぁに？　虚勢にしか聞こえないんだけど？」

「考え直せ。お前は若い。これから楽しいことがたくさんあるぞ」

「そろそろ立ったら？」

　彩さい紀きは黙った。黙らざるを得なかった。

「……おにーさん、立てないの？」

「立てないことはない。だが立つ必要はない。──いや待て、」

　四の五の云いっている場合ではないことに気づく。

　尿意が限界に近づいていたのだ。この状況でこんなことを云いうのは莫ば迦かを通り越して頭がおかしいとしか云いいようがないのだが背に腹は代えられなかった。

「すまないが厠かわやに連れていってくれないか」

「立てないんだね」

　少女は無邪気に笑った。

「おにーさんはあの狐きつね耳みみの小娘に絶対服従なんだよね。言こと霊だまで何か命令されちゃった？」

「…………」

「それとも力を失って身動きできないとか？　史書に曰いわく『聖仙女を知らず』、仙人は純潔を失うとただの人間になるっていうけど、もしかして狐きつね耳みみのあいつに食べられちゃったの？」

「断じてそれはない」

「あっそ」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは抜いた刀をくるくると回転させてから鞘さやに納めた。いつの間にか殺気が霧散していた。彼女はその場にしゃがみ込むと、彩さい紀きの顔を至近距離で見つめながら云いう。

「惟ゆ依えは弱者を相手取ることはない。今のおにーさんを殺しても全然つまらない。だから今日のところは見逃してあげる」

「そうか。ならば厠かわやに」

「でも、動けない彩さい皇こうを好き放題にできるって面白いよね」

「は？──ぐえっ、」

　腹部に衝撃。宇うヶが原はら惟ゆ依えは彩さい紀きに馬乗りになってにたりと笑う。

「来るべき決戦に備えて敵の弱点を確かめておくのは勝利の要件。惟ゆ依えが思うに彭ほう寿じゆ星せいの弱点は大きく二つに分けられる──一つは色欲」

　帯が緩やかに解ほどかれた。縹はなだ色いろの衣が開けて彼女の白い肌があらわになる。

　彩さい紀きは目を見開いた。まずい。まずいまずい、そういう攻撃は本当に効く。たとえば古いにしえの久く米めの仙せん人にんは女の脹脛ふくらはぎに見み惚とれて神じん通ずう力りきを失ったというが、ＯＬＩ因子はそういった仙人の弱点をも律りち儀ぎに再さい顕げんしてくれているのだ。あまり異性と触れすぎると、精神が壊れる。

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの身体からだがゆっくりと彩さい紀きの身体からだに密着した。桃のような良いいにおい、心地よい人肌の温ぬくもり、乳房の向こうから伝わってくる彼女の鼓動──柔らかい重みに耐えかねた彩さい紀きは絶叫しそうになったが寸前で我慢する。こんなところをかがりに見られでもしたら、

「煉れん氣きの流れが乱れている。おにーさん、このまま先に進めば頭が爆発しちゃうかもね」

「莫ば迦かを云いえ。そのような未熟な肢体にひっつかれたところで暑いとしか思わん」

「鼻血出てるよ？」

「昨晩かがりに顔面を殴られたからな」

「ふーん。まあいいや」不意に重みが消えた。宇うヶが原はら惟ゆ依えが上半身を起こしたのである。彩さい紀きは胸元に少し寂しさを感じながら彼女の顔を見上げた。

「くふふ、十分にわかった。でもこんな戦法は実戦では使えない」

「ああ。無駄なことだ」

「だから二つ目の弱点も試してみよう」云いいながら彼女は懐ふところから小さな壺つぼを取り出した。薬やく師し如によ来らいが持っているような薬やく壺こだ。「伝説における神しん農のうは薬を司つかさどる神でありながら毒によってその生涯を終えたという。その理屈で云いえば、おにーさんは毒薬の類たぐいに弱いんじゃない？」

「おい、まさか……」

「これは唐辛子の粉。毒じゃないけど、人によっては毒に感じられるかもね」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは壺つぼから真っ赤な粉末を摑つかみ取とると、それを強引に彩さい紀きの口の中へ突っ込んだ。

　必死にもがいて彼女の下から逃れようとする。しかし無駄だった。言こと霊だまのせいで身体からだは云いうことを聞かず、手を拱こまぬいているうちに彼女の細い指が彩さい紀きの舌をがっしりと握りしめた。

　死ぬかと思った。

　すさまじい刺激が彩さい紀きの脳髄を食い破った。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「きゃはははは！　何これすっごーい！　想像以上だわ！」

「あああああああああ許さねえ絶対に許さねえぞ宇うヶが原はら惟ゆ依えぇああああああああああ!!」

　目の奥から涙が溢あふれてきた。千年ぶりに味わう正真正銘の苦痛だった。宇うヶが原はら惟ゆ依えは甲高い声をあげて大笑いしていた。悪魔だ。悪魔がいる。いや寇こう魔まか。

　こんなの、彭ほう寿じゆ星せいじゃなくたって地獄に違いない。

　絶望的な拷問はしばらく続いた。
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　料理は得意ではない。母が生きている頃に教わったことはあるが、妹のかなめが熱心に味み噌そ汁しるだの漬物だのの作り方を学んでいたのに対し、かがりはそれほど興味を持てなかった。どんなもんでも胃袋に入ってしまえば一緒だろう──そう思っていたからだ。

　しかし今日ほどその浅慮を後悔した日はない。番つがいになったのなら朝あさ餉げの一つでも作れなければ恥ずかしいと、かがりは当然のごとく思っていたのだ。

「あいつ、何が好きなのかな……」

　近場の林を探索した結果、色々採れた。たけのこ、きのこ、なずなにぜんまい。ひとまずあるものだけで作ってみよう──そう思って足早に帰路をたどる。彼と相対していると心が落ち着かないが、離れていても何な故ぜだか落ち着かない。番つがいというのは奇妙な関係だ。

　少し走ると彩さい紀きが仙界から召喚した家屋が見えてくる。逸はやる気持ちを抑えつけながら、かがりは瓦屋根つきの無駄に立派な門をくぐった。

　そうして見知らぬ女と鉢合わせた。

「ん？──ああ、お前は彭ほう寿じゆ星せいにつきまとっている狐きつね娘むすめじゃないか」

　桃色の髪と縹はなだ色いろの衣が印象的な、かがりと同い年くらいの少女である。

　あまりの事態に言葉を失ってしまった。この少女が母おも屋やのほうから出てきたからだ。

「くふふ、そう硬くなることはない。私はお前のことが嫌いじゃないからな」

「何を……云いってるの？　あんたは誰なのよ」

「私は宇うヶが原はら惟ゆ依え。八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てん。──熾し天てん寺じかがりといったか？　昨晩の死闘は見事だったぞ。借り物の力とはいえ天てん颶ぐに立ち向かった勇気は間違いなく賞賛されるべきものだ。お前のような人間ばかりなら、この世はもっとマシになっていたのかもしれないな」

「意味がわからないわ。あんた、彩さい紀きのところで何をしていたの？」

「楽しいことさ。──じゃあね、熾し天てん寺じかがり。一週間後にまた会おう」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えはにこりと笑って去っていった。悪い予感がした。あの女から彩さい紀きのにおいがしたからだ。いてもたってもいられなくなったかがりは玄関の引き戸をこじ開けるようにして家の中に入り、そのまま彼の部屋へと向かった。

「彩さい紀き！　あの宇うヶが原はら惟ゆ依えって子は」

　誰なの、という問いは喉に引っかかって止まった。

　信じがたいものを見てしまった。

　神かみ津つ彩さい紀きは泣いていた。布ふ団とんの上で仰向けになって、両の瞳からぼろぼろと涙をこぼしながら、まるで幼子のようにしくしく泣いていた。

「ど、どうしたの!?　あいつにひどいことされたの!?」

　かがりは泡を食って彩さい紀きに駆け寄った。彼の身体からだをぺたぺた触って傷がないかどうかを確認する。そうしてほっと安あん堵どの息を吐く。どうやら無事らしい、では何な故ぜこいつは泣いているのだろう。まさか──本当に怖い夢を見たとか？

「うっく……ひっく……か、かか、かがり、術を……術を……、」

　ならば一大事だ。ここは番つがいとしてしっかり慰めてやらねばならない。でもどうしたらいいんだろう。他人をあやしたことなんてないし──迷ったかがりは咄とつ嗟さに思いついた行動を起こすことにした。彼の枕もとに膝を進めると、ぎこちない手つきでその頭をナデナデしてやる。

「だ、大丈夫よ。私がそばにいるわ。ご飯も作ってあげるし、何でもしてあげるから……だから、な、泣なき止やみなさいよ」

「そうじゃない……そうじゃないんだ……術を解いてくれ……」

「……術？」

「一生寝てろって、云いわれたやつ……」

「あ」かがりは思い出した。「《もう動いていいわ》」

　次の瞬間、がばりと彩さい紀きが起き上がった。しかしその瞳からは未いまだに滾こん々こんと涙があふれ出ている。いったい何が起きたのか微み塵じんも理解できなかった。

「さ、彩さい紀き……？　大丈夫なの……？」

「……大丈夫じゃない。厠かわやに行ってくる」

　そう云いって彩さい紀きは部屋を後にした。わけもわからず待っていると彼はすぐに戻ってきた。涙の跡はすっかり消きえ失うせ、いつもの精せい悍かんな顔つき（かがり視点）に変じている。

「ねえ、さっきの、宇うヶが原はら惟ゆ依えってやつは何だったの……？」

「俺を殺そうとしている寇こう魔まだ。あの野郎は俺の鼻と口に唐辛子の粉をぶち込みやがった」

　正直云いって意味がわからないが反応すべき部分は唐辛子云うん々ぬんではなかった。

「こ、殺そうとしているって……なんで……？」

「彩さい皇こうとはあらゆる人妖の頂点に立つ存在、血気盛んな莫ば迦かどもに命を狙われるのは日常茶飯事だ。……俺と関わり続けたら、お前の身も危険にさらされるかもしれないな」

　こいつは何を云いっているのだろう。これ以上関わるなとでも云いいたいのか。本当にそんなことを考えているのなら鼻はなっ面つらを引ひっ叩ぱたいてでも思い知らせてやりたい気分だった。

　熾し天てん寺じかがりはお前が思っているほど恩知らずじゃないんだぞ、と。

「莫ば迦か云いってんじゃないわよ。私とあんたはつが──じゃなくて、私とあんたは切っても切り離せない主従の関係なのよ！　一いち蓮れん托たく生しようなの！　いまさらお別れなんてするはずないでしょうが。あんたの命を狙う輩やからがいるのなら、この私がぼこぼこにしてやるわ！」

「……そうか。それは頼もしいな」彩さい紀きは笑みをこぼした。

「敵は何者なの？　弁べん財ざい天てんとか云いってたけど」

「七しち凶きよう神じんと呼ばれる凶悪な神の一人だ。俺を殺して彩さい皇こうに成り代わりたいんだろうな」

　かがりは歯は嚙がみした。せっかく平和な日々を獲得できたと思ったのに、どうしてこうも雨後のたけのこの如ごとく問題が発生するのだろうか。

「まあ焦あせるな」彩さい紀きはかがりの頭に手を置いて云いった。「やつもしばらくは仕掛けてこないそうだ。その間に対策を打たせてもらうとしようではないか」

「どうするの？」

「情報が圧倒的に足りない。ゆえに調査をする必要がある」

　そのとき、不意に開け放たれた障子戸から春風に乗ってひらひらとした紙片が舞い込んできた。人の形をした紙片である。そいつは畳の上に降り立つと、ピンと胸を張ってかがりのほうを見上げた。──見覚えがある、これは命めい融ゆう神社の連中がしばしば使う連絡用の式神だ。

　彩さい紀きは何の躊ちゆう躇ちよもなく式神を指でつまんで具つぶさに観察した。

「ちょうどいい。巫み女こさんから招待状だ」

「え……？」

「榮えい凜りん島とうについていちばん詳しいのは熾し天てんの巫み女こだ。宇うヶが原はら惟ゆ依えや七しち凶きよう神じんのことについて何か知っているかもしれない。──それに、お前の家族には会ってみたかったしな」

　ちくりと心に棘とげが刺さったような気分だった。

　式神の背中にはこう書かれている。

〈熾し天てん之の巫み女こ待まツ。カガリ来きたル須ベシ〉
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【透過】の仙術は使わずに桜おう泉せん里りを歩く。手をつなげないのは寂しい気もしたが寂しいなどと思っている自分が情けなく思えてしまったので頰を叩たたいて気を引き締める。

　村の連中は遠巻きにかがりと彩さい紀きの様子を眺めていた。昨晩の天てん颶ぐ退治が功を奏したのか表立って石を投げてくる輩やからはいないが、かといって友好的に近づいてくる者もいなかった。彼らも気持ちの整理ができていないのだ。べつに人間たちから快く迎え入れてほしいわけではないし、このまま迫害されなければそれで満足だ──かがりはそう思うことにした。

　往来を横切り、水車小屋の横から連なる石段を慣れた足取りでのぼっていく。のぼり終えると巨大な鳥居と立派な桜の木に出迎えられた。複雑な気分だった。この場所はかがりにとって嫌な思い出も楽しい思い出もたくさんある実家なのだ。

「ああっ！　かがり様、ご無事でしたか！」

　かがりの煩はん悶もんを打ち破るような大声が聞こえた。左さ禰ね宜ぎの飯いい垣がきである。社務所の窓からかがりの姿を認めるや、血相を変えて飛び出してきた。

「天てん颶ぐと大立ち回りを繰り広げたと聞いて肝が冷える思いでしたが……どこかお怪け我がをなさったりはしませんでしたか？　お身体からだの具合は？　朝あさ餉げはちゃんと食べられましたか」

「平気よ。心配かけて悪かったわね」

「それにしても一大事でございます。かがり様が天てん颶ぐを撃退なされるとは……我々は諸もろ々もろの事実確認で天てん手て古こ舞まい、いったい何が起きたのです？　桜おう泉せん里りの者によればかがり様が修羅の如ごとく天てん颶ぐを斬り伏せていったそうですが、しかし、私にはどうしても現うつつのこととは思えず」

　そこでふと飯いい垣がきはかがりの隣に視線を向けた。いまさら道服の不審者に気づいたらしい。

「……失礼ですが、どちら様でしょう」

「俺は神かみ津つ彩さい紀き。かがりの伴とも」

「あーあーあーッ！　こいつは私の奴隷よ！　林で行き倒れているのを拾って主従の契約を結んだの。それ以上でも以下でもないわ！」

「ど、奴隷ですか。それはなんとも……」

「文句ある？」

「ありません」飯いい垣がきは口を噤つぐんだ。物分かりが良いいのがこいつの取り柄である。一方で彩さい紀きは何か云いいたそうな顔をしていたが、こちらは眼力で黙らせておく。番つがいの関係が露見したらえらいことになるのだ。主にかがりが。恥ずかしさで。

「それはともかく」飯いい垣がきが仕切り直すように云いう。「かなめ様がお待ちです。あの方は、誰よりもかがり様のことを案じておられたのですよ」




　かなめは昨日よりもやつれて見えた。御お側そば付づきの氏子によれば、夜になると症状がひどくなり、近頃はほとんど眠れない状態が続いているのだという。にもかかわらず、彼女はかがりの身に大事がないことを知ると、心の底から安あん堵どしたように表情を綻ばせるのであった。

「──ああよかった！　怪け我がはしていませんね」

　命めい融ゆう神社の境内に建つ屋敷、巫み女こ殿でんの一室である。かなめは普段のごとく寝巻き姿であり、座っているだけでも苦しそうだった。この期ごに及んで他人のことばかりに気を揉もんでいる妹を見て、かがりは呆あきれの溜ため息いきを禁じ得ない。

「私より自分の心配したら？　具合、良くないんでしょ？」

「いいえ、たった一人の家族ですもの。心配しないわけにはいきません」

「……ふん。私はあんたと違って丈夫なのよ。少しのことじゃ、くたばらないわ」

「そうです！　かがりは本当に強い」かなめは目を輝かせて云いった。「あの天てん颶ぐたちを一刀両断できるほどの力があるとは思ってもみませんでした。あの日から──お母様が亡なくなったあの嵐の夜から、あなたはきっと血のにじむような努力をしたのでしょうね」

「それは……」努力を欠かしたつもりはない。しかし、この結末は、かがり一人の力によってもたらされたものでは断じてあり得なかった。

「榮えい凜りん島とうを包み込む邪気は消えつつあります。じきに人々は何の憂いもなく暮らせるようになるでしょう。あなたのおかげです、かがり」

「違うの。私じゃなくて……」

　云いいかけた言葉はかなめの咳せきによって止められた。

「だ、大丈夫なの!?」

「はい。平気ですから……」

　かがりは今度こそ彼女の背中をさすってやった。やがて発作は治まったが、呼吸はか細く、今にも倒れてしまいそうなほどに顔色が青白くなっている。慌てふためくかがりに対し、白銀の巫み女こは薄幸そうな笑みを浮かべて云いう。

「今日、私があなたを呼んだのは、大切な話があるからです」

「なによ、改まって……」

「私はもう助かりません」

　心臓を素手で摑つかまれたような気分。かなめは悟ったような口調で続けた。

「ですが熾し天てん寺じ家の血を絶やすわけにも参りません。榮えい凜りん島とうには巫み女こが必要なのです──だから、私が死んだらあなたが巫み女こになってください」

「……ふざけているの？」

「至極真面目です。あなたは昨晩の天てん颶ぐ退治で人々から畏怖と尊敬の念を集めました。神社の保守派にも熾し天てん寺じかがりのことを肯定的に捉える人間が現れ始めています。あなたは巫み女ことして十分な資格を持っているのです」

「やっぱりふざけているでしょ！　何よ……どうして諦めちゃってるのよ。治す方法はあるはずでしょ。ほら、なんだっけ、あの天地ナントカって本の断片が見つかれば」

「無謀です。『天てん地ち綱こう目もく』の散逸部分は榮えい凜りん島とうには存在しないのです。──いいですか、かがり。これはお母様の遺志でもあるのです。あの方は、私よりもかがりのほうが巫み女こに相応ふさわしいとお考えでした。だから……そろそろ交代しましょう」

　かなめの銀髪が風に揺れた。かがりはそれ以上何も云いえなかった。云いってやりたいことは山ほどあるのに、彼女の境遇を思うと遣やる瀬せ無なさが勝り、唇が凍りついてしまう。

　天てん颶ぐを倒したら平和になると思っていた。だがこの少女にとっては違う。たとえ天てん颶ぐに虐しいたげられることはなくなっても、その小さな身体からだは病気という寇こう魔まに蝕むしばまれている。かなめが幸せになることは永えい劫ごうにない。今朝までの浮かれていた自分が莫ば迦かみたいだ、とかがりは思った。

　やっぱり世界は理不尽だ。こんな悲劇はもうたくさんなのに──

「巫み女こは熾し天てん寺じかなめ以外にあり得ない」

　かなめの肩が震えた。いつの間にか漆しつ喰くいの壁に背を預けるようにして道服の仙人が立っている。いや最初からいたのだが気配を消していたらしい。

「ど、どちら様でしょう。ここは命めい融ゆう神社の巫み女こ殿でん、つまり熾し天てんの巫み女この部屋でして……」

「……だ、大丈夫よ！」かがりは慌てて口をはさんだ。このままではあいつが完全なる不審者になってしまう。「こいつは彩さい紀きっていうの。その辺で倒れていたのを私が拾ったのよ」

「拾った……？　えっと、」

「その通り。我が名は神かみ津つ彩さい紀き」云いいながら体重を感じさせない足取りで畳の上を滑る。かがりの横にすっと座り込んで、「またの名を彭ほう寿じゆ星せいという」

　かなめが息を吞のんだ。白い頰に一筋の汗が流れ、まるで幽霊でも見たかのように数度瞬まばたく。

「彭ほう寿じゆ星せいって、あの」

「彩さい紀きと呼んでくれ。それは大昔に使っていた偽名にすぎない」

「で、ですが──本当に本物なんですか？」

　彩さい紀きは頷うなずくと、何も云いわずに右の拳を開いた。そこに浮かび上がっていたのは、五色の気を象かたどった紋章、天に認められた者だけに宿るとされる〝五ご彩さいの導しるべ〟に間違いなかった。

「刺いれ青ずみではない。これで信じたか？」

　かなめは絶句していた。彩さい紀きの身体からだをまじまじと観察し、掌てのひらの五ご彩さいに恐る恐るといった様子で自分の指を這はわせた後、大きく深呼吸をしてから顔を上げる。

「やはり……今年が千年目だったのですね」

「俺が千年で復活するという話はどこから湧いてきたんだ？」

「母の占いによるものです。彼女は熾し天てん寺じに伝わる甲骨を用いた占術によって彭ほう寿じゆ星せいが降臨する時期を算出しました。これは決して当てずっぽうではありません、れっきとした【亀き卜ぼく】という霊術の効果なのですから」

　そうだったの!?──とかがりは驚きよう愕がくした。てっきり迷信だと思っていたのに。

「そして占いは現実となった。彭ほう寿じゆ星せい様はこうして現世に蘇よみがえり、榮えい凜りん島とうに平和をもたらしてくれたのです──思うに、かがりに天てん颶ぐ退治の力を与えてくださったのはあなたでしょう？」

「いかにも。だが俺は力を貸しただけにすぎない。頑張ったのはかがりだよ」

「だとしても、感謝してもしきれるものではありません。──我々を救ってくださり誠にありがとうございました。榮えい凜りん島とうを代表して厚く御お礼れい申し上げます」

　かなめは深々と頭を下げた。しかし不意に顔を上げる。彩さい紀きの顔をまっすぐ見据え、凜り々りしい顔つきに決然とした色を浮かべて云いうのだった。

「彭ほう寿じゆ星せい様。厚かましいのは承知のうえで、もう一つお願いがあります」

「うむ。できる限りのことはするぞ」

「かがりの将来をあなたに託したいのです」

「え……？」思わず声を漏らしてしまった。

「私が死ねば次代の巫み女こはかがりです。しかしこの子は少々そそっかしいところがありますから、彭ほう寿じゆ星せい様に見守って頂けると助かります。かがりも懐なついているみたいですし」

「懐なついてないッ！」かがりは怒りを顕あらわにして立ち上がった。「お前はさっきから何を云いってるんだっ！　私は死ぬ私は死ぬって……そんなこと云いってたら本当に死んじゃうでしょ！」

「避けられぬ運命ですから。──私の身を慮おもんぱかってくれて、ありがとうございます」

「このっ……！」

　殴りかかってやろうかと思ったが寸前のところで自制した。殴ったら死んでしまう。

　病床の巫み女こは、熾し天てんの名にそぐわぬ青白い顔を綻ばせた。諦観のにじむ笑顔。かがりがこの世でもっとも嫌いなものの一つだ。

　彩さい紀きが不意に頷うなずいて、

「お前の弁は理解した。たった一人の妹を大切に思うのは姉として当然のことだろう」

「逆です。私が妹で、かがりが姉……」

「……すまん。俺が云いいたいのは、そのお願いを引き受けるとして、お前に何ができるのかということだ。五ご彩さいの覇は者しやに頼みごとをするからには相応の代償を覚悟して然しかるべきだぞ」

　頭が沸騰しそうになった。かなめもかなめだが、彩さい紀きも彩さい紀きだ。ふざけているのだろうか。

　やはりというか、かなめは予想外の返答に言葉をつまらせ、やがて見るからに狼ろう狽ばいした。

「わ、わかりました。具体的に、何を支払えばよろしいでしょうか」

「俺はお前の態度が気に入らない。だからこうする」

「え────、……は？」

　ぺた

　一瞬、確かに時間が止まったはずである。

　おもむろに腕が伸ばされたと思ったら、こともあろうにこの仙人は、まるで「そこにあったから」みたいな軽い手つきでかなめの薄い胸を触っていたのだ。

　嗚あ呼あ。変態だとは思っていたけど、まさかここまでとは──いずれにせよ、ことの次第を理解したかなめが茹ゆで上あがるまで時間はかからなかった。

「あのっ、これは……そういうこと、なんですか……？」

「じっとしていろ。俺に任せていればいい」

「はいっ……いえ、しかし私は病気の身です。ご満足いただけるとは思えないのですが、」

「何を云いっている。病気だからこそだ」

「!?!?　……よ、世の中には色々なご趣味があるのですね……でも、このような行為は関係が深くなってからが妥当かと思いますのですが……」

「関係の深さなどそれこそ関係ない。これは代償なんだぞ」

「そうですか……そうですよね……わ、わかりました……ぅぅ……」

　ブチッ

　切れた。堪かん忍にん袋ぶくろの緒が。

「──こんの不ふ埒らち者ものがああああああああああああああああああああああああッ!!」

「ん？　どうしたかが──」

　妖よう氣きのこもった拳が顔面に突き刺さった。この程度で足りるわけがない。かがりは倒れ込んだ彩さい紀きに馬乗りになると、顔を真っ赤にして何度もやつの鼻はなっ面つらを引ひっ叩ぱたいてやった。

「や、やめろ！　暴力系ヒロインなんざ今どき流は行やらねグベアッ」

「このっ！　このっ！　どうしてそんなことするの！　かなめは具合が悪いのに！　そんなに我慢できないんだったら私にしなさいよ！」

「意味がわからん。これは正当な行為であって」

「どこが正当なんだ！　卑ひ猥わいの権ごん化げみたいな顔しやがって！　あんたなんか──あんたなんか《馬に蹴られて死んじゃえばいいのよ》このクソバカ仙人っ！」

「莫ば迦か、軽々しく言こと霊だまを使うんじゃねえ！　本当に死ぬだろっ！」

「わかったわよ《今のナシ》、ごめんね！　でも許さないから殴るから！」

「誤解だ！　誤解なんだよ！　俺はかなめに生きてほしかっただけなんだ！」

「意味わかんないっ！」

「唯一の肉親を他人に託して自分は死ぬ──そんなことが許されていいのか？　いいや許されていいはずがない！　俺がかなめに求める代償、それは生きる気力を取り戻すことだ！　だから俺は病気を治すために痴漢をした！　いや間違えた、触診をした！」

　振り上げた拳がぴたりと止まった。

「……どういうことなの？」

「いいかね、俺はおっぱいを触りたくて触ったわけじゃない。そもそも俺が触りたいおっぱいはこの世に二つしか存在しない。かがりの右乳と左乳だ」

　拳を振り下ろした。

「そんなこと聞いてないわよ！　あんた、病気を治すって云いわなかった!?」

「そうだ。治すつもりだ」

「っ……」

　ふざけたことを抜かしやがって。お前みたいな変態に何ができる。かなめの病気は榮えい凜りん島とうでいちばんの名医ですら匙さじを投げたんだぞ──憎まれ口はいくらでも思いつくのに口が動かない。かがりは知っているからだ。こいつが世に溢あふれる普通の変態ではないことを。

「彭ほう寿じゆ星せい様──いえ、彩さい紀き様。治すというのは、私の病気を治すということですか？」

「ああ」

「でも、これは不治の病で……」

「それは現代の話だろう。お前は典型的な犂り魂こん病びようだ。五臓における五ご行ぎようの運行が滅め茶ちや苦く茶ちやになっている。このまま放置すれば、いずれ身体からだに斑紋が浮かび上がって死に至るはずだ」

「あと、どれくらいで……？」

「約一年」

　そんな、とかなめは絶望を顕あらわにした。彼女だって死ぬのは怖いのだ。

「とは云いっても大した病ではない。対処法を誤らなければ問題ないだろう」

「ほ、本当に大丈夫なんですか……？」

「ああ。俺に任せておけば何もかもが上う手まくいく」

　それまでかがりは黙って二人の会話を聞いていたが、ついに我慢ができなくなった。彩さい紀きのことが信用できないわけじゃないけれど、どうにも納得できなかったのだ。

「ちょっと待ってよ。どうしてそんなに自信満々なの？　かなめの病気は絶対に治らないってお医者さんも云いってたのに……」

「『天てん地ち綱こう目もく』の作者は俺だ」

「は？」と声が重なった。彩さい紀きは構わずに淡々と続ける。

「俺は《天子の再さい顕げん者しや》であると同時に《炎えん帝てい神しん農のうの再さい顕げん者しや》でもある。神しん農のうとは農学と本ほん草ぞう学がくの神のこと。本ほん草ぞう学がくとは天下万物の理致を整える学問のこと。俺はこの力を使って新世界における薬学体系を作り上げた──それを書物として纏まとめたものが『天てん地ち綱こう目もく』だ」

「ええと、つまり……」

「大船に乗った気持ちでいたまえ。──それにしても、その様子だと千年経たっても我が著作を超える書物は現れていないようだな。誇らしくもあるが、実に嘆かわしい」

　大きく嘆息した彩さい紀きを見て、かがりは云いい知しれない戦慄を覚える。

　聖仙・彭ほう寿じゆ星せい。天てん壌じよう無む窮きゆうの彩さい皇こうにして医薬の神。

（もしかしたら、私は、とんでもないやつを復活させてしまったのかもしれない）




　治療に専念するには四六時中患者の容態を知れる環境が必要であるため、彩さい紀きはしばらく食客として命めい融ゆう神社に逗とう留りゆうすることになった。となればご主人様たるかがりも付き添うのは当然の理である。かがりが神社に寝泊まりしているのが頭の固い連中に露見すれば面倒ごとになるのではないか──そういう心配は杞き憂ゆうとなった。飯いい垣がきら穏健派はもちろん、保守派の大多数もかがりを消極的ながら容認したし、右う禰ね宜ぎの南なん条じようですら表立った批判をすることはなかった。

　こうしてかなめの治療が始まった。彩さい紀きが使用するのは主に漢方と鍼しん灸きゆうである。大昔から使われてきた、それゆえにこの時代では僧侶の加か持じ祈き禱とうと並んで大変に効果のある手法だ。

「肝・心・脾ひ・肺・腎は相互に影響を及ぼしていて、この均衡が崩れると様々な症状を引き起こしてしまう。お前の場合は心、つまり火の要素が増大していることが原因であり、これを抑制するためには黄おう耆ぎ・桂けい皮ひ・芍しやく薬やくなどの生薬を調合した湯液を飲むのがよい」

「気と血の運行を滑らかにすることも重要だ。具体的に説明すると、漢代の『黄こう帝てい内だい経けい』を参考にして経穴に針で刺激を加える。……そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だ。痛みはない。さっそく服を脱いでそこに寝たまえ」

「病は気から、とも云いう。これはいかにも迷信のように聞こえるが、人の精神が世界の基本となるこの時代では真理なのだ。ゆえに俺は全力でお前を楽しませるとしよう。何か望みはあるか？　何でも叶かなえてやるぞ。……ふむ、面白い話ね。了解した。あれは俺が風ふ呂ろ覗のぞきの冤えん罪ざいで懲罰房に放り込まれたときのことだった──」

　これら不断の努力の甲か斐いあって、かなめの容態は日に日に良くなっていった。肌に赤みが戻り、目の下の隈くまが消え、彩さい紀きが神社を訪れてから三日が経たつ頃には、さすがに体力の衰えこそ隠せないものの、一見では病人とは思えぬほどまでに恢かい復ふくしてしまったのである。これが千年前だったならば、どんな治療法を用いたとしても、三日で重篤患者が出歩けるようになるなど有り得なかっただろう。しかし現代はＯＬＩ因子が充満する新世界だ。きちんとした手順を踏めば、魔法のような奇跡すら起こせてしまうのである。かくして病魔は克服されていき、かなめはしだいに笑うようになった。生への希望に満みち溢あふれた、輝くような笑みだった。

　しかし、これにて一件落着とはいかない。

　榮えい凜りん島とうには闇が残されている。千年の時を経て蓄えられた、底無しの冥めい闇あんが。




　　　　　　　　　　○




　命めい融ゆう神社の巫み女こ殿でんは、東西南北に房を構えて庭を囲む、形式としては中国の四し合ごう院いんを模したような造りの建物だ。中庭には寒かん緋ひ桜ざくらに似た木が植えられており、冬の寒さが尾を引くこの頃においては、見事な紅色を散らせることでもって巫み女こ殿でんに彩いろどりを添えている。

　そんな美しい風景のただ中にあって、彩さい紀きはしかし、自分の周りをひらひらと舞う花弁など気にも留めない。彼の目に映るもの──それは、すぐそこで真剣を構えている少女だけだ。

「──どこからでもかかってこい。当たっても効かないからな」

「死んだりしない？」

「お前の実力では俺の髪の毛すら切れないだろう」

「ふーん、云いうじゃない。丸まる禿はげにしてやるわ」

「そういう意気込みはやめろよ……」

　中庭の中央。縁側に座るかなめに見守られながら、彩さい紀きとかがりは各おの々おの得物を構えて対たい峙じしていた。彼女が使うのはもちろん炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆうだ。

　その実力はいかばかりだろうか──内心楽しみにしながら待っていると、彼女の剣に煉れん氣きがまとわりついていくのを感じた。熾し天てんの子に相応ふさわしい、燃えるような紅色の妖よう氣き。

「いざ、尋常に勝負！」

　大仰な決きめ台詞ぜりふとともにかがりが踏み込んでくる。剣を横に構えて突貫する様はいかにも迫力があるが、一つ一つの動作があまりにも大おお袈げ裟さだ。これでは飛ぶ鳥さえ落とせまい。

「やぁっ！」

　力任せに袈け裟さ斬ぎりが放たれた。彩さい紀きはわずかに身体からだをずらすことで危なげなく回避、しかしかがりはめげずに何度も追撃を打ち込んできた。上段、刺突、横よこ薙なぎ──いずれも気迫の乗った素晴らしい一撃であることに間違いはないのだが、如何いかんせん太刀筋が粗すぎた。

「なるほど。頑張って稽古をしてきたんだな」

「そりゃあ、そうよ！　村人たちに、やられたままじゃっ、気が収まらなかったからねっ！」

　嵐のような猛攻をいなしながら彩さい紀きは思う──確かに才能はあるが、さすがにあの弁べん財ざい天てんとやり合うだけの実力はない。この娘を戦力に数えるのはやめたほうがいいだろう。

「くっ、このっ……何で当たらないのよ！」

「精神が乱れているからだ。天てん颶ぐ退治のときを思い出せばいい」上段から振り下ろされた一撃を木刀で受け止めてやった。己の剣から伝わる衝撃に目を白黒させる彼女の表情を見つめながら、「勇猛果敢はお前の美点でもある。だが勢いだけで勝てたら苦労しないよ」

「え、えらそーに！　私の本気を見せてあげるわ！」

　妖よう氣きが膨れ上がる。彼女の持つ剣に真っ赤な炎が走る。炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう／丙ひのえ・【火産霊ほむすびの篝かがり】。刀身に炎を纏まとわせ放たれる必殺の一撃だ。かがりは両足で地を踏みしめると、気き合あい一いつ閃せん、彩さい紀きの木刀を押し返して──炎を燃え移らせた。感嘆の息を漏らした彩さい紀きが得物を捨てるのと、かがりが渾こん身しんの一刀を振り下ろさんとするのは、ほとんど同時だったはずである。

「もらった──っ！」

　ところが、彼女の攻撃が彩さい紀きに届くことはなかった。

　炎の刃やいばが仙人の毛髪を焼き尽くすよりも早く、【召喚】によって呼び出された新しい木刀が風のような速度でかがりの手先を打っていたのだ。

「いっ、」正確には剣の柄つかを打ったのだが、指に衝撃が直接伝わったのだろう、かがりは苦く悶もんの表情を浮かべて武器を手離してしまった。ぐるぐると回転しながらきれいな弧を描いた炎の刀は、そのまま巫み女こ殿でんの塀を越えて神社の境内のほうへと落ちていく。

　彩さい紀きは木刀を仙界に送ると、ふっと相好を崩して云いった。

「勝負あったな」

　かがりは悔しそうに歯は軋ぎしりをした。

「ずるい！　二本目を出すなんて聞いてない！」

「いきなり剣を燃やしてくるのもどうかと思うが」

　彩さい紀きは笑いながら縁側のほうへと歩いていく。かなめが見計らったように湯ゆ吞のみを差し出してきた。礼を云いって受け取り、彼女の隣に腰かける。

「お強いのですね。惚ほれ惚ぼれするくらいに──あ、かがりもどうぞ」

「これでも努力はしたつもりだ。才能がなかったからな」

「噓うそつけ！　あんたは生まれたときから彩さい皇こうの印を持ってたんでしょ。才能の塊じゃない」

　憤ふん懣まんやる方ないといった様子で水を飲み干すと、かがりはどっかりと縁側に腰かける。

　彩さい紀きとかなめの間に、割り込むようにして。

「……かがり。距離感おかしくないか」

「あんたみたいな猥わい褻せつの化身をかなめに近づけたら病状が悪化するわ。だから私が盾になってあげてるの」

「じゃあ離れる」

　彩さい紀きは人ひとりぶんほどのスペースを空けてやった。

　かがりが階段を踏み外したような顔をしてこっちを見た。しかし結局何も云いわずに正面の桜に視線を戻してしまう。耳が垂れている。可か愛わいい。

「と、とにかく。このままじゃいけないわ。弁べん財ざい天てんを倒せるくらいにならないと」

「まあそうだが……」

　弁べん財ざい天てん──宇うヶが原はら惟ゆ依え。

　そもそも彩さい紀きが命めい融ゆう神社を訪れた理由は七しち凶きよう神じんについて知るためだったが、期待に反してかなめも大した情報を握っていなかった。わかったのは天てん颶ぐどもがしばしば寿じゆ老ろう人じんの名を呼んで崇あがめていた、ということだけである。となれば弁べん財ざい天てんだけでなく寿じゆ老ろう人じんも警戒する必要があるのだろうが、かの南なん極きよく仙せん人にんの姿は影も形も見えない。そもそも弁べん財ざい天てんの気配すら全然感じられない。かがり曰いわく宇うヶが原はら惟ゆ依えは「一週間後にまた来る」らしき台詞せりふを残して去っていったらしいが、すでに二週間経たっているのはどういう了見だろう。

　敵も忘れてるんじゃね？──彩さい紀きは最近そう思い始めている。

　浮き世離れした仙人にありがちな、現実逃避じみた悪い思考だった。

「焦あせる必要はないだろう。かがりはかがりの速度で強くなればいい」

「でも……！」

「落ち着け」彩さい紀きは彼女の頭に手を置いて云いう。「はっきり云いうが、どれだけ努力をしても一朝一夕であの神を圧倒できるほど強くなるのは不可能だ。これはお前に才能がないんじゃなくて、物理的に無理なんだよ。気が急せくのはわかるが、焦あせりは禁物だ」

「そんなのわかってるけど……私って本当に駄目駄目だわ……天てん颶ぐ退治のときだって、結局ほとんど彩さい紀きのおかげだったし……」

「卑屈になるな。お前にしかできないことだってある」

「……たとえば？」

「たとえば俺は炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆうを使えない。狐きつねの鋭敏な五感もないし狐きつね耳みみも尻尾もない。お前のような可か愛わいさもない。俺とお前のどっちが優れているかなんて決めることはできないんだよ。お前はゆっくり精進すればいい」

「う、うん……」かがりは顔を隠して俯うつむいてしまった。機嫌を直してくれたらしいことは、ぱたぱたと揺れている尻尾を見てもわかる。ああやっぱり可か愛わいい。見ているだけで安らぐような気分だ──と思っていたら、不意にその向こう側から戸惑いの視線を感じた。

「彩さい紀き様。前々から思っていたのですが……かがりとは、どういうご関係なのですか？」

「主従の関係だな。俺はかがりの命令に逆らえない」

「そうなのでしょうけれど、なんというか、その…………いえ、やっぱりいいです」

　かなめはしゅんと目を伏せてしまった。この銀髪の巫み女こは何かと彩さい紀きに近づいては色々な探りを入れてくるのだ。やはり警戒されているのだろうか。まあ初対面から日も浅いし無理からぬことだろうが──そんなふうに思案しつつ、彩さい紀きは改めてかなめの横顔を見つめた。

　頰に朱が差し、出会った頃から比べると見違えるほどに血色が良くなっている。ＯＬＩ因子は人の精神に基づいて世界を再構築する。これだけ病の治りが早いのは、かなめ自身が心の底から「生きたい」と渇かつ望ぼうしているからに他ならない。

「かなめは、元気になったら何がしたい？」

　それは純粋な疑問だった。この少女の夢を知りたくなったのだ。しかし、返ってきたのは呆あきれるほど味気のない答えだった。

「巫み女ことしての務めを果たします。人々が憂いなく暮らせるように祈りを捧ささげるのです」

「立派だな。でも堅苦しい。もっと俗な願いはないのかよ」

「ぞ、俗ですか。……そうですね、もし叶かなうのならば……私は外に出たい」

　かなめは青空を見上げながらそう云いった。

「私は幼い時分より病弱でしたから、あまり外で遊ぶこともできませんでした。熾し天てん寺じ家の当主になってからは自由な時間なんてほとんどありませんでしたし……」

「じゃあ一緒に出かけるか？」

　白銀の巫み女こは驚いたように彩さい紀きの顔を見返した。

「そう簡単に云いわれましても」

「陽ひの光を浴びて清涼な空気を吸うことは大切だ。それに、そろそろリハビリをしても良いい頃合いだろう。かなめの行きたい場所に行こう」

「でも……」

「嫌か？」

「いやではありません。……しかし、巫み女こはみだりに外出してはならないという掟おきてがあるんです。無断で神社を留守にしたら、禰ね宜ぎに怒られてしまいます」

「そんなの気にする必要はない」

「え？──あの、」

　彩さい紀きはかなめのほうに歩み寄ると、その白魚のような手を取った。病的なまでに白い肌、しかしこれは病のせいではなく生まれつきだろう。かなめはわずかに頰を染めて俯うつむいた。

「……困ります。南なん条じように見つかったら大事ですよ」

「見つからなければいいんだよ。どこに行きたい？」

　どこへでも連れて行ってやるよ、と彩さい紀きは微笑ほほえみかける。

　患者に希望を持たせるのは医師の役目。人の願いを叶かなえてやるのは守り神の役目。彩さい紀きはふと思い出す──千年前、気弱な妹を楽しませるために幾度となく彼女の手を引いたことを。そういえばかなめは妹に似ている気がする。儚はかなげな雰囲気と、声と、その不幸な境遇が。

「……彩さい紀き様が、そこまで云いうのなら、外に出るのも吝やぶさかではありません」

「安心しろ、俺と手をつないでいれば見つかることはない。仙術【透過】を使えば──」

　くい、と袖を引かれた。

　かがりである。もの云いいたげな上目遣いがそこにあった。

「私も行くわ」

「ん。ああ、もちろん」

「べつにあんたと一緒にお出かけしたいわけじゃない。あんたをかなめと二人きりにしたら何をしでかすかわからないから、私が監視してあげるのよ」

　変に理屈を捏こねんでも「一緒に行きたい」と云いえばいいのにと彩さい紀きは思う。しかしこの捻ひねくれた純粋さが彼女の魅力でもあった。彩さい紀きは苦笑してかなめに向き直る。

「では出発しよう。行きたい場所がないなら適当にエスコートするが」

「いえ、行きたい場所ならあります」

　かなめは妙にもじもじしながらこう云いった。

「……祝しゆく融ゆうの廟びように」




　度肝を抜かれた気分だった。

　祝しゆく融ゆうとは中国神話に登場する火の神のことだ。そして、千年前、彩さい紀きが率いる隊の副隊長を務めた男の通り名でもあった。保有するＯＬＩ因子はずばり《祝しゆく融ゆうの基礎因子》。魔を焼く聖なる炎でもって国家に貢献した、寇こう魔ま殺ごろしのエキスパートとも呼ばれるべき存在。

　人違いではなかろうか──そういう思いはすぐに散った。

　右手にかがり、左手にかなめ、まさに両手に花という状態で歩くこと数分、命めい融ゆう神社の裏手の林を抜けると四方八方を桜の木に囲まれた広場に出る。

　その中央にひっそりとたたずむのは小ぢんまりとした石碑だった。

　黒々とした表面にはこう刻まれている──〈祝しゆく融ゆう迦か具ぐ也や明みよう神じん之の廟びよう〉と。

　迦か具ぐ也やとは副隊長の名だ。もはや疑いようはなかった。

「あれは何だ？」彩さい紀きは問う。

「祝しゆく融ゆうの廟びようです。……えっと、祝しゆく融ゆうとは命めい融ゆう神社の祭神のことです。あ、ちなみに彭ほう寿じゆ星せい様もうちの祭神なんですけど……」

　あいつ、神様になってたんだな──彩さい紀きは感嘆の念を禁じ得なかったが自分もまったく同じ状況なので人のことは云いえない。

「ご存知ですか？　祝しゆく融ゆう様は神かみ代よの世界で悪い寇こう魔まをやっつけて回っていたそうなんです。かの神がひとたび妖術を使えば、それだけで神しん州しゆうの空は真っ赤に染まったとか」

「そんなのどうせ噓うそでしょ。偉人の逸話なんてだいたい話が盛られているのよ」

「噓うそではありません。史書に書いてあります」

「でもかなめが実際に見たわけじゃないでしょ？」

「見たわけではありませんが史書に書いてありますので」

　そう云いってかなめは巫み女こ服ふくの懐ふところから〝史書〟とやらを取り出した。

　目玉が飛び出るかと思った。

　それは、千年前では一般的なＢ４ノートだった。コンビニとかスーパーで普通に購入できるやつ。ただし、表紙のところに見覚えのある筆跡で名前が記入されていた。

〈Saiki Kamitsu〉──神かみ津つ彩さい紀き。

「これは熾し天てん寺じ家に代々伝わる秘宝、『神しん統とう譜ふ』です。作者は不明、おそらく表紙の奇妙な文字列が名前を表しているのでしょうが判読はできません。とは云いえ中身は普通の神かみ代よ文字なので私にも辛かろうじて読めます。意味不明な語彙は頻出しますが……」

「神かみ代よの世界を記した本ってわけ？　それにしては綺き麗れいすぎない？」

「何らかの煉れん術じゆつがかかっているみたいで、『神しん統とう譜ふ』は決して汚れないのです」

　彩さい紀きは知っている。そのノートはかつての同僚にして五ご彩さいの覇は者しや・石いわ長なが比ひ売めの彩さい術じゆつによって時の流れから隔離されているのだ。さらには集合文化意識の影響も受けないため消える恐れがない。いや消えないから恐ろしいのだ。そんなもんは世界から消滅するべきなのに。

「これは神かみ代よの世界を語る日記です。そのほとんどは筆者による妹への偏愛を物語る文章で占められていますが、ときおり神かみ代よの偉人、祝しゆく融ゆうや石いわ長なが比ひ売めの活躍が記されているのです。それによれば祝しゆく融ゆうの炎は天を染め上げるほどだったと」

「貸してみなさいよ」かがりはかなめの手から日記を引ひっ手た繰くって読み始めた。「うわ、これ本当に神かみ代よ文字じゃん。ええと……『四月七日晴れ。今日は妹の誕生日なのでお菓子とぬいぐるみを贈った。とても喜んでくれたのでこっちまで嬉うれしくなった。妹の笑顔はどんな宝石よりもきれいで可か愛わいくて目の中に入れても痛くないほどだったので写真嫌いの彼女には何も云いわずにこっそり撮影して現像して机の引き出しにしまっておいた。これでちょうど九千枚目のこれくしょんだ』──なんかわからないけどきもいわ」

「私はそうは思いません。家族愛を赤裸々に綴つづった素晴らしい日記です。これほど正直な文章を書く人間が噓うそを記すでしょうか？　否いな。ゆえに祝しゆく融ゆうの逸話は本当なのです」

「確かに恥も外聞もないわね。見てよ、特にこの部分──」

「やめたまえ」

　彩さい紀きはかがりの手からノートを奪う。

　二人が不思議そうな顔をして見上げてきた。

「……やめたまえ」

「どうしたの？　あ、彩さい紀きならそれスラスラ読めるでしょ？」

「そうです。彩さい紀き様は神かみ代よの世界のお方……『神しん統とう譜ふ』に秘められた極意を読み解くことができるのではないでしょうか」

　極意もへったくれもない。こんなものが焚ふん書しよにされていないこと自体がおかしい。燃やしてやりたいのは山々だが石いわ長なが比ひ売めの彩さい術じゆつによって何をやっても消えない。莫ば迦かげている。

「これは俺が預かっておこう。注釈をつけて後で返す」

「本当ですか……!?　ありがとうございます！」

　かなめは花が咲いたように笑った。残念、この秘宝が返却される日は永久に来ない。

「それはそうと、祝しゆく融ゆうの墓にどんな用事なんだ？　確かに周囲の桜はきれいだが……」

「はい。ここには祝しゆく融ゆう様だけでなく歴代の熾し天てんの巫み女こも眠っているのです。彩さい紀き様のおかげで命をつなげることができたと、お母様にご報告申し上げたいと思いまして」

　そう云いって彼女は石碑のほうへと歩を進めた。合掌して祖霊に祈りを捧ささげる巫み女この後ろ姿をぼんやり眺めていると、かがりがそっぽを向いて「ふん」と鼻を鳴らす。

「祈っても意味なんかないわ。あそこにお母さんはいないのに」

「どういう意味だ？」

「お母さんの遺体は見つかってない。天てん颶ぐに攫さらわれて、そのまま」かがりは悲しそうに目を伏せて云いう。「お葬式だって、お母さんが使っていた布ふ団とんを形かた代しろにしてやったの。だからお墓に祈ったって意味はないのよ。祈りたくなる気持ちはわかるけどね」

　彩さい紀きは苦笑した。相変わらずひねくれたものの見方をする子供だ。

「どうだろうな、原始の儒じゆ教きようでは人は死んでも地上に留とどまり続つづけるものだというぜ。そしてこの考え方は日本人の精神に定着している。ほら、〝草葉の陰から〟ってよく云いうだろ。ここはＯＬＩ因子が犇ひしめく幻想世界なわけだし、そこに眠っているわけじゃなくたって、案外かがりのことをすぐそばで見守ってくれているかもしれないよ」

「そんなわけあるか。非科学的なのよ」

「この時代に科学を語るとは大物だな──まあ細かいことはいい、せっかく来たのだから手を合わせていくのが風流というものだ」

「ちょっと……」

　かがりの腕を引っ張ってかなめのほうへと向かう。神だの先祖だのに祈ることは決して無駄ではない。祈りはあらゆる物事の中核だ。それが悲しみの感情であれ、喜びの感情であれ、世界は人々の思いによって形作られるのだから。




　葉混じりとはいえ美しい桜に囲まれながら手持ち無沙汰で帰るのはあまりにも無粋である。

　というわけで三人は花見と洒しや落れ込こむことにした。かなめは「料理も何も持ってきていない」と慌てたが、彩さい紀きの倉庫には食べられそうなものがいくつもあった。草の上にレジャーシートを広げて今朝密ひそかに作ったカレーを取り出すと、彼女らは一様に目を見開いてこう云いうのだった──「食べ物とは思えない」。しかし口に入れてみれば評価は一転した。

「彩さい紀き様はどんなお仕事をされていたのですか？」

　かなめが口くちの端はしをカレーで汚しながら問うた。見かねたかがりが手ぬぐいできれいにしてやると、彼女は耳まで赤くなって「すみません」と呟つぶやいた。

「俺は政府に仕える役人だった。その中でも寇こう魔まを退治する部署だな」

「お役人様ですか……神様ではなかったのですか？」

「あの時代に神を自称したら頭のおかしなやつだと思われただろう。──当時は本当に大変だったよ。今では〝人じん寇こう大たい戦せん〟などと呼ばれているらしいが、知ってるか？」

「はい……歴史書に記されているくらいのことなら。彭ほう寿じゆ星せい様は、天下に九人しかいない彩さい皇こうのひとりとして、身を粉にして戦ったんですよね」

「でも諦めて自分を封印したんでしょ？　あんたが負けるなんて、どんな戦いだったの？」

「そりゃあ敵も彩さい皇こうだったからな。一筋縄ではいかんよ。──千年前の戦いは、いかに五ご彩さいの覇は者しやを味方につけるかが勝負だった。ＯＬＩ因子に支配された世界において彩さい皇こうは核兵器みたいなもんだから……いや、この例えは云いってもわからんか。とにかく、政府が集められた彩さい皇こうはたったの三人。そのうち一人は殺され、一人は諦め、一人は女湯を覗のぞき見みしたことが致命的な隙となって敗走、自らを封印する羽目となった」

「なんか最後の一人だけおかしくない？」

「おかしくない。──しかしまあ、まさに兵つわものどもが夢の跡って気分だな。あれだけ苦労して戦ったのに……この榮えい凜りん島とうを見ろ、天てん颶ぐもいなくなって平和そのものだ」

「未練は、ないのですか」

「未練？」

「神かみ代よの世界には家族もいらっしゃったんでしょう。もう一度会いたいとは──取り戻したいとは、思わないのですか」

　云いってからかなめは何かとんでもない過あやまちを犯したかのような顔をした。慌てふためき目を泳がせ「ごめんなさい」と頭を下げる。彩さい紀きは千年モノのコーラをちびちび飲みながら、

「辛気臭い話はやめにしよう。今日はかなめの恢かい復ふくを祝う会なのだから」

「そ、そうなのですか？」

「そうなのだ。……ところで具合はどうだ？　どこか変なところはないか」

「調子はすこぶる良いいです」かなめは巫み女こ服ふくの袖をぎゅっと握って、「本当にありがとうございます。私がこうして外に出ることができたのは、彩さい紀き様のおかげです」

「それはかなめが頑張ったからだよ」

「いいえ。彩さい紀き様のおかげです。──何か、お礼がしたいのですが」

「その必要はないさ」彩さい紀きはふと笑みを浮かべる。「そもそも俺は医者の端くれなんだ。死にそうな人間を捨て置くことはできない」

「気取ったふうに云いうな。かなめがお礼をしたいって云いってるんだから、素直に受け取っておくのが礼儀ってもんでしょうに」

　かがりはムッとしたように彩さい紀きを睨にらんだ。

　……あれ？　これなんかデジャヴ……、

「望みを云いいなさい。かなめが何でも叶かなえてあげるから」

「な、何でもとは云いってませんが」

「なるほど……だが俺の望みは壮大だぜ。俺の真の願いが天下泰平であることは云いうまでもないが最近はこれに加えて宇宙泰平という野望も抱いており」

「《正直に云いえ》」

「結婚したい」

　莫ば迦かである。そんな願いを抱いた覚えはたったの一度しかない。千年前、部下の祝しゆく融ゆうに新婚ライフを自慢されて腹が立ってちょっと羨ましくなって「俺も結婚したいな」って思ったことがあるだけなのに。さっき祝しゆく融ゆうの墓を見たからその感情を少し思い出しただけなのに。

　莫ば迦か。本当に莫ば迦か。──しかし、口から出たのがそっちで良かった。

「け、結婚って……そんなのまだ早いわよ！」

　かがりがびっくりした様子で立ち上がった。これを訝いぶかったのはかなめである。

「いえ、彩さい紀き様なら結婚していてもおかしくはない年齢だと思いますが……あれ？　彩さい紀き様っておいくつでしたっけ？」

「千歳ちょっと」

「だそうです」

「で、でも……私のほうが、」

「……？　あの、さっきから何を緊張しているのですか？　かがりと関係ありますか？」

「だって、こいつは私の……」

　言葉が止まった。かわりにかなめがおずおずと口を開く。

「……彩さい紀き様。その望みは本当なのでしょうか」

「噓うそだ」

「本当よ」

「わかりました。……考えておきます」

　かなめは決然とした表情で瞳を閉じた。身体からだが妙に強こわ張ばっている。いったい彼女は何を考えているのだろう。それはそうとかがりのほうも態度が変だ。何か云いいたそうにこっちを見つめてくるくせに結局黙り込んでカレーを食うことしかしない。

　まあいいか、と彩さい紀きは思った。仙人特有の傍観主義である。

　妙な空気が漂う中、やがて〝かなめの恢かい復ふくを祝う会〟はお開きとなった。
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　退屈すぎて死んでしまいそうだ、と宇うヶが原はら惟ゆ依えは思う。

　彭ほう寿じゆ星せいと邂かい逅こうを果たしてから十と五日ほどが経たった。当初の予定では七度目の夜に奇襲をかける手て筈はずとなっていたのに、寿じゆ老ろう人じんの阿あ呆ほうに引きとめられたのである。

　曰いわく、「時は未いまだ熟さず」。

　意味がわからない。痺しびれを切らした惟ゆ依えは芝しば山やまの古こ刹さつを訪れた。

　宵の口。虫と山鳥の声で無気味に彩いろどられる古びた寺。

　意外にもやつは境内にいた。右手に構えた団扇うちわで口元を隠すようにしながら、莫ば迦かのように突っ立って暮れかけた空を仰いでいる。

「寿星カノープスは見えませんね」

「気でもふれたの？　あれは冬に見えるものだよ」

「わかっていますよ」寿じゆ老ろう人じんが振り返った。腹の内が読めない笑みを顔面に張りつけた優男である。「しかし祈れば見えるかと思ったのです。この世は人の精神に基づいて千変万化する。私の祈りがどれほど現実を歪ゆがませられるか確認したかった」

　戯たわ言ごとに付き合う暇はない。惟ゆ依えは腕を組んで寿じゆ老ろう人じんを睨にらみつけた。

「ねえ、聞かせてよ。どうして彭ほう寿じゆ星せいを殺しちゃ駄目なの？」

「榮えい凜りん島とうの祈き禱とう論ろん理りをご存知ですか」

「何それ」

「我々七しち凶きよう神じんの目的は彩さい皇こうを打倒して天下の覇権を握ること。それは千年前から変わっていません。そして私とあなたの担当は彭ほう寿じゆ星せいです。私はあなたが生まれる前から──三十年前からこの榮えい凜りん島とうに住み着いて、いかにすれば彭ほう寿じゆ星せいが復活するのか調査を続けてきました」

「誰に向かって解説しているの？」

「そして私は見つけた。彭ほう寿じゆ星せいとは榮えい凜りん島とうの守り神である。守り神が目覚めるのは守られる対象が極端な不幸に陥ったときと相場は決まっています。実際に私は天てん颶ぐを榮えい凜りん島とうに放つことで不幸を蔓まん延えんさせ、彭ほう寿じゆ星せいを復活させることに成功しました。そう、あの憎き彭ほう寿じゆ星せいをね。……まったく、何が至高の仙人だ。私こそが聖仙の座に相応ふさわしいというのに」

　聞いちゃいねえ、と惟ゆ依えは舌打ちをした。

　この男は彭ほう寿じゆ星せいに恨みがあるらしい。しかしそれはほとんど逆恨みに近かった。仙人である自分よりも優れた仙人がいる──ただそれだけの事実が途方もなく気に食わないのだ。

　まったくもって器が小さい。

「そんなに憎いんだったら惟ゆ依えが殺してあげるのに」

「それは駄目だ。なぜなら彭ほう寿じゆ星せいは完全体ではないからだ。弁べん財ざい天てん、あなたはよく云いっているじゃないですか──『殺し合いをするなら全力で』と。万全の状態の彩さい皇こうを殺してこそです」

「じゃあどうするの？」

「ですから祈き禱とう論ろん理りなのですよ」寿じゆ老ろう人じんは呆あきれたように続ける。「彭ほう寿じゆ星せいは人の祈りに応じて強くなる。人が不幸になればなるほど強力無比な彩さい皇こうとなる。天が彼に与えた役目は救世主なのです。本気の彭ほう寿じゆ星せいと戦いたいならば、予あらかじめ不幸の種をばらまいておく必要がある」

「……弱者を無闇に苛さいなむわけ？　天てん颶ぐのときみたいに？」

「弱者ではありませんよ。熾し天てんの子は、紛まがうことなき強者の類たぐいです」

　惟ゆ依えは寿じゆ老ろう人じんの邪悪な意図を察した。

　まるで恵え比び寿すのような笑みを浮かべて彼は云いう。

「巫み女こは榮えい凜りん島とうの核。あれを弄いじれば島は不幸に覆われるでしょう」

「熾し天てん寺じかがりを狙うのか？」

「妹のほうですよ」寿じゆ老ろう人じんは団扇うちわで己の口元を隠しながら、「あの娘は巫み女ことしてこの世に二つとない才を持っている。あなたは知らないでしょうが、熾し天てん寺じかなめの祈き禱とうはすさまじいですよ。彼女の祈りを一身に受けることができたらどれほど幸福なことでしょう。──ああ、祀まつられたい！　あの娘に祀まつられたくて仕方がない！　祝しゆく融ゆうだの彭ほう寿じゆ星せいだの、わけのわからぬ似え非せ天てん神じんでなく、熾し天てん寺じかなめは私を祀まつるべきなのです！」

「ふん、変態だな」

　惟ゆ依えはくるりと踵きびすを返した。もはや顔も見たくなかった。

「惟ゆ依えはお前の顔と口調と容姿と性格と骨格が気に食わない。何もかも嫌いだよ。だいたい何なの、その扇。お洒しや落れのつもり？　ださいよ」

「ひどいですね。寿じゆ老ろう人じんは扇を携えているものなんですよ」

「……お前さ、本当は彩さい皇こうを全員倒すつもりなんてないんでしょ？」

　鋭い視線を向けられた。図星なのだろう。

「お前が望んでいるのは彭ほう寿じゆ星せいの座、それだけだ。人から崇あがめられる超越的な存在になりたいんだよ。もっと云いえば命めい融ゆう神社の祭神になって榮えい凜りん島とうをほしいままにしたいんだ。……みみっちいね、こんな小さな浮ふ塊かいの神になって何がしたいの？」

「あなたにわかるものですか。私は三十年ここに住んで悟ったのです──この島は、まさに桃源郷と呼ぶに相応ふさわしい場所であると。そして熾し天てんの巫み女こは素晴らしい存在であると。……私はね、弁べん財ざい天てん。熾し天てん寺じかなめの目の前で彭ほう寿じゆ星せいを殺し、どちらが祀まつるべき神なのかをその心身に教え込んでやりたいのです。あの美しい銀色の少女を、我が巫み女こにしてあげたい」

「どうでもいい。──惟ゆ依えは明日、彭ほう寿じゆ星せいを狙う」

　寿じゆ老ろう人じんがわざとらしく大きなため息を吐ついた。

「お忘れですか？　全力の彭ほう寿じゆ星せいを倒してこそ我らの存在意義を証明できるのです」

「軽い手合わせだよ。あいつがどれほどの力を持っているのか、試してやる」

　軽く地を蹴ると惟ゆ依えの身体からだがふわりと宙に浮いた。

　縹はなだ色いろの衣を夜風になびかせながら、振り返ることもせずに寺を後にする。

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの目的──それは彩さい皇こうを全員倒して何物にも囚とらわれることのない世界の頂に立つことだ。寿じゆ老ろう人じんのような視野の狭い男とは、相あい容いれない。




　　　　　　　　　　○




「あら……かがり」

　巫み女こ殿でんと渡り廊下でつながる小ぢんまりとした建物、清しよう浄じよう殿でん。──つまり風ふ呂ろ場ば。

　巫み女こが禊みそぎに使う施設であり、もちろん熾し天てん寺じの血を引く者しか利用できないのだが、一応かがりも（追放されたとはいえ）熾し天てん寺じの子であるため、命めい融ゆう神社に滞在している間はこの建物で身を清めることを許されていた。そんなこんなで今こ宵よいも清しよう浄じよう殿でんを訪れてみると、洗い場で氏子たちに身体からだを洗われている妹と鉢合わせたのである。

「一緒に入りますか？」

　妙に気まずかった。清しよう浄じよう殿でんの浴槽は二人で浸つかっても問題ないほど巨大である。だからといって妹と一緒に寛くつろぐのは少々憚はばかられたが、変に意識していると思われるのも嫌だったので、かがりは仙人のように泰然自若を装よそおって身を清めると、そのまま湯船に肩まで浸つかるのだった。
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　気持ちいい。何も考えたくない──夢見心地を味わっていると、作業を終えたらしい氏子たちが大慌てで去っていった。まだかがりに対する恐怖が抜けきらないらしい。

「申し訳ありません。あの子たちに悪気はないのです」

　苦笑をにじませ、かなめは爪先から湯に入る。

　かがりはまじまじと彼女の身体からだを見つめた。

　白い。あまりにも白い。まるで自分とは違う生き物のようだ。

（いや、違うのか。私は狐きつねで、こいつは人間……）

「どうかしましたか？」

「な、なんでもない」

　会話の接つぎ穂ほが見つからない。こうして逃げ場のない場所で二人きりになると何を話せばいいのかわからなくなる。そもそもかがりは他人と言葉を交わすのが得意ではなかった。誰からも好かれることのない境遇のせいでそうなったのだろう、と勝手に自己分析している。

「夢のようですね。こうして再びあなたとお風ふ呂ろに入れるなんて」かなめがしみじみと呟つぶやく。

「……あんたとお風ふ呂ろに入ったことあったっけ？」

「ありますよ。四度ほど」

「ふーん」かがりは狐きつね耳みみをぴくぴく動かしながら云いう。「まあ、よかったわね。あんたがここまで元気になるなんて、誰も思ってなかったんじゃないの」

「そうですね。……これで、またかがりと一緒に暮らすことができます」

　驚いて彼女のほうを見る。明け透けな笑顔に迎えられ、慌てて目を逸そらす。

「あなたを苛さいなむ者はもういません。神社に帰ってきてください。これまでたくさん辛つらい思いをしたかと思いますが、これからは何も心配する必要はないのですよ」

　不意に手が伸ばされた。──握り返せ、ということなのだろうか。

　確かにかなめの提案は魅力的だった。神職たちから虐しいたげられないのであれば、命めい融ゆう神社はかがりにとってこれ以上ないほど快適な場所だ。

　だけど。でも──かがりには、即決しかねる理由があった。

「……彩さい紀きはどうするのかな」

「あの方にも命めい融ゆう神社に住んで頂きます」

「え……？」

「彩さい紀き様は千年の時を経て復活なさったお方です。ご本人の話しぶりから察するに、この時代には身寄りが一人もいないのでしょう。私たち命めい融ゆう神社が彼の心の拠より所どころとなれるよう、精一杯努力する所存です」

　それを彩さい紀きが承諾するのならば願ってもないことだった。

　もはや何も心配はいらない。天てん颶ぐは消え、かなめの病魔も治り、七しち凶きよう神じんとかいう心配事もあることにはあるが、彩さい紀きの力をもってすれば一瞬で片づいてしまうのだろう。

　あとは三人で静かに暮らすだけ。それは想像するだけでも素敵なことに思えた。

　かがりは、お湯の中からゆっくりと腕を持ち上げ、かなめの掌てのひらに指を添えるのだった。

「これから何が起こるかわからない。……でも、今のところは、あんたの意見に賛成よ」

「ありがとうございます。かがり」

　ぎゅっと指を握られた。

「彩さい紀き様はこれからどうするのでしょうか？」

「さあね。いつか旅に出たいとか云いってたような気がするけど」

「では引き留めなければなりませんね。協力してくださいますか？」

「まあ、私にできることなら」

「本当ですか？」

「……何よ。噓うそじゃないわ」

　わかりました、とかなめは微笑ほほえんで、

「彩さい紀き様には熾し天てん寺じ家のお婿さんになって頂きます」

「…………………………あ？」

「それがいちばん手っ取り早いでしょう」

「ちょっと待てええええっ！」

　かがりは飛沫しぶきを巻き上げながら立ち上がった。

「そ、それってどういう意味!?　私とあいつを結婚させるってこと!?」

「ご安心ください。彩さい紀き様と契ちぎるのは……わ、私ですから」

　目が点になった。こいつは頭がおかしくなってしまったのではないか。

「かなめ。逆の上ぼせてるわ。もう出たほうがいい」

「逆の上ぼせてません。──いいですか、この答えは私が熾し天てんの巫み女ことしていかに榮えい凜りん島とうに実利をもたらすのかと思案を巡らせた結果なのであるからして決して世よ迷まい言ごとではないのです」

「どう考えても世よ迷まい言ごとよ！　あんた、あいつのこと……好きだったの……!?」

「好き嫌いの次元ではありません。私はもっと広い視野で物事を考えているのです。彭ほう寿じゆ星せい様を神社に留とどめておけば榮えい凜りん島とうは平和になります。これは途方もない利益です。対して彩さい紀き様は身を固めたいと思っていらっしゃるご様子。双方の願いを最適な形で実現する方法──それは彩さい紀き様を熾し天てん寺じかなめの夫にすること、これ以外にありません」

「あいつは変態の神なのよ、あんなやつと一緒になったら絶対に後悔するわ！」

「ではかがりが引き受けてくれますか？」

「、、、それは、……」

「巫み女こは榮えい凜りん島とうのために生きる存在です。私の感情は……べつにどうでもいいのです」

　かなめは頰を赤らめてそっぽを向いた。やはり逆の上ぼせているらしい。

「何度も申し上げますがこれは実利を考えての行動です。彩さい紀き様のため、榮えい凜りん島とうのためにはこれが最善なのです。だから──私はこれから、あの仙人様に取り引きを持ちかけます。榮えい凜りん島とうの守り神なんですもの、きっと榮えい凜りん島とうのことを思って受け入れてくださるでしょう」

「ふざけんな！　私があいつに命令してやる、《取り引きに応じるな》ってね！」

「やめてくださいっ！」かなめも勢いよく立ち上がった。「かがりが私のことを心配してくれるのはわかります、でもこれは榮えい凜りん島とうのためなんです……！」

「榮えい凜りん島とう榮えい凜りん島とうってお前は榮えい凜りん島とうおたくか！　まったくもって噓うそくさいわ、あんた昔から噓うそ吐ついてるときは瞬まばたきが多くなるのよ！　今のあんたは瞬まばたきしまくりだわ！　無駄にぱちぱちだわ！　榮えい凜りん島とうのためとか云いってるけど半分くらいは自分のためなんでしょ！」

「瞬まばたきなんて一回もしてませんっ！」

　かなめは目を見開いた。莫ば迦かなのかもしれない。

「ねえ、考え直したほうがいいわ。あんたがそこまで身を挺ていする必要はないのよ」

「身を挺ていしてこその巫み女こです。私は熾し天てんの巫み女ことしての使命に燃えているのです」

「ああああああああああ小こ賢ざかしい屁へ理り屈くつを捏こねやがって！　もう決めた、彩さい紀きには《かなめには絶対手を出すな》って命令しておくわ！」

「邪魔しないでくださいっ！　むしろ《手を出せ》と命令してください！」

「だったら私が《榮えい凜りん島とうから出て行くな》って命令すれば済む話じゃない！」

「…………、」

　白銀の巫み女こは目から鱗うろこが落ちたような顔をした。

　しかし、すぐに頰を膨らませてこう云いうのだった。

「ひ、人の気持ちを言こと霊だまで操るなど言語道断です！　私はこれから彩さい紀き様のところへ行きますからっ！」

「待っ…………、」

　湯船をじゃぶじゃぶいわせながら出ていくかなめ。

　かがりはその後ろ姿を見送ることしかできなかった。

　なんという剣幕。妹のあんな姿を見たのは初めてのことだった。もちろん驚きの気持ちは多分にあったが──それ以上に嬉うれしくもあった。

（かなめが、あんなに元気になるなんて）

　ちょっと前までは考えられないことだった。

　……まあそれはさておき、目下最大の懸け念ねん事じ項こうはかなめの暴走である。

　彩さい紀きはどう出るのだろう。まさか受け入れるなんてことは──

（いや、それはない）

　かなめはどきどきする胸に手を当てながら、おもむろに清しよう浄じよう殿でんの天井を見上げるのだった。

（だって──あいつは、私のものなんだから）




　　　　　　　　　　○




　──天命に抗あらがえ、神かみ津つ隊長。

　祝しゆく融ゆうの言葉はまさに呪いだった。いっそのことすべてを放り捨てて放浪の旅にでも出られたらどれほど気が楽になるだろう。だが神かみ津つ彩さい紀きは立ち止まれなかった。《万策尽きぬうちは諦めず、万策尽きても諦めない》──それは付和雷同で日和見な兄に苛いら立だった妹が、「この言葉をモットーにして生きよ」と押しつけたおまじないだった。

　だから、彩さい紀きは諦めることができないのだ。

（難儀なものだ……）

　夜。与えられた一室の畳の上に寝転がり、蛙かえるの声に耳をすませながら目透かし天井をぼんやり見上げていたときのことである。

「あの、彩さい紀き様……」

　障子戸の向こうからかなめの声が聞こえた。具合が悪くなったのだろうか──彩さい紀きは少しだけ不安を覚えながら戸を開けた。白銀の巫み女こは緊張した面持ちで廊下に突っ立っている。目を合わせようとはせず、お腹なかの前で両手の指をもじもじと絡からませながら、

「少しいいですか。大切なお話があるのです」

　断る理由もなかった。彩さい紀きは彼女を部屋に招くと急須からお茶を注ついで出してやる。しかし口をつけようとはしない。落ち着きなく正座をしたまま身じろぎするだけである。見かねた彩さい紀きは「どうしたんだ」と聞いてみるが、これに対してかなめは「夜ですね」「最近あったかくなってきましたね」などと当あたり障さわりのないことをのたまうばかり、明らかに只ただならぬ用事がある雰囲気なのになかなか本題に入ろうとしない。

　用がないなら一緒に星でも見るか？　試しにそう提案してみると、彼女はびくりと肩を震わせてようやく口を開くのだった。

「……彩さい紀き様は、これからどうなさるおつもりですか」

「どう、とは」

「榮えい凜りん島とうを出立なさるのですか」

「……そんなことは後で考えるさ」

　彩さい紀きは何となしに読よみ止さしの『神しん統とう譜ふ』を開いた。

　見返すたびに身み悶もだえしたくなる一品だ。しかし──これは唯一と云いっていい、千年前の記憶を呼び覚ましてくれる、紛れもない秘宝なのだった。

　かなめの瞳が不安そうに揺れていることに、彩さい紀きは気づかない。

「できれば、彩さい紀き様には榮えい凜りん島とうにいてほしいです」

「なぜ」

「そ、それは」かなめは耳まで赤くなりながら、しかしあくまで平静を装よそおって、「この浮ふ塊かいにはお医者様が少ないのです。彩さい紀き様がいてくだされば、島のみんなも安心できます」

「ふむ……」

　確かに、榮えい凜りん島とうでかがりやかなめと安逸な生活を営むのも、選択肢としてなくはない。

「それに、個人的な理由もあります」

　声が少し震えた。緊張がじかに伝わってくる。

「彩さい紀き様は、私にとても優しくしてくれました」

「医者と患者の関係だからな」

「いいえ……あなたの性は元来優しいのです。巫ふ祝しゆくである私にはわかります。こんなにきれいな心を持っている人を、私は見たことがありません」

「そんなこと初めて云いわれた。照れる」

「ですから彩さい紀き様」

「なんだ」

「私と取り引きを」

　言葉が止まった。不審に思ってかなめのほうを見る。

　かなめは、血を吐いて倒れていた。

「おい、しっかりしろ」

　彩さい紀きは急いで彼女のもとへ近寄った。口の端から漏れた血液が畳を赤く染めている。顔色はまるで死草のよう、見るからに衰弱していた。かなめは苦しそうに笑って云いった。

「すみま、せん。見苦しいところを……」

「しゃべるな」

　布ふ団とんの上にかなめを寝かせると、彼女の胸に手を当てて霊れい氣きを流し込む。霊れい氣きには対象の苦痛を和らげる効果もあるのだ。彩さい紀きはさらに精神を集中させ、かなめの体内の状況を探っていく。──そうして、驚くべき事実を発見してしまった。五ご行ぎようの運行がさらに乱れているのだ。薬でどうこうできる範はん疇ちゆうを超えていた。いったいなぜ──

（そうか。集合文化意識の修正か）

　思わず舌打ちをしてしまう。集合文化意識は世界の法則を、まるで蝸牛かたつむりが這はうような速度でもって、しかし確実に変質させていくのだ。つまり、千年前の治療法が現代でも通用するとは限らない。彩さい紀きは十九世紀の技術でかなめの治療を行ったが、この千年のうちに、世界に存在できる医薬技術の基準年代がさらに後退してしまったらしい。

　あまりにも間抜けな話だった。彩さい紀きは五ご行ぎようの勢力バランスと気・血・水の状態を探り、この時代における犂り魂こん病びようの治療方法を構築していく。そしてすぐに完成した。しかしかなめを救うのは絶望的だった。ここ数日で行った投薬が、彼女の病状を恢かい復ふく不可能なまでに悪化させていた。一見すれば恢かい復ふくに向かっていたようでも、あれは漢方薬が生命力を引き出していただけ、ようするに、残っている生命力を燃料にして寿命を燃やしていただけだ。

　良かれと思った行為で、逆に患者の命を奪ってしまうなんて。

（何が医薬の神だ。これではただの死しに神がみじゃないか）

　彩さい紀きは歯は嚙がみしながら霊れい氣きを注ぎ続ける。発作は落ち着いてきたらしい。かなめは細く呼吸しながら薄く笑った。

「ありがとうございます……おかげでよくなりました」

「よくなっていない」起き上がろうとするかなめを押しとどめながら、彩さい紀きは悔恨のにじむ声で続けた。「俺は絶対に許されない失敗をした。これは命を捧ささげても償いきれない罪だ」

「いったい、どういうことですか……？」

　彩さい紀きは事情を搔かい摘つまんで説明した。かなめの顔がみるみる青くなっていった。怒鳴られても殴られても殺されても文句を云いうつもりはなかった。しかし、彼女は優しい微笑ほほえみを浮かべて──それはある種諦観の色濃い表情だった──彩さい紀きの頰に手を添えるのだった。

「世の中、そう上う手まくできてはいません。固もとより私は死ぬ運命だったのです。あなたのせいではありませんよ」

　かなめの指は冷たかった。胸の奥から遣やる瀬せ無ない感情が湧いてくる。千年前に幾度も味わった、あの、鉛に包まれるような途方もない無力感。

「いいや、俺のせいだ。好きなだけ罵ってくれ」

「いいえ。あなたは全霊を尽くして私の治療に当たってくれました。どうして罵ることができましょう。──それに、」かなめはゆっくりと半身を起こし、「ほら、もうすっかり元気。彩さい紀き様の霊れい氣きのおかげで、外だって出歩ける気がします」

「一時的なことだ。寿命はむしろ減っている……」

「それでも。一時的だったとしても、身体からだが軽くなったのは、彩さい紀き様のおかげですから」

　彼女の瞳には絶望の色など欠片かけらも見当たらなかった。

　そのあまりの眩まぶしさに彩さい紀きは立たち眩くらみを覚えてしまう。この少女も炎を宿しているのだ。かがりのように煌こう々こうとした烈火ではない。静かで、それでいて力強く燃え続ける、青い炎。

　こんな子を、むざむざ死なせていいわけがない。

「助かる道が潰ついえたわけではない」

　かなめの双そう眸ぼうがこちらを見据えた。

「だが、これは天の道理に逆らう術でもある。助かったとしても、今まで通りの生活が送れるかどうかはわからない」

「……どんな治療法なんですか」

　彩さい紀きは詳細を説明した。それは天下万民の常識を覆くつがえす、前ぜん代だい未み聞もんの禁術だった。

　かなめは驚き呆あきれたように目を丸くする。

「そんなことが、可能なのですか」

「今度は絶対に失敗しない」

「もしその術が成功したら──責任を取ってくれますか」

「ああ」

「わかりました。お願いします」

　逡しゆん巡じゆんもなしに承諾されて、彩さい紀きのほうが狼ろう狽ばいしてしまう。

「……俺から提案しておいてなんだが、いいのか？」

「はい。万策尽きぬうちは諦めず、万策尽きても諦めない。熾し天てん寺じに伝わる心意気です」

　彩さい紀きは舌を巻いた。ただの病弱な少女かと思っていたが、多くの島民から慕われているだけのことはある、彩さい紀きとは比べものにならぬほど豪胆な巫み女こだ。

「ではさっそく始める。準備はいいか？」

「はい」

　かなめは布ふ団とんに座りながら身を硬くしていた。手早く終わらせたほうがいいだろう、そう判断して彩さい紀きは彼女に近寄ると、さっそく煉れん氣きを──彩さい氣きを練っていく。これから行使するのは同時代に九種類しか存在できない至高の奇跡、彩さい術じゆつである。彩さい氣きの調整を少しでも誤れば痛みが伴うため、ゆっくりと、焦あせらずに、慎重に、腫れ物に触れるかのように──

「ねえ、彩さい紀き様」

「なんだ」

「私のお婿さんになってくれませんか」

　彩さい氣きが吹っ飛んでいった。目玉が飛び出るかと思った。心臓が爆速で動き出すのを意志の力でねじ伏せる。かなめは慌てて付け加えた。

「も、もちろん今じゃないです。無事に治療が成功したらの話です」

「お、おう……」

「今まで、私は生きる希望を捨てていました。未来のことなんて望むべくもなかったのです。私は誰とも結ばれることなく死に、そして私が死ねば熾し天てん寺じはそれでおしまい。今まではそう思っていたのです」

「思っていたのか」

「思っていたのです。でも彩さい紀き様のおかげで生き長らえることができそうです。だから、熾し天てんの巫み女こを絶やすのはまずいし、神社の人たちに勝手に婿を決められるのも嫌だし。というか実はもう決められているんですけど、あの人はちょっと……ですから、自分が認めた人と家庭を築く憧れもありましたし、だから」

「落ち着け。気の迷いという可能性もある」

「私は正気です」

「しかし初対面から半月程度だぞ」

「日月は関係ありません。あなたは仙人、それも世界でいちばん高名な聖仙様です。手を拱こまぬいていたら、そのうち霞かすみのように消えてしまう気がして……」

「勝手に消えたりせんがな」

「責任、取ってくれるって云いいましたよね」

「…………」

　それを云いわれては反論の余地もない。だが彩さい紀きは無理矢理にでも反論する。

「お前のことは嫌いじゃない。だが彩さい皇こうとは天から闘争を運命づけられた不幸者のことをいう。俺と関わり続ければろくなことにならない」

「そんなことはありません。あなたは私が良いいと思った人ですから」

「どこが良いいんだよ。時差ボケしてお前を殺しかけた阿あ呆ほうだぞ」

「先ほども申し上げました。あなたの澄んだ心に惹ひかれたのです」

「俺の心は汚れている。下心まみれだ」

「それは心の本質とは違います。──けど、そういう下心だって受け入れる覚悟はできています。どうかお返事を聞かせてください」

　彩さい紀きはすっかり閉口してしまった。これだけ素直な気持ちをぶつけられたら、いかな聖仙・彭ほう寿じゆ星せいといえど心が動かぬ道理はなかった。仙人とは付和雷同の文句を奉ずるものだ──しかし、そうだとしても、流されてはいけない瞬間はあった。かなめの脈拍数が上がっている。昔から恋慕や情愛の類たぐいは身体からだに悪影響を及ぼすと決まっているのだ。

「その話は完治してからにしよう。あまり体温を上げすぎると身体からだに響く」

　かなめは不意に大切な何かが損なわれたような顔をした。しかし、すぐに諦観にも似た苦笑いをして、呟つぶやくように、「……すみません。変な気分になっていました。忘れてください」

「忘れはしない。ただ後回しにするだけだ」彩さい紀きは今度こそしっかりと彩さい氣きを練っていく。彼女の胸に手を添えながら、なるべく優しい語調で云いった。「今は余計なことに惑わされてはいけない。気の迷いは魔を呼ぶからだ。返事はすべてが終わった後に必ず云いおう。今は何も考えることなくじっとしていろ」

「はい……」

「大丈夫だ。お前のことは死ぬまで面倒をみてやる」

　かなめは目を瞑つぶって彩さい紀きを受け入れた。

　こうして禁忌の治療は始まった。

　彩さい術じゆつは意外にもあっさり終わり、あとは結果を待つのみとなる。かなめは上着を羽織りながら不安そうに彩さい紀きを見上げた。

「これで、私は助かったのですか……？」

「俺がいいと云いうまで決して無理はするな。特に煉れん術じゆつなど使ったら面倒なことになる。たちまち精神が衰弱して、苦しんで死ぬことになるだろう」

　かなめが身を強こわ張ばらせた。彩さい紀きは慌てて付け加える。

「まあ、俺がそばにいるから心配するな」

「……はい。どうか私をお守りください、彩さい紀き様」

　安心したような微笑ほほえみがこぼれる。

　このまま時が過ぎればすべてが上う手まくいくだろう──このときは二人とも、そういう希望に満みち溢あふれた気持ちでいた。










　　　　　　　　　　三章／榮えい凜りん島とうの落日




　腹部に圧おしかかる重量感で目が覚めた。

　ぼんやりとした意識の中、錆さびついたように固まった首を動かして下を見る。

　想像を絶する光景がそこにあった。海え老び反ぞりになった銀髪少女が、彩さい紀きの腹の上で仰向けになっていた。ちょうど彩さい紀きの身体からだと直角に交差するような具合である。両手両足はだらしなく投げ出され、めくれ上がった寝巻きの隙間からおへそが丸見え。

（寝相悪……）

　彩さい紀きは昨晩かなめの部屋で寝た。万が一のとき即座に対応するためである。あまりにも寝相が悪すぎて一瞬何かの異変が起きたのかと思ったが、どうやら彩さい術じゆつはきちんと彼女の身体からだに定着してくれたらしい。

「かなめ、起きろ。風邪ひいたらどうするんだ。あと重い」

　彼女の脇腹をつついてみる。彼女は幸せそうな笑みを浮かべ、

「んぅ……もう食べられないよぅ……」

　よだれまで垂らしてやがる。だめだこりゃ。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、廊下のほうから何者かが近づいてくる気配がした。やばいと思ったときには遅かった。無情にも戸が開かれる。

「おはようかなめ。彩さい紀き見なかっ──」

　かがりは動きを止めた。たっぷり五秒ほどは見つめ合ったと思う。状況を理解したらしいかがりの表情に影が落ち、

「あんた、何してるの」

「勘違いするな。一晩看病していただけだ」

「……かなめの、取り引きを、受け入れたの？」

「あ？　何云いってんだ……？」

「あんた、かなめと婚くないだの!?　《答えろ》！」

「んなわけねえだろ」

　かがりが救われたように息を吐いた。それとほぼ同時のことだった。

　にわかに殺気を感じた。

　彩さい紀きは反射的に立ち上がった。腹の上から転がり落ちたかなめが呻うめき声ごえをあげるのも気にとめず、はるか朝焼けのかなたから正確に心臓を狙って飛んできた朱矢を素手で摑つかみ取とる。手の皮膚が痺しびれるような感覚。高濃度の妖よう氣きが塗りたくられている。

「な、何!?　矢文!?」

「伏せろかがり」

「え？──ひゃっ」

　彩さい紀きは矢を放り捨てると、かなめとかがりを庇かばうようにして前に出る。

　次の瞬間、障子戸を突き破って無数の剣だの槍やりだのが飛んできた。かがりが悲鳴をあげる。殺意と妖よう氣きに塗まみれた刀剣が部屋のあらゆる調度品を抉えぐり、貫き、みるみるうちに辺りは無残な有あり様さまへと変わっていく。彩さい紀きは飛来する凶器のうち自分たちに向かってきたものだけを手で弾はじきながら、霊れい氣きを練って【千里眼】の術を発動した。

　一里ほど先、桜おう泉せん里りの上空辺りから、何者かが攻撃を仕掛けてきている。天てん颶ぐの生き残りか──いや違う。妖よう氣きの質からして天てん颶ぐ如ごときではありえない。もっと凶悪なものだ。

　未いまだに寝ているかなめの脳天を狙って飛んできた矢を蹴り飛ばしてやると、それきりぴたりと攻撃が止まった。弾切れなのか、様子を見ているだけなのか──

「さ、彩さい紀き、大変よ、腕が……」

　かがりが顔面蒼そう白はくになって彩さい紀きの左腕を見つめている。何事かと思って見下ろせば、弾はじき損そこねた朱矢が二の腕に貫通し、ぼたぼたと血液を滴したたらせていた。

「す、すぐにお医者さんを呼ぶわ。じっとしてなさい！」

「いらん。んなことより、俺が戻ってくるまで動くんじゃねえぞ」

「でも──ちょっと彩さい紀きっ！」

　かがりの声も無視して彩さい紀きは駆け出した。

　境内を駆け抜け神社の石段を風のような速度で駆け下りる。駆け下りながら腕に突き刺さった矢を引っこ抜いて煉れん術じゆつを発動。脚力強化、五感強化、傷しよう痍い治ち癒ゆ──

　間もなく到着した桜おう泉せん里りは禍まが々まがしい気配に満ちていた。畑仕事に出てきた村人たちは膨大な妖よう氣きに中あてられ腰を抜かして上空を見上げている。彩さい紀きもつられて視線を上に向ける。

　物もの見み櫓やぐらの上に、そいつは満面の笑みを浮かべて立っていた。

「──すごいすごい、死んでないんだね。さっすがおにーさん」

　人を嘲るような高い声。桃色の髪と縹はなだ色いろの羽衣が特徴的な少女──弁べん財ざい天てん・宇うヶが原はら惟ゆ依え。

　やつはにやにやしながら彩さい紀きの姿をねめ回して、

「遅れてごめんね。今日こそあなたを殺してあげる」

　重力を感じさせない所作でふわりと地面に降り立った。周囲の人間たちが算を乱して逃げていくのを尻目に宇うヶが原はら惟ゆ依えは刀を抜く。およそ神には似つかわしくない、血を塗りたくったように赤い刀。その切っ先をこちらに向け、八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てんは幸せそうな顔をして云いった。

「くふふ、準備はできているか？　できていないとは云いわせないぞ。──見よ、怯きよう懦だに震える人々の相貌を！　誰もが我らの神しん威いに言葉を失い見み惚とれているぞ！　さあ彭ほう寿じゆ星せい、人間どもの目に神々の死闘を焼きつけてやろうでは」

「やかましい死ね」

　彩さい紀きは何の変哲もない爆薬を【召喚】して躊ちゆう躇ちよなく投とう擲てきした。

　栗くりの実ほどの大きさの弾丸が空気を切り裂きながら少女に向かって高速で飛んでいく。

「え？　ちょっ、はや──」

　次の瞬間、少女は櫓やぐらごと爆発した。

　耳をつんざくような爆音が家々を震わせ、辺り一面は煙で真っ黒に染め上げられる。大地が揺れ、人々の悲鳴がこだまし、燃え盛る炎が草木に引火するのを無感動に眺めつつ、彩さい紀きは仙術によって爆風から浮いた。もうもうと立ち上る黒煙の向こうに生命反応はない。即死だったのだろう──そんなふうに油断していると、ふと背後から人の息遣いが聞こえた。腰を抜かした壮年の男が、恐ろしいものでも見るかのような目を彩さい紀きに向けている。

「ば、化け物……！」

「すまない。暴れるつもりはないから安心してくれ──、」

　不意に矢が飛んできた。

　あまりに突然だったので避よけることができず、わずかに脇腹を抉えぐられ数歩よろめく。背後の男が悲鳴をあげて去っていった。彩さい紀きは目を凝らして煙の奥をじっと見つめる。傷は治せるので問題はない──問題なのは、あの弁べん財ざい天てんが生きていた、ということだ。

「げほっ、げほっ……あーもう！　お気に入りの服が台無しじゃん！」

　やがて彩さい紀きの目に映ったのは、衣服こそずたぼろになっているが、肉体のほうには掠かすり傷きずの一つもついていない少女の姿だった。いったいどういう仕組みなのか──いや、思い当たる節はあった。あれは妖術だ。千年前にテロリストどもが使っていたのを見たことがある、おそらく身体からだの再生力を何万倍にも高めることで疑似的な不死状態を作り上げているのだ。

「──どうしてくれるの？　この服、みんなに可か愛わいいって云いわれたのに」

「避よけなかったお前が悪い」

「きゃははは！　おにーさんの云いう通とおり！──でもいきなり攻撃するなんてひどい。あなたって何もわかってないのね。殺し合いにも作法ってもんがあるんだよ？」

「ほう。参考までにご教授願おうか」

　彩さい紀きは人々が逃げる時間を稼ぐ。今更になって思うがこんな村のど真ん中で戦闘を始めたのは愚策だったかもしれない。

「殺し合いは陰陽の交わりと同じ。行為をする前に相手のことを知る、これって当然のことだと思わない？　それともあなたはまぐわう相手のことも気にしない禽きん獣じゆうの類たぐいなの？」

「なるほど。ではお前のことを知るために質問させてもらおう──お前の他に七しち凶きよう神じんはいるのか？　お前らの目的は？　なぜお前は俺と戦いたがる？」

「面倒くさいから最後の質問にだけ答えよう。惟ゆ依えがおにーさんと戦うのは復ふく讐しゆうのため──と云いうべきなのだろうが、本心は違う。これは前にも云いったけど、そんなもんは建前にすぎなくて、惟ゆ依えが戦う理由は単純明快。強者と戦いたいからだ。おにーさんを倒せば高みに一歩近づける。何物にも束縛されない境地に至ることができる」

「わけがわからん」

「天下は弱肉強食、弱者は強者に一方的に虐しいたげられるのが不変の道理。それを理解しながら世の弱者どもはこう云いう──私が虐いじめられているのは私が弱いから、私が弱いのは天がそうなるよう仕組んだから。だから仕方のないことなんだ、ってね。こういうやつらは得てして強くなる努力をしない。弱さの責任を天命だの運命だのになすりつけて永えい劫ごうにうじうじしている。あるいは自分より弱いやつを虐いじめてミジメな憂うさ晴ばらしをしている。強くなれば不幸から解放されるとわかっているのに諦めている。こういう輩やからは全員首を吊つって死ぬべきなんだよ」

「ようするに、お前はイジメられたくないから強くなりたいのか？」

「ちょっと違う。惟ゆ依えは俗物じみた感情の柵しがらみから解放されて非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てんに昇りたい。そのために絶え間なく強者と戦い続けるの。──惟ゆ依えは嬉うれしいよ？　寿じゆ老ろう人じんの手柄とはいえ、彭ほう寿じゆ星せいが復活してくれた。あなたを殺せば至高の法悦に浸ることができるはずだから」

　非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てん──仏教思想の天における最高峰のことだ。人間につきまとう煩ぼん悩のうのほぼすべてを捨て去ったときに到達できるという世界の頂点。弁べん財ざい天てんのＯＬＩ因子を宿しているだけあり、こいつの思考体系は仏教のそれに基づいているのかもしれない。

「返り討ちに遭うことは考えていないのか？」

「くふ。おにーさんに惟ゆ依えは殺せないよ。だって惟ゆ依えは不死だから」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは自信満々に断言すると、悠揚迫らぬ足取りで近づいてくる。彩さい紀きはいつでも迎撃できるよう準備しながら敵の様子をうかがう。うかがうのだが──なんということだろう、先ほどから気になっていたのだが爆発のせいで彼女の服がえらいことになっている。なんて卑ひ猥わいな恰かつ好こうをしているんだ、破けた服から白い肌が丸見えだぞ。正直過激な恰かつ好こうに目を奪われて彼女の演説などまったく聞いていなかった。こいつには羞恥心というものがないのか。あとちょっと布がズレれば見える、見えてしまうぞ──あッ、見えたッ！

「──彩さい紀きッ!!」

　色々な意味で心臓が爆発しそうになった。周囲の人々からどよめきが上がる。神社へと続く農道のど真ん中、梅の木の下あたりに狐きつね耳みみ少女が肩で息をしながら立っていた。

「かがり、神社に戻っていろ」

「やっぱり弁べん財ざい天てんの仕業なのね！　今からそいつを追い払ってやるわ！」

「きゃははは！　面白いねえ熾し天てん寺じかがり。お前のようなやつは嫌いじゃない──いや、」

　不意に宇うヶが原はら惟ゆ依えは悪辣な謀はかりごとをするかのように目を細めた。血気盛んに腰の刀を抜くかがりの動作をじっと見つめ、にわかに両腕を広げて満面の笑みを浮かべる。

「──感謝するぞ熾し天てん寺じかがり！　私はお前の妖よう氣きを灯ともしびとして榮えい凜りん島とうにたどり着くことができたのだ！」

　は？──かがりが困惑して動きを止めた。彩さい紀きもわけがわからず敵の言動を注視する。

「仲間たちは次々にやってくるぞ。お前の妖よう氣きは邪悪で強大だ──絶対に見失うことはないだろう。いずれ榮えい凜りん島とうは寇こう魔まの楽園になる」

「お前……！」

「さあ、一緒に人々を支配しようではないか！　試しにここらの人間どもを殺すか？　殺すよな？　化ばけ狐きつねと呼ばれ迫害されてきたお前には殺す理由があるはずだぞ！」

　それは、ともすれば笑ってしまうほどに芝居じみた台詞せりふだった。しかし効果は絶大だった。

　周囲の人間たちの目に、恐れや絶望の気配が宿った。彼らは先日しかと見たのだ──熾し天てん寺じかがりが天てん颶ぐどもを簡単に殺してのけた光景を。そして彼女には榮えい凜りん島とうの人間たちを殺すだけの動機があることを、その身でもって知っているのだ。

「ば、化ばけ狐きつね……」「あいつ、儂わしらを殺す気だったのか」「こんな得体の知れない寇こう魔ままで呼び寄せて……！」「否いな、あの娘はもっと仲間が来ると云いったぞ……！」

　弁べん財ざい天てんの妖よう氣きに精神を束縛された人間たちは稚拙な演説にも感化されてしまっていた。かがりが泣きそうな顔をして彩さい紀きのほうを見た。縋すがるような視線に心を揺さぶられた彩さい紀きは感情を抑えきれずに宇うヶが原はら惟ゆ依えを睨にらみつける。

「……何が目的なんだ。心にもないことをほざきやがって」

「くふふ、怒りは人を研ぎ澄ませるんだ。大切な人を侮辱されて腹の立たない人間はいない。おにーさん、不快でしょ？　本気で惟ゆ依えを殺したくなったでしょ？」

「よくわかったよ。やはりお前はろくでもない寇こう魔まの鑑かがみだ」

「ひどい。でも嬉うれしいッ！」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは大地を蹴って駆け出した。不意に彼女の背中から真っ黒い腕のようなものがぬるりと生えてくる。弁べん財ざい天てんが操る八はつ臂ぴのうちの一本である。握られているのは赤黒く輝く鋭利な斧おの、その斧おのを大きく振りかぶりながら縹はなだ色いろの少女は叫んだ。

「さあ死ね彭ほう寿じゆ星せい！　ここに放伐は相成ったッ！──」

　しかし、その一撃が敵の首を搔かき切きることはなかった。

　振り下ろされた斧おのは、いとも容た易やすく止められていた。

　神かみ津つ彩さい紀きが素手で摑つかみ取とることによって。

「な──、ッ、これならどうだッ！」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは残る二本の手に魔法のごとく短刀を出現させて斬撃を繰り出してきた。これも軽く手で払ってやると、短刀は粉々に砕け散って明後日あさつての方向へと飛んでいってしまう。

　それまでの余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした表情に亀裂が入った。

「そんな──うぐッ、」

　彩さい紀きは何の躊躇ためらいもなく彼女の首を鷲わし摑づかみにする。ただ摑つかむだけではない──寇こう魔まの動きを鈍化させる霊れい氣きを直接彼女の体内に注ぎ込みながら、念には念を入れ、これ以上何もできないように【金縛り】の霊術を発動、さらに懐ふところの薬包紙から痺しびれ薬ぐすりを取り出して彼女の口に突っ込んでやった。宇うヶが原はら惟ゆ依えの身体からだが、雷に打たれたように、びくりと痙けい攣れんする。

「これ以上面倒ごとを起こすのなら容赦はしない。さっさと武器を捨てて榮えい凜りん島とうを出ていけ」

「誰が……出ていくものかッ！」

　彼女の背中からさらに二本の腕が生えた。

　勢い任せに振り下ろされる漆黒の拳、もはや反省は期待できないと悟った彩さい紀きはそのまま右手に力を籠めて宇うヶが原はら惟ゆ依えの身体からだを地面に叩たたきつける。それでもしぶとく立ち上がろうとする寇こう魔まの心臓を狙って容赦なく刀を突き刺してやった。

「ぐひっ、」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの身体からだが魚のように跳ねる。胸から血を流し、想像を絶する痛みにしばらくのたうち回って後、やがて八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てんは死んだようにぴくりとも動かなくなってしまった。

（……否いな、再生が始まっている。しぶとすぎるだろう）

　白目をむいて気絶している少女を見下ろし、彩さい紀きは顔を引きつらせた。

　しかし、ひとまず脅威は去った。これだけ痛めつければこいつも実力の差を理解して懲りるだろう、そんなふうに楽観的に考えながら彩さい紀きは踵きびすを返す。

　人々の視線に出迎えられた。──ただし、およそ寇こう魔まを倒した功労者に向けるものとは思えない、畏怖や嫌けん悪おに満ちた負の気配がただよう視線だ。そしてそれは彩さい紀きだけでなく、村の入り口あたりで立ち尽くす狐きつね耳みみ少女にも差し向けられていた。

　熾し天てん寺じかがりに対する疑いが再燃していた。

「……かがり。帰ろう」

　彩さい紀きは刀を仙界に転送しながら云いう。

　彼女の立ち姿は頼りない。風が吹けば飛ばされてしまいそうだった。

「すまん、お前の云いう通とおりだった。もう少し警戒しておけばよかったよ」

「彩さい紀き……」

「ここにいても仕方がない。神社に戻ろう」

　彩さい紀きはかがりの手を引いて桜おう泉せん里りを後にした。

　背後の人々は黙っている。〝村に災厄をもたらす化ばけ狐きつね〟──その汚名は天てん颶ぐ退治の一件で返上できたかに思えた。だが違ったらしい。彼らの心の奥底には、得体の知れないものに対する畏怖、嫌けん悪お、差別意識が、決して減衰することなく残っていたのである。

　弁べん財ざい天てんの子供じみた戯たわ言ごとのせいで、それが一気に露出してしまった。




　巫み女この私室が襲撃されるという前ぜん代だい未み聞もんの大事件は、命めい融ゆう神社の神職どもに甚だしい衝撃をもたらしたらしい。彩さい紀きとかがりが戻ってきたときには既に、神社の連中が巫み女こ殿でんの中庭に集合して大騒ぎをしていた。その渦か中ちゆうにはかなめの姿もある。

「寇こう魔まが出たのだ！　明らかに熾し天てん寺じかがりが原因だろう！」

「かがり様のご活躍を忘れたのか！　あの方は天てん颶ぐ退治の英雄なのだぞ！」

「天てん颶ぐよりも性た質ちの悪い寇こう魔まを呼び寄せたのだ！　正真正銘の疫やく病びよう神がみではないか！」

「貴様ら、それでも命めい融ゆう神社に仕える神職か！　仮にも熾し天てんの子に向かって疫病神など」

「熾し天てん寺じかがりは熾し天てんの子に非あらず！　既に追放された身であろうが！　なぜあのような汚い娘を神社に寝泊まりさせていたのだ？　これは責任問題だぞ、左さ禰ね宜ぎよ！」

「子供が生家に戻ってきて何が悪い！　貴様には情というものがないのか！」

　丁々発止の大論争。かがり追放を唱える保守派と、かがり擁護を主張する穏健派が大おお喧げん嘩かを繰り広げていた。ただし穏健派など片手で数えるほどしかおらず、大半はかがりを罵る保守派だった。そしてその中心にいるのは云いうまでもなく右う禰ね宜ぎの南なん条じよう星せい継けいである。

「──まあまあ落ち着いてください。意見が真っ二つに分かれたときは巫み女この意見を仰ぐのが神社のしきたりですよ。かなめ様、此こ度たびの一件についてどう思われますか？」

　南なん条じようの発言につられ、全員の視線がずたぼろになった巫み女この私室に──熾し天てん寺じかなめのほうに向いた。いつもの寝巻き姿ではあるが、その立ち姿には不思議な精気が宿っていた。

「……かがりが原因だという証拠はどこにもありません。よってかがりを追放するのは性急すぎると私は思います」

「なるほど。しかし、かがり様が原因ではないという証拠もありませんよ。我々の記録によれば、かがり様が神社に滞在しているときに限って災いが起こるのです。三年前、先代の巫み女こが天てん颶ぐに攫さらわれたのもかがり様が神社にいたときです。もっと云いえば、榮えい凜りん島とうで天てん颶ぐが活発化したのもかがり様がお生まれになってからではないでしょうか？」

「南なん条じよう、貴様ッ！」左さ禰ね宜ぎの飯いい垣がきが南なん条じようの胸倉を摑つかんだ。この老ろう爺やは幼い頃からかがりの面倒を見ていたというから、右う禰ね宜ぎの発言を看過できないのだろう。「そのような謂いわれのない暴言は見過ごせぬぞ！　今すぐ撤回しろ、そしてかがり様に謝れ！」

「謝る必要はありませんよ。私は事実を述べているのですからね」

「どこが事実なのだ！　だいたい貴様は昔から──」

「やめなさい」

　凜りんとした声が響き、場は冷や水を浴びせられたように静まり返る。かなめは普段の彼女からは想像もできない冷たい声音で続けた。

「かがりを神社に泊めると決めたのは私です。文句があるなら私に云いってください」

「では恐れながら」南なん条じようは恭うやうやしく礼をして云いう。「これはあくまで神社の平穏のための具申でありますが──いくら天てん颶ぐ退治の功績があるとはいえ、熾し天てん寺じかがりが人間ではなく寇こう魔まであることは確かです。彼女の存在が命めい融ゆう神社に不和をもたらすのは紛れもない事実かと」

「かがりが実際に寇こう魔まを呼んだかどうかは関係ないと？」

「はい。──しかし、彼女はきっと寇こう魔まを呼んだのでしょう。これだけ大勢の人がそう云いっているのですから、それが真実となるのも時間の問題です」

「南なん条じよう！　ふざけるのも大概にしろ……！」

「飯いい垣がきの云いう通とおりふざけた理論です。──ですが、南なん条じようや他の者たちの不安もわからないではありません。これ以上かがりをこの場に留とどめておくと、無用な争いを招きそうですね」

「かなめ様!?」

　いきり立った飯いい垣がきを手で制し、「かがりを泊めるのは今晩で最後にしましょう。夜が明けたらすぐに出立して頂きます。南なん条じよう、それで納得できますか？」

「はい。かなめ様がそう仰おつしやいますのなら」

「か、かなめ様！　それはあまりにも無慈悲では」

「仕方のないことです。神社が真っ二つに割れるのは飯いい垣がきとて本意ではないでしょう？」

「それはそうですが──」

　飯いい垣がきはしぶしぶ引き下がった。固もとより巫み女この意思に口を挟める立場ではないのだろう。双方が納得したのを見て取ると、ぱんっ、と手を打ち鳴らしてかなめは云いった。

「それでは解散です。お仕事に戻ってください」

「犯人は捜さなくてもよろしいのですか？」

「それは──彩さい紀き様、どういたしましょうか」

　神職どもが一斉に振り返った。いつの間にか境内に突っ立っている道服の奇人と狐きつね耳みみの少女を認めた連中は、一様に驚き呆あきれて口を噤つぐんだ。その中でも南なん条じようだけが奇妙なまでに柔らかい表情を浮かべて近寄ってくる。

「これはこれは、噂うわさの彭ほう寿じゆ星せい様ではありませんか。──いや、まさか本当に医術の心得があったとは驚きですよ。かなめ様を治療してくださり誠にありがとうございました」

　南なん条じようと直接言葉を交わすのは二度目である。彩さい紀きが命めい融ゆう神社に滞在していることは周知されていたが、飯いい垣がきを除く高位の神職たちは突如として現れた似え非せ仙人のことを快く思っていなかったようで、わざわざ接触を試みる物好きはほとんどいなかったのだ。

「どういたしまして。もうすぐかなめは完全に恢かい復ふくするだろうよ」

「ふふふ、まったく妬やいてしまいますねえ。あなたはかなめ様にたいそう気に入られているようだ──しかし、ここはあなたの帰るべき場所ではありません。いずれ熾し天てん寺じかがりもろとも榮えい凜りん島とうから出て行って頂きますよ」

「かなめが出て行けって云いったらな」

「……ふん、あまり調子に乗るなよ」

　南なん条じようが低い声で云いった。隣のかがりがびくりと震えて身を寄せてくる。

「この島の守り神を僭せん称しようする罪は重いぞ。きっと真の彭ほう寿じゆ星せいから天罰が下るだろう。──ああそうだ、もしやあなたが寇こう魔まを呼んだのではないですか？　あなたのような人間は今まで榮えい凜りん島とうにいなかったはずだ。下界から寇こう魔まを連れて上がってきたのでは？」

「それはないな。何な故ぜなら寇こう魔まは──弁べん財ざい天てんは俺が始末したからだ」

　どよめきが走った。南なん条じようは真顔でこちらを見返して、

「噓うそを云いうな。あの寇こう魔まは……」

「南なん条じよう。それ以上客人に失礼があってはいけませんよ」

　巫み女こに窘たしなめられた右う禰ね宜ぎはうっかり口を滑らせたような顔をして黙り込んだ。場が静かになったのを見てとるや、かなめは今度こそ彼らに向かって号令を出すのだった。

「解散です。今日も一日頑張りましょう」

　そうして神職たちは散り散りに去っていった。すれ違いざま、かがりに憎ぞう悪おのこもった一いち瞥べつをくれる者が幾人もいて、そのたびにかがりは身を縮こまらせて彩さい紀きの服をぎゅっと握った。

　やがて場に残されたのは三人だけになる。彩さい紀きと、かがりと、かなめ。

「……すまない。俺がもっと注意していれば」

「いいえ。──相手は何者だったのですか？」

「寇こう魔まだ。弁べん財ざい天てん。心臓を貫いてやったから流石さすがに懲りただろう」

「そ、そうですか」

「ところで、先ほどかがりを追い出すと云いっていたが……」

「追い出しはしません。あの場ではああ云いう他なかったのです」

　彩さい紀きには彼女を責めることはできなかった。巫み女この判断としてはあれが最良だったと理解できるからだ。──かがりは、どう思っているのだろうか。

「……彩さい紀き。私は全然気にしていないから」

　金の毛並みに、ひらひらと落ちてきた紅色の花弁が乗った。彩さい紀きはそれを手で払ってやりながら、労いたわりの眼まな差ざしで彼女を見下ろす。

「大丈夫か」

「あんたこそ大丈夫なの、刺された腕とか」

「もう治った。心配ありがとう」

「そう」かがりは少し笑った。「私も無傷よ。あんたのおかげでね」

「それもあるが、そういう意味ではなく──」

「奴隷のくせに余計な気を遣うな」

　かがりが顔を上げた。深い憂いと悲しみのにじんだ表情。

「私が嫌われていることは、私がいちばんわかってる。天てん颶ぐ退治の後が特別だっただけで、もともと私は他人から罵倒される狐きつねなの。──いまさらひどいことを云いわれたからって、傷つくわけが、ないのよ」

　これほどわかりやすい噓うそもないだろう。

　かがりは彩さい紀きから離れると、中庭の桜を見上げながら云いった。

「──明日の朝、私は、独りでここを出ていくから」




　　　　　　　　　　○




　熾し天てん寺じかがりは炎の気質を持つ子だ。たとえ世界中の人間から目の敵にされても心が折れることは決してない。──決してないはずだったのに、なぜだろう、先ほど南なん条じようらに向けられた憎ぞう悪おの瞳を思い出すたびに、心臓を棘とげで刺されたような気分になるのだった。

（ぬるま湯に浸つかりすぎたんだ。ぜんぶ、あいつのせいだ……）

　かがりは巫み女こ殿でんの屋根に座りながら溜ため息いきを吐つく。命めい融ゆう神社の境内は西日によって赤く染め上げられていた。夕焼けは郷愁の念を誘うと云いわれるが、かがりにとっては幼い頃の嫌な記憶を呼び起こすだけの猛毒じみた光景にすぎない。人間の子供に見つかって、ひどい虐いじめを受けて、泣きながら母親のもとへ逃げ帰る──それでも無抵抗にあやされるのは悔しかったので、負けん気を振り絞って全然平気とうそぶいた後は、こうして巫み女こ殿でんの屋根にのぼってしばらく泣いていた。やがて涙も止まり、母が「ご飯だよ」と呼びに来る頃にはすっかり陽ひも傾いてしまっている。だから夕焼けには嫌な思い出しかないのだ。

「かがり様、お夕飯の支度ができましたよ」

　不意に庭のほうから呼び声が聞こえた。見れば、巫み女こ殿でんに仕える氏子──かがりよりも年若い少女だ──が心配そうな顔でこっちを見上げている。かがりは「うん」と気の抜けた返事を漏らしつつ、屋根に立てかけてあった梯はし子ごを伝って地面に下りていった。

「わざわざありがとね」

「はい。いえ！　お部屋のほうに用意しておきましたので、冷めないうちにどうぞっ！」

　妙に緊張している様子だった。きっとこの子もかがりのことが怖くて仕方がないのだろう。ならばさっさと立ち去るのが無難か──そう思って歩を進めかけたとき、

「ま、待ってください」

　引きとめられた。振り返る。

「本当に……腹の立つことです！」

「は？　何が？」

「南なん条じよう様のことです！」少女は憤慨をあらわにして拳を握りしめた。「かがり様が寇こう魔まを呼び寄せただなんて、そんなの噓うそに決まってます！　とんでもない云いいがかりです……！」

　かがりは驚いて彼女を見つめた。からかっている様子でもない。心の底から言葉通りに思っているのだ、この幼い氏子は。

「あんた……私のことが嫌いじゃないの？」

「嫌いなわけがありません。覚えていらっしゃいますか？　私はかがり様に命を救われたのです。天てん颶ぐ祭まつりのとき、神楽かぐらをやっていたのですが……」

「そ、そうなの？」

「はい。申し遅れました、私は芙ふ蓉ようっていいます」

　氏子──芙ふ蓉ようは興奮したように云いった。

「私は、私はですね、何があってもかがり様の味方なのです！　いいえ、あなたの味方は私ばかりではないのですよ！　かなめ様も飯いい垣がき様も当然そうですし、あの彭ほう寿じゆ星せいとかいう変な人もそうです！　ことによると保守派と呼ばれる人々の中にもあなたのことを憎からず思っている人はいるかもしれません！」

「噓うそよ。あんたに何がわかるの」

　芙ふ蓉ようが言葉をつまらせた。しまった、とかがりは思った。

「ごめん。……あんたも、私と関わったらろくなことにならないわ」

「関わらなかったほうがロクでもないことになってました！　だって私は、あのとき死んでいたはずなんですから。──他の人も、きっと空気に流されているだけに決まってます！」

「空気……？」よくわからない。少女は真面目な顔をしてかがりに詰め寄り、

「それはともかくお食事を召し上がってください！　腹が減ってはなんとやらです。じ、自信はないですが……腕によりをかけて作りましたので！」




　自室に戻ると卓の上におにぎりと焼き魚が用意されていた。あの少女が心を込めて作ってくれたのだと思うと質素な夕ゆう餉げも華やぐような気分だったが、その夕ゆう餉げの隣にすり鉢を置いてゴリゴリやってる仙人には不平の一つも漏らさねば気がすまない。

「ご飯でしょ。何やってんのよ」

「薬の調合だ。今どける」彩さい紀きはすり鉢を手品のように消しながら答えた。「完成したらかがりに渡そうと思っている。護身用に持っておいて損はないだろう」

「変な薬じゃないわよね？」

「作れと云いわれれば何でも作ってやるよ。たとえば惚ほれ薬ぐすりとかな」

「作んなくていいっ！」

「その通りだ。好き合っている番つがいに薬など必要なブッ」反射的に投とう擲てきした箸置きが変態の額に命中した。かがりは顔に熱がのぼるのを自覚しながら目を背け、「いただきます」と合掌してから焼き魚に箸をつける。味付けは薄いが、空すきっ腹ぱらにはこれ以上ないほどのご馳ち走そうだ。

「かがり。あまり暴力的なのはよくないぞ」

「悪かったわね。でもあんたが変なこと云いうのが悪いのよ」

「べつに変なことを云いったつもりはないのだが──ふむ、まあいいさ。お前の過激な振る舞いは常識的に考えれば好意の裏返しだろうからな」

「どこが常識的なのよっ！　もうっ！」

　今度は箸でも投げてやろうかと思ったが、行儀が悪いのでやめた。

「……あんたって、昔からそんなふうだったの？」

「そんなふう、とは？」

「昔からふざけた変態だったのかって聞いてるの」

　彩さい紀きは苦笑した。

「心外だな。昔は真面目な隊長で通っていたよ」

「じゃあなんで変態になっちゃったの」

「俺は変態ではない。──だがまあ、千年封印されている間に精神構造は少々変わっただろうな。ずっと独りだったから頭がおかしくなったというのもあるだろうし、ＯＬＩ因子の影響力が強まったせいで心が仙人のそれに近づいたというのもある」

「難しいわ……でもあんたが独りで寂しかったってことはわかった」

「今は寂しくないよ。かがりがいるから」

「そ、そう……」

　まったくもって不愉快だった。どうして不愉快なのかというと、彩さい紀きに歯の浮くようなことを云いわれるたびに浮き足立っている自分の気持ちを認識させられるからだ。かがりは無表情でおにぎりを食べている仙人を改めて見つめた。思えば、こいつはかがりのことを色眼鏡なしで見てくれる唯一の人間なのだった。それは彩さい紀きが榮えい凜りん島とうのしがらみと無関係だからでなく、もともとそういう本質を持っているからである。ゆえに、かがりは彩さい紀きと一緒にいると、差別や迫害によって生じた不快な気持ちから解放され、まったく自然体な微笑ほほえみを浮かべることができるのだ。──だからこそ、かがりの心は柔弱になっていく。

「そんなに哀しそうな顔をするな」

　ふと声をかけられ顔をあげる。彩さい紀きが優しげな笑みをこちらに向けていた。

「世の中悪いことばかりじゃない。次はきっと善いことが起こるに決まってる」

「…………」

　かがりは黙りこくってしまった。

　彼の励ましには何の根拠もない。しかし、こいつに云いわれるだけで心がざわめいて仕方がなかった。そしてそのざわめきは、かがりに途方もない勇気をもたらしてくれる。

（私は、本当に単純だ……）

　そんなふうに呆あきれつつ、かがりは皿の上のおにぎりを取った。おこげつきで、きれいな三角形をした、美お味いしそうなおにぎりだ。作ってくれたあの氏子に感謝の意を捧ささげつつ、ほかほかしたお米にかぶりついて、咀そ嚼しやくして、のみこんで、もう一度口をつけようとして──

　悪お寒かんがした。

「──ん？　どうした」

　彩さい紀きが不審そうに問うた。しかしかがりは反応を示さない。じいっと掌中のおにぎりを見つめている。──見間違いかもしれなかった。これはあの氏子が作ってくれたものだ。心配する必要は微み塵じんもない。ないはずなのだ。なのに嫌な予感は消えてくれない。

　具。

　米の隙間からはみ出しているそれは、見ようによっては茸きのこを細く切ったものと思えなくもない。かがりは震える手つきでおにぎりを半分に割る。

　白米の隙間から黒い物体が顔をのぞかせた。

　干からびた虫の死骸が詰まっていた。

　かがりは悲鳴をあげて背後に倒れ込んだ。

「な、な、なんっ……、」

　信じられなかった。畳の上に散らばっているのは、断じて見間違いではない、白いご飯と、いくぶんしなびて黒ずんでいる昆虫の残骸なのだった。

「おい、大丈夫か──って何だこりゃ」

　状況を理解した瞬間、じわじわと負の感情が湧いてきた。虫への嫌けん悪おはもちろんある、しかしそれ以上にかがりの心を蝕むしばんだのは他でもない悲しみだった。あの芙ふ蓉ようという娘がやったのか、それとも別の誰かが混入させたのか、そういう細かいことはどうでもよかった。眼下にぶちまけられている卑劣な仕打ちの痕跡は、熾し天てん寺じかがりという少女がどれほど憎まれているかを雄弁に物語っている。それだけで十分だった。

　もはや誰も信じられない。

　かがりは涙をこらえて走り出した。彩さい紀きの引き止める声にも耳を貸さない。部屋を出て、廊下を駆け、そのまま巫み女こ殿でんの門をくぐって神社の境内を突っ切っていく。

　目的があって走るわけではない。

　走らなければ、心がずたずたに壊れてしまうような気がしたのだ。




　もう走れない。全身が悲鳴をあげている。かがりは涙を拭いながら、深呼吸をして息を整える。そうして少し冷静さが戻ってきた。走るのに必死で気が回らなかったが、ここまで来るのに誰にも気づかれなかったのは僥ぎよう倖こうとしか云いいようがない。

　かがりは顔をあげて周囲を見渡した。

　祝しゆく融ゆうの廟びようがそこにあった。つい数日前、かなめと彩さい紀きと三人で訪れた場所。

　かがりは酔ったような足取りで石碑に向かう。神社の連中が毎週手入れをしているため、表面はいつでもぴかぴかだ。無意味なことだと思う。ここにお母さんはいないのだ。

（なんて理不尽）

　西のほうから風が吹いてくる。見れば、血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうが落日の光を受けておぞましく輝いていた。榮えい凜りん島とうでは黄たそ昏がれ時どきにあの塔から吹いてくる風を〝天てん颶ぐ颪おろし〟と呼ぶ。この風が吹いたら子供たちは家に帰らなくてはいけない。寇こう魔まどもが活発に動き出す時間だからだ。

「かがり」

　風の音に混じって声が聞こえた。背後に気配を感じたが、かがりは微動だにしなかった。気配の主──神かみ津つ彩さい紀きは穏やかな声で云いう。

「日が暮れるよ。一緒に帰ろう」

「……帰るって、どこに帰ればいいのよ」思いがけず攻撃的な口調になってしまった。引っ込みがつかなくなったかがりは投げやりに言葉を重ねる。「私に帰る場所なんてない。あんたもわかったでしょ？　神社の人はみんな敵、私なんて死ねばいいって思ってるんだわ」

「だろうな」

　思わず息を吞のんだ。こんなにも露骨に同意されるとは思わなかったからだ。

「今も千年前も変わらないさ。人間とは差別をする生き物だ。自分より立場の弱い少数派を見つけて虐いじめなければ気が済まない」

「……どうしてそんなことをしなくちゃいけないのかな」

「心の平穏を保つためだろう。人は他人を責めることで自己を正当化する。歴史上、博愛だの兼愛だのを唱えた思想家は何人も出現したし、それはそれで立派なことだとは思うが、事実として世界から差別や迫害を消すことはできていない。人間の本性が善であるか悪であるかはさておき、もとより俺たちは異物を迫害する習性を持っているのだ」

　かがりは奥歯を嚙かみしめた。そんなことを冷静に分析されても苛いら立だちしか感じなかった。

「……天てん颶ぐを倒したって、何も変わらなかった」

「ん？」

「あんたは天てん颶ぐを倒せば人間たちの鬱憤が解消されて、私のことを虐いじめなくなるんじゃないかって云いってた。でもそれは違った。私にこの耳と尻尾がついてる限り、島のやつらは私のことを化ばけ狐きつね呼よばわりして追いかけ回すのよ。……でもいいわ、私は一人で生きていくから」

「無理だ。人間は一人で生きていくことはできない。たとえ彩さい皇こうだったとしてもな」

「……かもしれないわね。だったら死んじゃおうかな」

　自暴自棄になっていたのだと思う。自殺願望の発露、なんていう大おお袈げ裟さなものではない。何もかもが億おつ劫くうになって、ついそんなことを口走ってしまったのだ。

　彩さい紀きがつかつかと近づいてきた。

　説教でも何でもかませばいい──そう思っていたら、いきなり肩を摑つかまれ身体からだの向きを変えさせられた。目の前には、真摯な顔をした、凜り々りしい彩さい皇こうの姿があった。

「お前は一人じゃない」

　あまりにも陳腐な慰めだったので拍子抜けしてしまった。

「わかってるわよ。私にはかなめがいる。あんたがいる。……でもね、そんなのは今現在の話よ。いつかきっと愛あい想そを尽かすわ。私と一緒にいたら絶対に不幸になるから。だから……私は明日、一人で神社を出て行くのよ」

「お前は莫ば迦かなのか？」

　かちんときた。かがりは彩さい紀きを睨にらみつけ、

「だって寇こう魔まは災いを呼ぶのよ！　あんたにも良くないことが降りかかるわ！　弁べん財ざい天てんが襲ってきたのだって……きっと、私のせいなのよ」

「そんなこと誰が云いったんだ」

「人間たちに決まってる。それに本にも書いてあるわ。寇こう魔まは天下の乱れを示すって」

　ぽん、と頭に手を置かれた。かがりはわけがわからず彼の顔を見上げる。呆あきれたような笑みがそこにあった。彼はぐりぐりとかがりの頭を撫なでながら、

「迷信だよ、そんなの」

「迷信って、そんなわけ──っていうか、な、撫なでるな～っ！」

　しかし変態仙人は撫なでまわす手を止めない。真面目な話をしているのにこの莫ば迦かは何を考えているんだ──怒りが湧いてくるのを感じたとき、不意に彼は顔色を変えて云いった。

「──いいかね、天下の人妖は〝ＯＬＩ因子〟と呼ばれるエネルギーを持っている」

「おーえる……えねる……？　何云いってんの、あんた……」

「わかりやすく説明しよう。生きとし生けるモノはそれぞれ天性を持っている。お前は〝妖よう狐この天性〟だ。そして俺は〝仙人の天性〟。天てん颶ぐなら〝天てん颶ぐの天性〟。わかるか？」

「わかるけど……」

「その天性はＯＬＩ因子と呼ばれる。では仮に人妖から因子を抜いたらどうなると思う？」

　脈絡が摑つかめない。しかし彩さい紀きの語調にはおふざけが一切感じられなかったので、とりあえず話に付き合ってやることにした。

「死んじゃうとか？」

「ハズレ。正解は〝ただの人間になる〟、だ。──つまりだな、素体となる人間がいる。そこに天てん颶ぐだの仙人だののＯＬＩ因子が宿る。すると天てん颶ぐや仙人になるんだ」

「ちょ、ちょっと待って。それって」

「寇こう魔まも人間も仙人も本質的には変わりがない。同種の生物だ。人妖の区別は科学的法則によるものではなく、単に〝悪いやつかそうでないか〟という人間側の主観的な指標でしかない。ようするに、寇こう魔まがいるから災いが起こるってのは完全なる迷信だということだ。……まあ、迷信も度が過ぎれば真実になるのがこの時代の怖いところだが」

　かがりは愕がく然ぜんとした。もしそれが本当だとするならば、人間は同族内でいがみ合い、殺し合っていることになる。なんと不毛なことだろうか。

「その因子って、どんな形をしているの？」

「普通は目で見て感じ取れるものではない。しかし特別な術を使えば光として世界に顕現させることができる」

　彩さい紀きは右手をかがりのほうに広げて見せた。

　掌てのひらの〝五ご彩さいの導しるべ〟の上に、ほわほわと光り輝く玉のようなものが現れた。

「ほら。ちなみにこれは《桃源郷の基礎因子》」

「なんでこんなものを持ってるの？」

「集めるのが趣味だから」

「どうやって集めるのよ」

　彩さい紀きは韜とう晦かいするように微笑した。仕方ないので質問を変える。

「人に宿る因子は、どんなふうに決まるの？　私は生まれたときから狐きつねだった。でもこんなの榮えい凜りん島とうには私しかいないわ」

「そうだな──」彩さい紀きは《桃源郷の基礎因子》を握りしめた。その拳を指でこじ開けてみる。因子は忽こつ然ぜんと消えていた。「因子は基本的に親から子に引き継がれる。──いや、引き継がれるというか、分裂して分け与えられるんだな。だから人の子は人、狐きつねの子は狐きつねだ」

「でもお母さんは普通の人間だったわよ」

「ならば運が悪かったんだ。ＯＬＩ因子は天地の間に満ちている。そこらの草木から天に遊ゆう弋よくする白雲に至るまで、因子を持たないものはない。ゆえにたまに起こるんだ。新しく誕生した子供の中に、辺りを浮遊していた宿主を持たない因子が入り込んでしまうことが」

　もはや何も云いえない。かがりが狐きつねの耳と尻尾を持っており、それがために人々から迫害されて、こんなにもミジメな気持ちになっているのは、天の気まぐれのせいだったらしい。

「……そんなこと云いわれても困るわ。今更どうしようもないことだもの……」

「卑屈になるなってことだ。お前は災厄を招く化け物なんかじゃない──お前を受け入れてくれる人たちはそのうち必ず現れる。だから胸を張って生きろ」

「信じられない……世界のどこにそんな人がいるっていうの……だってみんな、私のことなんか死ねばいいって思ってるのよ。心の底から憎んでるんだわ……」

「お前は視野が狭い」彩さい紀きはきっぱりと云いい、にわかにかがりの腕を摑つかんだ。「世界で自分がいちばん不幸だと思っているようだが、そんなのは大間違いだぞ」

　かがりはムッとした。しかしすぐに思い直す。そういえば──この仙人は、千年もの時を超えて復活した古代人なのだった。肉親も知り合いもこの時代にはいないのだろう。この男はかがりよりもはるかに不幸な境遇にいるのかもしれなかった。

「榮えい凜りん島とうは閉ざされた箱庭だ。もっと云いえば、この神しん州しゆうだってＯＬＩ因子の牢ろう獄ごくだ。お前だって薄々気づいてるんじゃないのか──世界はもっと広大だということに」

「え……？」ふわり、と奇妙な浮遊感が全身を襲った。気づけば足が地面から浮いている。あまりの事態にかがりは瞠どう目もくして慌てふためいた。「な、なによこれっ！」

「仙術【飛天】。文字通り空を飛ぶ術だ」

「そんなことが──きゃああああああっ！」

　心の準備をする時間は与えられなかった。またたく間に高度が上昇し、みるみるうちに地面が遠ざかっていく。風を切る音がびょおびょおと耳じ朶だを打ち、かがりの金髪が縦横無尽に暴れ回った。恐怖で声も出なかった。かがりは固く目を瞑つぶって彩さい紀きの身体からだにしがみつく。

　どれくらいそうしていたことだろう。不意に風が凪ないだ。音は消え、感じられるのは宙に浮いているようなふわふわと、彩さい紀きのにおいだけ。

「かがり。目を開けろ」

「やだっ！」

　かがりはぎゅーっと彩さい紀きに抱きついたまま離れない。怖かったのだ。

「大丈夫だよ。俺に触っている限り落ちはしない」

「ほんと？」

「本当だ。──さあ」

　かがりは恐る恐る目を開けた。

　そうして絶句した。

　想像するべくもなかった天地の情景が漠々と広がっていた。生まれて初めて見る榮えい凜りん島とうの外側の情景だった。眼下には坦たん々たんたる大地が広がり、それは、まさに太陽が沈みゆかんとする地平線のかなたまで続いている。日暮れの紫色に染まった大地には、ところどころ、真っ黒い陰になっている部分が見えた。人間の村だ。かがりは今更ながら島の外にも人の営みがあることを、現実のものとして認識させられた。

「神かみ代よの世界では東京と呼ばれていた地だ。昔せき日じつの繁栄は影も形もないけどな。──いずれにせよ、こんな景色は一部分にすぎない。あの地平線を越えればもっと違った世界が広がっているはずだよ」

　彩さい紀きは事もなげにそう云いった。かがりは彼に密着しながら、夢中になって天下の有あり様さまを目に焼きつける。夜を迎えつつあるその世界には、生命の脈動が確かに感じられた。夢でも幻でもない──そこにあるのだ。かがりの知らない世界が、厳然として。

「……なんか、浮いてる榮えい凜りん島とうのほうが変な感じ」

「その通り、榮えい凜りん島とうのほうが異常なんだ。この島には《隠れ里の基礎因子》が定着している。隠れ里とは容易には訪れることのできない理想郷のことだ。それを浮き島で表現するとは集合文化意識もなかなか乙なことをする」

「よくわかんないわ……」

「すまん。とにかく世界は広いんだ。たとえ榮えい凜りん島とうの人間と和解できなくても問題はない。お前のことを受け入れてくれる人間は他にいくらでもいるはずだ。──ところで」

　彩さい紀きはちらとかがりのほうを見やり、

「そんなにくっつかなくても平気だぞ。ちょっと触れてさえいれば」

「ううん、このままがいい」そこでふと我に返った。「──ち、違うわよ！　あんたの術が信用できないからよ。もし落っこちたら絶対死んじゃうだろうし、」

「そうだな。わかっているよ」

　彩さい紀きは意外にも茶化さなかった。なんだか恥ずかしくなってしまったので、かがりは赤らんだ顔を隠すために彼の道服に頰を寄せた。

「……小さなことで悩んでいるのが、ばかみたい」

「ああ。莫ば迦かだ」彩さい紀きは不敵に笑った。「天下は広大無辺、そして不幸に満ちている。お前のような悩みを抱えているやつはごまんといるだろうさ」

「私は、どうすればいいのかな」

「それは自分で決めることだ」

「決められないわ。これから、何を目標に生きればいいの……？」

「そうだな……お前が最初に発した『世界をぶっ壊す』って願いは嫌いじゃないけどな」

　はっとした。それはかがりが幼い頃から夢見ていた野望だった。

「お母さんの占いで聞いたことがあるわ。世界が不幸で満ちているのは、あんたと同じ五ご彩さいの覇は者しやが戦をしているからだって……天てん颶ぐが来たのも、戦のせいだって……」

「そうなのか。それは興味深いな」

「彩さい皇こうがいなくなれば、天下泰平になるのかな」

　すぐそばで彩さい紀きが噴き出した。かがりは思わず彼の顔を見上げる。

「いや、すまない。あまりにもスケールのでかい話だったから」

「何がおかしいのよ」

「おかしくない。お前は立派だよ。……だが、まあ、今考えるべきなのは明日のことだ。お前のやりたいようにしろ。俺はどんなことにでも協力するから」

　かがりは身体からだの奥から活力が湧いてくるのを感じた。そうして目の前の仙人に対する愛いとおしさが止まらなくなった。これほどかがりのことを真摯に見つめてくれる人は初めてだった。

　かがりはもじもじしながら口を開く。

「もし、」

「ん？」

「私が島を出るって云いったら……ついてきてくれる？」

　彩さい紀きは優しく微笑ほほえんだ。

「どこへでもついていくよ。俺はお前と一緒にいたいから」




　それから日が沈んでいくのを一緒に見つめていた。やがて辺りに夜の帳とばりが下りると、彩さい紀きはゆっくりと降下し、もとの霊れい廟びようまで戻ってくる。

「神社に帰ろう。──大丈夫だ、かなめの許しがある。夜明けまでは文句を云いわれることもないだろうさ」

「うん……」

　二人は並んで帰路をたどった。

　かがりは隣を歩く仙人をちらちらと見つめ、どうしてこいつはこんなに目にかけてくれるのだろうかと疑問に思った。その疑問を改めて言葉にする勇気はなかったし、必要もなかった。答えはわかりきっていた。こいつは──熾し天てん寺じかがりのことが好きなのだ。その事実を反はん芻すうするたびに甘い高揚感がじわじわと広がり、もっとこいつと一緒にいたい、言葉を交わしたい、触れ合ってみたいと思うのだが、それ以上考えると自分が自分でなくなってしまいそうな気がしたので、そういう未知の高揚は胸の奥に秘めておくことにした。そのかわり、かがりは一歩だけ彩さい紀きのほうに身を寄せ、彼の炎のような温ぬくもりを感じるのだった。

　しかし──天はどこまでもかがりに冷酷だった。

「止まれ。熾し天てん寺じかがり」

　神社へと続く獣道に差しかかったとき、まるで待ち伏せでもしていたかのように命めい融ゆう神社の神職どもがぞろぞろと現れた。かがりはぞっとして立ち止まった。まるで夢から現実に引き戻されたような気分だった。彼らはかがりに対する敵意を隠そうともせずに云いった。

「命めい融ゆう神社には近寄らせない。これ以上災厄を呼ばれるわけにはいかない」

「なんだお前らは」彩さい紀きがかがりを庇かばうようにして前に出た。「用があるなら俺に云いえ」

「貴様に用はない。──我々は今朝の一件で確信した。神社に巫み女こでもない寇こう魔まを置いておけば災いを招く。ゆえに我々命めい融ゆう神社はお前を大々的に処分すると決めたのだ。人里から追放するなどという甘い対応ではない、我々の手で闇に葬ほうむってやる」

「かがりを捕まえられると思うか？　こいつは天てん颶ぐを倒したんだぞ」

「ふん、そんな話は出で鱈たら目めに決まっているだろう」

「では天てん颶ぐは何な故ぜ消えたと思う」

「彭ほう寿じゆ星せい様だ！　かの聖仙が復活して島を救ってくださったに決まっているではないか。彭ほう寿じゆ星せい様は人間の味方だ、我々に恵みをもたらし災厄を退けてくださる！」

「いやしかし、お前らの上司の南なん条じようは、かがりの活躍を実際に目撃したはずだぞ？」

「莫ば迦かを云いうな。南なん条じよう様も、天てん颶ぐを葬ほうむったのは彭ほう寿じゆ星せい様だと仰おつしやった」

「は…………？」

　辻つじ褄つまが合わない。彩さい紀きはかすかに陰謀の気配を感じて閉口する。

　いずれにせよ、ここに集まっているのはかがりの活躍を伝聞でしか知らない者たちらしい。ゆえにかがりに対して強気に「処分する」などとのたまえるのだ。

「なに、あるべき状態に戻るだけだ。お前は誰からも生誕を望まれなかった忌いみ子ご。本来ならば生まれてすぐに間引かれて然しかるべきだったのだ──ああ、我々はどうしてお前のような災厄を十五年も放置していたのか。度どし難がたい、度どし難がたい……」

「……一つ、聞いていいか？」

「貴様には関係のない話だ。──おい、やつを捕らえるぞ」

　神職たちがじりじりと距離をつめてくる。何をするつもりなのか知らないが、無抵抗でいればろくな結果にならないだろう。彩さい紀きは【召喚】を発動して神しん州しゆう刀とうを取り出した。黒光りする刀身を目にしたかがりが驚いたように彩さい紀きの服を摑つかむ。

「だ、だめよ。殺したら……」

「脅かすだけだ。あまりこういうのは好きではないが、ある程度は力の差というものを見せつけておかないと後々面倒なことになるからな」

「刀をしまえ！　大人しくしろ！」

　人間たちは叫びながらも近づいてくる。

　彩さい紀きはいつものようにまったく焦あせることなく刀を構え、

　その瞬間、

　彩さい紀きの動きが止まった。何が起きてもいいように心の準備をしていたかがりは、ふと異変に気づいて恐る恐る彼のほうを見上げる。

　ぽろりと手から刀が滑り落ちた。

「ぇ、──、???　なに、？」

　彩さい紀きの口からたらりと血の筋が引かれた。それだけにとどまらない。首筋に黒々とした斑点が浮かび上がっている。目が充血し、呼吸が荒くなり、苦しそうに胸を押さえながらなんとか踏みとどまろうとするのだが、結局力尽きて地面に倒れ伏してしまう。

「さ、彩さい紀き……!?　どうしたの、ねえ！」

　かがりは慌てて彼の身体からだを揺すった。

　虚うつろな視線を迫りくる神職たちに向けながら、彩さい紀きは何かに気づいたように呟つぶやいた。

「因子の……そうか、これが……天論」

「意味わからないわよ！　大丈夫なの!?」

「好機だ！　捕まえろ！」

　人間どもがかがりを羽交い締めにした。なんとか暴れて逃げようとするのだが、彼らはご丁寧にも魔封じの札を装備しているらしい。身体からだから急速に力が抜けていくのを感じる。

「さいき……」

　世界最強の仙人は、土草の上に倒れたままぴくりとも動かない。

　こんな莫ば迦かな展開があってたまるか──かがりは歯を食いしばって天を呪った。不ふ埒らちな連中を全員まとめて燃やしてやろうと妖よう氣きを練る、しかし練った妖よう氣きは突然お腹なかを殴られた衝撃によってどこかへ飛んでいってしまった。

「うっ、……」

　こらえきれず、げえげえと胃の内容物が口から吐き出される。先ほど食べた魚と、わずかのお米。神職どもが「きたねえ！」と騒いでいるのが妙に耳に残った。

（彩さい紀き……どうして……）

　計り知れない絶望を味わいながら、熾し天てん寺じかがりは意識を手離した。










　　　　　　　　　　間章／世界構築因子の鼓動




　しばしば寺社に祀まつられている御神木、御神石のごとく、長きにわたり人々の信仰を集め続けた物質はやがて神性を獲得する。

　この浮ふ塊かいに起きたのも、そういう類たぐいのことだった。

　医薬の神たる彭ほう寿じゆ星せいが封じられた地は、天下の人々から傷しよう痍い平へい癒ゆの聖地として崇あがめられることになる。時を経るにつれ彭ほう寿じゆ星せいの風体や為人ひととなりは忘れ去られたが、それでも〝地〟に対する信仰は止まらず、数百年の歳月が流れた頃、〝地〟は神性、つまり自我を獲得した。

　その自我に呼応するようにして集合文化意識から降り注いだのが《隠れ里の基礎因子》である。かくして〝地〟は大地と切り離され、宙に浮かぶ正真正銘の理想郷となった。西暦にして二六九一年のことだ。それからの四百年、榮えい凜りん島とうと名付けられた〝地〟は、その広大な背中に人間たちを乗せたまま大空を浮遊していた。春夏には蓄えられた生命力で大地を芽吹かせ、秋冬には凍いてつく冷気をまといながら静かにまどろむ──そういうふうに悠久の時間を過ごしつつも、彼は己の使命を決して疎おろそかにしなかった。彼の本来の役目は人々を癒いやすこと。命めい融ゆう神社の巫み女この祈りに呼応して傷しよう痍い平へい癒ゆの霊れい氣きを島内に循環させることだ。

　彼は獲得した自我でもって存分に喜びの感情を享受していた。

　隠れ里とは人々の理想郷である。彼にとっての本望とは、彼の背中で生を営む人々が、何の憂いもなく生まれて死んでいけるようにすることだった。そして榮えい凜りん島とうが誕生してからしばらくの間は、その本望をしっかり遂げられていたように思う。

　だが──七しち凶きよう神じんが来てからすべてが変わってしまった。

　やつらが放った天てん颶ぐのせいで大地は荒らされ、人々は殺され、巫み女こは妖よう氣きに侵され重病を患わずらってしまった。島は人間たちの悲しみで満ち、同時に彼自身の心も悲しみに包まれていった。

　これらの問題はほぼすべて彭ほう寿じゆ星せいと熾し天てん寺じかがりによって解決されたが、結局、二人とも命めい融ゆう神社の愚かな神職たちに捕らえられてしまった。これでは何も変わっていない。七しち凶きよう神じんが健在である以上は榮えい凜りん島とうから暗雲が消え去ることはないからだ。特に寿じゆ老ろう人じんのほうはまだ何かを企たくらんでいる気配があるから油断はできない。

　もはや理想郷は理想郷でなくなった。つまり、榮えい凜りん島とうはＯＬＩ因子に決定づけられた天性を履行できなくなってしまっていた。島民の誰も気づいていないことだが、この浮ふ塊かいは一年に一尺ほどのペースで降下しつつあるのだ。このまま悲しみが蔓まん延えんすれば、降下速度はさらに上がり、数年もしないうちに地面に激突してしまうだろう──

　彼は嘆いた。そして祈りもした。

　あの可か哀わい相そうな人間たちが救われんことを。悪逆非道の神に天罰が下らんことを。この世から悲しみの感情が消尽せんことを。

　そうして奇跡は起きた。

　ここは祈りの世界。

　天の神様は、生きとし生けるものの心願を無下にはしない。




　　　　　　　　　　○




　血の跡を地面に残しながら宇うヶが原はら惟ゆ依えは山野を進む。

　彭ほう寿じゆ星せいによって打ち抜かれた心臓は未いまだに恢かい復ふくしきらなかった。ふとした拍子に口から血があふれ、辛かろうじて身体からだにこびりついている布切れ──惟ゆ依えのお気に入りの縹はなだ色いろの天衣──を赤黒く汚した。それでも惟ゆ依えは進む。全身を苛さいなむ痺しびれを我慢しながら必死で進む。

　目的地はない。動いていないと頭が働かないのだ。

（彩さい皇こうを倒すにはどうすればよいのか）

　目覚めて以来、惟ゆ依えは死に物狂いで考えていた。

　惟ゆ依えはこの世の仕組みを知っている。この世には『確かつ乎ことした法則』『絶対の掟おきて』『不変の規き矩く準じゆん縄じよう』といったものは存在しない。あらゆる現象は人間の意志、すなわち思い込みや祈り、願いによって成り立ち、いかようにも変化する。

　もちろん彩さい皇こうたる彭ほう寿じゆ星せいにもこの論理は効いていた。

　炎えん帝てい神しん農のう彭ほう寿じゆ星せいは榮えい凜りん島とうの守り神だ。人々が彭ほう寿じゆ星せいに捧ささげた祈り──つまり「この神は榮えい凜りん島とうの守り神である」という認識は一度天に届けられてから彭ほう寿じゆ星せい本人に到達し、その存在意義を根本から塗り替え定義した。ゆえに彭ほう寿じゆ星せいは榮えい凜りん島とうにあだなす者には滅法強い。宇うヶが原はら惟ゆ依えとあの彩さい皇こうに実力の差はそれほどないはずだ。にもかかわらず、あれほど無様な敗北を喫した理由は、天がそうなるよう仕向けたからに違いない。

「くふふ、ふふ──むちゃくちゃだよね、天志ってやつは」

　水害、旱かん魃ばつ、颱たい風ふう、地震──有史以来、多くの人間が天の気まぐれによって命を落としてきた。だがそのたびごとに人は知恵を働かせて天に打ち勝ってきたのも事実。川が氾濫するなら治水の技術を高め、地震が頻発するなら家屋を頑丈なものとして神の悪いた戯ずらに耐え忍ぶ。

　今回もそういうことなのだ。

　天に愛された子、彩さい皇こう。天の恵みをほしいままにして世界を蹂じゆう躙りんする最悪の暴君。

　民草は天子に逆らえない。なぜなら「御お上かみには敵かなわない」という諦めにも似た思想が天下の人妖に定着しているからだ。つまり、彩さい皇こうは簡単には斃たおれないよう論理設定されている。

　とはいっても、この悪辣な天網を搔かい潜くぐる方法は絶対に存在するはずなのだ。

　それさえ編み出せれば──、

　ふと気づけば、目の前に祠ほこらがあった。

　古びて、苔こけの生えた、みすぼらしい石造りの祠ほこら。榮えい凜りん島とうにいくつも存在する、彭ほう寿じゆ星せいを祀まつるための建物──

「……………………あ」

　そこで、惟ゆ依えは悪魔的な発想を得た。

　天の論理に逆らえないのならば、天の論理を逆に利用してやればいいのだ。

「……くふふ。おにーさん。次は負けないからね」

　これなら非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てんに近づけるかもしれない──思わず笑みをこぼしてしまった。

　真っ赤に染まった弁べん財ざい天てんは、静かにその場に座り込む。




　　　　　　　　　　○




　神の存在意義は人から祈られることだ。信仰を失った神に未来はない。天が定めた論理に従い霞かすみとなって消えるのが世の常だった。実際、祈りの対象が目まぐるしく変化するこの時代において、人から忘れられて死に絶える神を幾度となく見てきた。

　そうして次に消えるのは寿じゆ老ろう人じんの番だった。

　七しち凶きよう神じんの信奉者はもれなく寇こう魔まである。寇こう魔まの社会において重要なのは『強力無比な力』『圧倒的な煉れん氣き』『他者の心を奪う魔性の美貌』といった要素である。しかし、寿じゆ老ろう人じんにはこのすべてが欠けていた。これは自分では決して認めないことだが、事実として寿じゆ老ろう人じんの力は他の七しち凶きよう神じんに劣っていたし、煉れん氣きも乏しく、また醜かった。彩さい皇こうたる大だい黒こく天てんは云いわずもがな、毘び沙しや門もん天てん、弁べん財ざい天てん、恵え比び寿す天てん、吉きつ祥しよう天てん、布ほ袋てい尊そん──他の神々がそれぞれ一定の信仰を集めているのに対し、当代の寿じゆ老ろう人じんはどこまでも地味で、冴さえない。これは本人の努力が欠如しているからに他ならないのだが、彼は失敗の原因を己の内に求められるほど殊勝な男ではなかった。

（私が蔑ないがしろにされるのは、彭ほう寿じゆ星せいなる上位互換が存在するからだ）

　絶対に殺さねばならなかった。殺して成り代わってやらねば気が済まなかった。あの仙せん風ぷう道どう骨こつの男は榮えい凜りん島とうの祈き禱とう論ろん理りの中核に堂々と座し、熾し天てんの巫み女この祈りを一身に受けている。

（そうだ。熾し天てんの巫み女こは私のものだ）

　あの巫み女こは素晴らしい。何が素晴らしいのかと云いえば千年の歴史に裏打ちされた〝祈りの重み〟が素晴らしい。あれほど敬けい虔けんに神を祀まつる巫み女こは見たことがない。特に当代の巫み女こ──熾し天てん寺じかなめは別格だ。どれだけの苦痛に苛さいなまれても己の役目を全うせんとする、燃え上がるような不屈の意志を宿している。試みに彼女に【犂り魂こん】の呪いをかけてみたことで、はっきりとわかった。意志がある者の祈りは最高に旨うまい。きっとあの少女から祀まつられれば至高の幸福と安寧を得ることができよう。

　だから、巫み女この目の前で、全力の彭ほう寿じゆ星せいを殺すのだ。

（彭ほう寿じゆ星せい。余計なことをしてくれましたね）

　あの男のふざけた面相を思い出すと腹が立って仕方がなかった。

　熾し天てん寺じかなめの呪いは寿じゆ老ろう人じん自身が後で解いてやるつもりだったのだ。それなのにあの邪魔者は持ち前の薬学知識でもって彼女を治療した。そのせいで熾し天てん寺じかなめは神かみ津つ彩さい紀きのことを彭ほう寿じゆ星せいだと信じ込み、慕情を寄せるまでになってしまった。

（だが関係ない。私が彭ほう寿じゆ星せいを殺せば、すべての信仰は我が掌中に集まるのだから）

　時は満ちた。熾し天てん寺じかなめは姉との離別によって心を痛めている。巫み女こが心を病めば榮えい凜りん島とうも病む。榮えい凜りん島とうが病めば彭ほう寿じゆ星せいへの祈りが集まる。祈りが集まれば彭ほう寿じゆ星せいは強くなる──そして強くなった彭ほう寿じゆ星せいを殺せばすべての祈りを略奪することができる。

　この理論を加速させるために、榮えい凜りん島とうを少しつついてやればいい。

「鏖おう術じゆつ・【尸し解かい万まん華げ鏡きよう】」

　寿じゆ老ろう人じんは煉れん術じゆつを発動させた。指先から禍まが々まがしい鏖おう氣きが溢あふれ出でて、寺の境内に無数のどす黒い影を生み出していく。やがて影の底からぬるりと姿を現したのは長きにわたり榮えい凜りん島とうを苦しめてきた寇こう魔ま、天てん颶ぐである。ただし以前の天てん颶ぐではない──熾し天てん寺じかがりによって虐殺された彼らの死体を回収し、保存し、煉れん氣きを与えることで物言わぬ傀かい儡らいとした、生き物ではなくただの道具。身体からだが傷だらけだったり腕が片方見当たらなかったりするのは良いいほうで、中には下半身と下半身、上半身と上半身をそれぞれ繫つなぎ合あわせた鵺ぬえのような化け物の姿もあった。

　死体では大した戦力にはならない。

　だが榮えい凜りん島とうを刺激するにはこれで十分だった。

　人間は寇こう魔まを恐れるものだ。とりわけ天てん颶ぐが再来したとなれば恐怖も一ひと入しおだろう。

「日が昇ってしばらくしたら人を襲いなさい。それまでは森の中や岩の陰に隠れて見つからないようにすること。ただし近づいてくる者がいたら殺しても構いません」

　号令を出してやると、黄よ泉みから戻ってきた天てん颶ぐどもはカサカサと地面を這はって闇の中へと消えていった。その様子を見届け満足そうに頷うなずくと、寿じゆ老ろう人じんは団扇うちわを優雅に揺らしながら本堂のほうへと戻っていく。










　　　　　　　　　　四章／ブレイジング・フィロソフィー




　どことも知れぬ牢ろう屋やに閉じ込められた。広さは六畳にも満たない。石壁を抉えぐり取とって穴を格こう子し戸どで塞いだだけの粗末な空間である。調度品らしい調度品はなく、申し訳程度に茣ご蓙ざが敷かれているだけ。まるで囚人を殺すために造られたような場所だった。連中曰いわく、「明日の正午に桜おう泉せん里りの広場で処刑してやる。それまでここで大人しくしていろ」とのこと。

　大人しくしていられるわけがない。……が、現状かがりに牢ろう屋やを脱出するすべはなかった。行く手を阻はばむのは物々しい格こう子し、かがりが使える唯一の妖術【小ぼ火や】で燃やそうにもまず火力が足りないし、木の表面が雨漏りで湿っているためいっそう着火することは叶かなわない。

　だから、かがりは不ふ貞て寝ねをするしかない。

（彩さい紀き……）

　体内時計を信じるならば夜が明けた頃合いだろう。しかし一睡もできなかったことは云いうまでもなかった。あの仙人はどうなってしまったのだろう。最後に見た彼の顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいた。病気？　いいや違う、そんな生易しいものじゃない──とにかく心配だ。心配で心配で仕方がない。自分の身のことなど、どうでもよくなるほどに。

「──ざまあねえな、化ばけ狐きつね」

　はっとして振り返る。格こう子しの向こうに数人の村人たちがいた。こないだかがりの家を燃やした、弥や助すけとかいう桜おう泉せん里り村長の倅せがれだった。

「……どうしてここにいるのよ」

「神社の人から聞いたのさ。お前、今日の昼に首くび刎はねされるんだって？」

「…………、」

「はははは！　なんて顔してやがる」

　男たちは大口を開けて爆笑した。何がそんなにおかしいのか。

「天てん颶ぐ退治の英雄サマが無様なこった。やっぱりお前は人から嫌われ迫害されるのがお似合いなんだよ。そうじゃないと俺たちの気が済まない」

「何を云いってるの、あんた」

「お前は殴れば殴るだけきゃんきゃん鳴く。そのくせ完全に折れることはなく、思い出したように歯向かってくる。こんなに面白い玩おも具ちやが他にあるか？　ねえよなあ」

　頭が真っ白になる。弥や助すけたちはけらけらと笑い、

「だが残念だよ。お前が死んじまったら退屈だ」

「……腐ってるわ。あんたたち」

「腐ってる？　村に災厄をもたらす化ばけ狐きつねのくせして何を云いってるんだ？」

　かがりは恐怖で挫くじけそうになる心を奮い立たせ、ゆっくりと弥や助すけたちのほうへと近づいていく。悪意に染まった切れ長の瞳を屹きつと睨にらみつけ、

「お前らみたいな屑くずは生きてる意味もない畜生だわ！　何が首くび刎はねよ、今に見てなさい。すぐに彩さい紀きが来て助けてくれるから」

「うるせぇっ！」

　格こう子しの隙間からお腹なかを蹴り飛ばされ、たまらずかがりは背後に倒れた。蹴られたところを押さえながら人間どもを見上げる。やつらは嘲あざ笑わらうようにこちらを見下ろしていた。

「ふん、その彩さい紀きってやつぁ彭ほう寿じゆ星せいを名乗る不審者だろ？　いいぜ、教えてやるよ。そいつは神社の連中に身ぐるみはがされて下界に放り捨てられちまったのさ」

「そんなはずないわ！　だってあいつは五ご彩さいの覇は者しやだもの！」

「莫ば迦かかお前は。噓うそじゃねえよ。──これが証拠だ」

　弥や助すけは仲間の一人が小脇に抱えていた一枚の服を引ひっ手た繰くってかがりの前で広げてみせた。そうしてかがりは息を吞のんだ。見間違いではない。においもちゃんとする──それは神かみ津つ彩さい紀きが昨日着ていた道服に間違いなかった。本当に身ぐるみはがされていたなんて。

「あいつを全裸にしたの……!?」

「ああ。全裸にして榮えい凜りん島とうから転げ落としたんだよ。もう生きちゃいねえ」

「噓うそよ！　全裸は信じられても彩さい紀きが死んだなんて信じられない！」

「全裸以外も信じやがれ！　お前にはもう味方はいねえんだよ！」

「あいつは全裸になっても私を助けに来てくれるわ！」

「死んだら全裸もクソもねえだろうが莫ば迦か野や郎ろう！」

「死んでないから全裸も何も関係ないのよアホ！」

「全裸全裸五う月る蠅せぇんだよッ！」

　怒鳴られてかがりは口を噤つぐんでしまう。あいつが簡単に死ぬとは思えなかった。──だけど、あの、神職たちを前にしたときの苦しそうな顔。あの顔を思い出すたびにかがりは心配になるのだ──もしかしたら、彩さい紀きは本当にこの世からいなくなってしまったのではないかと。

　あまりの衝撃に呆ぼう然ぜんとしていると、弥や助すけは興きよう醒ざめしたように舌打ちをして、

「ふん、化ばけ狐きつねにはお似合いの運命だよ。──おい、行くぞ」

　足音が遠ざかっていく。かがりは魂を抜かれたような気分でしばらく突っ立っていたが、やがて不安を堪こらえきれずその場に座り込んでしまう。

（もう──だめかもしれない）

　重い絶望が胸の内でとぐろを巻く。途方に暮れたかがりはその場にごろんと横たわる。何もかもが絶望的すぎて頭が爆発しそうだった。──ふと、格こう子しの外側に弥や助すけが置いていった道服があるのを見つける。手を伸ばしてなんとか裾の端を摑つかみ、牢ろう屋やの内に引き寄せて、

（彩さい紀き……）

　道服に鼻を押しつける。懐なつかしいような、安心するような、とても不思議な感覚が全身を包み込んだ。脳を揺さぶられるほどの陶酔。

（彩さい紀き。彩さい紀き彩さい紀き彩さい紀き……）

　かがりは道服を抱きしめながら茣ご蓙ざの上で身じろぎをする。すりすり。すりすり。あいつは今頃どうしてるんだろう。絶対に生きてるはずだ。腕に矢が刺さっても平然としているような男なんだぞ。すりすり。すりすり。だったら彼はなぜ助けに来てくれないのだろう。かがりの居場所を見つけられない？　何かの理由で行動不能？　ぐりぐり。ぐりぐり。それとも見捨てられてしまったのだろうか。十分に考えられる話だ。だってかがりは彩さい紀きに何一つとして見返りを与えていないから。お金を払ったわけでもないし交尾をしてあげたわけでもない。結局ごはんも作ってあげられなかった。それどころかあいつに向かってものを投げたり殴りかかったりした。なんて愚かなのだろう。あんなに暴力的な女の子は嫌われて当然だ。いやでも、あれは彩さい紀きが不ふ埒らちなことをするのが悪いからで。ぐりぐり。ぐりぐり。ああ。いいにおい。でも足りない。全然足りない。身体からだの火ほ照てりが治まらない。服じゃなくて本物が欲しい。もっかい彩さい紀きに会いたい──ぐりぐり。そんなふうに悶もん々もんとしながら道服を抱きしめて身をよじっていたとき、ひらりと懐ふところから何かが滑り出た。

　何となしに目で追う。

　石畳の上に封筒が転がっている。その表面には墨でこう記されている──〈行・熾し天てん寺じかがり〉。かすかに煉れん氣きが感じられることから察するに、これは彩さい紀きがかがりのもとへ届くように設定した手紙に他ならない。どくんと心臓が高鳴る。道服を放り捨ててかがりは封筒に飛びついた。封はされていない。開けてみる。中から出てきたのは三つの薬包紙だった。それぞれに「一」「二」「三」と番号が振られている。戸惑いつつも封筒を検あらためると、さらに一枚の紙が出てきた。その紙には、まったくあいつらしくない流麗な文字でこう書かれていた。




　かがりへ

　一番は爆弾。投げれば爆発します。

　二番は増強剤。飲めば妖よう氣きが増大します。

　三番は傷薬。軽傷ならたちまち治ります。

　追伸・これは神かみ津つ彩さい紀きに何かあったときに自動でかがりのＯＬＩ因子を辿たどって届くよう運命設定された封筒である。こっちはたぶん無事。彩さい皇こうってもんは並大抵のことじゃ死なない。

　お前はよく頑張っている。たぶん今までたくさんつらいことがあったと思うが、心配はいらない。これからは俺がついているから。




「……彩さい紀き」

　心が震えた。あいつはやっぱり尋常の仙人ではない。いかなるときでも番つがいのことを心配してくれる心優しい仙人だったのだ。こんなに嬉うれしいことがあるだろうか──かがりは口くちの端はに笑みを浮かべながら格こう子しのほうを振り向いた。

（脱出して彩さい紀きと合流しよう。そして、一緒に榮えい凜りん島とうを出よう）

　こんな島にいる必要はない。かがりには、彩さい紀きさえいれば十分なのだから。

　さっそく一番の包みを開いてみる。出てきたのは、いかにも劇物じみた朱色の丸薬だった。鬼が出ても蛇が出ても知ったことではない。この絶望的な状況から抜け出せるのなら、どんな手でも使ってやるとしよう──

　決意は固まった。

　かがりは丸薬を握りしめ、何のためらいもなく投げつけた。




　　　　　　　　　　○




　救いの光が失われようとしている。

　天から賦与された救いは──少なくとも彼が救いと認識している存在は──二つあった。

　一つは熾し天てん寺じかがり。

　もう一つは神かみ津つ彩さい紀き。

　だが、このうち後者が全裸のまま死のうとしていた。具体的には神社の人たちに崖から放り捨てられ、彼の岩肌をものすごい速度で滑り落ちていた。意識はない。このまま見過ごせば間違いなく下界に落ちて死んでしまうだろう。

（だめだ）

　彼は叫んだ。

（死ぬな……彭ほう寿じゆ星せい）

　あの仙人が消えてしまったら何も始まらない。七しち凶きよう神じんを倒せず、熾し天てんの子は生きる希望をなくし、人々は悲しみに包まれて永久に希望を見いだせなくなる。

　そんなことは、絶対に許してなるものか。

　ゆえに彼はありったけの煉れん氣きを──人々の信仰によって蓄えられたありったけの神しん氣きをかき集めた。物質が煉れん術じゆつを行使するなど前ぜん代だい未み聞もん、しかし彼は必死になって煉れん氣きを練り上げる。

　はたして彼の願いは結実した。それはささやかな神術にして、世界を変革させる決定的な秘技でもあった。こうして奇跡は二度起こる。
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　熾し天てんの巫み女こは榮えい凜りん島とうのことを第一に考えなくてはなりませんよ、と母は云いった。それはかなめの人生を決定づける言葉でもあった。幼い頃から次代の巫み女ことして育てられたかなめにとっては榮えい凜りん島とうの人々を救うことだけが生きる意味であり、それ以外はどうでもよく、もしも人々の安寧を損ねるような事象が起きたら容赦なく切り捨てて忘れるべきだった。

　それなのに、今のかなめは、あの二人のことばかりを考えている。

（かがり。彩さい紀き様。私は、どうすればいいのでしょう）

　彼らは昨晩から行方不明になっている。無言で姿を消すとは思えない。一応神職たちに捜索をさせているのだが、未いまだに見つけたという報告はなかった。何かとんでもない事件に巻き込まれてしまったのではないか──そんなふうにかなめは一睡もせず考えていた。

　そのとき、ふと胸が疼うずくのを感じた。

（……妖よう氣き？　いや、鏖おう氣き）

　出所は桜おう泉せん里りの方角。何か途方もなくいやな予感がした。

「かなめ様！　一大事でございます」

　左さ禰ね宜ぎの飯いい垣がきが顔を青くして部屋に飛び込んできた。かなめは書き物をする手を止めて彼のほうを見返す。

「どうしましたか」

「天てん颶ぐが……寇こう魔まが、桜おう泉せん里りを襲っています」

　かなめは思わず立ち上がった。天てん颶ぐはかがりと彩さい紀きの手によって駆逐されたはず。あまりにも荒唐無稽な話だったので耳を疑ったが、飯いい垣がきが噓うそを云いっている様子はない。

「……行きましょう」

　かなめは飯いい垣がきを引き連れて外に出た。




「なに、これ……」

　かなめは思考が止まるのを自覚した。巫み女こ殿でんを出て境内を突っ切り、桜おう泉せん里りへと続く石段の頂上に立って見下ろすと、想像を絶する光景が目に映った。あちこちの家屋から火の手が上がっている。村人たちは半狂乱になって逃げ惑い、鐘を打ち鳴らして非常事態を告げている。それを追いかけているのは──全身傷だらけで、青黒い肌をした、生き物らしい気配を微み塵じんも感じさせない、おぞましい姿をした天てん颶ぐどもである。たった今、ひとりの娘が捕まり、散々に弄ばれた挙句股から引き裂かれて絶命した。かなめは思わず目を逸そらしてしまった。

「かがり様が天てん颶ぐを退治された後……やつらの死体は忽こつ然ぜんと姿を消していました。黄よ泉みの国から戻ってきたのです……あの寇こう魔まどもは」

「そ、そんなことがありますか！　なんで、こんなことに……！」

「かなめ様！　ああご無事でよかった！」

　ふと数人の村人たちが血相を変えて石段をのぼってくるのが見えた。先頭にいるのは桜おう泉せん里り村長の倅せがれにしてかなめの許婚いいなずけ──弥や助すけだった。彼はかなめのもとまで駆け寄ると、その手を強引に握りしめて云いった。

「逃げましょう！　やつらに理性はありません、俺たちを殺すことしか考えてない！」

「逃げるって、どこへ」

「どこでもいいでしょう！」

　力強く腕を引っ張られてかなめは顔をしかめる。そのまま弥や助すけは神社の裏手のほうへと一歩踏み出した。そのときである。突然、強烈な風が境内を吹き抜けた。弥や助すけは驚いて無様にすっ転び、それにつられてかなめもその場に倒れ込んでしまう。

　尋常ではない不吉な空気。かなめは恐る恐る天を仰ぐ。

　山伏のような恰かつ好こうをした天てん颶ぐが羽音を立てながら弥や助すけの眼前に降下した。一本歯の高たか下げ駄たが境内の砂利にめり込み、大地を揺るがすような衝撃が轟とどろく。弥や助すけはひきつけを起こしたような声を漏らした。しかし行動は迅速だった。己が死地のど真ん中にいることを悟るや、死に物狂いで身を起こし、かなめを置き去りにして走り去ろうとする。

「ひ、いぃいいいいいいいッ、」

　血ち飛沫しぶきが舞った。

　かなめは目を見開きその光景を凝視する。

　天てん颶ぐの太い腕が、弥や助すけの頭部を握りつぶして柘ざく榴ろのようにしていた。

「かなめ様！　お逃げを──」

　飯いい垣がきの声が止まった。振り返る。別の天てん颶ぐが現れ彼に向かって手を伸ばしている。恐怖に震える左さ禰ね宜ぎは一歩も動くことができない。かなめは咄とつ嗟さに懐ふところから札を取り出すと、霊れい氣きを込めて彼のほうへと放り投げた。

　霊術【結界】。

　閃せん光こうがはじけた。続いて雷撃の炸さく裂れつするような轟ごう音おんが響く。

　巫み女こがしばしば使う何の変哲もない煉れん術じゆつである。しかし一定の効果はあったようで、かなめや飯いい垣がき、他の人間たちを包み込むようにして展開された霊れい氣きの障壁は、天てん颶ぐどもの接近をきちんと拒んでくれていた。

「かなめ様……！　お身体からだの具合は」

「大丈夫です」

　久方ぶりに発動する霊術はかなめの体力と精神力をごっそり奪っていった。

　──俺がいいと云いうまで決して無理はするな。特に煉れん術じゆつなど使ったら面倒なことになる。

　ふと彩さい紀きの声が思い起こされた。しかし躊ちゆう躇ちよしている場合ではなかった。弱音を吐いている場合でもなかった。身体からだに残る煉れん氣きを必死で練り上げて【結界】を強化していく。

　かなめは霊術を発動させながら考える──どうすればこの状況を切り抜けられるのか。

（だめだ。考えても思いつかない……）

　天てん颶ぐどもは一心不乱に障壁を殴り続けている。そのたびごとに脳を揺らすような衝撃がかなめを襲った。口の端から血が垂れ想像を絶する苦しみが体内で荒れ狂う。それでも諦めるわけにはいかなかった。熾し天てん寺じかなめは榮えい凜りん島とうの長おさ。どんなことがあっても、たとえ自分の命が失われようとも、島民たちのために力を尽くさねば──

「かなめ様。お困りのようですね」

　その場の全員が声の主のほうを見た。

　結界の外。天てん颶ぐどもの背後に見覚えのある男の姿があった。

「南なん条じよう……！　貴様何をやっている！　はやく結界の中へ……」

「その必要はありませんよ」

　命めい融ゆう神社の右う禰ね宜ぎ・南なん条じよう星せい継けいは、場違いなほどにゆったりした動作で近づいてくる。

　そして、結界の表面に指を添えた。たったそれだけの動作だった。

　ぱりいいいいいんっ──！

　硝子ガラスが砕けるような音が響く。かなめは瞠どう目もくした。それまで死ぬ思いをして維持してきた結界は、彼が少し触れただけで、いとも容た易やすく光の粒子となって四散してしまったのだ。

「な、何を……」

「ご安心ください。天てん颶ぐには手出しさせませんよ」

　彼はゆっくりと近づいてくる。人間たちは驚きのあまり声も出せずに硬直している。周囲の天てん颶ぐもそれまでの猛攻が噓うそのように動きを止め、こちらの様子をじっと見守っていた。

　南なん条じようは、かなめの眼前まで寄ると、ふと破顔して、

「桜おう泉せん里りだけではない。他の村にも寇こう魔まを放っておきました」

「あなたは、いったい」

「七しち凶きよう神じんが一柱、南なん条じよう星せい継けい。廻かい邪じや不ふ朽きゆうの寿じゆ老ろう人じん」

　彼の手にはいつの間にか団扇うちわが握られていた。巻物の挿絵にしばしば描かれる寿じゆ老ろう人じんの姿とそっくりだな、とかなめは思った。そんなどうでもいいことを考えてしまうほどに気が動転していた。彼の全身から天てん颶ぐなどとは比較するべくもない膨大な妖よう氣きを感じたからだ。

　寿じゆ老ろう人じん──南なん条じようは無気味なほどに柔らかな物腰で云いう。

「あなたの身は大切だ。なぜなら私を祀まつってもらう必要がありますからね」

「……意味がわかりません。あなたはいつから、いえ、どうして……」

「三十年前、命めい融ゆう神社の神職の一人に成り代わりました。それ以降、私はずっとこの島で計画を練ってきたのです──すなわち榮えい凜りん島とうの神になるための計画をね」

「あなたの目的は、いったい何なのですか」

「祈りを。祈りを捧ささげてほしいのです」

　南なん条じようはかなめの腕を摑つかんだ。鋭い爪が皮膚に食い込んで血が流れる。

「い、痛い……」

「こんな場所では決戦に相応ふさわしくありません。──聞け、人間どもよ！」南なん条じようはその場に集う人々に向かって声を張り上げた。「巫み女こは私が連れていく！　返してほしくば血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうのふもとの寺まで来いと、あの仙人に伝えろ！　彭ほう寿じゆ星せいを騙かたる希代の愚か者、神かみ津つ彩さい紀きにな！」

　南なん条じようの身体からだがふわりと浮いた。仙術【飛天】である。かなめの身体からだは彼に引っ張られるようにして空に吸い込まれていく。眼下の人間たちは呆ほうけたように上空を仰いでいた。無理もない、かなめですら何が何だかわからないのだから。

（南なん条じよう。この人は……この人が、榮えい凜りん島とうの……）

　抵抗する力は残されていなかった。

　かなめは絶望に包まれながら身を硬くすることしかできない。
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　彩さい紀きの手がかりを探るために桜おう泉せん里りまで戻ってきたはいいものの、そこでかがりを待っていたのは目を覆いたくなるような光景だった。あちこちに人間の死体が転がっている。誰かの泣き声、呻うめき声ごえ、叫び声。ぼうぼうと家屋が燃える音、血ち腥なまぐさいニオイ。

「……何が、あったのよ……」

　目の前の光景が現実のものとは思えなかった。何度か頰をつねってみるが夢から覚める気配はない。肉の焼けるようなにおいを感じ、ようやくかがりの思考は動き出す。

　明らかに人間の仕業ではない。鬼畜の所業だ。

　かがりは足腰に力を入れてひた走る。目的地は命めい融ゆう神社。かがりを敵視する連中がたむろする危険地帯であるが、かなめに会うことさえできれば何かがわかるはずだ──そんなふうに気が急せくのを抑えながら石段をのぼっていくと、ふと途中で人が横たわっているのが見えた。

「ま、待ってくれ」

　かがりはぎょっとして足を止めた。そいつが神社の保守派としてかがりを虐いじめていた男のひとりだったから──ではなく、彼の足からおびただしい量の血が流れていたからである。

「ちょ、ちょっと！　大丈夫なの！」

　かがりは急いで男に駆け寄った。このまま放置すれば死んでしまう、そう危惧したかがりは彩さい紀きの道服の袖を炎で焼き切ると、彼の足にぐるぐる巻きつけてきつく縛っていった。

「お前、なんで……」男は驚いたようにかがりを見上げた。「なんで」と聞かれても答えようがなかった。怪け我が人にんを手当てしてあげるのは、人として当然のことだと思った。

「……はい、終わり。私は霊れい氣きが上う手まく使えないから、あとは医者に診てもらってね」

「だから、なんでだよ。俺たちはお前を殺そうとしたのに……」

「知らないわよっ！　あんたが苦しそうにしてたから放っておけなかっただけっ！」

　男はしばらく呆あつ気けに取られていたが、みるみるうちに表情を崩し、滂ぼう沱だのごとく涙をこぼし始めた。そうして彼は「すまない、すまない……」と悔恨にも似た謝罪を何度も繰り返すのだ。しかし、不意に何かを思い出したように顔をあげ、かがりに縋すがりついて叫んだ。

「そうだ。かなめ様が。かなめ様が……」

「かなめがどうかしたの？」

「右う禰ね宜ぎの南なん条じように、攫さらわれてしまったんだ」

　かがりは眉をひそめる。

「南なん条じよう？　あいつ、何をしたの？」

「あいつは寇こう魔まだったんだ。ずっと俺たちを騙だましていた。この村の惨状も、全部あいつがやったことなんだ……かなめ様を攫さらって、榮えい凜りん島とうの神になるとかで」

　くらりと立たち眩くらみがした。そんなことが本当にあるのだろうか。

「俺たちにはどうすることもできなかった。もうこの島は終わりだよ。巫み女このいない榮えい凜りん島とうには希望も何もないのだ──」

「黙れっ！」かがりは矢のように立ち上がって叫んだ。「だったらこんなところで立ち往生している暇はないわ。はやく連れ戻さなくちゃ……！」

「しかし、相手は天てん颶ぐを操っていた神だ。寿じゆ老ろう人じんとかいう」

「うるさい！　いちいち否定してたら、できるもんもできなくなっちゃうでしょ！」

　かがりは踵きびすを返して階段をのぼっていく。背後から男の視線が突き刺さるのを感じた。戸惑いの混じった、それでいて眩まばゆい光を見つけたかのような、複雑な気配。だがそんなものに構っている余裕はなかった。──胸騒ぎがひどい。とにかく飯いい垣がきに話を聞こう。
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　命めい融ゆう神社境内は葬式のような空気に包まれていた。神職どもは保守派・穏健派を問わずしょぼくれた顔をして項うな垂だれており、救いを求めてやってきた村人たちも、変わり果てた神社の様相に驚きよう愕がくし、いっそう絶望をあらわにした。

　地獄から蘇よみがえった天てん颶ぐどもはいずこかへ消きえ失うせてしまった。だからといって安心できるわけはない。偵察によれば、天てん颶ぐどもは榮えい凜りん島とうに存在する四つの村々を平等に襲い、好き放題に暴れ回って人を殺したのだという。そしてこの大事件を引き起こしたのは他でもない、島を統括する立場にある人間、右う禰ね宜ぎの南なん条じよう星せい継けいだったのだ。

「南なん条じよう様は……寇こう魔まだったのか」

　誰かが間抜けた響きの呟つぶやきを漏らす。そんなことは誰の目にも明らかだった。

　あの禰ね宜ぎはいつだって命めい融ゆう神社のことを第一に考え、榮えい凜りん島とうを責せめ苛さいなむ天てん颶ぐどもに腹を立てていたはずだった。しかしふたを開けてみればあの男こそが諸悪の根源に他ならなかった。天てん颶ぐをのさばらせ、榮えい凜りん島とうをほしいままにし、その手で巫み女こを攫さらうという暴挙に出た。

　境内の端から見下ろせる桜おう泉せん里りは見るに堪えない地獄と化している。たちのぼる黒煙、子供の泣き声、そこらに転がる無数の死体──

「──寿じゆ老ろう人じんを呼んだのも、化ばけ狐きつねなのではないか」

「ふざけたことを抜かすなッ！」

　左さ禰ね宜ぎの飯いい垣がきが怒鳴った。怒鳴られた神職は一瞬怯ひるんだが、すぐに反抗的に眉を吊つり上あげて飯いい垣がきを睨にらむ。

「昨日巫み女こ殿でんを襲った寇こう魔まは化ばけ狐きつねに呼ばれてやってきたと云いったそうです。やはりあの狐きつねが元凶に違いありません。あの者がいるから榮えい凜りん島とうに災いが……」

「それ以上云いうでない」飯いい垣がきは力任せに神職の胸倉を摑つかんだ。「聞いているぞ。貴様らは昨晩かがり様を捕らえて牢ろうに閉じ込めたそうだな」

　ふっ、と彼は自嘲気味に息を吐つき、

「逃げられましたがね。あの小娘も悪運が強い」

「かがり様はどこへ行かれた？」

「今度はあの化ばけ狐きつねを巫み女こに据えるおつもりですか」

「違う。巫み女こはかなめ様以外にありえない」

「同感ですね。──いえ、私だって気づいているのですよ。あの狐きつね娘むすめを殺したところで榮えい凜りん島とうに平和は訪れない。これは天てん颶ぐがいたときから薄々気づいていたことです。そして……南なん条じよう星せい継けいの所業を見て確信しました。あの狐きつね娘むすめは、榮えい凜りん島とうの不幸とまったく関係がない」

「今更そんなことを……！」

「では何な故ぜあの狐きつね娘むすめを迫害するのか？──簡単ですよ。凶事の原因をあの狐きつねに求めることで安心を得ようとしていたのです。天下は理不尽であってはならない。我々は理由もなく殺されるのか？　理由もなく愛いとしき人を奪われるのか？　そんなことは断じてあってはならない。ゆえに理由が必要だったのです。熾し天てん寺じかがりが災厄を呼び寄せているという、わかりやすい理由が。しかし我々は気づいていたはずだ。天下は、掛け値なしの地獄だということに──」

　飯いい垣がきの拳が顔面に突き刺さり、男の身体からだが後方に吹っ飛んだ。彼はしばらく砂利の上に仰ぎよう臥がしたまま呻うめいていたが、やがて口の端から自暴自棄な笑いを漏らし始める。正気を保っていられる者などいなかった。境内にたむろする人々は、誰もがこの世の終わりのような顔をして俯うつむいていた。そう、まさしくこの世の終わりなのだった。寿じゆ老ろう人じんの目的は定さだかではない。「神になる」などと抜かしていたようだが、その真意が量れるはずもなく、現時点でわかることは、あの希代の詐欺師が存在している限り、榮えい凜りん島とうの苦難は続くこと、そしてその苦難の根源を取り除くことは誰にもできないということだけ。巫み女こが攫さらわれてしまった今、人々の心を奮い立たせられる者は誰一人としていなかった。

「南なん条じようは……榮えい凜りん島とうを滅ぼすつもりなのか」

「あの男こそ天災じゃ。我々に対抗するすべはない……」

　そのとき、不意に轟ごう音おんがした。まるで大地が悲鳴をあげているかのようなその異変は、榮えい凜りん島とうでは滅多に起こらないはずの地震だった。人々は色を失って地に伏し、揺れが収まるのを息を殺して待つ。しばらくして静けさが戻ってくる頃には、誰もがこの楽園の行く末を悟っていた。三年前、先代の巫み女こが攫さらわれた夜も大地震が起きた。これはそういうことなのだ。

「おい、あれって……」

　ところが、不意に戸惑いの声があがった。いくらもしないうちに境内がざわつき始める。もしや天てん颶ぐの死体が戻ってきたのか──人々は恐れを抱いて振り返る。

「──何やってんの、こんなところで」

　誰もが目を疑った。地震で傾いた鳥居のすぐ下に、金色の髪の少女が立っている。

　命めい融ゆう神社のもう一人の子、熾し天てん寺じかがりだった。

「化ばけ狐きつね」「どうしてここに……」

「下の人に聞いたわ。かなめが攫さらわれたんでしょ」

　彼女は泰然とした歩調で近づいてくる。一人の男が立ち上がって叫んだ。

「ああそうだよ！　かなめ様は寇こう魔まに連れていかれちまった！　これでもう榮えい凜りん島とうは終わりだよ！　全部全部、お前のせいで……お前が寇こう魔まを、呼んだ、から……」

　かがりに責任をなすりつけることがどれほど的外れであるかを理解しているのだろう、男は悔しそうに歯を食いしばって口を噤つぐんでしまった。

　その男の脛すねに、かがりはすさまじい蹴りを炸さく裂れつさせた。

　絶叫をあげて男は崩れ落ちる。周囲の人間どもが「寇こう魔まだ！」「なんと乱暴な！」「やっぱり悪さをしやがった！」などと騒ぐのも気にとめず、かがりは目尻を吊つり上あげて叫んだ。

「むかつくわ！　だらしない泣き顔なんか見たくもない！　あんたたちはかなめを尊敬してたんでしょ？　だったらどうしてこんなところでウジウジしているの！　放っておいたらかなめが死んじゃうかもしれないのに！」

「かがり様、いくらなんでもウボゥエッ!?」

　諫いさめに走った飯いい垣がきも脛すねを蹴られて撃沈した。人間たちはちょっと引いた。この狐きつね耳みみ少女が天てん颶ぐを退治するだけの力を持っていたことを思い出したのである。かがりはそんな人々の弱気を糾弾するかのごとく言葉を続けた。

「私もそんなに人のこと云いえないけどね、お前たちは本当の屑くずよ！　私は彩さい紀きと出会って気がついた──現状を変えるには行動するしかないってことにね。でもお前たちは何もしようとしなかった。八つ当たりで私を虐いじめるだけで、天てん颶ぐに立ち向かうこともしなかった。そして今もそう！　こんなの死んでるのと同じよ、生きている価値もないほどの大おお莫ば迦かなのよ！」

　かがりの甲高い声が境内に響き渡った。

　それは支離滅裂を極める怒声だったが、その飾り気のなさが人々の心に大きな傷跡を残していた。しかし呼応する者はいなかった。かがりは大きく舌打ちをして、

「こんな島なんか知ったことじゃない。でも、かなめのことは大切なんだ。だから私はお前らとは違う。相手がどんな寇こう魔までも抗あらがってやる。飯いい垣がき、南なん条じようの莫ば迦かはどこに行ったの」

「芝しば山やまの寺だとか……いえ、いけませんかがり様。相手は七しち凶きよう神じんなる強力な寇こう魔まですぞ！」

「関係ない。あんたは村人をまとめてじっとしてなさい。──私は、その寺に向かうから」

　そのとき、すさまじい熱気のようなものが境内を駆け巡った。それは、すべてを焼き尽くさんとする、神聖なる熾し天てんの炎の余波だった。暗い闇の底に沈んだ世界の只ただ中なかにあって、決して絶えることなく燦さん然ぜんと輝き続ける、天を熾やく炎。

「熾し天てんの子じゃ……」

　誰かが畏れたように呟つぶやいた。そうして人々は言葉を失った。彼らの心の奥底に芽生えたのは炎の熱である。それまで絶望のどん底にいたはずなのに、あの忌いみ子ごと蔑まれてきた少女を見ていると、なぜだか心身が燃え上がるような気分になるのだ。

　これこそ人々が望んでいた、世界に光をもたらす熾し天てんの子に他ならない。

「──私は諦めない。絶対にかなめを連れ戻すから」




　　　　　　　　　　○




　身体からだの調子がおかしい。じっとしているだけで息が上がり、胸の奥から感じたこともないような鈍い苦しみが伝わってくる。それでも気丈に振る舞わなければならないのだ──なぜなら熾し天てん寺じかなめは榮えい凜りん島とうの長おさだから。あらゆる艱かん難なんを前にしても不屈でいる義務があるから。

「さあ着きました。ここが私の隠れ家です」

　連行された先は山の中にひっそりとたたずむ寺だった。手入れのされた形跡のない境内には妙な異臭が漂っている。血や肉の腐ったようなにおい。伸びきった草と草の隙間から切断された人間の腕のようなものが見えてしまい、かなめは慌てて目を背けた。寿じゆ老ろう人じんに手を引かれて本堂へと足を踏み入れる。奥の壁かべ際ぎわに巨大な仏像が屹きつ立りつしているだけの、むやみに漠々とした広間だった。ぱっと手が離された。寿じゆ老ろう人じんは異様なほどに平然とした態度でかなめに向き直り、

「逃げようとしても無駄ですよ。逃げ場はありませんからね」

　云いわれずとも理解している。無理に抵抗をするのは得策ではないだろう。

「……南なん条じよう。あなたの目的はいったい何なのですか」

「先ほど云いいました。私は祈りを捧ささげてほしいのです」

「祈り……？」

「はい」寿じゆ老ろう人じんはしずしずと仏像のほうへ歩み寄る。仏教に明るくないかなめにはそれが何の菩ぼ薩さつを象かたどったものなのか見当もつかなかった。「……たとえば、ここに安置されている仏像はおそらく神かみ代よの世界の遺物ですが、人々から忘れ去られ、今では汚れに汚れて見るに堪えなくなっています。こういうことは我々の身にも起こりうるのです」

「それは──あなたがその像と同じ末路をたどる、ということですか」

「仰おつしやる通とおりです。我々〝神〟という種族は人々から尊そん崇そうされなければ生きていけません。そのように天から論理設定されています。ゆえに私は祈りが欲しい」

「理解できません。あなたは寇こう魔まではないのですか？」

「神かみ代よの学者曰いわく『妖怪は神の零落したるもの』らしいですが、率直に云いって神だの寇こう魔まだのに明確な区別はないと私は思っています。ただ、寿じゆ老ろう人じん・南なん条じよう星せい継けいは信仰されなければ死んでしまう──それだけのこと」

「そうであるならば、なぜ榮えい凜りん島とうを苛さいなむのですか」

「彭ほう寿じゆ星せいに成り代わるため、ですよ」

　寿じゆ老ろう人じんは冷ややかにそう云いった。

「あれは榮えい凜りん島とうの信仰を一身に受けている。だからその座を奪ってやるのです」

　仏像の腹を指で撫なでる。かつて黄金に輝いていたであろう表面はすっかり黒ずんでいる。

「彭ほう寿じゆ星せいは榮えい凜りん島とうの守り神という役割を担になっている。あの男が千年の眠りから覚めたのは天てん颶ぐの仕打ちでこの島が不幸になったからです。そして彭ほう寿じゆ星せいは人々から救いを求められれば求められるほど強くなります。今頃あの神はかつてないほど力に満ちているでしょう」

「わかりやすく話しなさい。彩さい紀き様の地位を奪いたい──それは理解できますが、ではなぜ倒すべき敵に塩を送るような真ま似ねをするのです」

「あなたに、わからせてやりたいからですよ」

　寿じゅ老ろう人じんが振り返る。その瞳には、いかにも寇こう魔まらしい無気味な光が宿っている。

「最大限に力を発揮した彭ほう寿じゆ星せいを殺せば私こそが榮えい凜りん島とうの神だ。熾し天てんの巫み女こたるあなたもそれを認めないわけにはいかないはずです。あなたは彭ほう寿じゆ星せいではなく私を祀まつることになる──それも巫み女ことしての義務からではない、心から尊敬する神のために祈ろうという気になるはずだ」

「命めい融ゆう神社の祭神は祝しゆく融ゆうと彭ほう寿じゆ星せいです。あなたではありません」

「だから祭神を代えると云いっているのです」

「人々をいたずらに傷つけるような輩やからに守り神は務まりませんよ」

「守り神でなくたっていい。人から恐れられる荒神でも構いませんので。──ああ、恐怖で榮えい凜りん島とうを支配するというのも吝やぶさかではありません。殺されたくなかったら祈りを捧ささげなさい、そう云いうだけで力なき民草は従わざるを得ないでしょう。たびたび見せしめとして神の猛威を振るえば誰もが恐れおののき私を崇あがめ奉たてまつることになる。恩恵を与えるよりも、はるかに楽だとは思いませんか？」

　寿じゆ老ろう人じんがゆっくりと近づいてくる。かなめは感情を抑えることができなかった。

「ふざけている。あなたには人の心がないのですか……！」

「いえ、あなただけは特別ですよ。熾し天てん寺じかなめの祈りを受けることこそ私の本懐。あなたの祈りにはそれほどの価値があります。だから、他の人間はともかく、あなたの心だけは摑つかまなければならない。だから彭ほう寿じゆ星せいよりも私が優れているということを理解させてやるのです」

　この男は手の施しようがないほどの愚か者だ、とかなめは思った。

　天てん颶ぐと何も変わらない。己のために他者を傷つけて平然としているような獣の類たぐい。南なん条じようの本性を三十年も見抜けなかったのは命めい融ゆう神社千年の歴史における最大の汚点に違いない。

　こいつが、すべての元凶。

　そう思うと腹の底から静かな怒りが湧いてきた。

「あなたは……本当に愚かですね」

「なんとでも云いいなさい。私のことが憎いのでしょう？　しかし何も問題はない。その憎しみはすぐに敬愛の念へと変わりますから」

「ありえません。私がお慕い申し上げているのは神かみ津つ彩さい紀き様だけです」

「その感情は偽にせ物ものですよ。あなたは勘違いをしているのです」

「勘違いをしているのはそちらです。──あなたは自分が祈られない原因を彭ほう寿じゆ星せいに求めているようですが、それこそ甚だしい勘違いです。尊そん崇そうされないのはされないだけの理由がある。あなたのような品性のない男には、信仰が集まらなくて当然です」

　突然視界に火花が散った。全身に衝撃を受け、たまらずその場に倒れ込む。

　信じられなかった。いきなり頰を平手で打たれたのだ。

「恥を知りなさい。巫み女こ風ふ情ぜいが神に逆らってはなりませんよ」

　頭が真っ白になるのを自覚した。殴られた痛みも忘れてかなめは寿じゆ老ろう人じんを睨にらみ返かえし、

「あなたこそ、厚顔無恥の極みですッ！　なぜそうも自分勝手に振る舞えるのですか！」

「性格の違い、ですかねえ」

「ッ……このッ、……」

　上う手まい罵倒の言葉が思いつかない。そういうふうに教育されてきたからだ。

　そのかわりに身体からだが動いた。なんとしてでも目の前の男を殴ってやらねば気が済まず、よろけながら立ち上がると、平手打ちをお返ししてやるべく寿じゆ老ろう人じんに立ち向かい、

「いっ、……」

　腕を摑つかまれてしまった。目の前には空恐ろしいほどの無表情を湛たたえた寿じゆ老ろう人じんがいる。

「云いったでしょう。巫み女こが神に逆らうのは道理に反すると」

「お前は神じゃない……！　この島に災厄をもたらす寇こう魔まです！」

「どちらでもいい。だがそういう反抗的な態度は看過できませんね。自分がいま相対している者が何者であるのかを、その身にしかと刻んであげましょう」

　そのまま腕を捻ひねられ床に身体からだを叩たたきつけられた。あまりの衝撃に口から血が漏れる。それでも体勢を立て直そうと手足を動かすが、いきなり背後から頭を押さえつけられて全身から力が抜けてしまった。

「じっとしていなさい。反抗的な者を黙らせるには、これがいちばん効きますからね」

　寿じゆ老ろう人じんが笑いながら立ち上がった。そうしてどこからともなく抜き身の短刀を取り出すと、それをかなめの右足首にあてがって口こう端たんを吊つり上あげる。

「神への供く物もつは逃亡抑止のために片目片足を削そぎ落おとされるものと聞きます。ちょうどいいですね、今回もそうしてみましょうか。大丈夫、殺しはしませんから」

（うそ、でしょ……？）

　身の毛がよだった。やつの目もく論ろ見みを理解した瞬間、かなめは半狂乱になって暴れた──暴れようとした。しかし身体からだの動きを封じられていた。いつの間にか床板を破壊するようにして生えてきた腕──おそらく天てん颶ぐの死体の一部分──がかなめの小さな身体からだを床に縫いつけていたのだ。あまりの恐怖に気がどうにかなりそうだった。

「巫み女ことは祈りのための道具だ。足の一本や二本を失ったところで影響はありませんよ」

「や……やめて……お願いだから、それ、だけは……、」

「ははははは！　ならば態度を改めるがいい、そうすれば許してやろう──と云いいたいところだが、あなたのような跳ねっ返りの強い小娘には格の違いというものを見せつけておく必要がありますね。……案ずる必要はない、これは鎌かま鼬いたちから奪った得物だ。痛みはないだろう」

　短刀が振り下ろされた。ひと思いにやってくれるならまだマシだっただろう、しかしこの寇こう魔まはどこまでも残虐だった。まるで鋸のこぎりで丸太を切断するかの如ごとく、ゆっくりと、丁寧に、その鋭利な刃やいばでもって足の肉を搔かき分わけていった。

　痛みがないなんて噓うそだった。

　かなめは激痛のあまり金切り声をあげた。

　口から血が溢あふれ、頭の中が真っ赤になり、いうことをきかなくなった身体からだが痛みから逃れようとじたばた暴れるが、天てん颶ぐの膂りよ力りよくに敵かなうはずもなく、力いっぱい床を搔かきむしったせいで両手の爪がばきばきと割れた。

「ああ、美しい。美しいものは壊れるときこそ美しい……」

　背後からわけのわからぬ呟つぶやきが聞こえてくる。かなめは呼吸を荒くして痛みに耐えようとしたが、無理だった。想像を超えていた。涙は溢あふれてくるし、眩暈めまいも耳鳴りもするし、歯はかちかちと鳴っている。もう助からないんだろうな──そう思った。

「取れた！　これは家に飾っておきましょう！」

　寿じゆ老ろう人じんは切り取った足をぷらぷらさせて子供のように喜んでいた。あまりにも絶望的な光景だった。そうしてかなめは正常な思考を失った。

「ひどい、……もう許してよぉ……」

「……許して、だって？」そこでにわかに寿じゆ老ろう人じんが顔色を変えた。「あなたは哀願をしているのか？　この状況で？　……は？　どうして涙を流している？」

　髪を力強く引っ張られた。寿じゆ老ろう人じんが心底「不思議だ」というように顔をのぞきこんできた。

「お前は熾し天てんの巫み女こだろう？　どんなことがあっても諦めてはいけないんだろう？　なのになぜ私に哀願をしているのだ？　許して、だって？　熾し天てんの巫み女こなら『絶対に許さない』とでも云いうべきだろうに」

　かなめは答えない。

「もしや心変わりか？　ついに彭ほう寿じゆ星せいを捨て私に靡なびいたか？」

　かなめは答えられない。心が麻ま痺ひしている。

「ふむ、お前は母親と違って物分かりがいい！　あの生意気な巫み女こはついぞ私に従うことがなかった。足を切られても目を潰されても炎のような意志を衰えさせることがなかった──」

「おかあ、さん……？」

「そうだ。先代の巫み女このことだ」

　寿じゆ老ろう人じんは壁かべ際ぎわに安置されている仏像のもとへと近寄った。そうしてその表面から突き出た取っ手に指を添える。どうやら仏像には観音扉がついていたらしい──軋きしむ音を立てながら開いていく仏の腹部を見つめながら、無感動にかなめはそんなことを思う。

　中に入っていたのは人間の死体だ。

　何の変哲もない白骨死体。

「──え？」

　しかし、かなめは強烈な既視感を覚えて目を見開く。

　黄ばんだ骨がまとっているのは、これも経年によりひどく薄汚れているが、見覚えのある衣服──熾し天てんの巫み女こだけが着用を許される、儀式用の祭服に違いなかった。

　悪お寒かんがした。寿じゆ老ろう人じんは云いった。

「先代巫み女こは私への祈りを拒否した。だから殺した」

　かなめは絶句してしまった。こんなに恐ろしいことが現実にあるはずはないと思った。かなめのお母さんは天てん颶ぐに攫さらわれたはずだっだ。遺体はまだ見つかっておらず、ゆえに心の奥底では彼女はまだどこかで生きているのではないかと思うことができた。だが──こんな辺へん鄙ぴな場所で無残な屍しかばねになっていたなんて、どうして想像することができようか。

「ああ……、おか、……おかあさん…………！」

「何を泣いているんだ。そんなに欲しければくれてやるが？」

　寿じゆ老ろう人じんは頭蓋を摑つかみ取とると、それをかなめのほうに放った。

　目の前に、母親の髑しやれ髏こうべがころりと転がった。気がどうにかなりそうだった。

「お前もそんなふうにはなりたくないだろう？　ならば祈るといい。私が彭ほう寿じゆ星せいを殺し、まさしく榮えい凜りん島とうの神となった後、お前には南なん条じよう星せい継けいの巫み女ことして祈りを捧ささげてもらおう。──案ずるなかれ。お前が巫み女ことしての責務を果たし続ける限りは安寧を約束してやる」

「……………………、」

　熾し天てんの巫み女こたるもの榮えい凜りん島とうのためなら命を張る覚悟を決めておかなければならない。

　こんな男には死んでも靡なびいてはならなかった。

（でも……痛い）

　身体からだが痛い。心が痛い。あまりにも辛つらかった。

　こんな苦痛はこれ以上味わいたくなかった。

　かなめは無意識のうちに両手を合わせていた。それはいかにも原始的な、祈りを捧ささげるための単純な仕草だった。追い詰められた人間が、他にどういう頼りもないので本能的にするような、弱々しい祈りの動作だ。

「どうか私のことを助けてください」

　かなめは途切れ途切れに言葉を続けた。

　寿じゆ老ろう人じんが歓喜の溜ため息いきを漏らしてこちらを見ている。あいつは母を殺した仇かたきだ。島を不幸のどん底に突き落とした仇きゆう敵てきなのだ。絶対に許しておけるはずがなかった。

　でも。無理に逆らってつらい思いをするのならば──

「さあ祈れ！　私に祈れ！」

　寿じゆ老ろう人じんは頭蓋を踏みつぶした。粉々になった骨が辺りに散らばる。

　そうしてかなめの心は壊れてしまった。

「私を、助けて……」

　だから、かなめは、心の奥底に残っていた、本当の祈りを口にした。

「私を、助けてください……彩さい紀き様……」

「──かなめッ！」

　声が聞こえた。幻聴ではない。確かに聞こえたのだ。

　今まで幾度も聞いてきた、愛すべき姉の声が。

「ッ、熾し天てん寺じかがり！　今頃何を……」

　寿じゆ老ろう人じんの着物に真っ赤な炎が点ついた。火勢はみるみる激しくなり、やがて彼の体たい軀くを包み込んで見事な火だるまが完成する。寿じゆ老ろう人じんはその場に膝から崩れ落ち、頭を抱えて苦く悶もんの叫びをあげた。何が何だかわからなかった。

　かなめは驚いてその光景を眺めていたが、ふと近くに誰かが立つ気配を感じ、恐る恐る視線を上に向ける。そうして心が震えた。そこに立っていたのは、紛れもない熾し天てんの子。

　かなめの姉、熾し天てん寺じかがりだったのだ。

「──早く逃げるわよ！　立てる!?」




　　　　　　　　　　○




　──彭ほう寿じゆ星せい様　どうかあの子らをお救いください




　微まど睡ろみの中で祈りの声を聞いた気がした。

　そうして神かみ津つ彩さい紀きは意識を取り戻した。まるで千年の眠りから覚めたように緩慢な動作で辺りを見渡す。どうやら自分は崖の横っ腹から突き出た桃の木に洗濯物の如ごとく引っかかっているらしい。ちなみに全裸。人間どもに身ぐるみを剝がされた挙句、崖から捨てられたのだ。

「……ふむ。傷は癒えているな」

　人間に刀を向けたときに浮き出た黒い斑紋は消えている。あの恐ろしい感覚は──おそらく天の論理、天論が働いた結果であろう。詳しいことは不明だが、今はそんなことに思考を割いている余裕はない。

　かがりはどうなったのだろう。

　まさか既に殺されている、なんてことはないだろうが──

「おーいっ！　生きてるかーっ！」

　ふと顔を上げる。崖の上に無数の気配があった。とどめでも刺しに来たのかと思ったが敵意は感じられない。彩さい紀きは寸刻迷う素振りを見せた後、まるでヤモリのような身ごなしで岩肌をのぼっていった。崖の上には、榮えい凜りん島とうの人間たちが大勢集まっていた。

「ほ、本当に生きてやがった」

「この男が五ご彩さいの覇は者しやなのか……？」

「裏山の猿のほうがまだ賢そうだ」

　散々な云いわれようだった。微妙な気持ちになって突っ立っていると、人間たちの中から見覚えのある顔が歩み出た。左さ禰ね宜ぎの飯いい垣がきである。

「ご無事で何よりです。──神社の者が無礼を働いて申し訳ありません。あとで厳重に処罰しておきますので、何なに卒とぞご寛かん恕じよいただければ……」

　見れば、飯いい垣がきの隣では昨日かがりを待ち伏せしていた保守派の神職たちが悄しよう然ぜんとした様子で突っ立っていた。その中のひとりが、わななく子供のように呟つぶやいた。

「あんた、本当に彭ほう寿じゆ星せい……様、だったのか」

　彩さい紀きはこくりと頷うなずいた。男の顔がみるみる赤く染まり、

「──だったら、どうして早く云いわなかったんだ！　どうしてかなめ様を救ってくれなかったんだ！　あんたは島の守り神なんだろう……なのに、なんで……」

「すまない」

「頼むから服を着てくれ……」

「すまない」

　しかし着ない。それどころではない。

「かがりはどこだ」

「かがり様は……寿じゆ老ろう人じんに攫さらわれたかなめ様を助けるために、お一人で芝しば山やまのふもとに」

　わけがわからなかった。寝ている間に事態は最悪の方向へと進んでいたらしい。

　彩さい紀きはふと西にそびえる血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうを見上げた。かつての寇こう魔まの根城は榮えい凜りん島とうに暗い影を落としているようにも見える。いよいよじっとしているわけにはいかなかった。

「一つだけ云いっておこう」

　彩さい紀きは死んだように俯うつむいている人間たちを見渡した。

「勘違いしてもらっては困るが、彩さい皇こうは神でも仏でもない。……いや、彩さい皇こうの中には神も仏もいるかもしれんが、とにかく天の如ごとき絶対的な力を持っているわけではない。他人よりちょっと優れた力を持っていても、それを扱う心は普通の人間と少しも変わりがないんだ。ゆえにできることにも限界というものがある」

「そんな」

「だがな。限界があったとしても、限界のぶんだけ努力するべき時はある。これこそ生きとし生ける者すべてに与えられた絶対不変の権利。この権利を最初っから放棄しているようなやつは、死んでいるのと少しも変わらない」

　それは自分自身に云いい聞きかせる言葉でもあった。

　彩さい紀きは全裸のまますたすたと人垣を割っていく。人間たちは恐れをなしたように道を空け、己おのが信奉する神の裸体をまじまじと見つめていた。

「天下は不条理だ。五ご彩さいの覇は者しやが暴れ回り、寇こう魔まが跋ばつ扈こし、戦争が起こり、飢き饉きんも起こる。強者が弱者を虐しいたげ、虐しいたげられた弱者はさらなる弱者を嬲なぶることでもって鬱憤を晴らす。──俺はね、こんな醜い世界なんて壊れてしまえばいいと常々思っているんだよ」

「かがり様も似たようなことを……」

「これはかがりの受け売りだからな。──あいつと、あいつの妹は、闇に包まれた世界を照らす眩まばゆい篝かがり火びだ。だからこそ、こんなところで死なせるわけにはいかんのだ」

　彩さい紀きの足元に五色の紋様が浮かび上がる。

　霊れい氣きでも妖よう氣きでも仙せん氣きでも神しん氣きでも鏖おう氣きでもない、天から授かりし至高の恩おん寵ちよう。

　五ご彩さいの灼しやく熱ねつが聖仙の身体からだが包み込んでいく。

「あの二人は必ず救い出す。千年前よりも鮮やかな熾し天てんの輝きを取り戻してみせよう」




　　　　　　　　　　○




　かがりは片足を失ったかなめの姿を見て息を吞のんだ。しかし動揺している暇はない。大急ぎで彼女の軽い身体からだを背負うと、込み上げる感情を押し殺して本堂を飛び出した。

「かがり。どうして、ここに……」

「しゃべるなっ！　黙ってろ！」

　げほっ、とかなめが吐血した。かがりは泣きそうになるのを必死で堪こらえる。どうしてかなめがこんなにつらい思いをしなければならないのだろう、どうして世界はこんなにも理不尽なのだろう──かがりは無力感に苛さいなまれながら古こ刹さつの境内を駆け抜けていく。

「かがり、もう、いい、ですから……」

「よくない！　そういう弱音は聞きたくもないっ！────わっ、」

　段差に躓つまずいてしまった。長いこと整備されていない境内は呪いたくなるほど凸凹で、上う手まく体勢を立て直すこともできずに顔から石畳に倒れ込んでしまう。背中から投げ出されたかなめの身体からだが地面の上を転がっていった。痛い──痛いけれど、かなめが味わった苦痛と比べたらこんなものは屁へでもない。かがりは立ち上がって妹のもとへ駆け寄る。

「ごめん！　でもあと少しよ。彩さい紀きに見てもらえば助かるはずだから……」そこでふと思い出した。かがりは己の懐ふところをまさぐると〝三番〟の薬包紙から丸薬を取り出してかなめの口元に近づける。「これ傷薬なんだって。吞のめば痛みが和らぐかもしれないわ」

　寿じゆ老ろう人じんが追ってくる気配はない。あのまま死んでくれれば御の字だがそう簡単に七しち凶きよう神じんを倒せるとも思えない。とにかく休憩できる場所はないだろうか──そう思って辺りを見渡してみたが、邪気の漂う境内には横になれる場所もなかった。仕方がないので近くにあった椋むく木のきを背もたれにして彼女を座らせ、丸薬を己の口内で嚙かみ砕くだいてから吞のませてやった。

「……どう？」

「わかりません。でも大丈夫……」明らかに大丈夫ではない。しかしかなめは気丈に微笑ほほえんで云いうのだった。「ありがとうございます。かがりが来てくれて、本当にうれしい」

「礼なら助かったときに云いいなさい。まだあいつは死んだわけじゃないから」

「そうですね……」

　ぼんやりとした視線が中空に投げかけられる。不意にいやな予感がした。感覚の鋭いかがりにはわかってしまうのだ。彼女のまとう温度が、煉れん氣きが、空気感が、まったく生者らしからぬ冷たいものになりつつある。かがりは狼ろう狽ばいして彼女の瞳を覗のぞき込こんだ。

「ちょっと……やめてよ。あんたまさか、死んだりしないでしょうね」

「…………」かなめが唇を動かすまで、十秒はあったと思う。「……少し、眠いんです」

「莫ば迦か云いうなっ！　まだ日も暮れてないわよっ！」

　なぜだか涙がこぼれてきた。この涙は知っている。どうしようもない運命にぶち当たったとき、心の奥底から自然と沁しみ出でてくる悲しみの涙だ。

　しかしかがりは諦めなかった。──自分は世界を破壊すると決めたんだ。こんな場所で挫くじけてどうする。あと少しで助かるんだぞ。

「ねえかなめ。寝ちゃだめよ。あんたは熾し天てんの巫み女こなのよ。あんたがいなくなったら、島のみんなを誰がまとめるっていうの」

　かなめは答えない。

「何とか云いいなさいよ。あんた、これから病気が良くなっていくんでしょ。元気になって、普通の子みたいに生きていくんでしょ。──なのに、なんで、なんで……何も云いわないの」

　かなめは答えない。唇からかすかな吐息を漏らすだけだった。

「わかった。何も云いわなくていいわ。だけど、絶対にくたばるんじゃないわよ。あんたは私のたった一人の家族だもの。お父さんもお母さんも死んじゃって、もう他に誰もいないの。あんただけが、私の家族なのよ……」

　感情を抑えることができなかった。涸かれたはずの涙がぼろぼろとこぼれていく。

　かなめの細い指が、そっとかがりの頰に添えられた。

　はっとして彼女の顔を見つめる。

　世界でたった一人の妹は、血の跡が残る口元に、無理に作ったような笑みを浮かべていた。

「かがり。私の大切な人」震える指がかがりの涙を拭う。「……あなたには、悪いことをしてしまいました。島の人たちに虐いじめられているあなたを、私は助けることができなかった」

「そんな……そんなことはどうでもいいのよっ！」

「そうですね。すべて彩さい紀き様のおかげです」

「そうよ、あいつのおかげよ。だから……本当にどうでもいい。あんたが私のことを心配してくれていたのは、わかっていたから！　だから……」

「はい。私が心配するまでもありませんでした。──あなたは、もう、みんなに受け入れられているんですよ」

「え──？」

　呆あつ気けに取られて硬直していると、にわかに彼女の腕がだらりと地に落ちた。

　そうして、最後の力を振り絞ってかなめは云いった。

「かがりがいれば、榮えい凜りん島とうはもう、心配いりませんね」

「…………！」

　それっきりだった。

　かなめの全身から力が抜けていった。言葉は途切れ、呼吸も途切れ、口の端からたらりと垂れていく血の赤い筋だけが唯一動いていて、それ以外は人形のようにぴくりともしない。

　あまりにも早すぎる別れだった。

　再会してから、まだ一刻も経たっていないではないか。

　光を失った虚うつろな瞳に見据えられ、かがりは震えた。

　ありえない。こんなことがあっていいはずがない──絶望に突き動かされたかがりは、縋すがりつくようにして彼女の身体からだを揺すった。

「ねえ。噓うそでしょ。起きてよ、かなめ……」

　かなめが起きることはなかった。わかっていた。妹は帰ってこない。ここにあるのは、もう永久に動くことのない、熾し天てんの巫み女この亡なき骸がら。

（どうして……）

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。かなめは何も悪いことをしていないのに。島の人たちのために頑張って巫み女こを務めてきたのに。こんな最さい期ごはあんまりじゃないか。

　やっぱり世界はぶっ壊れるべきなんだ。

　救いようもない、暗黒に満ちた世界なんて──
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「よくも、殺してくれましたね」

　震えたような声が聞こえた。かがりは脳のう漿しようが沸騰するような思いで振り返る。この世のあらゆる奸かん悪あくを煮詰めて凝縮したかのような気配。寿じゆ老ろう人じん・南なん条じよう星せい継けいが立っている。

「巫み女こは私のものだった。その巫み女ここそが私の希望だった……それなのに、お前は……」

　寿じゆ老ろう人じんは両手をわなわなと震わせてこちらを睨にらんでいる。怨えん嗟さのこもった視線。かがりは激しい怒りが燃え上がるのを自覚した。榮えい凜りん島とうに天てん颶ぐが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていたこと。多くの人々が悲しみのうちに死んでいったこと。そしてその鬱憤の捌はけ口ぐちとして熾し天てん寺じかがりが虐しいたげられてきたこと──すべての元凶はこいつだったのだ。

「ああ……ああああ、あああああああッ！　どうしてくれるッ！　その娘が死んでしまったら私の計画が台無しではないか！　どうしてそんなことができる？　どうして実の妹を殺すことができる!?　お前には人の心というものがないのか化ばけ狐きつねよッ!!」

「それはこっちの台詞せりふだああああぁ─────────────ッ!!」

　考えるよりも先に身体からだが動いていた。目の前の男の何もかもが気に食わなかった。勇み立って地を蹴り腰に佩はいていた刀の柄つかを握りしめ、必殺の間合いに入るやいなや力任せに横よこ薙なぎの居合を解き放つ。決死の一撃はしかし、流れるような身ごなしで回避されてしまった。寿じゆ老ろう人じんは病的なまでに青ざめた顔でかがりを睨にらみ据すえ、

「お前は真正の疫やく病びよう神がみだ。昔からそうだった……神を信じず己おのが道をゆかんとする邪悪な精神性、そんなものはこの世に必要ない！　お前のような者が秩序を壊していくのだ……！」

「わけがわからない！　お前のせいで、かなめは……！」

「そうだッ！　お前がここに来なければ熾し天てん寺じかなめは死ななかった！　やはりお前はこの世に害毒をふりまく化ばけ狐きつねなのだッ！」

　振り下ろした刀が扇によって弾はじかれた。手首が痺しびれるような感覚、しかしかがりは辛かろうじて衝撃を受け流して体勢を立て直す。死に物狂いで寿じゆ老ろう人じんを睨にらみつけ、

「絶対に殺してやるわ。お前さえいなくなれば、この島は救われるはずだから……！」

「救われるだって!?　笑わせる！」

「いッ……」突然お腹なかを蹴り飛ばされてかがりはごろごろと地面を転がった。──いたい。痛すぎる。見れば、脇腹が抉えぐれて血がどくどくと溢あふれていた。やつの草履の先に金属の棘とげがついていたのだ。かがりはあまりの痛みに歯を食いしばってのたうちまわる。

「この島は信仰のための道具にすぎない！　人間どもは雁がん首くび揃そろえて俺を崇あがめ奉たてまつっていればいいんだよ！　そうだ、また天てん颶ぐどもを放ってみようか！　村人が幾人も殺されれば祈りが深まることだろう──寿じゆ老ろう人じん様、救ってくださいとな！」

「いかれてるわ……あんた……！」

　かがりはふらふらと立ち上がる。意識が朦もう朧ろうとするのを堪こらえて最後の薬を吞のみ下くだした。彩さい紀きからもらった増強剤。全身に妖よう氣きが巡るのを実感する。

「絶対に……絶対に、許さない……！」

「ふん、悪わる足あ搔がきも大概にしろ」寿じゆ老ろう人じんは鼻白んでそう云いった。「お前如ごときでは七しち凶きよう神じんには敵かなわない。ただの狐きつねでは寿じゆ老ろう人じんには勝てんのだよ──これは天の思おぼし召めしなのだ！」

「何が天だ、莫ば迦かじゃないのか」

「莫ば迦かはお前だ。──熾し天てん寺じかがりよ、お前は昔から他の子供と比べて心が強かった。だがそれは蛮勇にも似ている。諦めたらどうだ？　痛いだろう、苦しいだろう──お前が私に祈りを捧ささげる覚悟をするのなら命までは勘弁してやってもいいぞ？」

「誰が……誰がお前なんかに祈るかっ！」

　かがりは刀を構えて走り出した。腹から血がぼたぼたと垂れていくがその程度の傷など気にならぬほどに怒りが燃え上がっていた。我が武む者しや羅らな太刀筋で寿じゆ老ろう人じんに斬りかかる。しかし少しも掠かすりやしない。敵はかがりを嘲笑しながら赤子の手をひねるように剣けん戟げきをいなしていく。

「莫ば迦かだなあ。莫ば迦かだなあ。そんなに勇猛果敢を装よそおったって意味はない。そこの巫み女こみたいに無残な屍しかばねをさらすことになるだけだ」

「ッ──、」

「お前に一つ選択肢をやろう。私はお前のことが憎くて仕方がないが……しかし、次代の巫み女ことなる資格を持っているのはお前だけだ。……どうだ？　このまま私に殺されるか、私の巫み女ことして一生涯を祈りのために捧ささげるか。好きなほうを選びたまえ！」

「ふ、ざ、けんなあああああああああ──────────────ッ!!」

　かがりは絶叫した。正気を保っていられなかった。何としてでも寿じゆ老ろう人じんを殺してやらねばならぬと思った。こんなやつがいるから世界は悲しみで溢あふれているのだ。

　妖よう氣きが爆発する。刀身が仄ほのかな熱を帯びる。

　かがりはお腹なかの傷の痛みをぐっと堪こらえて全力で駆け出した。狙うは敵の首。容赦などしてやるものか、一瞬で叩たたき切きってやる、その汚い血液をぶちまけてやる──

「やああああああっ！」

　かがりは刀を振り上げて寿じゆ老ろう人じんのほうへと突貫した。炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう・丙ひのえ／【火産霊ほむすびの篝かがり】。敵は無抵抗、彼我の距離は一馬身もなく、すわ決着かと胸を高鳴らせたとき、

　寿じゆ老ろう人じんが失望の溜ため息いきを吐ついた。

　違和感。しかし何もかもが遅かった。

「【南なん極きよく飆つむじかぜ】」

　既に妖術は完成していたらしい。

　寿じゆ老ろう人じんが扇を一振りした。直後、凍いてつくような暴風が襲いかかってきた。




　　　　　　　　　　○




　南なん条じよう星せい継けいが放った妖術は、雨後の急流の如ごとき烈風となり、空間を削り取る勢いでもって驀ばく進しんした。かがりは咄とつ嗟さに身を捻ひねったが、完全に回避することはできず、身体からだを吹き飛ばされ背後の木に勢いよく叩たたきつけられてしまう。それでも幸運なほうだったのだろう、烈風が直撃したすぐ隣の木々は、まるで鎌かま鼬いたちに遭ったかのように真っ二つになっていた。

「おや、悪運が強いな」寿じゆ老ろう人じんは吐き捨てるように云いった。「そのまま首を刈り取られていれば楽に逝ゆけたものを」

　薬が切れてしまったらしい。手が震える。視界が霞かすむ。傷口から血が止まらない。だけど立たなきゃ。立たなきゃ殺されてしまう──かがりは必死で身を起こそうとする。しかし寿じゆ老ろう人じんはすぐそこまで来ていた。いきなりぐいっと胸倉を摑つかみ上あげられて、

「諦めなさい、化ばけ狐きつね」

　勢いよく地面に叩たたきつけられた。口から血が溢あふれた。肋ろつ骨こつが肺にでも刺さったのか。

　かがりは息を荒くしながら激痛に耐えようとして、しかし徐々に感覚が麻ま痺ひしつつあることに気づく。──だめだ、意識が遠のいていく。思考が定まらない。

「──お前の道はここで行き止まりです──、────────、────、」

　寿じゆ老ろう人じんが何事かを云いっている。しかし意味のある言葉としては理解できなかった。耳も頭もおかしくなっているらしい。暗闇に沈んでいく意識の中、かがりは非常な悲しみに打たれ、頰を血の涙で濡ぬらした。

（もう、だめだ……）

　運命を呪う気力も尽きていた。自分がこんなにも恐ろしい目に遭っているのは何かの冗談なのではないかとさえ思ったが、まとわりつくような血のにおいは紛れもない現実である。もはや認めないわけにはいかなかった。哀れな妖獣の小娘は、大切な人を失って、好き勝手に甚いた振ぶられた挙句、己の本懐を遂げることもままならないまま、虫のように息絶えるのだ。

　この時かがりの頭に浮かんだのは、たった十五年の人生をもとにした走馬灯だった。

　それは、甚だしい苦みでもって彩いろどられた記憶の集合体である。幼い頃に母を失い、神社から追放され、榮えい凜りん島とうの人々から意地悪をされ──殴られ、蹴られ、家を燃やされ、神かみ津つ彩さい紀きと出会ってからは少しは人生が上向きになったような気がしていたけれど、彼とは結局離れ離れになってしまい、挙句の果てに七しち凶きよう神じんとかいう寇こう魔まによってたった一人の家族も殺された。

　これほど救いようのない人生があるだろうか。

　たぶん、いくらでもあるのだろう。この程度の悲劇など、世界には掃いて捨てるほど転がっているに違いない。自分だけが特別というわけではないのだ。天の神様は気まぐれで、その人がどんなに善良であったとしても、どんなに不屈の意志を漲みなぎらせていたとしても、賽さい子ころを転がすような調子で生かしたり殺したりする。

　こんな世界はぶっ壊してやる──幾度そう唱えたか知れないが、自分に力が不足していることは火を見るより明らかだった。だから力が欲しい。強くて、きれいで、気高くて、決して折れることのない、世界をぶっ壊すことができるだけの、力が────────いや。

（無理だ。心が耐えられない……）

　これほどの絶望を味わいながら気丈でいられるほどかがりは強くなかった。真っ黒に染め上げられた世界の中で、かがりはひしゃげた玩おも具ちやのように倒れ伏すことしかできない。頑張ったって、どうせ無駄に決まっている──そんなふうに諦めかけていたときのことだった。

（…………？）

　かがりは、自分の周囲の地面からぽつぽつと光の玉が湧きだしているのに気がついた。ひどく懐なつかしい香りのする、淡い光だ。見覚えがある──彩さい紀きが〝ＯＬＩ因子〟と呼んでいたものだ。そしてかがりはこの力の正体を知っていた。榮えい凜りん島とうの土のにおいがするのだ。

　ふと、すぐそばに誰かが立つ気配がした。

「かがり。よく頑張りましたね」

　かがりはついに己の末路を知った。どうやら自分は三さん途ずの川かわを越えつつあるらしい。そうでなければ、あの声が──あの優しい母親の声が、こんなに近くで聞こえるはずがなかった。

　母は、かがりの記憶の中のものと違わぬ穏やかな口調で云いう。

「ですが、あと一歩です。あと一歩で榮えい凜りん島とうの魔を祓はらうことができるのです」

「……無理よ。もう立てない……」

「そんなことはありません」母はにこりと微笑ほほえみを向けてきた。「あれほどの艱かん難なん辛しん苦くを忍んできたお前が、このような道半ばで倒れるはずがない。──ええ、お母さんはお前の頑張りを知っているのですよ。南なん条じよう星せい継けいに殺されたあの日から、お母さんは榮えい凜りん島とうの土となってお前のことを見守ってきました。朝も昼も夜も、ずっとお前のそばにいたのです」

「うそ。お母さんは帰ってきてくれなかった。私はいつも独りぼっちだったのに……」

「独りぼっちではありません。──ほら、ご覧なさい」

　尋常ならざる熱量を感じてかがりは顔を上げた。

　暗闇の中に、たくさんの人が立っていた。男や女、子供や老人、あらゆる種類の人々が優しげな目でこちらを見ている。誰一人として会ったことはないはずだ──しかし、かがりは奇妙な懐なつかしさを覚えた。そこら中に島のにおいが漂っている。

「榮えい凜りん島とうは意志を持った浮ふ塊かい。そしてその意志とは、儚はかなく散っていった者たちの思いが集まってできた願いの結晶。きっとお前に力を貸してくれるはずです」

　人々から熱い視線が向けられる。かがりは胸を打たれた。この人たちは自分なんかに期待してくれている、力を貸そうとしてくれている。

　──かがり様。榮えい凜りん島とうを、我々の子らを、どうか救ってくだされ。

　──そなたは忌いみ子ごに非あらず。正真正銘の熾し天てんの子じゃ。

　──諦めるにはまだ早いぞ！　我々もあなたの勝利を祈っている！

　──長きにわたる榮えい凜りん島とうの悲願を果たしてくれ！

「さあ、かがり。立ち上がりなさい」

　光の玉がかがりのほうへと吸い寄せられていく。それは人々の願いがこもった世界変革の力だった。かがりの心に炎がともる。不死鳥のごとく眩まばゆい、死をも恐れぬ煌こう々こうとした篝かがり火び。

「万策尽きぬうちは諦めず、万策尽きても諦めない。それが熾し天てんの流儀ですから」

「……うん、あと少し、頑張ってみる」

　母は安心したように笑うと、霞かすみのごとく闇に紛れて消えた。気づけば人々の気配もすっかり失うせている。暗闇が晴れ、光が戻り、そうして再び地獄のような景色が広がっていく。

　かがりが挫くじけることは、もうなかった。




「──何な故ぜ、立てる」

　刀を杖つえがわりにして膝に力を込める。まだだ。まだ倒れるわけにはいかない。目の前の敵を倒すまでは死ぬわけにはいかない──血ち塗まみれになった目元を拭いながら、かがりは突き刺すような眼光で邪悪なる神を睨にらみ据すえる。

「私は、絶対に、負けない……！」

　寿じゆ老ろう人じんは気迫に吞のまれたように半歩退ひいた。

「神しん氣き……？　いったいどこからそんなものを」

「みんなからよ。私に力を貸してくれるんだ」

「莫ば迦かな。何な故ぜ榮えい凜りん島とうの祈りがお前に向かっている……？　お前は人民から蔑まれる寇こう魔まの小娘だったはずだ……！　返せ……俺に捧ささげられるはずの祈りを……返せッ！」

「お前こそ返せ！　かなめは……お前のせいで死んでしまったんだ！」

「知ったことかッ！」

　ものすごい勢いで頭を踏みつけられた。かがりは地べたに這はいつくばりながら、それでも全身全霊を尽くして立ち上がろうとする──しかし力が足りない。榮えい凜りん島とうから分けてもらったのは精神力だけ、体力までは恢かい復ふくしないらしい。かがりは歯は軋ぎしりをして寿じゆ老ろう人じんを見上げる。

「あぁ!?　なんだその目は！　死に損ないが──」

「哀れね、あんた」ぴくりと寿じゆ老ろう人じんの眉が動く。「あんたは他人を虐いじめることでしか自分を正当化できないのよ。自分以外は道具としか思っていない」

「それの何が悪い！　人はどこまでも独善的な生き物だ！」

「かもしれないね。でもそれじゃあ誰にも信頼されないわ。祈りがどうのこうのって云いってるけど、あんたに祈りたがるやつなんて、この世に一人だっていないはずよ」

「なんだと……？」まとう雰囲気が変わった。飾り気のない怒気が溢あふれ出だす。「神の恩恵によって生かされている弱者の分際で、俺を否定するのか？」

　ゆっくりと扇が持ち上げられていく。妖よう氣きが収束する気配。しかしかがりは怯ひるまなかった。ここで怯ひるんだら何もかもが終わってしまう気がしたのだ。

「そうよ！　お前のようなやつは──人を傷つけるようなやつは、嫌われて当然なんだ！」

「もういっぺん云いってみろ！　その心臓に風穴を開けてやる！」

「何度でも云いってやるわ──お前のことなんか大ッ嫌いだ！　死ね！　死んでしまえ！　さっさとこの世から消きえ失うせて地獄に落ちろ、この勘違い似え非せ神がみがッ！」

　寿じゆ老ろう人じんが咆ほう哮こうした。鼓膜が破れそうになるほどの、それは激怒の叫びだった。

　云いった。云いってやった。

　今まで榮えい凜りん島とうの人々が決して口にすることのなかった反撃の言葉を──、

「うッ」突如として肩の辺りを蹴り飛ばされた。草履の棘とげが肉を抉えぐり、絶叫が口を衝ついて飛び出す。全身を震わせて激痛をやり過ごしていたとき、ついにかがりはその光景を見た。

　扇の先から妖術発動の兆きざしが見えた。

　頭がどうにかなりそうだった。恐怖や後悔や憎ぞう悪おなどのあらゆる負の感情が一緒くたになって精神が爆発し、とうとう耐えきれなくなったかがりは臍ほぞを嚙かむ思いで涙を流す。

　終わりだ。何もかも。

（ごめん、お母さん……）

　かがりは泣きながら胸中で呟つぶやいた。あれだけ励まされておきながら何一つとして彼らに報いてやることはできなかった。こんな不ふ甲が斐いない娘でごめんなさい──

「死ねや小娘ぇ────────────っ！」

　世界が加速した。扇の先端から純粋な妖よう氣きの塊が射出される。このまま母や妹のもとへ向かうことになるのだろうか──そんなふうに全てを諦めかけていた時のことだった。

　寿じゆ老ろう人じんの妖よう氣きの気配が、ぱっと消きえ失うせた。

　いつまでたっても苦痛は訪れない。不思議に思ったかがりは、恐る恐る視線を上に投げかけてみる。そうして驚くべきものを見た。

　全裸の男だ。

　全裸の男が、仰向けに倒れているかがりを跨またぎながら、寿じゆ老ろう人じんの右腕を力強く握りしめていたのである。扇が、ぱさりと地面に落ちた。

「遅くなってすまない、かがり」

「さ、彩さい紀きっ……！」

　かがりは掠かすれた声でその名を叫んだ。どうして全裸なの、色々見えちゃってるけど大丈夫なの──そういう細かい疑問は浮かびすらしなかった。

　彩さい紀きが来てくれた。その事実だけで胸がいっぱいになってしまった。

「お、お前は──彭ほう寿じゆ星せいッ！」
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　ぼきりと骨の折れる音がした。あまりの事態に寿じゆ老ろう人じんが目を見開いた瞬間、その隙を突くようにして放たれた蹴りが彼の顔面に命中、その身体からだはいとも容た易やすく吹っ飛んでいった。ごろごろと砂利の上を転がっていく敵の姿を見送りながら、彩さい紀きは労いたわるような声色で云いう。

「よく頑張ったな。お前は本当に立派だ」

「あんた、今まで、どこで、何をしていたの……！」

「気絶している間に崖から捨てられた。だが──どういうわけか岩肌に一本だけ桃の木が生えていてな。それに引っかかって助かったんだ。まるで奇跡みたいだ」

「さいき……さいきぃ……」かがりは思わず彼の裸体に抱きついた。「……遅いわよ……あんたが血を吐いて倒れたとき、すごく心配したんだからね……」

「あれは天論──すなわち天によって彭ほう寿じゆ星せいに設定された〝神としての役割〟に違反したことが原因らしい。まるでゲームみたいな話だが……」

「わけわかんないっ！　もうどこにも行かないでよっ！　どうしてくれるの……いてほしい時にいないなんて、番つがい失格よ……！」

　かがりは傍かたわらに倒れている巫み女この遺体を見た。こいつがあと少しでも早く来てくれれば、かなめがこんな目に遭うことはなかったはずなのだ。

「そうだな、失格だ──だが完全なる手遅れではない。かなめが助かる見込みはある」

「え……？」

「半はん刻とき以内にやつを始末して治療を開始すれば間に合うだろう」

　驚いて見上げる。力強い熱のこもった視線が返ってきた。

「気をしっかりもて。ようやく反撃の時間だぜ。──見ろ、お前を助けに来たのは俺だけじゃないんだ」

「──かがり様！　遅くなって申し訳ありません！」

　びっくりして振り返る。そして己の目を疑った。なんということだろう、そこにいたのは、これまでかがりを白眼視していた人々だった。どいつもこいつも鍬くわだの斧おのだのを引っ提げて、死地に赴かんとする兵士のような面つら構がまえをしている。それは紛れもない闘志だ。天命に抗あらがうと決めた者だけに宿る、強くて、きれいで、気高くて、決して折れることのない闘志。

「ああ。かがり様、ご無事でしたか。よかった……」先頭の飯いい垣がきが感極まったように叫ぶ。彼の後ろには榮えい凜りん島とうの人々がぞろぞろと連なっており、先日かがりのことを排斥した保守派の連中までいるのを見た途端、かがりは何な故ぜだか泣きそうになってしまった。

「かなめ様もいらっしゃるぞ……！」

「おい化ばけ狐きつね、お前はもう引っ込んでろ！　あとは俺たちがやる！」

「南なん条じよう！　この島を荒らしてくれた恨み、晴らしてくれるわ！」

　感無量だった。これほど大勢の人から認められた経験なんてなかったから。

　自分はここにいてもいいんだ──初めてそう思うことができた。

「──かがり、命令をしたまえ。そうすれば俺はいくらでもお前のために戦える」

　その時だった。本堂のほうから妖よう氣きが爆散する気配。

「──虫けらどもがああああああっ！　無信心にもほどがある、神に逆らうなどッ！　もはや貴様らに信仰は期待できん！　この寿じゆ老ろう人じんがすべて殺し尽くしてくれる！」

　寿じゆ老ろう人じんが煉れん術じゆつを発動させた。彼の叫びに呼応するかの如ごとく、そこら中の影という影から天てん颶ぐどもの死体が姿を現した。榮えい凜りん島とうの村々を苛さいなんできた恐怖の象徴。幾対もの暗い目玉がぎょろりと人間たちを見据えると、怯きよう懦だに震える悲鳴がいくつもあがった。

「さあ彭ほう寿じゆ星せい、守り神なら救ってみせたまえ。──天てん颶ぐどもよ、貴様らの好きな血祭りだ」

「ちくしょう！　おい数人で固まれ！　相手は寇こう魔まだ、一対一で相手するな！」

「わかってる──ぎゃああああああ！」

　一匹の天てん颶ぐが放り投げた刀が男の肩に突き刺さった。

　そうして戦いの火蓋は切られてしまった。天てん颶ぐどもは感情というものを一切見せず、機械的に人間たちを襲った。しかし彼らも黙して敵の攻撃を耐えるわけではない、数人で集まり隊たい伍ごを組んで、無造作に振り下ろされる粗雑な暴力を持参した武器で辛かろうじて凌しのいでいく。しかし所詮は人間、寇こう魔まの圧倒的な力に対抗しきれず、いたるところで絶叫や血ち飛沫しぶきがあがった。

「ははははは！　無信心な人間どもには死を与えてやろう。等しく地獄に落ちろ」

　まさに地獄のような光景だった。

　もはや我慢はできなかった。

「──彩さい紀きッ！」

　かがりは心を奮い立たせ、まっすぐこちらを見下ろしている己おのが下僕に向かって叫ぶ。

「《寇こう魔ま退治に協力しなさいっ！　榮えい凜りん島とうを救うのよ！》」

「承知した」

　彩さい紀きは静かに頷うなずいた。

　その直後、

　そこらで好き放題に暴れていた天てん颶ぐどもが、一斉に動きを止めて崩れ落ちた。

「……は？」

　寿じゆ老ろう人じんが呆ほうけたような声を漏らす。天てん颶ぐどもは地面に伏したまま微動だにしない。完全に物言わぬ死体に戻っていた。人間たちは事の成り行きが吞のみ込こめず、武器を片手に呆ぼう然ぜんと立ち尽くすことしかできずにいる。

　かがりはあまりの出来事に彩さい紀きを振り仰いだ。彼はいつの間にか道服をまとっていた。そしてその片手には──小さな薬やく壺こが携えられている。

「貴様、何をした……！」

「黄よ泉みに帰してやったのだ」彩さい紀きはけろりと云いう。「精度の低い尸し解かいは死者を辱はずかしめるだけだ。お前にはデリカシーというものが欠如している」

「何をしたのかと聞いているのだ！　答えろ彭ほう寿じゆ星せい！」

「尸し解かいを強制的に解除した。この程度の術ならば少し薬を散布するだけで壊せるからな」

「ッ…………！」

　寿じゆ老ろう人じんの顔が真っ赤に染まっていった。そうしてかがりは驚きよう愕がくする──煉れん術じゆつのことなど詳しくはないが、この男がやってのけたことが並大抵でないことは素しろ人うと目めにもわかった。あれだけ邪悪で強大な術を、一瞬にして無効化してしまったのだから。

「さて、お前に選択肢をやろう」彩さい紀きはゆっくりと寿じゆ老ろう人じんのほうへと近づいていく。「お前が心から反省して悔い改めるのなら殺しはしない。そうでなければ地獄に行ってもらうとする」

「ふざけるなッ……！　たかが尸し解かいを崩した如ごときで図に乗りおって。貴様はこの寿じゆ老ろう人じんが殺してやる……絶対にだ……三十年前からそうなるように決まっているのだ……！」

「なるほど。お前は榮えい凜りん島とうの神になりたいんだったか？──しかしだな、あれだけ人を殺しておいて、あれだけ悪魔じみた所業をしておいて、虫の良いい話だとは思ったりしないのか？」

　寿じゆ老ろう人じんが無言で走り出した。下半身に妖よう氣きをまとわせ脚力を強化、右手に団扇うちわを構えたまま目にもとまらぬ速度で突貫する。しかし彩さい紀きは一瞬たりとも動揺する気配を見せなかった。

　上段から高速で振り下ろされた団扇うちわが、彩さい紀きの首筋に滑り込んだ。

　かがりは顔を青くして口を押さえた。

　こいつを失うのは耐えられない──心の底からそう思った。

「その程度か」

　しかし彩さい紀きはぴんぴんしていた。

　妖よう氣きで強化された、おそらく人間の皮膚など容た易やすく切り裂く鋭利な団扇うちわ、その一撃を、まったく防御姿勢をとることなく素手で受け止めてしまっている。寿じゆ老ろう人じんが目を見開いた。そうして焦あせりを覚えたのだろう、今度は懐ふところから短刀を出現させて、左側から標的の心臓を狙う。

　彩さい紀きは指でその攻撃を払った。

　それだけで短刀は手首ごと吹っ飛んでいった。

　絶叫がこだました。

「すまないな。お前は俺を殺せると思っていたようだが、彩さい皇こうってものはそう簡単には死なない。死なないように天が定めている」

「ぐ、が、あっ、う、腕が……俺の腕が……くそ、許さねえ……！」

「許してほしいとも思わんよ」

「うるせえ！　俺が……俺こそがこの島の神なのだ……！」

　寿じゆ老ろう人じんはもう片方の腕の先から妖術を発動させようとした。しかし彩さい紀きは強引にその手を握り潰した。骨を砕かれた寿じゆ老ろう人じんの絶叫が境内に響き渡る。

　人間たちが歓声をあげた。この瞬間、神かみ津つ彩さい紀きは榮えい凜りん島とうに救いの手を差し伸べる神となっていた。ただの変態ではない、俗悪なる寇こう魔まを退治してくれる、正真正銘の守り神である──

　かがりは言葉もなかった。

　島を覆っていた分厚い暗雲が晴れていくような、そんな気分だった。

「散々悪さをしたツケは払ってもらおう。因果応報とまでは云いわん──お前が誠心を尽くして謝罪をするなら手心を加えてやってもいい」

「謝罪？　謝罪だと……？」寿じゆ老ろう人じんは目玉から血を流して彩さい紀きを睨にらみつけ、「誰が貴様のような偽ぎ神しんに謝罪などするか！　貴様のせいで……俺はずっと煮え湯を飲まされてきた……！　神としての威厳が保てず、祈りが集まらず、消えるのを待つのみの運命だった！　だが俺は榮えい凜りん島とうを見つけた！　熾し天てんの巫み女こから祈りを捧ささげられれば、俺は絶対なる安寧を手に入れられるはずだったのだ！　それをお前は……お前たちは、」

　彩さい紀きが刀を振るった。

　寿じゆ老ろう人じんの胸に真っ赤な線が引かれていた。かがりの目には彩さい紀きが武器を取り出す動作などまったく映らなかった。まさに神速の一撃と云いうよりない。

「な、にを……、」

　どしゃりとその場に崩れ落ちる。おそらく刀に毒薬でも塗られていたのだろう、寿じゆ老ろう人じんは土の上でびくびくと痙けい攣れんしながら起き上がろうとするが、力が入らず、顎を地面に打ちつけ低く呻うめいた。彩さい紀きはそんな彼を無感動に見下ろしながら云いう。

「もう終わりだ。諦めろ」

「ふざけるな、ふざけるな……ここは俺の楽園なんだ……」

　呪じゆ詛そのような言葉をぶつぶつ呟つぶやきながら地を這はいずるその姿を見て、かがりは少しだけ哀れに思ってしまった。こいつが許されざる悪事を働いたのは事実である──だが、この凶きよう神じんにしたって、人間と同種である以上、生まれたときから悪人であったはずがない。

　その同情にも似た思考が致命的な隙となってしまったのだろう。

　寿じゆ老ろう人じんが、最後の力を振り絞って飛蝗ばつたのように飛び跳ねた。

「ひゃはははは！　動くな、狐きつねぇ！」

　かがりは首筋に人差し指を添えられて動くことができない。寿じゆ老ろう人じんの力をもってすれば妖獣のか細い首をへし折ることなど容た易やすいだろう。

「彭ほう寿じゆ星せいッ！　こいつを殺されたくなかったら解げ毒どく剤ざいをよこせ！　あと死ね！」

「さ、彩さい紀き……」情けなくて泣きそうになった。妖よう氣きは切れているので妖術は使えない。身体からだは傷だらけで動けそうにない。最後の最後で彼の足を引っ張ってしまうなんて──

　しかし炎えん熱ねつの彩さい皇こうは、ふと笑んで云いうのだった。

「こんな悪夢は終わらせてしまえ。榮えい凜りん島とうの夜明けはすぐそこだ」

「え──？」

　にわかに燃えるような熱気を感じた。そして驚くべきことが起きた。寿じゆ老ろう人じんに抉えぐられた傷が治りつつある──それだけではない、全身を苛さいなんでいた疲労もすっかり消きえ失うせてしまっていた。かがりの身体からだを霊れい氣きが優しく包み込んでいるのだ。

「主従関係の霊脈を通じて霊れい氣きを送り込んでやった。──さあ、幕を下ろすがいい」

　かがりは彩さい紀きの意図を察した。

　そうだ──これは訣けつ別べつの儀式だ。

　今こそ世界変革への第一歩を踏み出そう。

　天の悪意をこの手で粉々に破壊してやるのだ。

「おい、狐きつねぇっ！　動くんじゃねえ！　殺されたいのか!?」

　足元に落ちていた刀を拾う。ぎゅっと握りしめた柄つかから馴な染じみの感触が伝わってくる。妖よう氣きを流し込んでやると、その銀色の刀身に、周囲の空気を歪ゆがませるほどの熱が灯ともった。

（大丈夫だ。やれる）

　かがりは深呼吸した。背中を押してくれるものはたくさんあった。神社の連中から送られる声援、榮えい凜りん島とうに蓄積した人々の思い、母の思い。そして神かみ津つ彩さい紀きの熱い眼まな差ざし。

　かがりはゆっくりと刀を上げる。

「やめろ──やめろ──そんなことをしたら死んでしまうッ──！」

　偽ぎ神しんは奇声をあげて騒いでいる。毒が効いてきたのであろう、既に立つこともままならず、それこそ虫けらのように地で蠢うごめいていた。

　情けをかけてやる必要はなかった。

　かがりは両手に力を込めると、何も云いわずに剣を振り下ろした。




　　　　　　　　　　○




　大したものだ、と神かみ津つ彩さい紀きは思う。

　熾し天てん寺じかがりは己の意志によって生まれ変わったのだ。人々から忌いみ嫌きらわれる化ばけ狐きつねはもうどこにもいない。境内に轟とどろく人間たちの歓声でよくわかるだろう──彼女はついに榮えい凜りん島とうの人々から受け入れられたのだ。

「彩さい紀きっ」

　勢いよく飛びついてきたかがりを受け止める。彼女は身体からだを震わせ涙を浮かべていた。よく頑張ったな──そう云いって彼女の頭を撫なでようとしたが、しかし突然手を払われてしまった。

「そうだわ！　こんなことしてる場合じゃない、かなめが……！」

「わかっている」

　彩さい紀きは倒れ伏すかなめのほうへと駆け寄った。人々も巫み女この危機を察知したらしい、それまで諸もろ手てを挙げて喜んでいた彼らだったが、すぐに夢から醒さめたように顔面蒼そう白はくとなった。

「かなめ様が」「なんということだ、おみ足が──」

「かなめ様っ！　島民総出でお助けに参りましたよ！」

　ひとりの神職が血相を変えて呼びかけた。反応らしい反応はなかった。

　誰かが悲鳴を漏らしかけたとき、飯いい垣がきが浮き足立ったように叫ぶ。

「まだ息がある！」

「そうだ。だから治療しなければならない」

　彩さい紀きはかなめの胸に右手をかざした。応急処置として霊れい氣きを送り込む必要がある。

「神かみ津つ殿。かなめ様は」飯いい垣がきが不安そうに問うた。彼も左手から大量の血液を滴したたらせている。

「治してみせる。心配するな」

「しかし……足が」

「足も治す。傷口からして《鎌かま鼬いたちの基礎因子》を宿した得物で切られたのだろう。古暦の灰を練った薬を塗れば問題あるまい」

　人々の間から安あん堵どの溜ため息いきが聞こえた。

　彼らは既に知っているのだ。神かみ津つ彩さい紀きが世界の頂点に君臨する五ご彩さいの覇は者しや・彭ほう寿じゆ星せいであることを。彭ほう寿じゆ星せいの手にかかれば、どんな怪け我が人にん病人でも恢かい復ふくしてしまうことを。

（その期待に応えてやらなくてはな）

　彩さい紀きはかがりや人間たちに見守られながら、慎重に霊れい氣きを流し込んでいった。

　かなめの肌に赤みが戻ってくる。あとは早急に薬を調合する必要があるだろう──

（かなめの治療が終われば、すべてが終わる）

　島を苛さいなむ天てん颶ぐは消えた。天てん颶ぐを操っていた黒幕も息絶えた。かなめは間一髪で一命を取り留めたし、かがりと人間たちの関係にも改善の兆きざしが見えた。ほとんど奇跡にも思えるこれらの出来事は、まったく奇跡ではありえなかった。人々の覚悟と意志によってもたらされた努力の成果なのである。そしてその中心にいたのは、間違いなく熾し天てん寺じかがりだ。

　彩さい紀きは思う。こいつは本当に世界を破壊する力を持っているのかもしれないな、と。

「ねえ彩さい紀き、かなめは本当に大丈夫なの？」

「大丈夫だ。あとは神社に戻って本格的な治療を──」

　──油断していたわけではなかったと思う。

　疲れていたのか、あるいはちょっと思考が逸それてしまっていたのか──とにもかくにも人間である以上、どれだけ注意を払っていても意識の間かん隙げきが発生してしまうことはある。

　その間かん隙げきを狙って、どこからともなく弾丸のように朱矢が飛んできた。

　矢は誰の目にもとまることなく一直線に突き進み、倒れている巫み女この胸に突き刺さった。

　少女の身体からだが魚のように跳ねる。

　真っ赤な血ち飛沫しぶきが飛び散る。

　人々は微動だにできなかった。

　彩さい紀きでさえ一瞬正常な思考を失っていた。

　しかし再起動は早かった。

　続けざまに無数の矢が飛来するのを察知すると、霊術【結界】を発動。人間たちを守るようにして展開された霊れい氣きの障壁に禍まが々まがしい朱矢の大群が激突しては弾はじけ飛とんだ。

　猛攻の中、不意にかがりに袖を引かれた。

　彼女は言葉を失っていた。ただただ泣きながら彩さい紀きにすがりついていた。

　背後でＯＬＩ因子が霧散する気配がした。

　それは死の合図に他ならなかった。

　熾し天てん寺じかなめは、たったいま、その短い生涯に幕を下ろしたのだ。

「くふふ。飽くなき死闘を始めようではないか」

　甘ったるい声がした。いつの間にか山門の屋根瓦に年若い娘が腰かけていた。

　八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの凶きよう神じん──宇うヶが原はら惟ゆ依えは、にやりと笑うと妖よう氣きをまとって宙に浮く。

「かなめ様が──」

　誰かが呟つぶやいた。そうして彼らは筆舌にしがたい現実を目まの当あたりにした。

　巫み女こが死んでしまった。もう助からない。榮えい凜りん島とうは終わってしまったのだ──絶望は漣さざなみのように伝でん播ぱした。誰もが放心してその場に座り込む。ついにはあれだけの炎を滾たぎらせていたかがりですら地に膝をついてしまう。

　そのとき、境内ががくんと揺れた。

　否いな──境内どころの騒ぎではなかった。大地そのものが嫌な音を立てて軋きしんでいた。揺れは徐々に強くなり、やがては天地がひっくり返るほどの大地震に発展する。

　世界が傾き始めた。

　正確には榮えい凜りん島とうそれ自体が傾いていた。

　巫み女こを失ったことで人々の悲しみが島に満ち、隠れ里は隠れ里としての天性を全うできなくなってしまった。ついに滅びの瞬間が訪れてしまったのだ。

　人々は絶叫しながら地を転がっていく。

　ある者は木々に全身を叩たたきつけ、またある者はそのまま山門を越えて落ちていった。

　突然、本堂の柱がぼきりとへし折れた。すさまじい轟ごう音おんを立てながらばらばらになった木片が滑り落ち、幾人かがそれに巻き込まれて姿を消した。島に存在するあらゆる物が重力に従って落ちていく──遥はるか彼方かなたの下界に吸い込まれていく。

　かなめの遺体が、地面に血の跡を残しながら毬まりのように転がっていった。

　終わりだ──誰かがそう叫んだ。

「さ、彩さい紀き……」

「まだ終わってはいない！」

　彩さい紀きはかがりを抱き寄せると【飛天】の仙術で宙に浮いた。

　敵は遥はるか上空で仁王立ちしている。何としてでも始末せねばならない──彩さい紀きは激しい使命感に燃えて宇うヶが原はら惟ゆ依えに追いすがった。

「何なのよ、これ……」

　高度が上がると島の全景が見えてくる。二人が目にしたものは、青々と輝く大空の中で、まさに死にゆかんとする理想郷の姿だった。

　村々の家屋は軒並み倒壊したりひっくり返ったりしている。島のそこかしこで人間たちが木や崖にしがみついて必死で落ちまいとしている。山を伝って下りてくるはずの川は流れの向きを反対に変えており、桜おう泉せん里りの近辺に流れ込んで破滅的な洪水を発生させていた。命めい融ゆう神社の鳥居が濁流に吞のまれるのを見た途端、腕の中のかがりが身を硬くして目を瞑つぶる。

　島の落下速度はどんどん上がっていた。

　数百年の幻想が、いま、解けようとしていた。

「──壮観だね。巫み女こは榮えい凜りん島とうの〝要〟だったということか」

　前方十メートル。

　縹はなだの衣をまとった天女が、桃色の髪を靡なびかせながら中空を漂っている。

「……何な故ぜ、かなめを狙った」

　くふふふ、と宇うヶが原はら惟ゆ依えは不敵に笑う。

「前にも云いったでしょ？　怒りは人を研ぎ澄ませるんだ。これで本気のおにーさんと戦える」

「…………」

「哀かなしいだろう？　悔しいだろう？　天に愛され日じつ月げつ星せい辰しんをたなごころにする彩さい皇こうであっても時として人の営為に打ち滅ぼされてしまう──なんと素晴らしいことか！　さあ天よ、その分明なる眼まなこに焼きつけよ！　今ここで聖仙・彭ほう寿じゆ星せいを放伐してやろう。非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てんへ至る鍵は宇うヶが原はら惟ゆ依えがもらい受ける！」

　叫び声とともに高濃度の妖よう氣きが拡散した。それに呼応して下方からゆらゆらと舞い上がってきたのは、桜おう泉せん里りを吞のみこんでいたはずの濁流である。弁べん財ざい天てんの起源は印度インドの水神であるというから、彼女もまた水の扱いには長たけているのだろう。

「──行け。【天てん竺じくの忘れ川】」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの周囲でとぐろを巻くように滞空していた大津波は、やがて大蛇の形をとって彩さい紀きたちに襲いかかってきた。よく見れば水流の中には無数の朱矢が埋め込まれている。水で動きを封じてから矢で獲物の心臓を射い貫ぬくつもりなのだ。

「彩さい紀きっ……」

「問題ない」

　云いいながら彩さい紀きは軽く腕を振る。煉れん氣きが空間に亀裂を入れ、何の前触れもなく仙界への門が出現した。大口を開けて猛進する水の大蛇はそのまま門を潜くぐって異世界の果てへと姿を消してしまう。しかし安あん堵どする暇はなかった。水流による風圧で視界が霞かすむ中、光のような速度で接近してくる気配を感じて彩さい紀きは咄とつ嗟さに防御姿勢を取る。

　火花が散った。

　目にもとまらぬ速さで繰り出された上段が彩さい紀きの腕に食い込んでいた。煉れん氣きで相そう殺さいしきれなかった衝撃が骨を軋きしませ思わず顔をしかめる。痛い──久方ぶりに痛い。前に戦ったときよりも苛烈な一撃だった。眼前にたたずむ宇うヶが原はら惟ゆ依えは愉悦に歪ゆがんだ頰を左手で押さえながら囁ささやく。

「くふふ。聞こえるだろう彭ほう寿じゆ星せい、地が祈りで満ちているぞ」

　──彭ほう寿じゆ星せい様　神かみ津つ様

　──榮えい凜りん島とうを救いたまえ

　──邪悪なる寇こう魔まに天罰を

　──昏くらき天下に平和の曙しよ光こうを

「…………！」

　神しん氣きが集まってくる。飾り気のない朴ぼく訥とつな力の波動が彩さい紀きの身体からだを包み込んでいく。誰も彼もが祈っているのだ──彭ほう寿じゆ星せい様、彭ほう寿じゆ星せい様、島を救ってくださいと。

　これこそが祈き禱とう論ろん理りの到達点。

　彩さい紀きは驚嘆した。この小娘の尋常ならざる意図を理解したからだ。

「……お前の目的は、この状況を作り出すことだったのか」

「いかにも。寿じゆ老ろう人じんはよくやってくれたよ。やり方は気に食わないが成果だけを見れば万々歳だ。人々は彭ほう寿じゆ星せいに祈りを捧ささげ、祈りを捧ささげられたおにーさんは最高の彩さい皇こうとなる。これを打ち滅ぼすことこそが惟ゆ依えの本懐。もちろん最後まで付き合ってくれるよね？」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの背中から六本の腕が生えてきた。例によってそれぞれが種類の異なる刀剣を携えており、制止を呼びかける間もなく四方八方から無数の斬撃が繰り出される。彩さい紀きは冷静に敵の動きを見極めながら考える──この娘は強い、と。

　かがりを狙って振り下ろされた一撃を刀で受け止める。

　重厚な衝撃。刀身に霊れい氣きをまとわせても弾はじき返かえすことができない。手が痺しびれるような感覚を受け流せず空中でバランスを崩す。その隙を狙って放たれた逆ぎやく袈け裟さが彩さい紀きの左胸を舐なめるように斬り上げていった。鋭い痛み。飛び散る血液。ＯＬＩ因子は意志の熱量に応じて人に力を与える。彩さい皇こうの煉れん氣きを斬り払うほどの信念をこの娘は燃やしているのだ。

「何やってんのよ！　血が、血が……はやく手当てしないと……！」

「きゃはははは！　惟ゆ依えはこの世の仕組みを知っている！　物理的にどれほど強力無比であっても最終的に勝利を手にするのは精神力が強いほうなんだ！　今ここに刃やいばが通った！　すなわち惟ゆ依えの精神はおにーさんの惰弱な意志を超越したということ！」

「ふん、小こ賢ざかしいな」

　彩さい紀きは高速で後退して距離を取った。

　彼女の意志が洗練されていることは認めよう──しかしその程度では五ご彩さいの覇は者しやを殺すことはできない。天下に九人しかいない人妖の頂点は並大抵のことでは死なないのである。

　彩さい紀きは切っ先を弁べん財ざい天てんへと向けた。

　このまま煉れん氣きを込めて一撃で葬ほうむってやろう──

　そう思って刀を構えるのだが、

　できなかった。

　全身を襲う強烈な悪お寒かん。手先が麻ま痺ひして煉れん氣きの流れが乱れる。あの黄たそ昏がれ時どきに味わった得体の知れない苦痛が湧き上がってきた。これは──この感覚は、

「くふふ。気づいたか」

　弁べん財ざい天てんが面白そうに手を叩たたいて笑っていた。

「守り神は自分の信奉者を害することはできない。子供でもわかる理屈だよね」

「そんなことが──」

　彩さい紀きは驚きよう愕がくした。

　天は彭ほう寿じゆ星せいに〝人間の救済〟という役割を与えた。そしてそれは彭ほう寿じゆ星せいの存在を規定する根本原理に他ならない。ゆえに神かみ津つ彩さい紀きは己を信仰する者を傷つけることができない。

　仮に殺しでもしたら最後、榮えい凜りん島とうが隠れ里の天性を全うできず沈んでいくように、彩さい紀きもまた天に見放されて滅びの運命をたどることになる。

　だが、この少女は──宇うヶが原はら惟ゆ依えは、

「お前、何をした……？」

　八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てんは天衣をはためかせて高速で飛ひ翔しようした。

　あまりの速度に動体視力が追いつかない。

　にわかに突風が吹く。

　気づけば眼前に無む垢くそうな少女の笑みがあった。

「くふふ。惟ゆ依えの願いを叶かなえてよ、神様」

　ぞくりとした。

　そんな莫ば迦かな話があるかと思う。

　一朝一夕で己の信仰を捻ねじ曲まげるなど──

　あまりの所業に思考が一瞬止まってしまった。

　その油断が命取りとなった。まずいと思った時には何もかもが遅く、ふと視線を下に向けてみれば、宇うヶが原はら惟ゆ依えの放った渾こん身しんの刺突がきれいに左胸を貫いているのが見えた。

「う、──、」

　内臓を蹂じゆう躙りんする冷たい金属の感触。口から血が溢あふれてかがりの金髪を濡ぬらす。

　腕の中の少女はこの世の終わりのような顔をして固まっていた。

　がくんと全身から力が抜ける。【飛天】の術が解けつつあった。

「ねえ惟ゆ依えの願いを叶かなえてよ。惟ゆ依え、非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てんに行きたいの。そのためにはね、あなたを殺さなくちゃいけないの。──だから死んでよ、彩さい紀き様」

　ずぷり、と刀が引き抜かれた。

　血液が青空に舞う。彩さい紀きはゆっくりと地面に向かって落ちていく。ひとまず傷の恢かい復ふくをしようと霊術を発動するが何の効果もなかった。

　全身に痺しびれが走った。

　あらゆる薬に精通する彩さい紀きにはわかる。刀身に毒が塗られていたのだ。炎えん帝てい神しん農のうは毒を知り尽くしながらも毒によって命を落とした。集合文化意識が歴史的遺物の再さい顕げんを開始する──すなわち神かみ津つ彩さい紀きを死に至らしめようとしている。

「あなたに惟ゆ依えを殺せないよ。惟ゆ依えはね、おにーさんのことが大好きだから」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えの祈りが効いている。

　──〝大好きだから〟

　あまりにも荒唐無稽な論理だった。

　集合文化意識が弁べん財ざい天てんの切望を聞き届けているのだ。

　この瞬間、宇うヶが原はら惟ゆ依えは、世界中の誰よりも神かみ津つ彩さい紀きのことを信じ、敬い、愛していた。

　だからこそ、神かみ津つ彩さい紀きは彼女を殺せない。

（こいつは普通の寇こう魔まじゃない。天論を把握している）

　彩さい紀きは死に物狂いで刀を構える。

　だが振ることはできない。本能が拒否している。

　天から定められた偽りの本能が──

「ふーん、まだそういう目をするんだ。……骨の髄まで破壊してあげる」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えが虚こ空くうで身を翻ひるがえした。

　どこへ行くのか──怪け訝げんに思って目で追うと、彼女は芝しば山やまの上空、そびえたつ血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうの天てつ辺ぺんまでふわふわと飛び上がっていった。

　三百三十三メートルの頂点。

　六本の腕が、真っ赤なアンテナに添えられた。

（まさか……）

　邪悪な気配がほとばしった。あれは【金こん剛ごう不ふ壊え】の妖術に他ならない。

　桃色の煉れん氣きが天てつ辺ぺんから底辺までを一直線に貫き、神かみ代よ　の電波塔は仏身にも等しい硬度を獲得した。敵の思惑を察した彩さい紀きは舌打ちをしてかがりの身体からだを強く抱きしめる。

「見よ。これが天への反逆だ」

　六ろつ臂ぴがうなる。紅色の鉄骨が軋きしんで不吉な音が響きわたる。山肌から力任せに引っこ抜かれた血けつ颪おろし千せん重じゆう塔とうは世界を震動させながら天に向かって振り上げられていく。青雲を切り裂きながら超ちよう弩ど級きゆうの戈ほこを掲げる彼女の威容は、金こん剛ごう杵しよで敵を葬ほうむらんとする天てん部ぶのようにも見えた。

　天に屹きつ立りつする上下逆さまの宝塔──あまりの光景に彩さい紀きは言葉を失った。

　宇うヶが原はら惟ゆ依えが、小さく口を動かした。

「【金剛不壊の仏杵アルテイメツト・ヴアジユラ】」

　止めることはできなかった。

　ゆっくりと、倒れ込むようにして、巨大な悪意の塊が降ってきた。

　煉れん氣きを展開して結界を張る。すさまじい轟ごう音おんとともに容た易やすく破壊される。思いつく限りの手を尽くして防御を試みるがほとんど無駄となった。弁べん財ざい天てんの毒が効いているのだ──天が神かみ津つ彩さい紀きを滅ぼそうとしているのだ──天子が放伐される瞬間を再さい顕げんしようとしているのだ。

　抱きしめたかがりが暴れた。彼女は何度も彩さい紀きの名前を呼びながら涙を流していた。

　こいつだけは助けなければならないと思った。

　だから、ありったけの煉れん氣きを彼女のために使った。

　次の瞬間、彩さい紀きの意識は真っ黒に焼け焦げて消失した。




　思い返してもみれば理不尽極まりない人生だった。

　幼い頃に《天子の特殊因子》を宿していることが露見してからは保護監察という名目で政府に引き取られ、寇こう魔まのＯＬＩ因子を宿したテロリストと戦うための練磨を強いられた。

　心の支えは戦友とも云いうべき同僚たちと、たった一人の妹だけ。

　しかしその誰もが寇こう魔まとの戦争によって命を散らされてしまった。己おのが忠誠を誓うべき国は崩壊し、世界は完膚なきまでに滅亡し、それでも諦めずに自らを封印して。

　その結果がこれだ。

　なんて理不尽なのだろう。もはや生きる目的などない──神かみ津つ彩さい紀きは死んでいるのだ。かつての国を取り戻すことはできない。それはこのＯＬＩ因子に満ちた昏くらい世界を見れば明らかだった。神かみ代よの聖仙は亡霊にすぎない。千年前の悲願を未いまだに抱き続けている、哀れな亡霊。

　そろそろ頃合いなのかもしれないな、と彩さい紀きは思う。

　全身が痛かった。毒が回っている。呼吸がうまくできない。

　周囲は東京タワーの残骸で惨さん憺たんたる有あり様さまだった。割れた大地。人の死骸。血のにおい。

　地響きとともに世界が落下している。榮えい凜りん島とうの機能は壊れてしまったらしい。

　俺はこのまま浮ふ塊かいとともに死にゆくのだろう──そう思った。

　ふと近くで少女の泣く声が聞こえた。

　熾し天てん寺じかがり。

　この少女だけは死なせてはならなかった。

　彼女は暗黒に満ちた天下を燦さん然ぜんと照らす太陽のような子だ。

　思えばこの世界は神かみ津つ彩さい紀きが死しに際ぎわに見た夢なのかもしれない。その最さい期ごの夢を明るく楽しいものとしてくれたこの子だけは、絶対に守ってやろうと思った。

「かがり」

　彩さい紀きはゆっくりと語り掛ける。

「生きろ。お前だけは」

「──莫ば迦かを云いうな！」

　腹部に衝撃。かがりが仰ぎよう臥がしている彩さい紀きに抱きついてきた。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔が目と鼻の先にある。

「あんたまで死んじゃったら私はどうすればいいの……！　私にはもう、家族がひとりもいないのよ……あんただけなのよ……だから、そんなこと云いわないでよ……」

「大丈夫。お前は一人じゃないよ」

「そんな無責任なこと云いうなぁっ……！」かがりは彩さい紀きの胸に顔を埋うずめて喚わめいた。爪を皮膚に立てられても何も感じなかった。神経が麻ま痺ひしているのだ。「私はずっと一人だった……でもあんたと会ってから、すごく毎日が温かかったの……嬉うれしかったの……！　私をこんな気持ちにさせておいて、勝手にどっか行っちゃうなんて、絶対に許さないわ……！」

　彩さい紀きは重たい腕を持ち上げて彼女の頭に手を載せた。

　血で汚れた金髪を撫なでてやる。

「あいつの目的は俺だ。巻き添えを食くらう前に立ち去れ」

「立ち去るかっ！　あんたなら弁べん財ざい天てんなんて簡単に倒せるんでしょ……どうして諦めたふうに云いうの……！」

「俺には目的がない」

　全身から力が抜けていく。

　ＯＬＩ因子に後押しされた猛毒が彩さい紀きの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを蝕むしばんでいる。

「俺が望んでいること……それはな、世界平和なんだ」

「《本当のことを云いえ！》」

「世界平和だよ」

　かがりの表情が絶望に染まっていった。

「ただの世界平和じゃない。神かみ代よの世界、人じん寇こう大たい戦せんが起こる前の世界を再さい顕げんすることが俺の夢だ。でも、それは本当に夢のままで終わってしまった。……俺は最初から死んでいたのかもな。生きる目的のない人間なんて……努力することを忘れた人間なんて、死んでいるのと同じようなものだ」

　自嘲的な笑いが漏れた。自分には、他人に説教する資格なんてなかった。

　榮えい凜りん島とうは断末魔の轟ごう音おんを響かせながら崩壊している。大地に蓄積されたＯＬＩ因子が天に帰っていく。この島は神に見放されたのだ。

　胸の辺りにそっと手を添えられた。

「ううん、生きてるわ。あんたは生きてる。心臓が動いてるもの」

「そのうち止まる。意志のない者は死ぬんだ」

「でも……でも。私を置いていかないでよ。あんた、私のことが……好きなんでしょ」

「お前のことを好きと云いったことは一度もない」

　かがりの身体からだが強こわ張ばった。彩さい紀きは笑って云いった。

「だから去れ。ここにいたら、お前まで死んでしまう」

「………………………………、」

　仙人とはあらゆる事物に執着を捨てたもののことだ。

　今いま際わの際きわになってもＯＬＩ因子は宿主の精神を律りち儀ぎに改変しているらしい。生への渇かつ望ぼうが薄れつつある。死んでも生きても同じこと、そんな諦めにも似た感情が湧いていた。

　このまま静かに果てるのも悪くない──そんなふうに思ったとき、

「──このばかっ！」

　べちん、と頰に衝撃が響いた。かがりに平手打ちをされていた。

　痛覚は失っていたはずなのに、何な故ぜだかじんじんと鮮烈な痛みが走る。

「おい……重傷患者に向かってそれはひどくないか」

「勝手に死ぬなっ！　私にはあんたが必要なのよ！　だって私とあんたは番つがいで……あんたが私のことを大好きだってことは、私がいちばんよく知ってるの！　莫ば迦かみたいな噓うそついて、そんなので私が騙だまされると思ったら大間違いなんだからね！」

「噓うそじゃない。はやくこの場を……」

「噓うそだ！　たとえ噓うそじゃなかったとしても、私があんたから離れることは絶対にない！　だって──私はあんたのことが大好きだから！」

　彩さい紀きは驚きに目を見開いた。

　彼女の身体からだからすさまじい思いが伝わってくる。

　真っ赤に燃え盛る膨大な思い──祈りの熱だ。

「ちょっと死にそうになったくらいでウジウジしやがって！　そういうのがいちばん大嫌いなのよ！　あんたは最強なくせして精神が蚯蚓みみずみたいに最弱だわ！　だから私がずっとそばにいてやる……私がいないとあんたは生きていけないから！　それがよくわかったから！」

「そういう問題じゃない。俺には生きる目的がない」

「目的ならくれてやるッ！」

　かがりがずいっと身を寄せてきた。

　林りん檎ごのように赤くなった彼女の顔がすぐそこにあった。

「神かみ津つ彩さい紀き！　《お前は熾し天てん寺じかがりのために生きろ》！　そうすれば、わ、私が、あんたのことを、ずっと面倒見てあげるからぁ────っ！」

　かがりが叫んだ。

　そうして彩さい紀きの心は動いた。

　彼女の言葉はどこまでも純粋で、飾り気がなく、それゆえに人の願いが論理法則を形作るこの時代においては、世界変革の力すら秘めている気宇壮大な祈りの叫びでもあった。

　心身に炎がともる。腕の中の少女から伝わる、天を熾やく眩まばゆい炎。

「……言こと霊だまで命令するのは卑ひ怯きようだな」

　思わず笑みがこぼれた。

　根拠など何もない。かがりと一緒ならどんなことでもできる気がした。

　だが──そういう〝気〟が大事なのだ。この時代では。

「わかった。お前のために生きてみよう」

「彩さい紀き……！」

　身体からだに力を込めて半身を起こす。貫かれた胸の傷口からおびただしい量の血が溢あふれている。予あらかじめ作っておいた薬を服用すると、いくらか意識が鮮明クリアになった。

　天命は理不尽だ。しかし理不尽に抗あらがってこその人間でもある。

　この腐った世界をぶっ壊すことができるのは、人の意志、ただそれだけだ。

「──おにーさん、生きてたんだね」

　天から少女が舞い降りた。

　八本の腕と八つの武器を携えた凶悪なる弁べん財ざい天てん。

　彼女は倒壊した家屋の柱の上に立つと、凍いてつく妖よう氣きを振りまきながら云いった。

「くふふ。血だらけじゃないか。そろそろ黄よ泉みのお迎えが来る頃合いだろう？」

「そうかもしれない。だが俺は諦めない」

「その心意気は好きだよ。でも意識を保っているのもやっとでしょ？　あなたに埋め込んだのは断だん腸ちよう草そうの猛毒。炎えん帝てい神しん農のうだからこそ辛つらいはずだよ」

「知ったことか」

　彩さい紀きは残っていた煉れん氣きをかき集めて【召喚】を発動した。

　どこかへ吹っ飛んでいったはずの神しん州しゆう刀とうが右手に収まる。その切っ先を宇うヶが原はら惟ゆ依えに向けながら静かに目を閉じる。──強烈な吐き気。眩暈めまい。天論は正常に動作しているらしい。

「無駄だよ。おにーさんのことを世界でいちばん信じているのはこの私。守り神は己の信奉者を攻撃できない──惟ゆ依えを攻撃することはできない」

　彩さい紀きはかがりに支えられながらゆっくりと立ち上がる。毒のせいで煉れん氣きがほとんど残っていなかった。それでも諦めるわけにはいかなかった──かがりに命令されてしまったから。

「さあ、神殺しを始めよう！」

　宇うヶが原はら惟ゆ依えが煉れん氣きをまといながら跳躍した。着地すると同時に八つの武器を構えながら風のような速度で疾駆する。小細工なしに一直線に迫りくる八はつ臂ぴ飛ひ騰とうの弁べん財ざい天てん、その左胸に狙いを定めながら彩さい紀きは静かに祈りを捧ささげる。

「我が名は宇うヶが原はら惟ゆ依え！　天に逆らい世界の頂点に至るべき者！　聖仙・彭ほう寿じゆ星せい、その首もらい受ける──！」

　弁べん財ざい天てんが叫びながら武器を振り上げる。

　神かみ津つ彩さい紀きの手からぽろりと刀が落ちた。

　好機、そう捉えた宇うヶが原はら惟ゆ依えはさらに加速した。

　その刹那、鋭利な刀の軌跡が閃ひらめいた。

　肌を焼くような熱気、

「え──？、」

　小さな呻うめき声ごえ。直後、宇うヶが原はら惟ゆ依えはがくりと膝をついてその場に崩れ落ちた。

　八はつ臂ぴからこぼれ落ちた剣だの槍やりだのがばらばらと地面に散らばった。

　地に頰をこすりつけながら、宇うヶが原はら惟ゆ依えは顔を引きつらせて己の身体からだを確認する。

「莫ば迦か、な……、」

　お腹なかに刀が突き刺さっていた。

　ただし彩さい紀きの仕業ではない。彩さい紀きに寄り添いながら彼の刀の柄つかを握りしめていたのは、狐きつねの耳と尻尾を持つ、炎のような気迫の少女。

　熾し天てん寺じかがりが、目に涙を溜ためながら寇こう魔まを貫いていた。

「熾し天てん寺じかがり……そんな……」

「俺は触れたものを透明にすることができる。──警戒を怠ったな」

「そんな、陳腐な手法で……！」

「その刀にも毒が塗ってある。もう諦めろ」

「まだ……まだ惟ゆ依えは……た」
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　それ以上言葉は続かなかった。

　がくん！　と島全体が揺れた。大地が傾きあらゆるものが下界へ滑り落ちていく。宇うヶが原はら惟ゆ依えの身体からだもごろごろと転がり、倒木の波に巻き込まれていずこかへ消えてしまった。

　うら若き少女の野望は、呆あつ気けなく潰ついえてしまった。

　彩さい紀きは弁べん財ざい天てんの生気が消失したことを確認すると、かがりを抱いたまま、最後の力をふりしぼって宙に浮かび上がった。眼下には目を覆いたくなるような惨状が広がっている。人々が命をかけて守ろうとした世界が沈んでいく。今も昔も変わらない──滅びは何の前触れもなく訪れて人々の生活を台無しにしていく。それが天の配剤というものなのだ。

　──天命に抗あらがえ、神かみ津つ隊長。

（いや。違うな）

　こんなところで諦めてしまったら、千年前に散っていった仲間たちに申し訳が立たない。

　神かみ津つ彩さい紀きには、人々を──否いな、天下の人妖を守り抜く義務があるのだ。

「彩さい紀き、どうしよう……」

　かがりが呟つぶやいた。彼女の声は震えていた。

　彩さい紀きは安心させるように笑って応える。

「任せておけ。この島の病気は俺が治してやる」

　彩さい紀きの右目が五色の光を発した。

　天下に九つしか存在しない至高の煉れん術じゆつ──彩さい術じゆつが発動する兆きざしであった。

　やがて彩さい紀きの右手に光の粒子のようなものが現れる。それは世界構築の要にして世界崩落の原因にもなりうる諸もろ刃はの劇薬だった。

　彩さい紀きはＯＬＩ因子を握りしめると、彩さい氣きを込めて榮えい凜りん島とうの大地に叩たたきつけた。
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　大地に向かって急降下していたはずの榮えい凜りん島とうは、知らないうちに浮ふ塊かいとしての性質を取り戻していた。これまで何百年とそうしてきたように、何の憂いもわだかまりもなく、いっそ清すが々すがしいまでに泰然自若とした空気感でもって、雲居の間をゆらゆらと漂っている。

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは思う──これこそ非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てんの境地なのではないか、と。

　彼女はいま、榮えい凜りん島とうの端っこの切り立った崖の上に身を横たえていた。一寸先を流れていく雲の群れをぼんやり眺めながら、惟ゆ依えは風穴の開いたお腹なかを労いたわるようにさする。じくじくと身体からだの芯に染しみ入いるような疼とう痛つうが、しかし今は心地よかった。

　全身全霊を尽くしても敵かなわぬ相手がいる──その事実は惟ゆ依えの心に途方もない歓喜をもたらしていた。理想は遠のいてしまったかもしれないが、進路を阻はばむ障害が強大であればあるほどそれを乗り越えたときの快感もまた一ひと入しおとなるだろう。

　おん　そらそばていゑい　そわか

　おん　そらそばていゑい　そわか

　おん　そらそばていゑい　そわか

　惟ゆ依えは祈った。彭ほう寿じゆ星せいは殺す──何が何でも絶対に殺してやる──圧倒的な力でもって全てを粉々にしてやる──そういう剛ごう毅きなる意志でもって己おのが先祖たちに誓いを立てる。

「……くふふふ。おにーさん、次はちゃあんと殺してあげるからね」

　神かみ津つ彩さい紀きへの愛が止まらなかった。それはまさに副作用だった。惟ゆ依えは彭ほう寿じゆ星せいを殺すために彭ほう寿じゆ星せいの信仰者となった。信仰者となるために全てを抛なげうつ覚悟で祈りを捧ささげた。そのせいで後戻りができなくなってしまった。彭ほう寿じゆ星せいのことしか考えられなくなってしまった。

　すぐにでも会いたい。会って殺してやりたい──

「相変わらず物騒なことを云いう娘だな」

　びくりとして声のしたほうに視線を向ける。

　惟ゆ依えが会いたいと願ってやまない至高の仙人、彭ほう寿じゆ星せいが立っていた。

「あら、おにーさん。毒で死んだんじゃなかったの？」

　声は震えていないはずだった。彭ほう寿じゆ星せいはゆっくりと近づいてくる。ゆったりとした道服の袖が風に揺れている。彼は心の内が読めない無表情をしていた。

「毒は苦手だ。でも薬を作るのは得意だからな。時間さえあれば中和できる」

「く、ふふ……ってことは、あと少しだったのかぁ。……で、惟ゆ依えに何の用？」

「用というほどのことではない。きちんと始末をつけておく必要があると思ってな」

「そう。それは殊勝だね」

　惟ゆ依えは不敵に笑う。しかしそれはまったくの虚勢だった。まさかこんなに早く居場所を突き止められるとは思ってもいなかった。会えたのは嬉うれしい──だけど今は殺せない。憎しみと愛情、そういう複雑な感情が惟ゆ依えの心を支配していた。

「しかし、存外しぶといな。神経毒を投与してやったのに」

「そっか。だから身体からだが動かないんだ」

　惟ゆ依えは表情を崩さない。精神的に屈することはそのまま死を意味しているからだ。

「……にしても、最後は熾し天てん寺じかがりに任せるなんて、案外矜きよう持じってもんがないんだね」

「この時代にそういう尺度でものを考えていると死ぬぜ。生きるためならどんな手段であっても躊ちゆう躇ちよなく行使するべきなんだ」

「それは同感──」つぅ、と口から一筋の血が流れた。満まん身しん創そう痍い。五ご彩さいの覇は者しやと戦えるような状態でないことは明らかだった。だからこそ惟ゆ依えは必死で時間稼ぎをする。「ところでさ、これどうやったの。榮えい凜りん島とうは落下してたはずなのに。おにーさんが止めたんでしょ？」

「知りたいか？」

「知りたいなあ。できれば詳しく」

「では教えてやろう」

　純粋なる殺意の片へん鱗りんを感じて惟ゆ依えはたじろぐ。彭ほう寿じゆ星せいの超俗的な視線が突き刺さる。

「──だが、その前に選んでもらおうか。簡単な選択肢だ。金輪際、無闇に人を殺さないと約束するか、このまま浄化されるか」

「おにーさんを殺すっていう選択がないのはどうして？」

「ああそうだな。じゃあ三つ目がそれ」

　ふざけてやがる──惟ゆ依えは下唇を嚙かんだ。そうして自分に残された道が一つしかないことを理解する。大人しく服従するなど矜きよう持じが許さないし、むざむざ殺されるのも言語道断。ならば抗あらがってやろう。大丈夫、これまでどんな理不尽に見舞われても自分は生き延びてきた。

「答えは決まったか？」

「決まったよ──ここで死ね！」

　惟ゆ依えは仰向けのまま右手首の辺りからさらに腕を生やした。弁べん財ざい天てんに特有の漆黒の腕、その手には鋭い短剣が握られている。刃やいばが躍り、あと一ちよ寸つとで敵の首をかき切らんとしたとき──しかし惟ゆ依えは尋常ならざる激痛を感じて武器を取り落としてしまう。

「がっ、あ、な、……な、に……!?」

　内臓をぐちゃぐちゃにかき回されるような感覚だった。

　見れば、彭ほう寿じゆ星せいの右手が惟ゆ依えの胸に突き刺さっていた。

「残念だ。お前の志は嫌いではないんだが」

　惟ゆ依えは絶叫した。あまりの痛みに数年ぶりの涙がこぼれ落ちる。

「いや、手荒ですまない。痛みはあるかもしれないが、すぐに解放してやるから我慢しろ」

「な、に、を……している、このっ……！　私には、攻撃できないはず……！」

「攻撃ではない。これは天から人に授ける恩恵だよ。──よし取れた」

　永えい劫ごうにも思える苦痛は唐突に終わった。痛みの余韻に惟ゆ依えが喘あえぐかたわらで、やつはいかにも一仕事を終えたような雰囲気で云いう。

「弁べん財ざい天てんか。希少といえば希少だな。一応保存しておこう」

　惟ゆ依えは己の胸部を見た。驚くべきことに傷の一つもなかった。いったいどんな煉れん術じゆつを使ったのか。いやそんなことはいい。やつは油断している。眼下の弱者のことなど歯し牙がにもかけていない。これは好機だ──そう思った惟ゆ依えは再び弁べん財ざい天てんの腕を顕現させようとして、

「え……？」

　出ない。腕が出ない。いくらやっても出てこない。

　今まで呼吸をするが如ごとく八はつ臂ぴを操ってきたというのに。

「無駄だよ。俺の彩さい術じゆつは【萬ばん物ぶつの調合】──天下のあらゆる物質を操作する力だ。そしてこの〝あらゆる物質〟にはＯＬＩ因子も含まれる」

「どういう、意味だ……？」

「たった今、お前から《弁べん財ざい天てんの基礎因子》を抜き取った。お前はただの人間になったんだ」

　わけがわからなかった。彭ほう寿じゆ星せいは淡々と続ける。

「榮えい凜りん島とうの落下を食い止めたのもこの彩さい術じゆつだ。もはや機能しなくなった《隠れ里の基礎因子》のかわりに《桃源郷の基礎因子》をねじ込んでやった。一か八かの賭けだったけどな。とにかくこの島は新たなる理想郷としての性質を獲得し、再び空に浮きあがったというわけだ」

「へ、へえ……難しいこと云いうんだね……」

「ではわかるように実演してやろう。俺は現在百八種類のＯＬＩ因子を持っている。そして重複しているのが九種類。いつか捨てようと思っていたんだが──」

　彼の掌てのひらの上には幽かすかな光のようなものが密集していた。あれが〝因子〟なのだろうか。

「捨てるついでにお前にやろう。人体とＯＬＩ因子を調合してやる。どれがいい？　色々あるぞ。《煙えん々えん羅らの基礎因子》《垢あか嘗なめの基礎因子》《おばりよんの基礎因子》──ああ、そういやお前は非ひ想そう天てんを目指しているんだっけ？　ちょうど《天てん部ぶの深層因子・儀ぎ範はん‐非ひ想そう天てん》があるから強制的に連れていってやることもできるが──いや、それだと罰にならんか」

「ま、待って」

「決まらないならこっちで決めるぞ。どれにしようかな天の神様の云いう通とおり──これか」

　彭ほう寿じゆ星せいの腕が再び胸に突き刺さった。惟ゆ依えは苦痛のあまり叫び声をあげる。しばらく羽をもがれた虫のようにじたばたしていると、やがて左腕の辺りに異様な熱が集まっていくのがわかった。恐る恐る目を落とす。そうして怖おぞ気けに震えた。腕が変色し始めているのだ。見慣れた肌の色から。ぬめぬめとした深い緑色に──

「定着したようだ。今回みたいな悪さはもうできんだろう」

「なによ、これぇっ……！」

　緑色の肌に黒いまだらが混じる。指と指の間に薄い膜が出現する。変化は左腕から肩のほうへと広がっていく。彭ほう寿じゆ星せいはまったく笑わずに云いった。

「河童かつぱだな。おめでとう」

「っ…………！」

　絶望が心に行き渡る間もなかった。いきなり胸倉を摑つかみ上あげられ、惟ゆ依えは噎むせた。彭ほう寿じゆ星せいは惟ゆ依えの身体からだを持ち上げたまま、ゆっくりと崖のほうへと歩いていく。

「これにて浄化完了だ。最後に何か云いいたいことはあるか？」

　足元には何もない。遥はるか下方に悠然とした大地が広がっているだけだった。

「お前は」惟ゆ依えは辛かろうじて唇を動かした。「お前の目的は……なんだ？　そんな力を持っているなら、他の彩さい皇こうを倒すことだってできるはず……あんな狐きつねに従うような器じゃない……」

「生きる目的など人それぞれだ。──だがまあ、彩さい皇こうを倒すというのには同感だな。正確には《天子の特殊因子》が欲しい」

　彭ほう寿じゆ星せいはふと笑った。それは温ぬくもりの欠如した羅ら刹せつの笑みだった。

「俺はかがりに不屈の心を学んだ。やはり初志貫徹は大切だよな」

「何を、云いっている」

「ＯＬＩ因子はあらゆる事象を退行させる力を持っている。その中でも《天子の特殊因子》は世界の根本に穴を穿うがつ破格の因子だ。これを材料にして薬を作れば、神かみ代よの世界を取り戻すことだってできるかもしれない」

「莫ば迦かなの……？　そんなことをしたら、熾し天てん寺じかがりもいなくなっちゃうよ」

　彭ほう寿じゆ星せいは笑みを深めた。

　惟ゆ依えはぞっとした。この男の思考が理解できなかった。

「話は終わりだ。──まあ安心しろ。河童かつぱだって寇こう魔まだし、落ちても死にはしないだろう。もう昇ってくることはできないだろうけどな」

「や、め──」

　ぱっと手が離された。

　そうして惟ゆ依えの身体からだは重力に従って落下を始める。

　彼女の心を満たしているのは虚無だった。

　まさか──まさか、こんなにも〝高み〟が遠いなんて。

　宇うヶが原はら惟ゆ依えは決して努力を怠らなかった。五ご彩さいの覇は者しやを倒し、非ひ想そう天てんに至り、この世のしがらみから解放されるまで、決して己の強さに胡坐あぐらをかくつもりはなかった。だのにこの結果はなんだ？　せっかくここまで昇りつめたのに──やはり俗悪なる天帝は、人の営みを破壊しなければ気が済まないらしい。

「彭ほう寿じゆ星せい……絶対に許さない……」

　地面が急速に近づいてくる。

　無限の絶望に包まれながら、やがて宇うヶが原はら惟ゆ依えは意識を手離した。
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　かくして長い夜は明けた。

《隠れ里の基礎因子》が失われたことに伴う落下騒動は島に甚じん大だいな被害をもたらしたと云いえよう──しかし不幸中の幸いは死者が少ないことだった。これは甚だ意外なことであるが、この騒動で命を落とした者はたったの十二名だというのである。行方不明者もほぼ全員が見つかっており、犠牲者がこれ以上増えることはないらしい。

　島の人々は口々に「奇跡だ」と叫んだ。

　彼らによれば──島から落下しそうになったとき、あるいは倒壊した家屋や瓦が礫れきに押し潰されそうになったとき、突如として地面から桃の木が生えてきたかと思ったら、足場になったり防御壁になったりして上う手まい具合に人々を守ってくれたのだという。

　誰もがしみじみと思った──天の神様も捨てたもんじゃない、と。

　だが現実はそうではない。桃の木は榮えい凜りん島とうの土に染しみついた願いの結晶だった。つまり人の意志が積み重なって起きた必然なのである。

　彼らがその事実に気づくことは永遠にないのかもしれない。

　だがそれでいいのだ。

　ただの人間は天下の真理や法則にまで目を配る必要はない。自分と、自分の大切な人が安らかに生死を全うできるよう祈っていれば、それだけで世界は完結してしまうのだから。




　　　　　　　　　　○




　かなめの葬儀は榮えい凜りん島とうの儀礼に従い、一日の殯もがりを終えた後に行われた。

　おそらく今頃、命めい融ゆう神社の巫み女こ殿でんは人々の慟どう哭こくで満ちているのだろう。しかし、かがりは葬儀に顔を出す気にはなれなかった。斎主の祝詞のりとでも聞いてしまえば、否いや応おうなしに彼女が死んだことを認識させられる。それは何よりも辛つらいことのように思えた。

　だからかがりは、時間になっても神社には近寄らず、かつて人間によって焼かれた自分の家の前に突っ立って、何をするでもなく廃はい墟きよを眺めていた。

　空は憎たらしいほどに青々としている。あと少しもすれば春も盛り。刺すような陽光に当てられかがりの首筋を汗が伝っていく。

（優しい人だった）

　かがりは彼女との思い出を反はん芻すうする。まったくもって優しい人だった──その表情も、仕草も、声も、気遣いも、自分なんかの妹にしておくのはもったいないほどに優しかった。ああいう人物が無慈悲に取り除かれていく世界なんて、やっぱり壊れるべきなんだ。

　島を襲う輩やからはもういない。天てん颶ぐも、寿じゆ老ろう人じんも、弁べん財ざい天てんも消えてしまった。

　けれどもかがりの心はちっとも晴れなかった。

　もっと上う手まくやっていればかなめは助かったかもしれないのに──そんなどうしようもない後悔の念ばかりが頭の中をぐるぐると巡っていた。

「かがり。こんなところにいたのか」

　慌てて涙を拭う。かがりは振り返らずに答えた。

「どうしたのよ。怪け我がの具合はもういいの？」

「問題ない、とは云いい難がたいな」声の主、神かみ津つ彩さい紀きはゆっくりと近づいてくる。「しかし一命はとりとめた。お前の気持ちが通じた結果だよ」

「噓うそでしょ」

「噓うそではない。天がかがりに呼応して俺を助けたのだろう」

　彩さい紀きの云いうことは相変わらず難しかった。かがりには一割も理解できない。

「……あんたも、かなめのところに行けば？」

「お前のことが心配でな──お腹なかが空すいただろう。桃でも食べるか？」

「うん……ありがとね」

　かがりは彩さい紀きの手から桃を受け取る。かじってみると、瑞みず々みずしい甘みが口の中に広がっていった。近くにあった切り株に、背中を合わせるようにして二人で座る。しばらくどちらも言葉を発さなかったが、かがりが桃を食べ終えるのを見計らって彩さい紀きが口を開いた。

「お前こそ、怪け我がの具合はどうだ」

　かがりはすっかり元通りになった自分の身体からだを見下ろした。

「平気よ。……あんたって、なんでも治せちゃうのね」

「なんでもは治せない。それに、お前の場合は特別だ」

「特別？」

「霊れい氣きで俺とつながっている。だから傷の治りが異様に早いんだ」

　かがりは自分の身体からだが目に見えない糸のようなもので彩さい紀きとつながっているのを自覚していた。おそらくこれが主従関係の証あかし、霊脈なのだろう。

　彩さい紀きは溜ため息いきを吐ついて云いった。

「どうでもいいことだが、お前は〝天性〟を二つ持っている。《妖よう狐この基礎因子》と《巫み女この基礎因子》だ」

「巫み女こっていうのは、お母さんからもらったやつ？」

「ああ。だが《妖よう狐この基礎因子》に影響されて微妙に変質している。たとえば、かなめは〝神に仕える子〟としての巫み女こだが、お前は〝神降ろしをする者〟としての巫み女こだ」

「意味わかんない」

「古代においては子が先祖の魂をその身に降ろして神秘的な力をまとったという。俺がこの世に蘇よみがえって、こうしてお前とつながっているのは、そういうことなんだ」

「だから、意味がわからないわ」

「そうだ。こんな話に意味はない。ただ一応伝えておくのが筋かと思ってな──白状しよう、俺はお前の先祖なんだ」

　びっくりして振り返った。やっぱり意味がわからなかった。

「正確にはお前の直系先祖たる命めい融ゆう神社の初代巫み女こ・熾し天てん寺じ祭さい火かの兄、それが神かみ津つ彩さい紀きだ。神社の系譜によれば、お前とは四十二親等の遠縁らしい」

「じゃあ……祭神の祝しゆく融ゆうって、あんたのことなの？」

「それは妹の夫だ。俺の義弟にして親友で──お前の四十代前のお祖じ父い様さま」

「そう」かがりは膝を抱えて俯うつむいた。今更そんなことを明かされても反応に困るのだ。「よくわかったわ。あんたは変態よ。妹の子孫を好きになっちゃうなんて……」

「そういうことじゃない」彩さい紀きは感情を抑えたような声で云いう。「俺が云いいたいのはな、つらくなっても一人で抱え込むなってことだ。俺はお前の肉親であり……まあ、連れ合いだ。勝手にいなくなったりしない。お前が許してくれる限りはいくらでも寄り添おう」

　それは、途方もない愛情のこもった言葉だった。かがりは胸の奥から何かが込み上げてくるのを感じた。強がりの仮面がみるみる崩れていった。

　それからかがりは少し泣いた。

　この一週間でどれほどの涙を流したことだろう。しかし、今かがりの頰を濡ぬらしているのは単純な悲しみの涙ではない。筆舌には尽くせない様々な感情が胸の内で荒れ狂っていた。その感情どもの中核を占めているのは、無力感にも似た何かである。

　脳裏にこれまでの人生における様々な思い出が浮かんでは消えていった。

　神社の連中にいじめられたこと──母親を寿じゆ老ろう人じんに殺されたこと──神社から追い出されたこと──桜おう泉せん里りの人々に石を投げられたこと──かなめがいつも慮おもんぱかってくれたこと──毎朝彭ほう寿じゆ星せいの祠に祈りを捧ささげたこと──天てん颶ぐに襲われたこと──彩さい紀きと出会ったこと──天てん颶ぐと戦ったこと──彩さい紀きのおかげでまたかなめと家族になれたこと。平穏無事な毎日を送れたこと。そしてかなめが儚はかなく命を散らしてしまったこと、彩さい紀きと一緒に島を救ったこと。

　そういう一つ一つの記憶を反はん芻すうするたび心が震えて泣けてきた。

　時間が止まることはない。これらの出来事も、いつかは夢となって消えてしまうのだろう。

　たった一人の妹の死を実感して、かがりは世がいかに無常であるかを悟ってしまった。

　人の営為は霞かすみのようにおぼろげなものだ。少しのことで消えてしまう。忘れられてしまう。生きる意味とはいったい何なのだろうか。

「落ち着いたか」

「うん……」

　彩さい紀きはかがりが泣なき止やむまでずっとそばにいてくれた。慰めの言葉も抱擁もなかったが、彼がすぐ近くで見守ってくれていると思うだけで気持ちが楽になった。

　こいつだけは絶対に手放してやるもんか──そう思った。

「……あんたは、私と一緒にいてくれるの？」

「ああ」

「いなくなったりしない？」

「しない」

「ほんとうに？」

「本当だよ」

　かがりは彩さい紀きに向き直る。泰然とした瞳が見つめ返してきた。胸が高鳴るのを感じながら、たどたどしく言葉を紡つむいでいく。

「でも不安だわ。人と人との縁なんて簡単に断ち切られてしまうもの。だから……こういうときにはしっかりと結びつきを作ることが大切なんだってお母さんが云いってた」

「結びつき？」

「それに、あんたには色々とお世話になったし。お礼もしなくちゃいけないから、」少しだけ間を空け、かがりは気持ちを抑えながら云いった。「交尾してあげる」

「ちょっと待て。そういうことをする必要はないんだ」

「どうして？」

「俺とお前はすでにＯＬＩ因子の制約で結ばれているからだ。そもそも俺は約束した──お前のために生きると。そうだ、俺とお前は損得勘定を抜きにした付き合いができるくらいにはなっているはずだ。だから……そういうことは必要ないんだ」

　珍しいことにこの仙人は慌てているらしかった。だがこいつの理屈っぽい抗弁を聞いていると徐々に苛いら立だちが募ってくるから不思議だった。人がせっかく勇気を出したというのに。

「というわけで、今のはなかったことに」

「《動くな》」

　その一言だけで五ご彩さいの覇は者しやは動きを封じられてしまった。石像と化した彩さい紀きの胸にそっと手を当てる。鼓動が速まっていた。こいつも緊張しているのだ──かがりと同じように。

「待て落ち着け。桃に飽きたならりんごもあるぞ」

　たぶん自分の頰は林りん檎ごのように赤くなっているのだと思う。それでもかがりは恥ずかしさを我慢して彼のほうに身を傾けていく。離さない。絶対に離さない──こいつはずっと私と一緒にいなくちゃいけないんだから──かがりは覚悟を決めると、すぐ目の前にあった彩さい紀きのほっぺたに、そっと唇を当てた。

　彩さい紀きの顔がみるみる熱を帯びていった。

　かがりは弾はじかれたように身を引き、そっぽを向いて腕を組む。

「おしまいっ！　だ、大丈夫よ。一回くらいなら、赤ちゃんできないと思うから……」

　妙な視線を感じた。彩さい紀きがぽかんとした顔でこっちを見ている。

「な、なによ。云いっとくけど、今日はもうしてあげないからね──ひゃっ!?」

　いきなり頭をわしゃわしゃと撫なでられた。彩さい紀きは「あっはっはっは！」とこれまた彼にしては珍しく大笑いをしている。「いやあ参った。お前は大したものだな！」

「むぅ……なんか莫ば迦かにしてる？」

　してないしてない、と彩さい紀きは笑った。かがりは頰を膨らませて俯うつむいた。

「これで勝手にいなくなったりしたら、怒るんだからね。あんたは……私のたった一人の家族なんだから」

「いなくなったりしないよ。だが──〝たった一人の家族〟というのは違うな」彩さい紀きは笑みを湛たたえたまま云いった。「家族は俺だけじゃない。実はそのことを伝えに来たんだ」

「え……もしかして、今のでできちゃったの……？」

「んなわけあるか阿あ呆ほう」

　わけがわからなかった。彩さい紀きは不意に真面目な表情を作った。

「かがりよ。きっとお前は世界に絶望したことだろう──天は冷酷無比、諸行無常、ゆえに頑張って生きることに意味はない──そう思ったことだろう。だが安心したまえ、これはすべて熾し天てん寺じかがりが成し得た偉業だ。お前は天に打ち勝ったんだよ」

「……前から思ってたけど、あんたって回りくどいことを云いう自分に酔ってるの？」

　言葉が止まった。図星だったのかもしれない。彼はわざとらしい咳せきをして仕切り直した。

「つまりだな、お前はよく頑張った。頑張ったから大団円を迎えることができたんだ。お前は大切なものを何一つ失っちゃいない」

「え……？」

「葬儀の途中でかなめが生き返った」

　心臓が止まるかと思う。云いっていい冗談と悪い冗談があるのだ。

「冗談ではない。だが冗談のような話だ。彼女には俺の彩さい術じゆつ【萬ばん物ぶつの調合】で予あらかじめ《尸し解かい仙せんの基礎因子》を埋め込んでおいた。尸し解かい仙せんとはすなわち死んだ後に蘇よみがえってなる仙人のこと。つまり熾し天てん寺じかなめは仙人になって再び生命を獲得したということだ」

「何を、云いってるの……？」

「もう一度やれと云いわれてもできないだろう──なぜなら調合材料がないからだ。死を超越するＯＬＩ因子が発生する確率は八兆分の一と推定されている。俺がたまたま持っていたのはほとんど奇跡に近いな」

　そのとき、獣道の向こうから人が近づいてくる気配がした。

　振り返れば、血相を変えてひた走る飯いい垣がきの姿が見えた。

「か、かがり様！　こんなところにいらっしゃいましたか！」初老の左さ禰ね宜ぎはかがりの前までやってくると、肩で息をしながら叫んだ。「一大事です、一大事でございます……何と申し上げればよいのやら……その、かなめ様が……とにかく、神社までお越しください！」

　かがりは彩さい紀きの顔を振り仰ぐ。

　まさか──本当にそんなことがあるのだろうか。

「行ってこい」

「う、うん」

　彩さい紀きに背中を押されてかがりは走り出す。汗だくになって必死で足を動かしている飯いい垣がきを追い越して、木洩れ日の小こ径みちを駆けていく。

　やがて命めい融ゆう神社へと続く階段が見えてきた。

　息せき切ってのぼっていくと、中ほど辺りで洪水に流された鳥居が倒れているのを見た。その鳥居のすぐ先に、純白の小袖を着た少女が立っている。春の日差しに揺らめくその姿は幻のようにも感じられた。土の色をしていたはずの頰には温かな朱が差しており、寿じゆ老ろう人じんに奪われたはずの片足すら元通りになっている。

　かがりはまじまじと彼女を見つめた。やっぱり夢でも幻でもない──黄よ泉みの国から帰ってきた白銀の巫み女こがそこにいるのだ。ただし以前の彼女らしい病弱な気風は少しも見受けられなかった。その美しいかんばせに浮かんでいるのは、きらきらした笑みと、一筋の涙。

「また会えて嬉うれしいです──かがり」

　その声を聞いたとき、かがりはようやく心の底から笑うことができた気がした。

　過酷な世界で努力をし続ける意味は何なのか──簡単な話だった。努力が報われるとは限らない。けれども、生を諦めてしまえば、彼女の笑顔を見ることはできなかったはずなのだ。

　上段から軽やかに飛び降りてきた妹を抱きとめる。

　二人はしばらくの間、抱擁を交わしながら笑っていた。




　　　　　　　　　　○




　神社の石段には大勢の人が集まっている。保守派も穏健派も関係なかった。誰もがあの姉妹を祝福している。

　彩さい紀きは遠巻きにその様子を眺めながら、つられて笑みを浮かべてしまった。

　世界は滅びた。自らを封印し、千年の孤独に苛さいなまれ、諦めかけていた。やがてかがりと出会い、すべてが動き始める。──ここに辿たどり着つくまで、本当に長かった。

　かがりがかなめの身体からだをぺたぺた触り、かなめがくすぐったそうに目を細めた。人々がかがりに向ける視線にはちょっとした遠慮があったが、それもじきに解消されるだろう。なにせ彼女は島を救った英雄なのだから。

（あいつみたいな人間がいるなら、この世界もまだまだ捨てたものじゃないな）

　そうして彩さい紀きは、万感の思いを胸に抱きながら彼らのほうへと歩み寄っていった。

　西暦三〇九九年、春のことである。


（おわり）









　あとがき




　初めまして小こ林ばやし湖こ底ていです。

　仙人／狐きつね耳みみ／和風／中華／妖怪／漢文／儒じゆ教きよう／仏教／王道ファンタジー／隠し味程度のＳＦ要素／心躍る中二全開バトル／がんばるヒロイン──趣味が高じた結果がこれであります。最初に設定やキャラを考えた際には冗談抜きで「本当に完成すんのかこれ」と炎えん帝てい神しん農のうに因ちなんで言うならば精せい衛えいの海を塡うずむような思いに駆られたもんですが無事脱稿して応募して受賞して改稿して刊行して皆様にお届けできたこと誠に嬉うれしく思うと同時にほっとしております。ありがとうございました。さて本作『少女願うに─』は前述の通り雑多な要素で構成されておりますがその根底思想はいたってシンプルです。かの有名な『論ろん語ご』に曰いわく

〈力足らざる者は中ちゆう道どうにして廢はいす　今女なんじは畫かぎれり〉

　正直意味はよくわかりません。すみません。たぶん孔こう子し先生は「死ぬ気で頑張れ」という激励の情を込めてこの名言を残したのだろうと思いましたが絶対違います。とにかく本作に登場するキャラクターが──特に熾し天てん寺じかがりが──己の力を見限ることなく不屈の闘志を燃やして困難に立ち向かってゆくのはそういうワケなのでしょう。この小説は一面において著者が著者自身を鼓舞するための灼しやく熱ねつの物語でもありました。執筆当時を思い返してみると本当に色々と色々なことがあって四六時中「私は何をやってるんだ？」という一丁前な懊おう悩のうに苛さいなまれていたような覚えがあります。だから元気の出るようなお話を書いてみたかった。頑張る人には天の神様が力を与えてくださる──そんな世界があってもいいと思ったのです（主人公たちはそれをぶっ壊そうとしてますが）。いずれにせよ本作を読んでくださった方々にも燃え上がるような世界改変エネルギーをおすそ分けできればいいなと心底から思ったのでした。




　この物語はたくさんの人に支えられて成り立っております。

　目の覚めるような素晴らしいイラストで物語に生命を吹き込んでくださったろるあ様。本作を第26回電撃小説大賞銀賞に選んでくださった最終選考委員の皆様。星の数ほどある作品の中から『灼しやつ華か繚りよう亂らん（旧題）』を見つけてくれたばかりでなく刊行に際して多大なお力添えをして頂いた担当編集の長なが堀ほり・小お野の寺でら様。その他刊行に携わって頂いた多くの皆様。

　そして本書をお手に取ってくださった読者の皆々様。

　本当にありがとうございました。

　今後ともよろしくお願い致します。


小こ林ばやし湖こ底てい









〈第だい九きゆう席せき　聖せい仙せん　彭ほう寿じゆ星せい　──　武佐斯國むさしのくに・浮ふ塊かい榮えい凜りん島とう〉

　永えい楽らく朝廷が編へん纂さんした書物に『彩さい皇こう概がい要よう』というものがある。

　天を統すべる〝五ご彩さいの覇は者しや〟の氏名／所在地／能力等々を記録したものだ。ただし記載されている内容には若干の誤りがある。まずもって九人の彩さい皇こうの情報を正確に把握して書物に纏まとめるなど無理な話であるし、加えてこの書物には朝廷の見み栄えや虚栄心によって歪わい曲きよくされた事実が含まれている。

「──笑えるな。あの彭ほう寿じゆ星せいが世界で九番目だそうだ」

　神しん州しゆうの南端──神かみ代よの世界では九州と呼ばれていた地にその男はいた。

　普通の容姿ではない。まとう衣服は妙にぴっちりとした黒衣。それは現代では滅びてしまったはずの西洋衣装に他ならなかった。集合文化意識の修正が行き届かない──この男はそういう力を持っているのだ。

「人間は自分の評価を現実よりも少し上にしがちなものだ。──見たまえ、私の順位はこれを編へん纂さんした者たちよりも下になっている」

　男は傍かたわらにいた少女に本を手渡した。

　少女は無言のまま頁ページをめくる。

〈第だい五ご席せき　黒こく龍りゆう　大だい黒こく龍りゆう僖き　──　薩さつ魔まの國くに・峰ほう天てん岳がく〉

〈第だい四よん席せき　烈れつ帝てい　天てん照しよう宮ぐう怜れい熙き　──　畿内・永えい楽らく朝ちよう〉

「……大だい黒こく様はこれが気に入らないのですか」

「むしろ気に入っているさ。私は人間のこういう愚かしい思考が大好きなのだよ。まったくもって愚かだな人間は。本当に愚かだ」

「……怒っているように見えます」

「怒っていない。安心したまえ、須しゆ弥み」

　男──彩さい皇こう・大だい黒こく龍りゆう僖きは優しい手つきで少女の髪を撫なでた。少女はおぞましい煉れん氣きに身体からだを震わせながらその施しを受けることしかできない。

　やがて男はゆっくりと立ち上がって云いう。

「天が我々に与えたのは人間の精神ばかりが先行する不安定極まりない法則だった。しかしこんなものは間違っている。私は確かつ乎ことした論理法則の存在する世界こそが正しいと思う。そうだね、夢だ。これは夢なのだ。夢ならいつか醒さめると思わないか？」

「どうしたら醒さめるのでしょう。頰をつねりますか」

　大だい黒こく天てんは笑った。少女は不思議そうに首を傾かしげる。

「お前の云いうことは正しいよ。……そう、つねればいいのだ。世界を蹂じゆう躙りんしている莫ば迦か者ものどもの頰を引きちぎってやろう」

　ひょいと少女の手から『彩さい皇こう概がい要よう』を取り上げる。

　ぺらぺらと頁ページをめくりながら呆あきれのにじむような溜ため息いきを漏らした。

「世界を修正する力を持つのは五ご彩さいの覇は者しやだ。そもそも彩さい術じゆつの定義とは〝天論に外部から干渉することができる術〟だからな。しかし私の彩さい術じゆつだけではどうにもならない。だから──他の彩さい皇こうをすべて殺してその術を奪い取ってやろう」

「須しゆ弥みもがんばります」

「ありがとう。──そうだな、どうせならこの本の順番に退治していこうじゃないか。最初の相手は彭ほう寿じゆ星せい。こいつは近頃復活した仙人で、我々の同胞を二人も手にかけた傑物でもある。ちょうどいい相手だと思わないかね」

「思います。宇うヶが原はら様も、南なん条じよう様も、残念なことでした」

「ああ、残念だったな。──そろそろ行こうか」

「はい。疲れました。……人を殺すのは、好きじゃないので……こんなことは、あんまりしたくないのです」

「わかっているさ。だから我々は天に抗あらがうのだよ──」

　大だい黒こく天てんと吉きつ祥しよう天てんは密ひそかに笑い合いながら部屋を後にする。その場に残されたのは濃密な血のにおいだった。人間の身体からだの部品がそこかしこに散らばっている。家屋の外からやってきた塵ごみ虫むしどもが思わぬご馳ち走そうを見つけたと云いわんばかりに血肉の間を這はいまわっている。







　熾し天てん寺じかがりは「世界を破壊したい」と願った。

　しかし、こんな腐れる世の中を気に入っている者など一人たりとていない。

　各おの々おのが、各おの々おののやり方で、どうしようもない現状を変革しようとしている。

　そう──この世界は、誰にとっても壊すべきなのだった。
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少しょう女じょ願ねがうに、この世せ界かいは壊こわすべき




～桃とう源げん郷きょう崩ほう落らく～
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